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１ 浪江町の被災の状況及び復旧・復興の進捗 

(1) なみえ復興レポート（平成 29年 2月版） 
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２ 関係する計画の要旨 

(1) 浪江町復興計画【第一次】要旨 
（平成 28年 8月 10日 
第 1回浪江町復興計画【第二次】策定委員会 資料） 
 

  





浪江町復興計画【第一次】の振りかえり

●浪江町復興計画【第一次】の位置づけ

第４次長期総合計画に掲げたまちづくりの考え方・精神を踏襲した「浪江町復興ビジョン」（
平成24年4月策定）を基に、ビジョンに掲げた「復興理念」「基本方針」「目標像」を具現化する
もの。
復興に向けての前提条件が整っていないことで、具体的な取組みの詳細が検討できない

項目については、条件が明らかになった段階で復興計画の修正や個別計画での検討を行う
。

●復興計画において主に整理した項目

復興の条件となる、事故そのものの収束、賠償の問題、警戒区域の見直し、除染、健康管理、住
まいの確保など不透明な事項もあることから、避難生活を乗り切るための具体的な取組みと、ふる
さと再生や町外コミュニティ整備については取組みの方向性として整理。
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平成24年（2012年）
5月30日 第1回 職員検討会
6月1日 第1回 策定委員会（全体会） 委嘱状交付、委員長選出等
6月1日 第1回 専門部会（6部会） 部会としての課題共有
6月14日 第2回 専門部会（6部会） 課題についての対応策の検討
6月14日 第1回 幹事会 部会横断的な課題の共有
6月20日～7月5日 第2回 復興に関する町民アンケート調査 《配布》18,258件 《回答》11,222件（61.5%）
6月27日 第2回 職員検討会
6月28日 第3回 専門部会（6部会） 課題についての対応策の検討
7月10･13日 第4回 専門部会（6部会） アンケート中間報告による計画案の整理

7月12日 放射線に関する講習会
《講師》 児玉龍彦 教授（東京大学ｱｲｿﾄｰﾌﾟ総合ｾﾝﾀｰ）

万福祐造 研究員（国際農林水産業研究ｾﾝﾀｰ）

8月1･2･3日 第5回 専門部会（6部会） 部会での検討状況の中間取りまとめ
8月2日 第2回 幹事会 部会横断的な課題の共有
8月9日 第2回 策定委員会（全体会） 検討状況の中間報告
8月23日～9月7日 検討状況の中間報告への意見募集（パブコメ） 《パブコメ件数》211人 410件
8月28・31日 第6回 専門部会（6部会） 中間報告書の精査
9月6日 第3回 職員検討会 計画の推進体制について
9月18･19･20日 第7回 専門部会（6部会） パブリックコメントによる修正
9月28日 第3回 策定委員会（全体会） 復興計画【第一次】 町への提言

●浪江町復興計画【第一次】策定までの経緯：町民、有識者との活発な協議を経て策定

≪復興計画【第一次】策定体制≫

≪復興計画【第一次】策定までのあゆみ≫

復興計画策定委員会

策定委員会幹事会

ふるさと
再建部会

津波被災地
復興部会

町外コミュニ
ティ部会

生活再建部
会

教育・健康
管理部会

産業再生部
会

委 員 長：鈴木 浩 （福島大名誉教授）
副委員長：吉岡正彦（ふくしま自治研修

センター総括支援アドバイザー）

みんなでともに乗り越えよう私たちの暮らしの再生に向けて
～未来につなぐ復興への思い～

１．みんなでともに乗り越える

２．一人ひとりの暮らしの再生

３．子どもたちの未来につなぐ

１．すべての町民の暮らしを再建する ～どこ住んでいても浪江町民～
 避難先によらない、一人ひとりへのきめ細やかな支援

 ふるさと再生や町外コミュニティの整備、避難先への継続的な支援などの多様な選択肢の実現

２．ふるさと なみえを再生する ～受け継いだ責任、引き継ぐ責任～
 震災や原子力災害を乗り越え、安全、安心なふるさとの再生

 なみえのこころや絆が息づく地域の復興

 誰もが魅力的だと思えるまちづくり

３．被災経験を次代や日本に生かす ～脱原発、災害対策～
 災害や復興の情報を一元化し誰もが気軽に閲覧できる復興ライブラリーの構築や、復興人材育成など、復

興の過程や技術、経験を他地域や次世代に語り継いでいく仕組みづくり

 災害研究都市として、復興を「学び、実行し、発信する」を体現

●浪江町復興計画【第一次】の理念と方針

理念

復興の
基本方針
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(2) 浪江町復興計画【第一次】以降の復興の取組

状況 
（平成 28年 8月 10日 
第 1回浪江町復興計画【第二次】策定委員会 資料（抜粋）） 
 
 

  





浪江町復興計画【第一次】以降の復興の取り組み状況 

●浪江町復興まちづくり計画（平成26年3月）

１．みんなで必ず取り戻す 安全・安心の暮らしやすいまち
２．みんながつながるまち
３．双葉郡北部の復興拠点を担うまち
４．未来に向けて希望のあるまち

復興まちづくりの４つの目標

復興まちづくり計画の実現に向けて
１．安心安全の確保に向けた除染の推進
２．復興まちづくり計画の推進
３．生活関連サービス等の担い手確保
４．既存中心市街地の再生に向けた取り組み着手
５．復興まちづくりに適応した制度の創設

復興まちづくりにあたって

時期ごとの放射線量や帰 
還人口等の状況に応じて 
段階的に進める。 
まちづくり計画における 
避難指示解除直後の居住 
世帯数と居住人口を、 
2,500世帯（5,000人）と想定。 

避難指示解除に向けた取組み（平成２９年３月まで）
・インフラの復旧・整備
・防災対策
・交通対策
・公共施設の復旧・整備
・住宅の確保
・生活環境の確保
・つながりの場の整備
・雇用の場の確保
・双葉郡北部の復興拠点の整備
・津波被災地の復興

避難指示解除後の取組み（平成２９年３月以降）
・居住地域の拡大
・生活環境の充実
・教育環境の整備
・伝統文化の保護・継承体制と施設の整備
・浪江のPR・発信機能の確保 
・産業の再生・創出
・自然環境の再生・自然と調和したまちの実現

策定の目的・位置付け

復興ビジョンや復興計画【第一次】
で示された「まちづくりの方向性」を具
体化する個別計画として策定されて
おり、理念や基本方針については復
興計画【第一次】の考え方を引き継い
でいる。 
現在、復興計画【第一次】に基づき、
「避難期の生活再建」、「町外コミュニ
ティ整備」、「ふるさとの再生」に関する
取組みが進められているとともに、町
民協働により計画の進行管理が行な
われている。まちづくり計画は、その中
でも「ふるさとの再生」に焦点を当て、
避難指示解除に向けたまちづくりの
方針を定めている。
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検証結果

• 復興まちづくり計画で「避難解除に向けて平成２９年３月までに準備するもの」とされている項目について
は、概ね順調に進展

• ただし、大半の項目が現在進行中
• 必要な環境が整った段階で、早期に特例宿泊や準備宿泊を実施できるよう関係機関の取組みが必要。
• 平成２９年３月に避難指示を解除するために最低限必要な取り組みを、「平成２９年３月までに最優先に
取組むべき１６の課題」として取りまとめた。

 

 

 

 

●避難指示解除に関する有識者検証委員会（報告書提出：平成28年3月）

報告書の目的

平成２９年３月の避難指示解除に向け、これらの計画に定められた項目を整理し、検証・評価を行う。 

役職 氏名 役職等

委員長 吉岡 正彦 ふくしま自治研修センター総括支援アドバイザー兼教授

副委員長 間野 博
福島大学うつくしまふくしま未来支援センター特任研究員・
県立広島大学名誉教授

委員 児玉 龍彦 東京大学アイソトープ総合センター長

委員 秋光 信佳 東京大学アイソトープ総合センター教授

委員 床次 眞司 弘前大学被ばく医療総合研究所教授

委員会構成

委員会概要

委員会会合 内容 

【第１回】 
委員会発足 

《議題》 委員長・副委員長選出、設置の目的、検証・評価の進め方及び項目の整理 

【第２回】 
検証・評価① 除染 

《議題》 除染計画、除染廃棄物の処理、除染による放射線量の低下、自然環境の回復 
《現地視察》 除染作業現場（浪江小学校）及び除染廃棄物仮置き場（酒田地区） 

【第３回】 
検証・評価② インフラ復旧 

《議題》 道路・上下水道・電気・電話・ガスの復旧状況、役場・警察署･消防署の復旧、
災害公営住宅の整備状況 

【第４回】 
検証・評価③ 生活環境整備 

《議題》 教育施設・医療施設・福祉施設・商業施設等の復旧状況、生活関連サービス
の復旧、事業再開 

【第５回】 
検証・評価④ 防災対策 

《議題》 地域防災計画の見直し、廃炉・汚染水の状況 
《現地視察》 上水道取水施設（谷津田取水場） 

【第６回】 
検証結果報告書 とりまとめ 

《議題》 報告書案の審議 
《現地視察》 飯館村再資源化施設、大柿ダム 

除染：

１．居住エリアの除染の
実施

２．追加的な除染等の実
施

３．長期目標１ミリシーベ
ルトに向けた継続的
取組み

４．帰還困難区域の除染
計画の策定
５．廃棄物減容化の検討

インフラ復旧：
６．上水道の確実な復旧
７．下水道の確実な復旧

８．ＪＲ常磐線の前線復
旧に向けた継続的取
り組み

生活環境整備：

９．医療施設及び医療従
事者の確保

１０．介護サービスの段
階的環境整備

１１．買い物ができる環境
の整備
１２．事業者再開支援
１３．郵便再開

１４．原子力災害に対応
した安全確保体制の
整備

放射線対策：

１５．モニタリング体制整
備

１６．放射線相談窓口の
設置
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●まち・ひと・しごと創生浪江町総合戦略（平成28年3月）

浪江町総合戦略 基本理念

未来につなぐ ふるさとなみえの創建 

  浪江町における総合戦略は、「第４次浪江町長期総合計画」（震災前）、「浪江町復興計画【第一次】」及
び「浪江町復興まちづくり計画」（ともに震災後）から、今後継続して取組むべきものを最大限抽出し取りまと
めたものとなっている。 
  震災から５年が経過し、今後、復興のための予算は、国の「復興予算」から「地方創生予算」に移行して
いくことが推定される（下図参照）ことから、復興予算はもちろん、地方創生予算の獲得も考慮し、総合戦略
が策定されている。また、復旧復興の進展など状況の変化に合わせて、見直しを行う。

浪江町総合戦略では、「まち・ひと・しごと」に対応した「４つの基本目標」を掲げるとともに、それぞれの施
策の遂行に共通した「３つの視点」を定めている。
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(3) 浪江町人口ビジョン 

 

  





 
まち・ひと・しごと創生 

浪江町人口ビジョン 

～未来へつなぐ ふるさとなみえの創建～

平成 28 年 3 月 

浪 江 町 

※「第 5 回こどもの笑顔フォトコンテスト」の受賞作品 
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１．浪江町人口ビジョンについて 

１．浪江町人口ビジョンについて

（１）まち・ひと・しごと創生総合戦略について 

わが国の人口は平成 20(2008)年をピークとして人口減少局面に入っています。現在の人口減少の

状態が継続した場合、今後平成 62 (2050)年には 9,700 万人、2100 年には 5,000 万人を割り込む水

準にまで減少するという推計があります。加えて、東京圏への一極集中により、地方の若い世代が

出生率の低い都市部へ流出することで日本全体としての少子化に拍車がかかっています。 

 人口減少は地域経済の規模縮小だけでなく、深刻な人手不足や住民の経済力の低下から地域社会

の様々な基盤の維持を困難としてしまいます。 

この状態を打破すべく、政府は平成 26年 12 月に、国と地方が総力を挙げて地方創生・人口減少

克服に取組む上での指針となる「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」および、地方創生のため

の施策の基本的方向や具体的な施策をまとめた「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を閣議決定し

ました。 

■ 国の示す「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本的な考え

 

取組みの基本的視点 

１．人口減少と地域経済縮小の克服 

① 「東京一極集中」を是正する。

② 若い世代の就労・結婚・子育ての希望を実現する。

③ 地域の特性に即して地域課題を解決する

２．まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立 

① 地域経済の活性化、産業の高付加価値等による「しごとの創生」

② 地方就労の促進、人材の確保・育成、移住・定住促進等による「ひとの創生」

③ 安心して暮らせるような、「まち」の集約、活性化、広域的連携による「まちの創生」

人口減少克服と地方創生をあわせて行なうことにより、 

将来にわたって活力ある日本社会を目指す

○ 2008 年に始まった人口減少は地方から始まり、今後加速度的に進む。

○ 人口減少が地域経済の縮小を呼び、地域経済の縮小が人口減少を加速させ、経済社会に対して大き

な重荷となる。

○ 東京圏には過度に人口が集中しており、今後も人口流入が続く可能性が高い。東京圏への人口の集

中が日本全体の人口減少に結び付いている。
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１．浪江町人口ビジョンについて 

（２）「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」について 

 国は地方創生・人口減少克服という構造的課題に国と地方が総力を挙げて取組む上での指針とな

る「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」を策定しました。「まち・ひと・しごと創生長期ビジョ

ン」は、日本の人口の現状と将来の姿を示し、人口減少をめぐる問題に関する国民の認識の共有を

目指すとともに、今後目指すべき将来の方向を提示することを目的としています。 

■ 「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」における日本の人口の将来の展望

国の人口の推移と長期的な見通し 

地方公共団体においては、国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」及び「まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」を勘案した、人口の現状と将来の展望を展示する「地方版人口ビジョン」及び、

地域の実情に応じた今後 5 年間の施策の方向性を提示する「地方版総合戦略」の策定が求められて

います。

○人口減少に歯止めをかける。

出生率が人口置換水準（2.07）に回復することが人口が安定する必須の条件となる。

○若い世代の希望が実現すると、出生率は 1.8 程度に向上する。

若い世代の結婚・子育て希望の実現に取組み、出生率の向上を図る。

○人口減少に歯止めがかかると、2060 年に１億人程度の人口が確保される。

2030～2040 年頃に出生率が 2.07 まで回復した場合、2060 年には総人口１億人程度を確保

し、2090 年頃には人口が定常状態になると見込まれる。

○人口構造が「若返る時期」を迎える。

人口減少に歯止めがかかると、高齢化率は 2050 年に 35.3％でピークに達した後は低下し始め、

2090 年頃には現在とほぼ同水準の 27%程度にまで低下する。

○「人口の安定化」とともに「生産性の向上」が図られると、2050 年代に実質GDP成

長率は、1.5～２％程度が維持される。

（まち・ひと・しごと創生本部事務局作成『まち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」「総合戦略」』より） 
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１．浪江町人口ビジョンについて 

（３）浪江町人口ビジョンについて

 本町においては日本の総人口減少以前より人口の減少は進行していました。そして東日本大震災

（平成 23年 3月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震及びこれに伴う原子力発電所の事故による

災害（以下「震災」という。））により町の避難指示解除後は人口の急激な減少が想定され、他市町

村に先駆けて人口減少そして少子高齢化社会への対応が求められることも予想されます。 

そのため、町の将来の姿を見据え、国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」及び「まち・

ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、今後目指すべき方向と展望人口を掲げた「浪江町人口ビジ

ョン」を策定し、「まち・ひと・しごと創生浪江町総合戦略」の指針とします。 

■ まち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」と「総合戦略」の全体像

浪江町と福島県の総人口の長期的な推移 

（国勢調査より ※昭和 30 年以前の総人口は大堀村・苅野村・津島村・請戸村・幾世橋村を含む現在の町の町域での総人口） 

国の総合戦略 

2060 年に 1 億人程度の人口を確保する。 

2040 年に 160 万人程度の人口を確保する。 

町の人口の現状を分析し、今後目指すべき将来の方向と

中長期的な人口の将来展望を提示する。 

浪江町人口ビジョン 

国の長期ビジョン 

福島県人口ビジョン 

人口ビジョンを基に、今後 5 年間の
政策目標・施策を策定する。 

福島県総合戦略 

浪江町総合戦略 

情報支援 財政支援 人的支援 

○地域経済分析システム ○「地方版総合戦略」の策定・

実施の財政的支援

○地方創生人材支援制度

○地方創生コンシェルジュ制度

国から地方への多様な支援と「切れ目」のない施策の展開 
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２．浪江町の人口構造・人口動態の分析 

２．浪江町の人口構造・人口動態の分析

（１）総人口の推移

◆ 町の人口は昭和 60 年から年少人口と生産年齢人口が減少を始めており、昭和 60 年の 23,595

人より人口の減少へと転じています。 

◆ 平成 12 年以降は老年人口が年少人口を上回っており、総人口に占める割合も増加しています。 

◆ 一方で世帯数は増加を続けています。 

（国勢調査より） 

（国勢調査より） 
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２．浪江町の人口構造・人口動態の分析 

（２）人口構造（人口ピラミッド） 

◇町の人口ピラミッド 

◇人口ピラミッドの比較 

◆ 町の人口構造は 20歳代から 40歳代前半までの人口が男女共に少なく、一方で 50 歳代の男女、

70 歳以上の女性が多くなっています。 

◆ 全国や福島県の人口構造と比べても、20歳代から 40 歳代の人口が少なく、65 歳以上の特に女

性の高齢者の人口が多くなっています。 

（国勢調査より） 

男性 女性 

（国勢調査より） 
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２．浪江町の人口構造・人口動態の分析 

（３）住民基本台帳における近年の人口の推移 

◆ 平成 22 年までは人口の減少と世帯数の増加が進んでいたが、平成 23年 3 月の震災の影響によ

り平成 24年以降は世帯数、人口ともに減少傾向にあります。 

◆ 震災以降の双葉 8町村の人口の推移では平成 22 年の人口を 1とした場合、浪江町は現在 0.884

となっており、広域的な分散避難の影響から、双葉郡 8町村の中で震災以降最も人口が減少し

ております。 

（住民基本台帳より） 

（住民基本台帳より） 

＝震災の影響を含む 
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２．浪江町の人口構造・人口動態の分析 

（４）世帯

◇世帯構成 

◆ 町では全国と比べ「夫婦、親、子から成る世帯」の割合が 15.0%と多くなっている。福島県の

12.2%と比べてもその割合は大きくなっています。 

◆ 「夫婦、親、子から成る世帯」の割合は多いですが、他の親族との同居等の世帯と単独世帯は

福島県の割合と余り変わりません。また、夫婦と親から成る世帯の割合も高くなっています。 

◇夫婦の就業状態 

（国勢調査より） 

（国勢調査より） 
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２．浪江町の人口構造・人口動態の分析 

◇種類別世帯の推移 

◆ 町の夫婦の就業状態をみると、全国、福島県と比べ共働きの夫婦の割合が多くなっていました。 

◆ 平成 17 年から平成 22 年の世帯の増加率では、高齢単身世帯など単独世帯が大きく増えている

一方で、３世代同居世帯や子どものいる世帯が減少していました。 

（５）出生数と死亡数について（人口の自然動態） 

◇人口の自然増減 

◆ 町の出生数は平成 16年には 182 人でしたが、平成 22 年には 157 人と若干の減少傾向にありま

した。 

◆ 町の死亡者数もあまり変化しておらず、平成 16 年は 258 人、平成 22年は 258 人となっていま

す。 

◆ 町の人口の自然動態は死亡者が出生者を上回る人口の自然減の状態が続いています。 

（国勢調査より） 

（住民基本台帳より） 

29



２．浪江町の人口構造・人口動態の分析 

◇合計特殊出生率 

◆ 町の合計特殊出生率は全国に比べ高い水準を維持していましたが、震災以後は減少していま

す。福島県においては近年上昇傾向がみられます。 

◆ 年代別の女性 1 人当たりの出生率をみると 20 歳代前半の出生率が減少傾向にあります。一方

で 30 歳代の出生率は上昇傾向にあります。 

（人口動態統計、住民基本台帳より） 

（人口動態統計、住民基本台帳より） 
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２．浪江町の人口構造・人口動態の分析 

（６）転入者数と転出者数について（人口の社会動態） 

◇人口の社会増減 

◆ 町の転入者数、転出者数は共に減少傾向にありました。 

◆ 町の社会動態は転出者数が転入者数を上回る人口の社会減の状態が続いています。平成 17 年

の社会減は 179 人でしたが、平成 22年には 54 人となっており、近年は減少傾向にありました

が平成 26年の社会減は 238 人と大きく増加しています。 

◇主な転入前所在地と転出先 

（住民基本台帳より） 

（福島県現住人口調査） 
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２．浪江町の人口構造・人口動態の分析 

◆ 平成 22 年の町の転入者の以前の居住地、転出先をみると、ともに南相馬市が最も多くなって

いました。 

◆ 主な市町村間、地域間での社会増減をみると、南相馬市では 24 人の転出超過であり、双葉町

では 31 人の転入超過となっています。 

◆ 双葉郡内では転入超過ですが、福島県全体では転出超過となっており、関東地方でも転出超過

となっていることから都市部への人口の流出が見られます。 

参考‐震災後の社会増減‐ 

（福島県現住人口調査） 

（住民基本台帳より） 

平成

11年
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19年

平成

20年

平成

21年

平成

22年

平成

23年

平成

24年

平成

25年

平成

26年

社会増減 -172 -7 -98 -130 -82 -153 -179 -131 -114 -124 -102 -54 -1,319 -164 -289 -238 

転入者 619 836 698 742 696 650 632 603 593 575 625 524 275 179 160 107 

転出者 791 843 796 872 778 803 811 734 707 699 727 578 1,594 343 449 345 

-172 -7 -98 -130 -82 -153 -179 -131 -114 -124 -102 -54 
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２．浪江町の人口構造・人口動態の分析 

（７）人口変化率の推移 

◆ 人口変化率の推移をみると、10歳代から 20歳代前半にかけて 1を大きく下回り人口の流出が

起こっています。 

◆ 30 歳代においても人口の流出が起こっており、子どもの人口変化率も 1を下回っていることか

ら子育て世代の流出もみられます。 

0.6

0.7

0.8

0.9

1

1.1

1.2

1.3
人口変化率の推移 女性

平成2年→平成7年 女

平成7年→平成12年 女

平成12年→平成17年 女

平成17年→平成22年 女

（国勢調査より） 
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２．浪江町の人口構造・人口動態の分析 

（８）産業 

◇産業別就業者構成比 

◇産業大分類別就業者構成比 

12.3%

10.3%

9.1%

8.2%

7.9%

4.2%

37.7%

34.1%

32.9%

31.3%

30.1%

25.2%

50.0%

55.5%

57.9%

60.4%

62.0%

70.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成12年

平成17年

平成22年

双葉郡

福島県

全国

産業別就業者構成比（平成22年）

第1次産業 第2次産業 第3次産業

7.4% 7.6% 7.4%

1.5% 0.6% 0.2%
0.1%

0.0% 0.1%

18.0% 18.4%

9.0%

14.1% 12.6%

20.1%

1.8%
5.9%

0.8%

0.7%
0.6%

0.9%

3.2%
2.7%

4.9%

13.4% 11.1%

15.2%

1.3%
1.2% 2.0%

0.8%
0.7% 1.0%

2.3% 2.0% 2.0%

4.9% 5.1% 5.5%

3.7% 3.5% 3.8%

3.6% 3.7% 4.2%

8.9% 9.1%
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1.2% 1.0%
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8.0% 9.6% 5.3%

3.0% 3.7% 3.4%
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90%

100%

浪江町 双葉郡 福島県

産業大分類別就業者構成比（平成22年）

分類不能の産業

公務（他に分類されるものを除く）

サービス業（他に分類されないもの）

複合サービス事業

医療，福祉

教育，学習支援業

生活関連サービス業，娯楽業

宿泊業，飲食サービス業

学術研究，専門・技術サービス業

不動産業，物品賃貸業

金融業，保険業

卸売業，小売業

運輸業，郵便業

情報通信業

電気・ガス・熱供給・水道業

製造業

建設業

鉱業，採石業，砂利採取業

漁業

農業，林業

（国勢調査より）

（国勢調査より） 

※下記グラフ「産業大分類別就業者構成比」の「分類不能の産業」は構成比に含まない 
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２．浪江町の人口構造・人口動態の分析 

◇年齢階級別産業人口 

◆ 町の産業別就業者構成比をみると、一次産業の割合が国や福島県と比べ大きくなっています。

しかし就業者割合は減少傾向にあり平成 22 年時点では一次産業の就業者は全体の 9.1%となっ

ています。 

◆ 産業大分類別に就業者割合では建設業従事者の割合が最も多く 18.0%と県と比べても大きくな

っており、製造業、卸売業・小売業が続いています。 

◆ 就業者の年齢構造では、農業・林業において 4 割以上が 65 歳以上の就業者となっています。

20 歳代、30 歳代の就業者の割合が多いのは医療・福祉の分野となっていました。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農業，林業

漁業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

運輸業，郵便業

卸売業，小売業

金融業，保険業

学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業

医療，福祉

複合サービス事業

サービス業（他に分類されないもの）

公務（他に分類されるものを除く）

分類不能の産業

年齢階級別産業人口（平成22年）

15～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上

（国勢調査より） 
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２．浪江町の人口構造・人口動態の分析 

◇町内総生産額 

◆ 平成 22 年の町内総生産額の割合では製造業が最も多く、全体の 33.7%となっています。不動産

業の 14.6%が続いており、町内就業者割合が最も大きかった建設業は 7.5%となっています。 

（市町村民経済計算年報より） 

町内総生産額 

約 490 億円 

双葉郡総生産額 

約 5080 億円 
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２．浪江町の人口構造・人口動態の分析 

（９）人口構造・人口動態分析まとめ

■ 総人口の減少と高齢化が進んでいた

 町の人口は昭和 60 年の 23,565 人より減少に転じており、平成 22 年の総人口は 20,905 人となっ

ていました。15歳未満の人口を示す年少人口も、昭和60年には総人口の23.6%を占めていましたが、

平成 22 年では 13.0%と大きく減少しています。一方で 65以上の年齢の人口を示す老年人口の占める

割合は増加を続けており、昭和 55 年当時は総人口の 11.3%でしたが、平成 22 年時点では 26.5%とな

っています。 

■ 20 歳代前半から 40 歳代前半の人口が少ない

 町の人口構造は平成 7 年以降に老年人口が年少人口を上回っており、老年人口が増加を続けるな

か、生産年齢人口、年少人口は減少を続けています。平成 22 年の人口ピラミッドを全国と比べても

20 歳代から 40 歳代前半にかけての人口の割合が大きく減少しています。一方で 50 歳代の人口が男

女ともに多くなっています。 

■ 世帯の核家族化と、高齢単身世帯の増加

 町の世帯数は増加を続けており、特に単独世帯の増加率が最も高くなっていた。３世代同居世帯

や子どものいる世帯が減少する一方で、高齢単身世帯や高齢夫婦世帯は増加していました。 

■ 人口の自然減、社会減の状態が続いていた

 町の合計特殊出生率は全国や県と比べ高い水準を保っていたが、20歳代から 40 歳代前半にかけて

の女性の人口の割合は全国と比べ特に少なく、死亡数が出生数を上回る人口の自然減の状態が続い

ていました。また、転出者が転入者を上回る社会減の状態も続いており、10 歳代から 20歳代の若者

の流出、30 歳代の子育て世代の流出が顕著でした。 

■ 町の産業は製造業や建設業の生産額・就業者の割合が大きく、一次産業の就業者も多い

 町の就業者構成比では建設業、製造業従事者の割合が大きく、生産額をみても製造業が全体の 3

割以上を占めていた。一方で一次産業への従事者も全国や福島県と比べて高い割合となっていまし

た。双葉郡全体では生産額において電気・ガス・水道業の占める割合が高くなっていますが、町の

電気・ガス・水道業の生産額は低くなっています。 

■ 震災後の町の人口は減少を続けている

 住民基本台帳の人口の推移では東日本大震災及び原子力災害後の人口は減少を続けており、他の

双葉郡の 7町村に比べて最も減少しています。 
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３．住民意向調査 

３．住民意向調査

（１）帰還意向の推移

 

 

 

 

 

◆ 住民意向調査にみる帰還の意向の推移では、減少傾向にあった「すぐに・いずれ戻りたいと考

えている」と回答する割合が平成 27 年度の調査では上昇しています。また、「まだ判断がつか

ない」が前年と比べ、明確に上昇しています。

（住民意向調査より） 

17.8%

13.9%
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13.3%
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44.2%

42.7%

32.8%
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29.4%
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33.1%
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48.0%
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31.3%
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10.9%

6.1%

0.6%

14.6%

3.1%

11.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

浪江町

富岡町

大熊町

双葉町

田村市

楢葉町

川俣町

川内村

飯館村

原子力被災自治体における帰還意向の比較（平成27年度）

すぐ・いずれ戻りたいと考えてる まだ判断がつかない 戻らないと決めている 無回答
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３．住民意向調査 

（２）年代別帰還意向と帰還意向世帯について

◇年代別帰還の意向

◇帰還意向世帯の世帯主年齢

◆ 平成 27 年度の住民意向調査の帰還への意向を年代別に見ると、70 歳以上では 23.1%が「すぐ

に・いずれ戻りたい」と回答している一方で 20 歳代、30 歳代の若い世代では 10%以下と低く

なっています。

◆ 帰還の意向を示している世帯の世帯主の年齢をみると70歳以上が全体の4割を占めています。 

20 歳代

1%
30歳代

4%
40歳代

8%

50歳代

19%

60歳代

28%

70歳代

25%

80歳以上

15%

帰還意向世帯における世帯主の年齢（平成27年度

）

（平成 27 年度住民意向調査より） 

（平成 27 年度住民意向調査より） 
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４．将来人口の推計 

４．将来人口の推計

（１）将来人口の推計について

 町の展望人口の算出・設定にあたっては、全町避難が継続し、居住人口ゼロとなっている現状や、

日々変化する町の社会動向や前提条件を見通すことが困難な状況にあることなどから、適切な算出

が非常に困難な状況にあります。そのため今回の将来人口の推計については、下記に示した震災前

の状況が継続した場合と、震災後の状況を勘案した場合の２つを、コーホート要因法により参考数

値としてシミュレーションを行いました。 

■ 2つの将来人口の推計

◇人口推計について 

推計期間:国の長期ビジョンの対象期間を勘案し、2060 年（50 年後）までの５年ごととする。 

推計方法:男女別の５歳階級の年齢によるコーホート要因法（※）を使用する。 

1.平成 22年以前の状況における人口推計

 平成 17 年から 22 年の人口の動態が継続した場合 

2.帰還人口とその後の人口推計
帰還後の人口推移において転入･転出による人口の
社会増減を 0 と仮定した場合

人口の将来展望の設定へ 

※ コーホート要因法 

・コーホート要因法は、ある年の男女・年齢別人口を基準として、ここに人口動態率や移動

率などの仮定値を当てはめて将来人口を計算する方法。 

・本推計においては、①基準人口、②将来の生残率、③将来の純移動率、④将来の出生率、

⑤将来の 0-4 歳性比のデータを用いる。

① 基準人口

   ・平成 22 年国勢調査人口及び帰還時の居住人口（浪江町復興まちづくり計画より） 

② 将来の生存率

   ・「日本の将来推計人口（平成 24年１月推計）」（出生中位・死亡中位仮定）から得られ

る全国の男女・年齢別生残率を利用。 

③ 将来の純移動率

  ・設定の際は平成 17 年～22 年に国勢調査により観察された男女年齢別純移動率を使用。 

④ 将来の出生率

・町のこれまでの合計特殊出生率及び福島県民希望出生率によって設定。 

⑤ 将来の 0-4 歳性比

   ・「日本の将来推計人口（平成 24年１月推計）」（出生中位・死亡中位仮定）により算出

された全国の平成 27（2015）年以降平成 52（2040）年までの 0-4 歳性比を各年次の

仮定値とし、全自治体の 0-4 歳推計人口に一律に適用。 

※将来の生残率、将来の子ども女性比、将来の 0‐4歳性比は福島県の推計値を使用する。 
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４．将来人口の推計 

（２）平成22年以前の状況における人口推計

【人口推計の概容】 

・平成 22 年の国勢調査の人口を基準とし、コーホート要因法により推計。

・合計特殊出生率は平成 22 年の町の出生率である 1.64 のまま変化しないと仮定。

・人口の社会動態は「平成 17 年→平成 22 年」の社会動態の状態が今後も継続したと仮定。
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2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

（人）

平成22年以前の状況における人口推計

総人口（人） 年少人口 生産年齢人口 老年人口

13 .1% 12 .2% 11 .4% 10 .6% 10 .0% 9 .5% 9 .1% 8 .6% 8 .2% 7 .9% 7 .6%

60 .2% 57 .0% 53 .3% 50 .2% 48 .5% 47 .6% 46 .2% 44 .8% 42 .8% 41 .4% 40 .5%

26 .7% 30 .8% 35 .3% 39 .2% 41 .5% 42 .9% 44 .7% 46 .5% 48 .9% 50 .7% 51 .9%
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100%

2 0 1 0年 2 0 1 5年 2 0 2 0年 2 0 2 5年 2 0 3 0年 2 0 3 5年 2 0 4 0年 2 0 4 5年 2 0 5 0年 2 0 5 5年 2 0 6 0年

年齢3区分別人口割合の推移

年少人口 生産年齢人口 老年人口
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４．将来人口の推計 

（３）帰還人口とその後の人口推計

【帰還人口の推計】 

・浪江町復興まちづくり計画（平成 26 年）における居住人口の計算方法により算出。

平成 27 年度住民意向調査より

①現時点で戻りたいと考えている世帯････約 1,100 世帯（回答世帯の 17.8%）

②現時点でまだ判断がつかないと考えている世帯････約 1,800 世帯（回答世帯の 31.5%）

判断がつかない世帯の半数が町内に居住する、１世帯あたりの人数を 2 人とする。 

⇒帰還人口＝（1,100＋1,800/2）×2＝4,000 人 （※アンケート無回答世帯は推計に含まれない） 

【人口推計について】 

・住民意向調査における帰還予定者数及び年代別帰還意向から帰還人口の年齢構造を推計。

・合計特殊出生率は平成 26年の 1.55 のまま変化しないと仮定し、社会増減数を 0 と仮定。
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帰還後の人口の推計

総人口（人） 年少人口 生産年齢人口 老年人口

3 .1% 4 .3% 5 .5% 6 .9% 6 .9% 7 .5% 8 .2% 8 .6% 8 .9% 9 .3% 10 .2%

47 .1% 42 .0% 37 .5% 34 .1% 35 .5% 36 .1% 38 .4% 41 .1% 44 .8% 46 .2% 44 .3%

49 .8% 53 .7% 57 .0% 59 .0% 57 .6% 56 .4% 53 .4% 50 .4% 46 .3% 44 .6% 45 .5%
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年齢3区分別人口割合の推移
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４．将来人口の推計 

（４）将来人口の推計を踏まえて

■ 震災以前の状態における人口推計について

・人口の減少、少子高齢化が進んでおり、震災の発生がなくとも大幅な人口の減少と高い高齢化

率が予想されていた。

・合計特殊出生率は高い水準にあったが、若い女性の人口は少なく自然減の状態が続いていた。

・10 歳代から 20 歳代の若者、30歳代の子育て世代の人口が流出していた。

【必要な視点：震災以前】 

■ 帰還人口とその後の人口推計について

・帰還後の人口の高齢化率は 49.8%と高く、15年後には 59.0%まで増加する。

・社会増減を 0とすると、帰還から 15年後には総人口は 3,000 人を下回り、高齢化率も 59%とな

ってしまい、新たな住人の獲得が必要不可欠。

・1世帯当たりの帰還者数が 2人を下回る可能性もあり、人口の減少がより進む可能性もある。

【必要な視点：震災以後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆子育て環境の充実、婚姻率の上昇など子どもを望む世帯（人口）を確保と出生率の上昇。

◆若者に魅力あるまちづくり、雇用の場の確保などによる若者の流出の抑制。

◆人口の減少、少子高齢化社会に備えた地域づくりの推進。

◆帰還後の高齢化社会に備えた地域づくり。

◆復興の推進により帰還意向世帯における帰還者数の増加など、帰還したいと考える町民の増加。

◆持続可能な人口構造の形成には人口の流入・出生など若い世代の確保が必要。
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帰還後の人口ピラミッド（総人口:4,000 人） 15 年後の人口ピラミッド（総人口:2,796 人） 

43



５．町の展望人口 

５．町の展望人口

（１）人口減少克服に対する基本的視点

 町の将来人口の推計を踏まえた震災以前よりの町の課題と、震災以後の町の現状から復興そして

人口減少克服への取組みの指針となる 4つの基本的視点を設定しました。 

しごと 

１ 持続可能なしごとづくり 

○震災以前より若者の町外への流出があり、雇用の場の確保などが必要だった。

○帰還後の町には人口の流入が必要であり、定住には「しごと」が必要となる。

ひと 

２ 浪江町に向かうひとの流れづくり 

○町の人口の増加には帰還したいと思う町民の増加等が必要となる。

○町外からの人口の流入にはまずは町について知ってもらうことが必要となる。

若い世代 

３ 子どもたちの明るい声が聞こえるまちづくり 

○以前より町の人口は自然減の状態にあり、出生率の増加が必要だった。

○少子高齢化社会、人口減少社会に向け町の将来を担う人材の育成が重要となる。

まち 

４ 被災経験を生かしたみんなでつくるまち、みんなで支えあうまち 

○少子高齢化社会、人口減少社会に向けた地域づくり必要だった。

○帰還後に予想される急激な高齢化社会に備えた地域づくりが求められる。

－町の「しごと」の分野に対して― 

－町への「ひと」の流れに対して― 

－町の将来を担う「若い世代」に対して― 

－「まち」の実情にあった独自の地域づくりへ― 

■ 人口減少克服に対する 4つの基本的視点
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５．町の展望人口 

（２）展望人口における目標人口の考え方

 町の人口減少克服に対する 4 つの基本的視点を踏まえ、目指すべき将来の方向と長期的な町の展

望人口における目標人口を設定します。 

 しかし、震災による全町避難により現在の町への居住人口はゼロとなっており、町が現在置かれ

ている状況から長期的な人口の推移を設定することは難しい状況です。そのため 2035 年に中期的な

目標人口を設定し、今後の状況の変化に対応しながら町の将来の展望人口を設定していきます。 

■ 中期的な目標人口の考え方

 

■ 「浪江町人口ビジョン」展望人口の位置づけについて

ふるさとの再生に向け、現在町は復興計画【第一次】、復興まちづくり計画による取組みを進めて

います。こうした町の現況を踏まえ、町の目指すべき将来の姿の指針として「浪江町人口ビジョン」

を定め、町の展望人口を設定します。 

中期的な目標人口年次を 

2035 年までと設定 

中期的な目標人口では、福島 12 市町村将

来像（※）で示される 2035 年の人口の見通

しから町の目標人口を設定します。 

中期的目標人口の方向性 

帰還したいと考える町民の増加、帰還した

町民の世帯人員数の増加を目指し、人口の増

加を目指します。 

※福島 12市町村将来像
原子力災害からの復興を目指し、国・県・町・地元を含む産官学の有識者等が一堂に会して避難指示等の出た 12 市町村の将来像を中長期かつ広

域的な視点から作成し、その将来像の実現に向けた課題を整理･提言をまとめている。12市町村：双葉 8町村、南相馬市、田村市、川俣町、飯館村

現在の町の置かれた状況では長期

的な町の展望人口の設定は難しい 
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５．町の展望人口 

■ 中期的な目標人口の設定

福島12市町村将来像で示される2035年の人口の見通しから町の中期的な目標人口を設定します。 

◇中期的な目標人口設定の内訳 

【中期的な目標人口の設定】 

・12市町村将来像で人口の見通しが示されている 2035年に目標人口を設定します。 

・帰還見込者数を 12市町村将来像における 2035年の人口の見通し:パターン 1の計算式に準拠し、

住民意向調査での「帰る意思がある人」の 100%と「判断に迷う人」の 50%が帰還すると仮定し

て現時点での町の総人口から算出します。（※アンケート無回答世帯も推計に含まれる） 

【12 市町村将来像における推計法より】 

  ［現時点の町の総人口］＝18,831 人（平成 27年 10月住民基本台帳より） 

［帰還意思がある人の割合］＝17.8% 

［判断に迷う人の割合］＝31.5%  （平成 27年度住民意向調査より） 

［帰還見込者数］＝18,831 人×（17.8%＋31.5%/2）= 6,318 人 

・町内への居住が見込まれる新産業従事者や建設を予定している町内の施設の従業員数から 12 市

町村将来像における推計方法に準拠し、新たな住民の人数を推計します。 

⇒新産業従事者 7,000 人のうちおよそ半数の 3,000 人が北部拠点である浪江町を拠点とし、その

半数 1,500 人が町内に居住すると仮定。

⇒現段階で建設が予定される施設の従業員数から町内に居住する住民数を 105 人と推計。

  （平成 27 年 6 月時点で判明している施設から 12 市町村将来像における計算方法にて算出） 

【達成に向け必要な要素】 

・住民意向調査無回答世帯などの帰還意向への変化 

・家族全員で帰還した（帰還する）世帯数の増加 

・新たな住民の移住や定住による人口の社会増加 

・町内での出生数の増加による人口の自然減の減少 

12 市町村将来像の人口見通しの試算による帰還見込者数と現時点で試算できる新たな住民数から、

中期的な目標人口を設定します。 

中期的な目標人口＝2035年に約8,000人程度（上記試算合計値＝7,923 人） 

6,318 105 1,500 

展望人口推計による帰還人口 現時点で推計できる新たな住民 

町内への居住が見込まれる 
新産業従事者 中期的目標人口の内訳 
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５．町の展望人口 

（３）目標人口の設定を踏まえた展望人口の推移

 2035 年に町の総人口 8,000 人を達成するためには、町へ帰還すると考える人の増加が必要不可欠

です。帰還人口 4,000 人の試算には含まれていない住民意向調査に対して無回答の世帯の帰還や、

帰還意向を持つ世帯における帰還人員の増加が必要となります。 

 また、平成 27 年時点では 105 人と試算できる「施設の建設や誘致による新たな住民数」の増加に

よる町の人口の増加も考えられます。 

■ 展望人口の推移と比較

◇ 帰還人口 4,000 人の試算に含まれない住民意向調査無回答世帯の総数は 3,834 世帯であり、

帰還人口の推計に用いた1世帯当たりの人員2人を用いるとその総数は7,668人となります。 

（平成 27 年度住民意向調査より） 

◇ 平成 22 年時点の町の 1 世帯当たりの人員数の平均は 2.92 と高い水準にあった。家族全員で

の帰還の増加等により町内の 1 世帯当たりの人員が 2.92 となると仮定すると、帰還した世帯

の総人口は 5,840 人と推計でき、1,840 人の増加が試算できます。

◆ 復興の着実な推進、全ての世代が安心して暮らせる魅力的な地域づくりによって、帰還し

たいと考える町民の増加と新たな住民の居住から2035年までに合計3,400人の社会増の

獲得を目指します。

◆ 帰還後の高齢化率の高い人口構造の改善に向け、産業の再生・創出によるしごとづくり、

子育て環境の充実等により生産年齢人口（15 歳以上 65 歳未満）を中心とした居住人口の

獲得を目指します。

1,000 

1,500 
1,500 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
（人）

展望人口の推移
町内への居住が見込まれる新産業従事者

中期的な展望人口(町内の居住人口)の推移

「4,000人」を基準として社会増減数を0とした場合の人口の推移

避難指示解除後 2035年 

【展望人口の諸設定】 

出生率の設定→福島県人口ビジョンの展望人口における仮定値 2.16 を利用 

社会動態の設定→町への帰還を主とした合計 3,400 人の社会増 

町内への居住が見込まれる新産業従事者数の設定 

→新産業従事者7,000人のうち避難指示解除当初は町への居住が見込まれる数を1,000人とし、その後全体の半

数である 3,000 が北部拠点浪江に関わりその半数の 1,500 人が居住すると想定。

居住人口の総数 

5,000 人 

居住人口の総数 

約 8,000 人 

4,000
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(4) 浪江町中心市街地再生計画 

 
 

  





浪江町中心市街地再生計画 
検討委員会報告書 

平 成 2 9 年 2 月 

浪江町中心市街地再生計画検討委員会 
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はじめに

権現堂を中心とした、JR 常磐線から国道 6 号線の間の「浪江町中心市街地」のことは、浪江

町民ならみんな知っています。

JR 浪江駅があり、新町商店街があり、ショッピングセンターがあり、町役場があり、医療施

設も多く、ホテルもあり、飲食店街もあり、そして、十日市があり、裸参りがあり、野馬追があ

りました。

浪江最大の住宅地でもあり、様々な業種の事業所の集積地でもあり、役場・郵便局・警察・消

防など公共サービスの中枢でもあり、浪江町民のアイデンティティを示す代表的な場でした。

同時に、町外の周辺地域からも人が集まり、郵便局・警察など公共サービスも含めて、広域的

な機能も担っていました。

浪江町が震災・原発事故から復興したと、浪江町民みんなが認めるのは、この中心市街地が復

活した姿を見せた時でしょう。

しかし、現実は厳しい。ともかく、6 年間、誰も住む人は無く、建物は傷み、町は荒れ放題で

した。復興はまさしく「０」からの出発です。常識が通用する世界ではありません。

ましてや、中心市街地は、個々の地権者がいて、個々の住民の暮らし、個々の事業者の営みで

成り立っていた場所です。その人々が歩みださなければ、町は復活していきません。

だから、大変、難しい課題です。

しかし、浪江町全体の復興のために、新しい浪江の中心市街地の創生は、必要不可欠です。そ

のために、役場も、町民も、事業者も一体となって、奮闘しなければなりません。

原発事故からの復興に責任を持つ国、東電は、当然、そのための支援を惜しんではなりません。

この「浪江町中心市街地再生計画検討委員会報告書」は、こうした観点に立って、中心市街地

の在り方、現状の課題と方向性と、それに向けての基本的取り組みについて、4 回の委員会と、

町民懇談会・職員検討会を通じて、検討した結果を取りまとめたものです。

町当局におかれましては、この報告書を基に、衆知を集め、さらなる検討を加え、「浪江町中

心市街地」の将来像をしっかりと見定め、それに向けての具体的取り組みを早急に開始するよう、

求めるものであります。

浪江町中心市街地再生計画検討委員会 委員長 間野 博
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本報告書の位置付け 

 
 本報告書は、平成 28 年 9 月に設置された「浪江町中心市街地再生計画検討委員会」（以下「検

討委員会」）での議論及び検討結果を整理したものであり、東日本大震災からの早期復興のため、

従来から浪江町の歴史、文化、交流拠点であった中心市街地について再生の方向性を示すもので

す。 
 町においては、本報告書の内容を踏まえて、中心市街地再生計画を策定され、着実な実現に向

けて取り組まれることを望みます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

調整  検討委員会  
・町民 

・有識者 

・行政区長 

・地権者 
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・事業再開業者 

・金融機関 

・行政機関(県) 
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計
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定

 職員検討会  

事務局 
 

まちづくり整備課 

 
・中心市街地再生計画書 

として取りまとめ 

 町長  

 町民座談会  

計

画

の

具

現

化

報告書 

提言 
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第 1 章 中心市街地再生の基本構想

 

第 1 章 中心市街地再生の基本構想 

 

1. 中心市街地再生計画の目的 

東日本大震災における地震・津波被害と東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う放射性

物質の汚染被害により、全町に避難指示が出され、依然として多くの町民が避難生活を余儀

なくされています。 
震災から 6 年が経過しようとする今日までに、平成 24 年には「浪江町復興ビジョン」、「浪

江町復興計画【第一次】」、平成 26 年には「浪江町復興まちづくり計画」が策定され、更に

避難指示区域の見直しや、避難指示解除に向けた各種復興事業が進むなど大きく変化した町

の状況を踏まえた「浪江町復興計画【第二次】」の策定作業が現在も進行しており、復興に向

け着実に進んできています。 
既往の上位計画を受け、これまで浪江町の住居・商工業・文化等の中心であった既存中心

市街地の再生を図り魅力的な中心市街地を形成することは、浪江町さらには双葉郡北部の復

興の核として欠かすことのできない重要な要素であると考えられます。 
このような状況のなか、平成 29 年 3 月に想定されている避難指示解除に向けて、権現堂

地区をはじめとする既存中心市街地では、再生方針を早急に位置付ける必要があります。 
そこで中心市街地再生計画は、既往の復興計画等の方向性ならびに最新の復興進捗状況や

住民意向調査結果等の現状と課題を踏まえつつ、町民が主体となるまちづくりが可能となる

ような中心市街地再生の方向性を明確にすることを目的としています。 
 

  

1-1 中心市街地再生計画とは 

図 1：既存中心市街地の位置図 
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第 1 章 中心市街地再生の基本構想 

 

2. 中心市街地再生計画の役割 

○上位計画の将来像や関連計画の検討内容等を踏まえ、浪江町の中心市街地が持つ都市とし

ての中枢機能の方向性を示します。 

○中心市街地に居住する方だけではなく、町内全域の帰町された方、新たに居住される方も

対象として、中心市街地が居住地の拠点となり、より安全・安心に生活しやすくなるよう

な将来像を示します。 

○中心市街地で商業・事業を再開する方や、あるいは新規で始める方に対して、祭りなどの

伝統文化の復活やイベントを通じて、町内外から人が集まるようにし、にぎわいを創りだ

し、商業・事業が継続できる中心市街地の将来像を示します。 

○中心市街地が、若い世代や次世代を担う子どもたちを含め、帰町を望みつつもまだ帰町で

きない方や、周辺市町村の住民で帰還できない方の帰還先または新たな居住先の一つとし

てもらえるように、双葉郡北部の拠点として魅力のある市街地の将来像を示します。 
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第 1 章 中心市街地再生の基本構想

 

3. 中心市街地再生計画の位置付け 

中心市街地再生計画は、平成 24 年に策定された「浪江町復興ビジョン」や、ビジョンの

内容を踏まえ策定された「浪江町復興計画【第一次】」及び平成 26 年に策定された「浪江町

復興まちづくり計画」などを復興状況の変化に応じて見直す「浪江町復興計画【第二次】」に

中心市街地の将来像や再生の方向性を反映させるものです。 
 
■ 中心市街地再生計画の位置付け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

調整 

浪江町中心市街地再生計画 

・中心市街地再生の基本構想 

・中心市街地再生計画の施策 

・計画の実現に向けて 

浪江町復興ビジョン 
浪江町復興計画【第一次】 

中心市街地 
再生の 
方向性 

各 
種 
実 
施 
計 
画 

調整 

浪江町復興計画【第二次】 

 
 
反

映

浪江町復興まちづくり計画
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第 1 章 中心市街地再生の基本構想 

 

4. 対象とする区域 

中心市街地再生計画の対象とする範囲は、浪江町大字権現堂を中心としたエリア設定が望

ましいと考えられます（下図参照）。また、地域スポーツセンター、ふれあいセンターなどの

既存公共施設や幾世橋地区における災害公営住宅、浪江東中学校を活用した小中併設校、認

定こども園などの関連施設及びいこいの村なみえなど周辺の拠点施設と連携したネットワー

クの構築が必要です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

5. 計画目標年次 

中心市街地再生計画の期間は、現在から概ね平成 29 年度にかけて行うものを「短期的に

行うこと」、その後平成 33 年 3 月までに取り組むものを「中期的に行うこと」、平成 33 年 4
月以降のあるべき姿を「実現する将来像」と位置づけて、段階的に計画することが望ましい

と考えられます。  

図 2：対象区域と関連施設及び拠点施設位置図 
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第 1 章 中心市街地再生の基本構想

 

 

中心市街地再生計画は、下記上位計画や関連計画を踏まえ策定することが望まれます。 

1. 上位計画の概要 

(1) 浪江町復興ビジョン           策定時期：平成 24 年 4 月 

   浪江町復興ビジョンは、浪江町第４次総合計画に掲げたまちづくりの考え方・精神を引き

継ぎつつ、震災から町民一人ひとりの暮らしを再建するため、また町としてこの災害にどう

向き合い、どのように対応していくのか、今後の展望について示したものです。 

(2) 浪江町復興計画【第一次】        策定時期：平成 24 年 10 月 

浪江町復興計画【第一次】は、浪江町復興ビジョンに基づき復興までの道筋及び各施策の

実現を図るため、避難期の生活の安定、住環境の改善や絆の維持のための町外コミュニティ

の整備、再生・復興するふるさとの姿等についての具体的な取組や方向性を示し、ビジョン

に掲げた「復興理念」、「基本方針」、「目標像」を具現化したものです。 

(3) 浪江町復興まちづくり計画        策定時期：平成 26 年 3 月 

浪江町復興まちづくり計画は、浪江町復興計画【第一次】で示された「まちづくりの方向

性」をより具体化する個別計画として、「ふるさとの再生」に焦点を当て、避難指示解除に向

けたまちづくりの方針を定めたものです。浪江町復興まちづくり計画における中心市街地の

考え方としては、建物被害調査実施及び所有者の利用意向把握等を実施し、有効な土地利用

について住民・権利者・関係団体等の協議のもと、整備方針を決定していくと位置づけられ

ています。 

(4) 浪江町復興計画【第二次】        策定時期：平成 29 年 3 月予定 

   浪江町復興計画【第一次】については、避難指示区域の見直しや避難指示解除に向けた各

種復興事業の進捗など、町を取り巻く状況の大きな変化に対応するため、現在の状況に合わ

せた見直しを行う必要があります。浪江町復興ビジョン、浪江町復興計画【第一次】に掲げ

た「復興理念」「基本方針」「目標像」を踏襲しつつも、具体的な取組みについては、現在の

状況に合わせた見直しを行い、平成 29 年 4 月から平成 33 年 3 月までの本格復興期の計画並

びに町の将来像を策定するものです。中心市街地再生計画の内容についても、浪江町復興計

画【第二次】に適宜反映を行います。 

2. 関連計画の概要 

    浪江町交流・情報発信拠点施設基本計画  策定時期：平成 28 年 3 月 

   町内外の方々の交流や、町の情報発信の中心の場として、整備を予定している交流・情報

発信拠点施設について、基本理念や基本方針、具体的な整備内容等について道の駅の整備手

法を活用する前提で検討し、計画としてまとめたものです。 

1-2 上位計画・関連計画 
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第 1 章 中心市街地再生の基本構想 

 

 

1. 歴史的条件 

(1) 中心市街地の成り立ち 

江戸時代、現在の浪江町の中心市街地に位置する権現堂地区は「高野宿
こうやじゅく

」とよばれ宿場町

として町を形作っており、東西に細長い街並みでした。現在の元町通りと、本城通りの一部

だったと伝えられています。また、現在の浪江町の北東部に位置する幾世橋地区の幾世橋村

は高野宿を通る街道でつながっており、同じ宿場町でした。幾世橋村の宿場は、周辺産物を

商う商業地区、宿場役所や、駅馬の駅なども併せ持つ多面宿場でした。 
安政 6 年（1859 年）、西からの強風にあおられた大火災が発生し、高野宿はほぼ全焼し、

翌年に街並みは抜本的に変更され、南北に長い新町通りの建設が防火思想を結集して開始さ

れました。諸説ありますがこの大火のころから「高野宿」に代わり「浪江」という名称が定

着していったとされています。 
明治 31 年（1898 年）に浪江駅が開業し、浪江町は双葉郡北部の拠点として発展していき

ました。 
浪江町の人口は、昭和 30 年（1955 年）には約 28,000 人を数えていました。過疎化や財

政難により昭和 45 年（1970 年）には約 21,000 人と減少しましたが、その後回復し、昭和

60 年（1985 年）には約 24,000 人と推移しました。町内の各地に、宿泊施設や飲食店が開業

してにぎわいや活気があり、近隣の市町村からも人が多く集まる場所でした。また、昔から

引き継がれてきた伝統行事での盛り上がりはもとより、近年では請戸川リバーライン桜まつ

りやコスモスマラソン大会など新しい文化も生まれ、中心市街地は年間を通して様々な催し

でにぎわっていました。 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

1-3 中心市街地の概況 

図 3：中心市街地の伝統行事と祭り 
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(2) 伝統行事 

①「裸参り」 

「裸参り」は、町の無形民俗文化財に指定されており、毎年旧暦の 1 月 8 日に行われ、初

春の恒例行事となっています。 
安政 6 年（1859 年）に町内の繁華街が大火に見舞われたため、火災が広がらないように

街並みを変えたことなどが由来と伝えられています。 
裸参りは、浪江神社で宮司のおはらいを受けた白装束姿の若衆が、目抜き通りを駆け抜け

るときに、沿道に集まった大勢の町民がバケツに用意した冷水をひしゃくで若衆に浴びせ、

1 年の無火災を願うもので、現在は浪江町消防団第一分団第一部により継承されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②「十日市」 

十日市は、明治 6 年（1873 年）に出羽権現(現在の浪江神社)の祭日として、権現堂地区に

市を立てたことが始まりで、当町の年中行事の中でも最大の行事として、農家の収穫の済ん

だ旧暦の 10 月 10 日を中心に行われていましたが、現在では、毎年 11 月下旬の 3 日間に全

町をあげて開催されます。歩行者天国となった新町通りには、約 300店舗の露店が軒を並べ、

大道芸大会等も行われます。また、浪江小学校体育館においては、農作物の品評会や双葉郡

北双地区小中学校による書道・絵画や町内の各団体等の作品の展示が行われます。 
 

  

写真 1：裸参り 

写真 2：十日市 
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2. 中心市街地の現況 
(1) 人口・世帯数の推移 

  ・浪江町全体と中心市街地におけ

る人口は、平成 7 年から平成 22
年にかけて減少していました。

（町全体：2,340 人、中心市街

地 539 人）。一方で、世帯数は

町全体で増加しており、中心市

街地では大きな変動はなく、世

帯規模が減少傾向でした。 
 
 
 

(2) 年齢別の人口動向 
  ・平成 22 年における年齢３区分

別人口の動向をみると、年少人

口は全体の 13.6%、生産年齢人

口は 57.4%、老年人口は 28.1%
となっていました。 

・平成 7 年から 22 年の 15 年間の

推移をみると、年少人口比率は

16.3%から 13.6%に減少、一方

老年人口比率は 19.5%から

28.1%に増加しており、中心市

街地は少子・高齢化傾向でした。 
  

図 4：浪江町と中心市街地（権現堂地区）における
人口と世帯数の推移 

図 5：中心市街地（権現堂地区）の 
年齢３区分別人口割合の推移 
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(3) 商業の動向 

・浪江町全体における商業

事業所数は平成 8 年から

平成 21 年の 13 年間で

43 店舗が減少していま

したが、その一方で、従

業者数は約 80 人増加し

ていました。店舗数減少、

従業者数増加の主要因と

しては、大型商業施設の

進出に伴う小売店舗の閉

店と雇用創出が考えられ

ます。 
・中心市街地における商業

の事業所数、従業者数は、

浪江町全体の約半数を占

めており、町内の商業機

能が集積していました。 
  

図 6：浪江町と中心市街地（権現堂地区）の 
商業（飲食業、宿泊業を含む）の推移 
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(4) 空き地発生状況 

・中心市街地において震災による被害をうけ、家屋及び店舗等の解体が進み、空き地が多く

点在しています。また現在は青空駐車場として利用されている空き地もみうけられます. 
・大規模に損壊している建築物もいまだ多く点在しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5) 基盤施設の状況 

・中心市街地において、概ね市街地の道路は整備されていますが、一部幅員 4m に満たない

狭あいな道路が存在しています。また駅前の東側の一部と跨線橋の東南側に一部未接道宅

地が存在しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 7：空き地発生状況（平成 28 年 12 月現地調査時点） 

図 8：幅員階級別道路現況図（道路台帳データをもとに作成） 

更地（解体済）

解体中

既存更地（駐車場等利用を含む）

大規模損壊建築物

凡　　　　　　例

４ｍ未満

４ｍ以上６ｍ未満

６ｍ以上

凡　　　　　　例
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(6) 浪江町全体の帰還意向 

町全体の平成 28 年度住民意向調査結果(速報版)によると、帰還の意向については、回答者

数 4,867 世帯のうち、「すぐに・いずれ戻りたいと考えている世帯」が 17.5%、「まだ判断が

つかない世帯」が 28.2％、「戻らないと決めている世帯」が 52.6%となっています。年代別

の内訳では 70 歳以上が、他の年代に比べ「すぐに・いずれ戻りたいと考えている世帯」の

割合が高くなっています。 
また、前回の意向調査と比較すると、「まだ判断がつかないと考えている世帯」が 3.3%減

少し「戻らないと決めている世帯」が 4.6%増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 9：平成 28 年度住民意向調査結果（速報版）並びに 
平成 27 年度住民意向調査結果の比較 
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1. 概況の整理 

浪江町の中心市街地は、震災前において、少子高齢化による人口減少や商業・店舗等の減

少の傾向はありましたが、常磐自動車道の延伸計画とインターチェンジの整備等が進められ

ていたため、中心市街地の拠点性は高まりつつありました。 
しかし、原子力発電所事故により当面帰町する町民が少なく、震災以前の人口に比べて少

ない状況での再建スタートを余儀なくされることが予想されます。 
現在、町内での事業再開者は徐々に増え、平成 28 年 10 月 27 日には、役場敷地内に仮設

商店街「まち・なみ・まるしぇ」が開業し、平成 28 年 11 月からは、準備宿泊制度も開始さ

れています。しかし、町内の生活利便施設は、人手不足により営業時間や取り扱う商品、サ

ービスの種類が限定されるなどの課題があります。 
これらを踏まえ、避難指示解除後に帰町し、住み始める町民や事業を再開する方のため、

その生活に必要なサービスを提供しなければなりません。また当面帰町できない町民にも、

今後帰町する希望を持ち続けてもらうために、できるかぎり便利で楽しい生活を実現するこ

とが重要です。 
 
 
 
 
 
 
 
    

1-4 中心市街地再生の課題 
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第 1 章 中心市街地再生の基本構想

 

2. 課題 

中心市街地再生計画は、以下のような課題に対応することを念頭に置く必要があります。 

① 生活環境の改善 

再開する店舗・事業所が少ない中で、町民が通常の生活を営めるように、買い物等ができ

るような生活環境の改善が必要です。 

② 医療、健康不安の払拭 

再開する医療施設、介護施設が少ないため、帰町した町民の医療、健康不安を払拭するこ

とが必要です。 

③ 町民のための生活サービス、生きがい 

町民のための生活サービスが必要であるとともに、特に帰還時には高齢者の割合が多くな

ると想定されるため、高齢者に生きがいを感じてもらうことも重要です。 

④ 空き家、空き地の適切な管理と活用 

多くの空き家、空き地が発生することが予測され、有害鳥獣被害、空き巣等の犯罪被害な

ど荒廃による深刻な事態が生じないように防犯、防災の面からも適切な管理と活用が行わ

れる必要があります。 

⑤ 市街地の安全性と回遊性向上 

中心市街地は過去の道路整備によってインフラは比較的整っていますが、浪江駅周辺には

通行やアクセスが不便な箇所があります。このため、これらの箇所を改良するなどにより、

市街地内の安全性と回遊性向上を図ることが必要です。 

⑥ 商店街のにぎわいや文化の復活 

多くの建物が解体され、市街地の建物が減っても、すべての町民に今後帰町する希望を持ち続

けてもらうため、商店街のにぎわいや文化などの魅力を復活させる必要があります。 

⑦ 新しいコミュニティの形成 

新たに町に住み始める方と、以前からの町民の双方にとって住み心地のよい新しいコミュニテ

ィを形成していく必要があります。 

⑧ 就業者の増加対策 

生産年齢人口の著しい減少による人手不足が想定され、町内産業の再生を鈍化させる可能

性があるため、就業者の増加対策を検討する必要があります。 
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第 1 章 中心市街地再生の基本構想 

 

 

1. 中心市街地再生の基本理念 

浪江町の中心市街地再生にあたり、東日本大震災前のにぎわいのあった中心市街地の姿を

取り戻すためには、多くの課題を解決していく必要がある反面、既成市街地を再活用できる

という利点を、念頭に置く必要があります。 
① 帰町される町民の方々に対して 

中心市街地に居住する方だけが対象ではなく、帰町された町民全体、あるいは居住しな

いものの商業、事業を再開する方に対しても、買い物、医療、介護、交通などの基礎的な

生活サービスを提供する必要があります。 
また、住民間のふれあい、文化的な活動、コミュニティの形成の場となり、防犯、防災

などの面でも安全・安心な環境を持った居住地としての役割も果たさなければなりません。  
② 当面の帰町が困難な町民の方々に対して 

若者や次世代を担う子どもたちを含む全ての町民にとって、浪江を訪問する時に中心市

街地へ行けば、人とのつながり、歴史や文化に触れて、ふるさとを感じ、帰町する意思を

高められるような中心市街地であることを目指さなければなりません。さらに浪江町の中

心市街地は、歴史的な成り立ちから、他の町の帰町できない方にとっても、帰町するとい

う希望をもたらす存在でありたいと考えます。 
③ 新たに居住される方々に対して 

新たな住民を呼び込むために中心市街地の復興状況や線量低下などの情報発信の継続や、

安全・安心な居住環境、基礎的な生活サービスの提供が必要になります。また、元々の町

民との祭やイベント等を通じたつながり、浪江らしい伝統文化が感じられるまちづくりな

どによって、継続して住みたいと思えるような中心市街地を目指さなければなりません。 

このように、浪江町中心市街地の再生には町に多くの人が集まるようになることが大切で

あり、人々が暮らし、商業機能が活性化され、にぎわいを回復することが求められます。こ

れにはもちろんふるさとなみえが、もとより受け継いできたものを生かし、未来へとつなぐ

ことも大切です。 
このような考え方に基づき、浪江町中心市街地再生計画において「みんなが集い、快適な

暮らしとにぎわいのあるまちなか創生～ふるさとなみえを未来につなぐ中心市街地を目指し

て～」を基本理念としました。 
 

  

1-5 中心市街地再生に向けて 

みんなが集い、快適な暮らしとにぎわいのあるまちなか創生 

～ふるさとなみえを未来につなぐ中心市街地を目指して～ 
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2. 中心市街地再生の目標 

中心市街地の課題解決に対応した目標として、下記に挙げたものが考えられます。この目標

に向けた施策に取り組んでいくことで、中心市街地再生を実現し、さらには双葉郡北部の復興

拠点整備の推進が期待できます。 

 
医療・介護などのサービス提供（課題②）、生きがいの創出（課題③）などの課題への対策

は重要です。また、有害鳥獣被害などの環境悪化、空き巣被害や火災など防犯・防災上の不

安につながる空き家の荒廃防止と活用（課題④）、市街地の安全性（課題⑤）、安心して暮ら

せるコミュニティづくり（課題⑦）、就業者の増加対策（課題⑧）などの課題もあるため、医

療、介護、健康づくり活動など健康を維持するサービスの充実、町民が生きがいを感じる活

動ができる場と仕組みを設ける必要があると考えられます。さらには空き家、空き地管理、

防犯、線量の情報提供などの活動によって、帰町した方々が安全・安心な生活を送れるよう

になり、また帰町の希望を持つ方々が増えることが期待できます。 

 
買い物等ができるような生活環境の改善（課題①）、医療施設等の確保（課題②）、生きが

いの創出（課題③）、新しいコミュニティの形成（課題⑦）、就業者の増加対策（課題⑧）な

どの課題解決に向けて、中心市街地の居住環境を整える必要があります。居住環境の整備に

より、帰町が困難な方々や、新たに居住される方々の居住の選択肢が増えることで中心市街

地の人口増加、さらには就業者の増加による商業、事業の成立が期待できます。 

 
再開する店舗・事業所が少ない中で、町民が通常の生活を営むために、買い物等ができる

ような生活環境の改善（課題①）、町民が便利で生きがいを持てる（課題③）、空き地の荒廃

防止と活用（課題④）、にぎわい再生（課題⑥）、新しいコミュニティの形成（課題⑦）、就業

者の増加対策（課題⑧）などの課題に対応し、商業施設が立地する場、人が集まり交流する

場、イベントが行える場を確保するとともに、それをサポートする組織・仕組みを設ける必

要があります。これによって生活の利便性を確保し、帰町する方が生きがいを持って生活で

きる中心市街地の形成が期待できます。 
また、市街地内の回遊性向上（課題⑤）の課題については、歩行者、自転車の回遊性を向

上させ、公共交通を活性化させることで帰町された方が楽しく、潤いのある生活を送れると

ともに、浪江を訪れる方が浪江の魅力に触れることができる中心市街地の形成が期待できま

す。さらには、帰町された方や新たに浪江に居住される方、すぐには帰町できない方、浪江

を訪れる方の交流の場を設置し、一緒に好きな活動などを行い、浪江の良さを再認識しても

らうことで、浪江への関心の向上が期待できます。 

① 安全・安心のまちづくり 

② 暮らしやすいまちづくり 

③ 集う・にぎわう・つながるまちづくり 

67



 
 

 

第 1 章 中心市街地再生の基本構想 

 

 
生きがいの創出（課題③）、帰町の希望を持てる商店街のにぎわいの復活（課題⑥）、新し

いコミュニティの形成（課題⑦）などの課題に対応し、十日市や裸参りといった歴史、文化

資源を活用した浪江らしい行事を復活させることで、人とのつながり、歴史や文化に触れて、

ふるさとを感じ、町を離れている方の帰町する意思を高め、また日本中、世界へ浪江のよさ

を発信できるなどの効果が期待できます。 

 

 

安
全
・
安
⼼

暮
ら
し
や
す
い

集
う

に
ぎ
わ
う

つ
な
が
る

浪
江
ら
し
さ

が
あ
る

① ⽣活環境の改善 － ○ ○ －

② 医療、健康不安の払拭 ○ ○ － －

③ 町⺠のための⽣活サービス、⽣きがい ○ ○ ○ ○

④ 空き家、空き地の適切な管理と活⽤ ○ － ○ －

⑤ 市街地の安全性と回遊性向上 ○ － ○ －

⑥ 商店街のにぎわいや⽂化の復活 － － ○ ○

⑦ 新しいコミュニティの形成 ○ ○ ○ ○

⑧ 就業者の増加対策 ○ ○ ○ －

中⼼市街地再⽣の課題

課題に対するまちづくりの⽬標

④ 浪江らしさがあるまちづくり 
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3. 中心市街地の構造 

中心市街地の構造は、活用が可能な施設を中心とするいくつかの核と、核の間をつなぐ歩

行者重視の回遊軸や、機能を連携、補完する仕組みのネットワークで構成するコンパクトタ

ウンを目指す必要があります。 
 
○中心市街地の核 
 ・街の顔である駅前と公共施設が備わる駅南側              ･･･ 図① 
 ・様々に活用できるスペースである既存公共施設             ･･･ 図② 
 ・商業の中心であった新町通り                     ･･･ 図③ 
 ・浪江町を訪れる際に最初に立ち寄る機会が最も多い交流・情報発信拠点施設･･･ 図④ 
 ・行政的な機能に加えて仮設商店街など新しい機能も持つ役場周辺     ･･･ 図⑤ 
・幾世橋地区の浪江東中学校、幾世橋住宅団地、再生賃貸住宅等      ･･･ 図⑥ 

を中心市街地で展開する住民サービスやコミュニティ活動の核として考える。 
 
○核を連携するネットワーク 
これらの核は、鉄道、バス、デマンド交通などの公共交通と連携して、町民や町を訪れ

る方が、気軽に立ち寄れる広場・施設などを利用しつつ、楽しみながら歩いて回遊する東

西方向の軸でつながるとともに、機能面でも連携、補完する取り組みが求められます。 
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第 2 章 中心市街地再生計画の施策 
中心市街地には、課題である空き家、空き地が多くあり、中心市街地に立地している公共施

設にも当面使用しない施設があります。これらは中心市街地再生で活用すべき資源でもありま

す。また、浜通りを南北に結ぶ幹線である国道 6 号、常磐自動車道浪江 IC へのアクセス道路

である国道 114 号の道路交通網をはじめ、JR 常磐線も再開することから、中心市街地は広域

の交通アクセスが良く、町外からも訪れやすい、地理的条件が非常に良い地域です。他にも、

十日市やマラソン大会などの祭やイベント、請戸川や高瀬川といった自然環境、浪江神社や町

の無形民俗文化財に指定されている裸参りといった文化財などは浪江町の魅力を感じさせるも

のであり、文化、自然、歴史的資源も豊富であると言えます。 

これらの資源を有効に活用しつつ、第 1 章で示した各目標の実現に向けて、本検討委員会を

はじめ町民座談会及び町の職員検討会で出された意見を整理し、施策を示します。 

 

〔 意見の整理 1 〕 

 

これらを受けて、以下の施策を示します。 

 

 
 

〔 意見の整理 2 〕 

 

これらを受けて、以下の施策を示します。 

 

2-1 安全・安心のまちづくり 

当面帰町される町民は高齢者が多いことから、医療・介護面での不安が大きく、また

空き地が多く、居住者が少ないために町が暗くなることや、有害鳥獣被害、空き巣等が

不安であるなどの指摘が多くの方からありました。また、中心市街地は実際には低線量

であることを積極的に表示することで不安を取り除く必要があるという意見もありま

した。 

施策１. 安全・安心の確保 

高齢者だけでなく、若い人、子どもまでのすべての町民の健康を考える必要があると

いう指摘や、帰町された方が集まっておしゃべりができる場がまず必要であり、さらに

健康づくり、趣味の活動など家に引きこもらないような生きがいを持てる活動の場が必

要という意見が多くありました。具体的には、気軽に参加できるものづくり教室、読書

カフェ、ＩＴカフェなど、さらに、高齢者への食事サービスの提供、町民による空き家

管理など、実用的な活動の提案もありました。また大切なペットも、連れていける場が

必要という意見がありました。 

施策２. 町民全体の健康な生活と生きがいづくり 
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〔 意見の整理 〕 

 

これらを受けて、以下の施策を示します。 

 

 

  

2-2 暮らしやすいまちづくり 

中心市街地は商業地というイメージが強いものの、帰町が困難な方のなかには中心市

街地への居住意向を持っている方もいることから、中心市街地の居住機能を高めること

は 、帰町する意思を持つ方を増やせるのではないかという意見がありました。関連し

てシェアハウス、町営住宅など選択肢を広げる提案、廃炉や除染、ＩターンやＵターン

等で全国から来た方々の居住場所の確保も進めるべきではないかという意見もありま

した。また、空き家、空き地を活用することは、町の荒廃を防止し安心にもつながり、

中心市街地の人口増加、さらには就業者の増加による商業、事業の成立が考えられます。

「中心市街地での町営住宅について」 

町営住宅のストックを増やすことは将来の町の財政への影響が懸念されます。一方

で、中心市街地に当面居住できる住まいを供給することは、帰還困難区域など中心市街

地以外の町民で帰還意欲を持つ方に応えるために必要という意見も出されています。 

そのようなことから、期限付きの借上げ公営住宅、将来的な譲渡を見据えた公営住宅

など、町の将来負担にならない町営住宅の供給方策を早急に検討する必要があります。

施策３. 中心市街地での居住機能、多様な住宅、住環境整備 
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〔 意見の整理 1 〕 

 
これらを受けて、以下の施策を示します。 

 

 
 

〔 意見の整理 2 〕 

 

これらを受けて、以下の施策を示します。 
 

 

 

〔 意見の整理 3 〕 

 

2-3 集う・にぎわう・つながるまちづくり 

新町通りは、浪江町全体を越えて、双葉郡北部の中心としてにぎわっていたこと、新

町通り以外でも、駅前からのゆうゆう通りなど、駅から中心市街地へ至る一体がにぎや

かだったことは皆の記憶にあり、新町通りをはじめ商店街の再生が、ふるさとを思い出

し、帰町意識を高めるために重要ということが、一致した認識です。再生のための方策

としては、被災前の事業者の再開だけではなく、農業、水産業等の生産者と連携したプ

ロジェクトなど、新しい事業者、新しい形態の店舗、事業所の取り組みが提案され、ま

た所有者の意向を早期に把握し、活用できる空き家、空き地や空き店舗を見出すべきと

いう意見も出されました。 
また、主要な通りは、自動車交通が処理できる一定の幅員はありますが、楽しんで歩

く、あるいは屋台を出すには狭く、スペースの確保が必要という意見もありました。 

施策４. 人が集まる商店街の再生 

中心市街地に点在する既存公共施設は新町通りや浪江駅に近く、利便性が高いことか

ら、町民の集まる場所としての利用を中心に多様な活用策が提案されました。既存公共

施設の将来の活用は現時点では未定ですが、当面、他の用途に一定のスペースを活用す

ることは可能と考えられます。駅西側の設備が充実している地域スポーツセンターを活

用したいという声が多くありました。 

施策５. 帰町された方、将来帰町する希望のある方のための、 

既存公共施設を活用した交流拠点づくり 

浪江駅は平成 29 年 3 月に常磐線の運行再開と合わせて、暫定的な終着駅となること

が予定されており、通勤、通学、通院など地元の方の利用のほか、乗り継ぎ客、浪江を

訪れようという方の利用が想定されます。また、町への訪問時に最も使う機会が多い国

道 6 号、国道 114 号の交差点には、隣接して交流・情報発信拠点施設を設置する計画が

進められています。 
浪江駅と交流・情報発信拠点施設は、浪江の文化と復興を発信するとともに、帰町者

や、帰町が困難な方も訪れて、交流できる場にすべきという意見が多く出されました。
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これらを受けて、以下の施策を示します。 

 

 

 

〔 意見の整理 4 〕 

 
これらを受けて、以下の施策を示します。 

 

 

線量などの情報提供やポケモンなどを活用する提案もありました。 
駅前には空き地が多くなり、駅前のイメージを心配する声も多くあり、駅前が浪江町

の顔として、空き地を活用した集客性のある施設立地を望む意見も出されました。 
「浪江駅のバリアフリー化について」 

駅から地域スポーツセンターなど駅西側の施設へのアクセスを便利にするために浪江

駅の橋上化という意見がありましたが、一方で直接駅西側へ行けるようになると駅前の

にぎわいには逆効果な面もあり、拡幅整備している踏切を使って駅を中心に回遊できる

ように整備すべきという意見もありました。駅のバリアフリー化について、橋上駅化、

エレベーター付き歩道橋など、構造、費用面からの比較検討が必要ですが、いずれにし

ろ常磐線全線再開時にはバリアフリー対策が必要になるため、どのような方策を採るべ

きか検討を始めるべきであると考えます。 

施策６. 浪江を訪れる方へ発信し、交流する拠点づくり 

中心市街地はいくつかの核が連携して形成するため、回遊性が重要で、浪江駅～役場

までにトイレや休憩施設など楽しく回れる工夫が提案されました。駅～役場は 1.0km と

若干距離があり、高齢者には歩行を助ける交通手段の提案もありました。 

また、中心市街地の東にある幾世橋の公営住宅からも、中心市街地へのアクセスが必

要という意見がありました。 
「道路の拡幅、空き地の集約方策について」 

一部の狭い道路、歩行や自転車の通行しにくい道路があり、散在する空き地の活用、

構造・線形などを柔軟に工夫し、安全に通行できるようにすることが必要と考えられま

す。 
中心市街地の道路は概ね生活上不便なく整備され、未接道宅地も駅前の東側、跨線橋

の東南側など限られており、広域で土地区画整理事業を行わなくても、住宅再建の建築

上の障害がある範囲は限られています。一方、駅前、新町通り沿い、ゆうゆう通り沿い

などには、にぎわい再生の核となる集客性のある施設立地を望む意見や、回遊路を整備

する必要があるという意見も多く出されています。特に駅前等では、ブロック単位で空

き地を集約した地権者主体のまちづくりの取り組みを、土地所有者の方と協力して立ち

上げることを検討する必要があると考えます。 

施策７. 楽しめる回遊まちづくり 

73



 
 

 

第 2 章 中心市街地再生計画の施策 

 

〔 意見の整理 1 〕 

 
これらを受けて、以下の施策を示します。 

 

 

 

〔 意見の整理 2 〕 

 

これらを受けて、以下の施策を示します。 

 

 

 

  

2-4 浪江らしさがあるまちづくり 

十日市など多彩なイベントは町民の印象に残るかけがえのない行事であり、それらを

浪江町内で再び開催することが、浪江をふるさととして忘れないために大切という意見

は、全員に共通する思いです。再開された十日市があることが、帰町できない方も含め

て町民のいつかは戻る気持ちをつなぐという声もありました。これらは民間の組織が運

営されていましたが、人口、事業者が少ない中で再開するためには、軌道に乗るまで、

場の提供など町による支援も必要という意見がありました。また、神輿など民俗資料、

役場等に分散している文化財等歴史資産を展示し、子どもの郷土史教育、生涯学習に活

用すべきという意見や行事を月例化するなど、伝統文化の継承を重要としつつ、帰還を

契機とした新たな文化の創出や新たなイベントによりにぎわいへとつなげる工夫の提案

もありました。 

施策８. 伝統文化の再生と新たな文化の創出 

桜並木のある請戸川は浪江を代表する景観で、ふるさとを思い出させ、浪江に来る方

にも発信したいという意見がありました。まちなかの空き地に太陽光発電施設が多数で

き、無機質な景観になることを危惧する声が多く出されました。 

請戸川、高瀬川の河川景観、駅前と主要道路沿道のまちなみ景観に浪江らしさと、に

ぎわいが感じられることも大切という指摘がありました。 

施策９. 浪江らしい魅力ある景観づくり 
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中心市街地再生計画の体系図 

これまでに述べた、中心市街地再生計画の基本理念及び４つの目標、９項目の施策にかかる

体系図を以下に示します。 
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第 3 章 計画の実現に向けて 

 

中心市街地再生計画の実現に向けては、多岐にわたる事業について、その必要性や緊急性な

どを考慮し、短期的に行うこと、中期的に行うこと、実現する将来像に区分し、行動計画にし

たがって効果的かつ着実に実施していくことが求められます。 
また、事業の実施に際しては多額の事業費を要することから、確実な財源の確保を念頭にお

いて進めていく必要があります。 
さらに、ソフト、ハード両面の事業を推進する上で、行政単独で解決することが困難な面が

多々あることから、町民、事業者、行政が一体になった「協働によるまちづくり」を推進し課

題解決を行うことが重要です。本町では、平成 22 年度に一般公募による町民と行政関係者等

を主体とした「協働のまちづくり検討委員会（震災後に活動停止）」を発足し、町民と行政が協

力して活動する領域はもちろん、「行政が関与しない民間団体どうしの協力活動」も協働として

とらえ、これら二つの協働を含んだ領域を「広い意味での協働の領域」としました。また協働

のまちづくりの原則として、①対等な関係、②相互理解、③得意な分野を持ち寄るという三原

則を位置づけています。 
本計画を推進するにあたっては、「協働のまちづくり検討委員会」の考え方や原則を引き継ぎ

ながら、中心市街地再生計画（施策）の実現に向けた取組を行うことが望ましいと考えられま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

3-1 基本的な考え方 
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「協働によるまちづくり」により、主に以下の３つの事項を支える仕組みを構築していく必要

があります。 

 

①  町民等の活躍（組織設立、担い手の確保と育成）                  

・ まちづくり会社、シルバー人材センター等の組織運営 

・ まちづくり塾や出前講座の開催、まちづくりアイデアコンペ等の実施による人材育成 

・ 生涯学習やサークル活動等の拠点となる場の提供について支援 

・ 中心市街地再生を目指し、住民、事業者による「中心市街地再生協議会」の設立 

・ NPO、ボランティア活動の支援（町民以外も含む） 

・ 町と町民の意見交換の場から、まちづくりの担い手（リーダー）となる人材を育成 

・ クラウドファウンディング(インターネットを介して不特定多数の人たちから事業資金

を募る)などによる中心市街地で事業展開を希望する実施主体（町民や町民組織、NPO
など）への支援 

・ マラソン大会やウォークラリーなどを町外や全国から人を呼び寄せるイベントに育 

てる人材の確保と育成 

 

②  空き家、空き地の活用にむけたマッチング支援                   

・ 町、民間不動産会社等の協力による空き家・空き地バンクの充実及び情報共有し協力

する場の提供 

・ 中心市街地外からの居住、シェアハウス等の希望、中心市街地への出店、屋台出店、

チャレンジショップ、起業などのビジネス意向の把握によるデータベース構築のため

の所有者及び町民、事業者に対しての活用意向調査と相談窓口の支援 

・ 公的に借り上げ、回遊の休憩スポット、歩行空間や街角の広場、緑地、トイレ等、バ

ス、デマンド交通の拠点、祭り、屋台などのイベント開催、駐車場、起業のための低

廉な家賃での貸しスペース等に活用 

・ 空き家、空き地の利用主体について、町民、新たに浪江に居住する方や活動する方、

そして事業者等による利用へ移行・拡大していくため、空き家・空き地バンクに店舗

立地、企業、居住の斡旋の役割を追加 
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③  既存公共施設の活用                               

・ 既存公共施設の利活用方針の策定や、利用・管理について町民等と連携した要項（ル

ール）の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４：中央公園（既存公共施設） 

写真５：地域スポーツセンター（既存公共施設） 
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第 2 章で示した各施策を着実に実施していくための段階的行動計画として、以下の内容を提

案いたします。 

 

☞ 短期的に行うこと 

・警察や消防と連携し、市街地を見回る体制をつくり、町内の安全について情報を充実さ

せ、提供を行う。 

・自家用車の使用が困難な高齢者などが市外の医療機関へ通院しやすいように、浪江駅へ

とつながるデマンド交通を導入する。 

・町と地元組織が協力し、草刈り等による空き地の適切な管理や、有害鳥獣被害対策の推

進に取り組む。 

☞ 中期的に行うこと 

・浪江診療所について診療科目の充実に取り組む。 

☞ 実現する将来像 

・町、町民が一体となって町の安全・安心を確保する活動が定着し、帰町された方が安心

して生活できるとともに、帰町に迷っている方も安心して帰町を選択できるまちが実現

することを目指す。 

  

3-2 施策の実現手法（段階的行動計画） 

｢施策１ 安全・安心の確保｣の段階的行動計画  
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☞ 短期的に行うこと 

・既存公共施設に集える場と健康づくりの場を整備する。またパソコン教室といった習い

事を開催できる場を提供する。 

・まちづくり会社やシルバー人材センターなどへの参加希望者を把握、登録し、活躍でき

る場を設ける。 

☞ 中期的に行うこと 

・経験や趣味を生かしてリーダーとなり活動できる町民の方を育成する。 

・ペットを連れて行けるように広場や公園を整備する。 

・医療・介護面では地域包括ケアシステム※1のもとで今後整備されるサポートセンターと

連携して健康づくりの場の整備、健康づくり教室など、町民の健康を総合的に支援する。 

 

☞ 実現する将来像 

・高齢者への食事作りといった生活サポート活動をすることで｢生きがい」を感じ、健康な

生活を送ることができること、さらにコミュニティビジネスとして収入にもつながる活

躍の場が広がることを目指す。 

 

※１：地域包括ケアシステムとは・・・ 高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援の目的の

もとで、可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを生涯続けることができ

るような地域の包括的な支援・サービス提供体制のことです。 

  

｢施策２ 町民全体の健康な生活と生きがいづくり｣の段階的行動計画 

80



 
 

 

第 3 章 計画の実現に向けて

 

 

 

☞ 短期的に行うこと 

・帰町される町民の住宅に清掃、修繕が必要な場合の支援策を準備する。 

・空き家、空き地について、募集、斡旋の機能を持つ空き家・空き地バンクと協力して、

所有者の意向を把握する。また帰町される町民を対象に中心市街地への居住希望につい

て意向調査を行いデータベースとしてまとめる。 

・町、空き家・空き地バンク、地元不動産業が情報交換し、活用意向のある空き家、空き

地を住宅需要と結びつける場を設ける。 

・所有者の意向と住宅需要に応じて、斡旋、民間借家への支援策、借上げや買取の前提条

件、公営住宅の多様な在り方など、多様な住宅供給方策を準備する。 

・シェアハウス※2、コレクティブハウジング※3等に使える空き家住宅探しと、共同生活希

望者の募集など町が中心市街地での居住を支援する。 

☞ 中期的に行うこと 

・所有者の方の様々な意向に応じ、空き家、空き地を、帰町を希望される方の当面の住ま

い、新たに浪江に住まれる方などの住まいとして斡旋を行う。 

・土地の有効活用を柔軟に行うために地権者の意向を踏まえ、一定規模のまとまった空き

地の活用や、いくつかの空き地を再編して、小さなブロック単位の住宅を形成する町民

中心のまちづくりを想定して、支援策を設ける。 

・空き家についてシェアハウス、コレクティブハウジング等として民間が活用する際、共

同部分を整備するなど行政の助成を検討する。 

・空き家を活用したサービス付き高齢者向け住宅の供給促進を働きかける。 

☞ 実現する将来像 

・中心市街地の居住者が増え、商業地と近接したコンパクトなまちが実現することで、商 

業施設の再開をけん引し、一人暮らしの高齢者も安心して住めるまち、町外から新たに

居住される方も安心して地域に溶け込めるまちを目指す。 

・小さなエリア毎にコミュニティが形成される住宅環境整備を目指す。 

※２：シェアハウスとは・・・ 一つの住居を複数人で共有して暮らす賃貸物件のことで、

一般的にはキッチンやリビングなどを共有し、プライバシー空間として個室を利用す

る住まいです。 

※３：コレクティブハウジングとは・・・ 独立した専用の住居とみんなで使ういくつかの

共用スペースを持ち、生活の一部を共同化する住まいです。 

｢施策３ 中心市街地での居住機能、多様な住宅、住環境整備｣の段階的行動計画
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第 3 章 計画の実現に向けて 

 

 

☞ 短期的に行うこと 

・歩行者が安心して歩けるように、歩道の補修に加え、増加している空き家、空き地の草

刈、危険物の除去等を行う。 
・当面利用計画のない空き地を把握する。 
・町、農業、水産業などの生産者、商店街の意見交換の場を設ける。 
・商店街周辺にある、公共用地、空き地、新町ふれあい広場等を活用して、歩行空間、ト

イレや休憩施設、イベントや祭り、屋台などのスペース、回遊起点となる駐車場を確保

する。 
・チャレンジショップ、フリーマーケット、生産者との連携等のビジネスマッチング組織 
を立ち上げ、新たな商業、事業立地を促す。 
 

☞ 中期的に行うこと 

・商店街での集客力があり、人が集まる場となる中規模の商業施設の立地が可能となるよ

うに、空き地等を活用して用地を確保する。 
・商店街を歩きやすく、イベント、屋台等で使用しやすい道路構造となるように整備する。 

☞ 実現する将来像 

・新町通りとその周辺の通りに商業施設が復活し以前のにぎわいを取り戻すことを目指す。 

 

 

  

｢施策４ 人が集まる商店街の再生｣の段階的行動計画 
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第 3 章 計画の実現に向けて

 

 

 

☞ 短期的に行うこと 

・既存公共施設に帰町された町民が集まって使えるスペース、健康づくりの器具が使える

場、各種催しができる場を整備する。 
・既存公共施設には、帰町された町民が集まって、おしゃべり、料理作りなどの共同作業

を行い、十日市、祭り、イベント再開のための準備の場、工作、パソコンなど同じ趣味

などを持つ方が集まって活動ができるようにする。また、浪江の歴史、文化などふるさ

とを感じる資料を保管、展示ができるように整備する。 
・健康づくりに多くの帰町者が参加できるように、講師の派遣、公共施設を利用する方の

ための巡回バスの運行など活動を支援する。 

☞ 中期的に行うこと 

・活動で利用される方の登録リーダーを募り、既存公共施設の交流の場を、高齢者等の集

いの場として発展させることを目指す。 
・町民の活動から発展した商売や、新たに事業を起業のための貸しスペースを設置し、イ

ンキュベーター※4の役割を果たすことも検討する。 

☞ 実現する将来像 

・既存公共施設が帰町された方々のための交流拠点として整備され、さらには現在帰町が

困難な方々にとって、帰町するという希望をもたらす存在になることを目指す。 

 

※４：インキュベーターとは・・・ 新しい企業を起こそうとする個人や創業期企業、新し

い分野への展開を目指す企業に対して、その立ち上がりの拠点として事務所スペース

を提供するほか、様々なサービスを提供しながら、その成長、発展を支援する施設の

ことです。 

「起業家育成、起業化支援のための仕組み」といった意味で使われます。 

 

 

 

 

 

 

 

｢施策５ 帰町された方、将来帰町する希望のある方のための、既存公共施設

を活用した交流拠点づくり｣の段階的行動計画 
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第 3 章 計画の実現に向けて 

 

 

☞ 短期的に行うこと 

・JR 東日本と連携し、駅前の空き地等を活用して、利用者の利便性を高める施設として、

トイレ、ベンチ等の休憩施設、浪江町全体及び中心市街地の情報、バスやデマンド交通

の拠点、駐車場（自動車、自転車）などの整備を行い、これとあわせて町民が立ち寄れ

る場も整備する。 
・交流・情報発信拠点施設は、基本設計、実施設計、用地買収などの準備を進める。 
・町、交通等の事業者、駅前の土地所有者の方々が集まって、バリアフリー化方策、にぎ

わい施設立地の計画等について意見交換する場を設ける。 

☞ 中期的に行うこと 

・道案内や見守りなどを行う高齢者による語り部が常駐するなど、利用者へのサービスと

浪江の発信を充実させる。 
・町、駅前の土地所有者の方、商業組織等が協力し、空き地を活用して、商業施設、観光

案内所など集客性のある施設の立地スペースと、回遊の起点として必要な基盤を確保す

る駅前ブロック整備を行う。 
・常磐線全線再開時に、浪江駅にエレベーターを設置するなどしてバリアフリー化する。 
・平成 32 年に開業予定の交流・情報発信拠点施設は、国、県、町が協力して整備し、運

営はまちづくり会社が行う。それぞれの事業の整備を進めていくなかで、回遊交通の拠

点設置、中心市街地の情報提供、町民と来町者との交流施設の整備などが行われるよう

に事業間で協調する。また、別途検討されているスマートコミュニティ※5の構築につい

ても事業間で協調してまちづくり活動が行われるようにする。 

☞ 実現する将来像 

・サービス水準の高い便利な駅、他の地域からも多くの人を集める魅力のある駅、町民に

とってもそこに行けば誰かに会える、憩いの場となる、町の顔としてにぎわいのある駅

前を目指す。 
・交流・情報発信拠点施設が、人々が集まる場となり、町がにぎわい、浪江町の復興、そ

して浪江町を未来につないでいくための重要な施設になることを目指す。 

 

※５：スマートコミュニティとは・・・ 情報通信技術（ICT）を活用しながら、再生可能

エネルギーの導入を促進しつつ、電力、熱、水、交通、医療、生活情報など、あらゆ

るインフラの統合的な管理・最適制御を行い社会全体で効率よくエネルギーを使う考

え方です。 

｢施策６ 浪江を訪れる方へ発信し、交流する拠点づくり｣の段階的行動計画 
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第 3 章 計画の実現に向けて

 

 

 

☞ 短期的に行うこと 

・再開する鉄道等の公共交通と連携して、サービス施設と町民をつなぐデマンド交通を導

入する。導入するにあたり、移動需要を調査し、一定の利用が見込まれるルートに関し

ては運用の検討を行う。 
・浪江駅、新町通り、役場、交流・情報発信拠点施設、幾世橋（浪江東小中、公営住宅地

区）の間に、中心市街地内を回遊できる歩行者・自転車ネットワークを形成する。 
・マラソン、ウォーキングによる健康づくり、徒歩や自転車での散策など、それぞれにテ

ーマを持たせた周遊路を設定し、紅房桜やコスモスを配置や復興状況が確認できるもの

など、コースを楽しめる工夫等を検討する 

☞ 中期的に行うこと 

・東西軸や回遊ネットワークの歩行者空間が不足する箇所、駅周辺等にある狭あいな箇所 
等は、空き地を活用するなど工夫して通行の容易性や、一方通行の可能性についての検

討を行う。またタウンモビリティ（電動スクーターなど）の導入など、高齢者がまちを

回遊する手段を確保する。 
・デマンド交通が導入された場合、まちづくりの状況と町民の帰還状況に合わせ、ルート 
変更を行う。 

☞ 実現する将来像 

・回遊性と利便性が向上することで、コンパクトなエリア内で目的が達成され、安心でき

整理され統一感のある街並みの形成を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢施策７ 楽しめる回遊まちづくり｣の段階的行動計画 
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第 3 章 計画の実現に向けて 

 

 

☞ 短期的に行うこと 

・十日市等の行事が平成 29 年度から浪江で再開できるよう、既存公共施設に準備・活動

する場を整備する。 

・既存公共施設に民俗施設を集約する場を整備する。 

・イベント実施に必要な事項について実施組織と町が話し合って、広場、公園、道路等を

開催する場、準備する場、駐車場等を使えるように整備する。 

・既存公共施設等のスペースを活用して、浪江町の歴史を伝える文化財など既存の資料を

順次集約、展示できるよう整備する。 

・すぐには再開、帰町できない事業者、町民にも広く参加を募るほか、ＰＲを工夫し、イ

ベントを通じて浪江の復興を全国に発信する。 

☞ 中期的に行うこと 

・再開したイベントをさらににぎわいや発信に役立つように工夫する。 

・歴史・文化資源を活かして、高齢者、子どもたち、新たに浪江に来る方に紹介できるよ

う、講師ができる方を登録、派遣する。   

・帰還を契機として新たな町民や町民以外の人達が、復興のアーカイブとして新たな文化

を創出していけるように準備する。 

☞ 実現する将来像 

・十日市の浪江での復活や、歴史資源の生涯学習への活用によるにぎわいを創出し、さら

には帰還を契機として新たな町民や町民以外の人達が、復興のアーカイブとして新たな

文化を創出することを目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢施策８ 伝統文化の再生と新たな文化の創出｣の段階的行動計画 
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第 3 章 計画の実現に向けて

 

 

 

☞ 短期的に行うこと 

・沿道型施設や駅前については、魅力ある景観形成を図るため、町民・事業者が協力しな

がら建物再建できるように準備する。 

・町、県、国、JR 東日本などが公共空間の景観を話し合う場を設け、植栽、歩道その他

目に触れやすい場所の除草、清掃、補修等から景観改善に取り組む。 

・町と再開事業者、町民組織が景観について意見交換し、協力する場を設ける。 

☞ 中期的に行うこと 

・事業者、町民による景観協定を目指す。 

・交流・情報発信拠点施設整備にあわせ、請戸川の桜並木を整備、国道 6 号から見える印

象的な景観を形成する。 

☞ 実現する将来像 

・治水事業の際に、可能な個所は親水護岸、植栽護岸として、景観形成や河川を使ったレ

クリエーションに役立てるように働きかける。 

・浪江駅前、新町通りなどの商店街は浪江のシンボルとなる景観が形成されることを目指

す。 

 

 

 

  

｢施策９ 浪江らしい魅力ある景観づくり｣の段階的行動計画 
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第 3 章 計画の実現に向けて 

 

 

中心市街地再生計画　施策の実現手法の行動計画【概要】

短
期

中
期

将
来

　・　警察や消防との連携した市街地の見回り体制、町内の安全体制充実

　・　浪江診療所の診療科目の充実への取り組み

　・　既存公共施設に集える場、健康づくりの場を整備

　・　まちづくり会社やｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ等への参加希望者の把握、登録、場の設置

　・　経験や趣味を生かしてﾘｰﾀﾞｰとなり活動できる町民の育成

　・　ﾍﾟｯﾄを連れて行けるような広場や公園の整備

　・　ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ(整備予定)と連携した、町民の健康の総合的支援

　・　住宅清掃や住宅修繕が必要な場合の支援策の準備

　・　空き家・空き地ﾊﾞﾝｸと連携した所有者意向の把握とﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの構築

　・　町、空き地・空き地バンク等が情報交換し、住宅需要とのﾏｯﾁﾝｸﾞ場の設置

　・　所有者意向と住宅需要に応じて多様な住宅供給方策の整備(借り上げ、買取等)

　・　ｼｪｱﾊｳｽ等として使用できる空き家探し、共同生活希望者の募集等

  ・　空き家・空き地を帰町を希望される方への住まいとして斡旋

  ・　小さなﾌﾞﾛｯｸ単位の住宅形成となる町民中心まちづくりを想定した支援策の設置

  ・　空き家をｼｪｱﾊｳｽとして民間活用する際の、共同部分整備時等の行政助成検討

  ・　空き家を活用したサービス付き高齢者向け住宅の供給促進のため、支援策の準備

・つな 　・　歩行者の安全のため、歩道改修、空き家、空き地の草刈り、危険物の除去等

　・　当面利用計画のない空き地を把握

　・　町、農業、水産業などの生産者、商店街の意見交換の場の設置

　・　公共用地、空き地の活用し、歩行空間やﾄｲﾚ・休憩施設等、回遊拠点の確保

　・　ﾁｬﾚﾝｼﾞｼｮｯﾌﾟ等、生産者との連携等のﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｯﾁﾝｸﾞ組織の立ち上げ

  ・　中規模の商業施設が立地可能となるように空き地等を活用した用地確保

  ・　商店街を歩きやすく、ｲﾍﾞﾝﾄ等で使用しやすい道路構造となるように整備

　・　既存公共施設に活動拠点や歴史等の資料保管、展示ができるような整備

　・　健康づくりについて、講師の派遣や巡回ﾊﾞｽの運行などの活動支援

  ・　既存公共施設の交流の場を、高齢者等の集いの場としての発展を目指す

  ・　新たに事業を起業するための貸しｽﾍﾟｰｽの設置(ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀの役割)

③
中
心
市
街
地
で
の
居
住
機
能

、

多
様
な
住
宅

、
住
環
境
整
備

暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り

　・　居住者が増え、商業地と隣接したｺﾝﾊﾟｸﾄなまちの実現によって、一人暮らしの高
　　  齢者も安心して住めるまち、新たな居住者も安心できるまちを目指す
  ・　小さなｴﾘｱ毎にｺﾐｭﾆﾃｨ形成される住宅環境整備を目指す

④
人
が
集
ま
る
商
店
街
の
再
生

集
う
・
に
ぎ
わ
う
・
つ
な
が
る

ま
ち
づ
く
り

　・　新町通りとその周辺の通りに商業施設が復活し以前のにぎわいを取り戻すこと
　　　を目指す

⑤
帰
町
さ
れ
た
方
達
の
た
め

の
既
存
公
共
施
設
を
活
用
し

た
交
流
拠
点
づ
く
り

　・　既存公共施設が帰町された方々の交流拠点として整備され、帰町が困難な
　　　方々にとって、帰町の希望をもたらす存在になることを目指す

　・　既存公共施設に帰町された町民が集まって使えるｽﾍﾟｰｽ、健康づくりの器具が
　　　使える場、各種催しができる場の整備

目標 施策

実施時期

行動計画の概要

①
安
全
・
安
心
の
確
保

安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

　・　高齢者などの市外の医療機関へのｱｸｾｽ手段として、ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ交通を導入
　・　町と地元組織が協力し、草刈り等による空き地の適切な管理と有害鳥獣被害
　　　対策を推進

　・　安全・安心を確保活動が定着し、帰町された方が安心して生活できるとともに帰
　　  町に迷っている方も安心して帰町を選択できるまちの実現を目指す

②
町
民
全
体
の
健
康
な
生

活
と
生
き
が
い
づ
く
り

　・　高齢者への生活ｻﾎﾟｰﾄ活動をすることで「生きがい」を感じ、健康な生活を送るこ
　　  とができること、さらにｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽとしてつながる場が広がることを目指す
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第 3 章 計画の実現に向けて

 

 

 

 

 

 

短
期

中
期

将
来

　・　JR東日本と連携し駅前に休憩施設、情報機能と町民の立ち寄り場を整備

　・　交流・情報発信拠点施設の基本設計、実施設計、用地買収の準備

　・　駅のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化、にぎわい施設立地の計画等についての意見交換場の設置

　・　道案内や見守りなどを行う語り部の常駐、利用者ｻｰﾋﾞｽと情報発信の充実

　・　空き地を活用した集客性のある施設の立地ｽﾍﾟｰｽと駅前ﾌﾞﾛｯｸ整備（回遊起点）

　・　駅のｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置等のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

　・　交流・情報発信拠点施設は、回遊交通の拠点整備、情報提供、交流施設の整備

　・　公共交通と連携したﾃﾞﾏﾝﾄﾞ交通の導入し、運用の検討

　・　駅、新町通り、役場等の間に回遊できる歩行者・自転車ﾈｯﾄﾜｰｸを形成

　・　ﾏﾗｿﾝ、ｳｫｰｷﾝｸﾞなどの周遊路設定、ｺｽﾓｽ配置や復興状況の確認できる工夫

　・　歩行空間不足、狭あい部は通行の容易性を検討。ﾀｳﾝﾓﾋﾞﾘﾃｨ導入(高齢者配慮)

　・　ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ交通導入時は、まちづくりの状況を踏まえﾙｰﾄ変更

　・　十日市等の行事再開に向けた既存公共施設での準備・活動する場の整備

　・　既存公共施設に民俗施設を集約する場の整備

　・　ｲﾍﾞﾝﾄ実施に必要な事項についての実施組織との話し合い

　・　既存公共施設を活用した歴史を伝える文化財などの集約・展示のための整備

　・　ｲﾍﾞﾝﾄを通じた再開・帰町できない事業者、町民に向けて復興を発信

  ・　再開ｲﾍﾞﾝﾄをさらなるにぎわいや発信に役立つような工夫

  ・　歴史文化資源を活かし、新たに町に来る方に紹介できるように講師の登録、派遣

  ・　新たな町民等が復興のｱｰｶｲﾌﾞとして新たな文化を創出できるような整備

　・　主要な道路沿道や駅前について魅力ある景観形成を図るため、建物再建でき
　　　るよう準備する

　・　公共空間の景観を話し合う場を設け、植栽、歩道等の景観改善への取り組み

　・　町と再開事業者、町民組織が景観について意見交換し、協力する場の設置

  ・　事業者、町民による景観協定を目指す

  ・　交流・情報発信拠点施設整備にあわせた請戸川の印象的景観の形成

⑧
伝
統
文
化
の
再
生
と

新
た
な
文
化
の
創
出

浪
江
ら
し
さ
が
あ
る

ま
ち
づ
く
り

　・　十日市の浪江での復活や、歴史資源の生涯学習への活用によるにぎわい創出
　　　や、新たな町民等が復興のｱｰｶｲﾌﾞとして新たな文化を創出することを目指す

⑨
浪
江
ら
し
い
魅
力
あ
る

景
観
づ
く
り

　・　治水事業時に可能な箇所は親水護岸等として、景観形成や河川を利用した
　　　ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝへ役立てるような働きかけを行う
　・　駅前、新町通りは浪江のｼﾝﾎﾞﾙとなる景観が形成されることを目指す

目標 施策

実施時期

行動計画の概要

⑥
浪
江
へ
訪
れ
る
方
へ
発
信
し

、

交
流
す
る
拠
点
づ
く
り

集
う
・
に
ぎ
わ
う
・
つ
な
が
る

ま
ち
づ
く
り

　・　ｻｰﾋﾞｽ水準の高い駅、他の地域からも多くの人を集める魅力ある駅、憩いの場、
　　  町の顔として、にぎわいのある駅前を目指す

　・　交流・情報発信拠点施設が、集まる場となり町がにぎわい浪江町の復興、そして
　　　未来につないでいくための重要な施設になることを目指す

⑦
楽
し
め
る

回
遊
ま
ち
づ
く
り

　・　回遊性と利便性が向上することで、ｺﾝﾊﾟｸﾄなｴﾘｱ内で目的が達成され、安心でき
　　  整理され統一感のある街並みの形成を目指す
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第 3 章 計画の実現に向けて 

 

 

2 章で挙げた施策の実現により、中心市街地再生の各段階における将来像は下記のようにな

ることが想定されます。 

 
 

 

  

 

3-3 施策の実現による中心市街地の将来像 
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1 参考資料 
 

 
  

95



 
 

 
浪江町中心市街地再生計画検討委員会設置要綱 

 
（設置） 
第１条 甚大な被害をもたらした東日本大震災からの早期復興と将来に向けた希望の

持てるまちづくりを目指し、従来から歴史、文化、交流の拠点である中心市街地の再

生計画策定にあたり、広く意見を聴取するため、浪江町中心市街地再生計画検討委員

会（以下「委員会」という。）を設置する。 
（組織等） 
第２条 委員会は、委員１０名以内で組織する。 
２ 委員は、次に掲げる者のうちから町長が委嘱する。 
 (１)町民 
 (２)学識経験のある者 
 (３)各種団体の役員等  
 (４)その他、特に町長が必要と認める者 
３ 委員の任期は、当該計画の策定完了までとする。 
（委員長及び副委員長） 
第３条 委員会に、委員長及び副委員長を置き、委員の互選によって定める。 
２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 
３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は欠けたときは副委員長

がその職務を代理する。 
（会議） 
第４条 委員会の会議は、委員長が招集する。 
２ 委員長は、必要に応じ、委員会に構成員以外のものの出席を求め、意見を聴くこと

ができる。 
（庶務） 
第５条 委員会の庶務は、まちづくり整備課において処理する。 
（その他） 
第６条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、町長が別に

定める。 
 
   附 則 
 この要綱は、平成２８年９月２６日から施行する。 
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＜検討委員＞

ＮＯ 所属等 役職名 氏名 備考

1 福島大学 特任教授 間野　博  委員長

2 東京大学 特任教授 窪田　亜矢

3 行政区長会 会　長 佐藤　秀三  副委員長

4 町民代表 地権者 新谷　保基

5 浪江町商工会　商業部会 幹　事 草刈　恒彦

6 事業再開業者
朝田木材産業㈱

代表取締役
朝田　英洋

7 あぶくま信用金庫　浪江支店 支店長 阿部　高浩

8 福島県　商業まちづくり課 課　長 佐藤　淳

（敬称略、順不同）

＜事務局＞

ＮＯ 課名等 役職名 氏名 備考

1 まちづくり整備課
まちづくり
政策顧問

清水　喜代志

2 まちづくり整備課 課長補佐 金山　信一

3 まちづくり整備課　計画係 係　長 青田　洋平

4 まちづくり整備課　計画係 主　査 大村　孝

5 まちづくり整備課　計画係 副主査 徳村　勇二郎
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検討委員会 
開催回 日 時 開催場所 協議内容 

第 1 回 平成 28 年 9 月 26 日 浪江町役場 
二本松事務所 

・委嘱状交付、正副委員長選任 
・委員会の進め方、スケジュール 
・中心市街地再生についての思いを語る

第 2 回 平成 28 年 10 月 28 日 浪江町役場本庁舎 

・現地視察 
・第１回委員会の振り返り、町民座談会

の結果報告 
・中心市街地再生の具体的議論 

第 3 回 平成 28 年 12 月 7 日 浪江町役場本庁舎 
・第 2 回委員会の振り返り、町民座談会、

第 3 回職員検討会の結果報告 
・検討委員会報告書（概案）の検討 

第 4 回 平成 29 年 2 月 23 日 浪江町役場 
二本松事務所 

・報告書内容の説明 
・検討委員会報告書提出 
 

 
職員検討会 

開催回 日 時 開催場所 協議内容 

第 1 回 平成 28 年 9 月 8 日 浪江町役場本庁舎 ・浪江の中心市街地像とは 
・そのために必要なプロジェクトとは 

第 2 回 平成 28 年 10 月 17 日 浪江町役場 
二本松事務所 

・検討委員の思い並びに町民座談会の結

果を踏まえた検討 
・第２回検討委員会への提出資料の検討

第 3 回 平成 28 年 11 月 17 日 浪江町役場本庁舎 
・現地視察 
・中心市街地再生計画プロジェクト案の

議論 

第 4 回 平成 29 年 1 月 24 日 浪江町役場本庁舎 ・検討委員会報告書（案）の議論 
・中心市街地再生計画について 

 
 

町民座談会 
開催回 日 時 開催場所 協議内容 

第 1 回 平成 28 年 10 月 16 日 福島市 
あつまっぺ交流館 

・以前の中心市街地について 
・これからの中心市街地について 
・再生に向けた取組について 

第 2 回 平成 28 年 10 月 16 日 
二本松市 
浪江町役場 
二本松事務所 

第 3 回 平成 28 年 11 月 6 日 いわき市 
なみえ交流館 

第 4 回 平成 28 年 11 月 6 日 浪江町 
浪江町役場本庁舎 

 
 
 

98



 

 

 

(5) 浪江町復興ビジョン検討会議 中間報告書 

 
 
 

  





浪江町復興ビジョン検討会議 

中間報告書 

平成 28 年 12 月 19 日
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浪江町復興ビジョン検討会議 中間報告書 

平成 28 年 12 月 19 日 

Ⅰ．はじめに 

１．「浪江町復興ビジョン検討会議」の設立趣旨 

浪江町では、東日本大震災・福島第一原発事故に伴い、町全域が避難指示区域となり、町

民の方々が避難を余儀なくされている。現在、除染やインフラ・生活関連サービスの復旧等、

平成 29 年３月の居住制限区域・避難指示解除準備区域の避難指示解除に向けた環境整備、

復興に向けた取組が進んでいる。 

一方、避難指示の解除は復興のスタートであり、震災・原発事故の経験を乗り越え、浪江

町が将来にわたって魅力あるまちとして再生されるよう、避難指示の解除後も、本格復興に

向けた取組が、着実に継続されていく必要がある。 

また、本年４月には、「福島・国際研究産業都市（イノベーション・コースト）構想」に

位置付けられる「ロボットテストフィールド及び国際産学官共同利用施設」の南相馬市への

立地、並びに「無人航空機の離着陸試験用滑走路」の浪江町への立地が決定した。また、本

年 9月には、福島県を未来の新エネ社会を先取りするモデルの創出拠点とすることを目指す

「福島新エネ社会構想」も策定された。これらの構想により、福島県浜通り地域におけるロ

ボット産業や新エネルギーモデルの創出が期待されるが、浪江町を本格的に復興・再生させ

ていく上では、これらの成果を住民の方々へ裨益する形で還元させ、浪江町の新たなまちづ

くりに生かしていくとともに、先端技術も活用の上で浪江町が将来にわたって魅力あるまち

として発展していく将来像を描き、未来への目標として、町内外に示していくことも重要で

ある。 

このため、現在浪江町で策定中の「浪江町第二次復興計画」を、「福島・国際研究産業都

市（イノベーション・コースト）構想」及び「福島新エネ社会構想」と密接に連携させ、浪

江町が将来にわたって発展していく将来ビジョンを描き、未来への目標として位置付けてい

くことで、浪江町の復興をさらに推し進め、ひいては浜通り全体の復興・再生にも貢献して

いくため、国・県・町及び民間の参画の下、本年 10 月に「浪江町復興ビジョン検討会議」

を立ち上げた。特に、本年４月に浪江町及び南相馬市に立地が決定したロボットテストフィ

ールドやその周辺地域の活用と、水素関連プロジェクトの組成を主なテーマとして、会議及

びワーキンググループにおいて議論を重ねてきた。このたび、これまでの議論を踏まえて、

「浪江町復興ビジョン検討会議」の中間報告として、浪江町の目指していく将来ビジョンや、

取り組むべきチャレンジについて取りまとめた。 

２．現状の構想における地域の目指す姿 

（１）浪江町が目指すまちの姿 

浪江町が中長期的にどのような町を目指していくのか、現在、来年２月の策定に向けて作

業が行われている「浪江町第二次復興計画」においては、以下の３つの柱のもとで、目標設
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定がなされている。浪江町の将来ビジョン策定にあたっては、「浪江町第二次復興計画」の

目標設定を、十分に踏まえていく必要がある。 

① 先人から受け継ぎ・次世代へ引き継ぐ「ふるさと」浪江を再生する

・たとえ長い年月がかかるとしても、「ふるさと」浪江の震災前の環境を取り戻し、なみえ

が大切なふるさとで有り続けるよう、町の復旧・復興を確実に進め、町内の生活環境に応

じて必要な支援を行っていく。 

② 被災経験からの災害対策を次世代に生かす

・「浪江町」の記録と記憶、被災経験を通じて得た教訓を、次世代や国内外に継承するため

の取組を進める。また、次世代に引き継げるエネルギーの地産地消の仕組みや、新たな産

業を創出する。 

③ どこに住んでいてもすべての町民の暮らしを再建する

・どこにいても生活再建を達成できるよう、必要な支援を提供していく。また、生きがいづ

くりや充実した健康管理、多様な交流の場の創出による絆の維持に取り組む。 

（２）福島・国際研究産業都市（イノベーション・コースト）構想 

 福島浜通り地域を、新技術・新産業の創出により魅力あふれる地域として復興・再生させ

るための構想として、平成 26 年６月に策定。本構想に基づき、ロボット・廃炉・エネルギ

ー・農林水産業など、同構想の重点分野に係る各種拠点の整備、実用化開発の促進などの様々

なプロジェクトが進められている。本年 4月には、南相馬市原町区への「福島ロボットテス

トフィールド」の整備及び浪江町北棚塩地区への「無人航空機の離着陸試験用滑走路」の整

備が決定しており、現在、平成 30 年度の開所を目標に、整備が進められている。 

（３）福島新エネ社会構想 

「イノベーション・コースト構想」における再生可能エネルギー等のエネルギー分野にお

ける取組を加速し、その成果も活用しつつ、福島復興の後押しを一層強化するべく、福島県

を未来の新エネ社会を先取りするモデルの創出拠点とすることを目指して、本年９月に策定。

「再生可能エネルギーの導入拡大」、「水素社会実現に向けたモデル構築」、「スマートコミュ

ニティの構築」を３つの柱として、例えば、福島県内で再生可能エネルギーを活用して製造

した水素を、福島県のみならず、2020 年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会の

際に、東京へ輸送し、活用する取組などにより、被災地が復興を成し遂げつつある姿を、世

界に発信していく。浪江町についても、本構想の下に、町内のスマートコミュニティ構築に

向けた事業が位置付けられ、検討が進められている。 

３．浪江町の目指す未来・将来ビジョン 

 東日本大震災・福島第一原発事故後、全町避難が５年９ヶ月以上続いている浪江町を巡る

環境は、非常に厳しい状況であることは、論を待たない。 

本年 11 月に公表された浪江町住民意向調査における避難指示解除後の帰還意向は「すぐ

に・いずれ戻りたい：17.5%、まだ判断が付かない：28.2%、戻らないと決めている：52.6%」
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という結果であり、帰還意向は全体の２割弱にとどまっている。さらに、30 代以下におい

ては帰還意向はさらに低い傾向を有しており、当面先行して帰還する世帯の割合は、高齢者

世帯が中心となることが予想される。 

本年９月には特例宿泊が実施され、11 月からは「ふるさとへの帰還に向けた準備のため

の宿泊」（準備宿泊）が開始されているが、登録世帯数は 12 月 16 日時点で 229 世帯 565 名

に留まっており、ふるさとでの生活再開準備を行う世帯は限られているのが現状である。 

さらに、国は、町と協力して準備宿泊世帯への戸別訪問や懇談会の開催などにより住民の

意見を伺っているが、準備宿泊で町内に滞在されている住民の方々からは、自宅での宿泊に

対する喜びの声が上がった一方で、買物環境や医療・介護、防犯面の不安など、生活再開に

向けた課題も多く挙げられている。 

しかしながら、このたびの「浪江町復興ビジョン検討会議」における検討を踏まえて、震

災以前にはなかった様々な新しい取組を町に根付かせていくことによって、こうした逆境を

乗り越え、浪江町を震災前よりもさらに魅力あるまちとして復興・再生させていく素地は、

十分に存在すると考えられる。 

「浪江町復興ビジョン検討会議」における検討過程で浮上した、後述の浪江町における

様々な取組にチャレンジし、それを克服していくことによって、10 年後の浪江町は、町民

にとって住み心地の良い町として復興・再生されていることが期待される。この会議の成果

として、10 年後の浪江町の未来・将来ビジョンを、以下に提示する。 

（１）安全・安心が確保されているまち 

 震災・原発事故後、町内での生活の再開に向けては、買物・医療、防犯面などの様々な不

安の声が寄せられている。また、住民の減少により、町内で活動し、まちを守っていく人材

が不足していく可能性がある。 

しかし、10 年後の浪江町では、日本や世界の最先端の技術を先んじて実証し、実用化し

ていくことにより、住民の方々の安全・安心が確保され、住みやすいまちが実現されている。

人材不足を最先端技術の活用により補完することで、町内で安心して生活を営む環境が保証

されている。また、エネルギーの地産地消が住民生活の中に定着することにより、緊急時に

もライフラインが継続する、災害に強いまちづくりが実現されている。 

具体的には、 

・ 町民が、買い物を通じて必要な物を必要な時に入手するためには、通常であれば遠くの

店舗に車で出向いたり、インターネットを活用し、配達されるまでに数日間待たされたり

しなければならない。他方、浪江町では、ドローン等を活用した宅配技術の進歩により、

町民は、緊急時などに必要な食料品や医薬品等を迅速に入手することができる。街中から

離れている世帯や、交通の足が無い世帯、またはインターネットの利用に不慣れな世帯で

も、いつでも買い物を楽々と便利に行うことができる。 

・ 帰還する住民の中には、自家用車などの移動手段がない世帯や、運転に不安のある高齢

者の方々も存在すると思われる（近年、高齢運転者の事故も、社会問題となっている。）。

しかし、浪江町では、自動走行のバスが街中を巡回しており、これにより、いつでも街中
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に出て、買い物をしたり、人と会うことができる。また、買い物で増えた荷物も、ドロー

ン等の技術によって、持ち帰りの必要もなく自宅に配送が可能なため、町民は、思う存分

町内での買い物や散策、人との交流を楽しむことができる。 

・ ドローンや自動走行車による定期的なパトロールや、防犯カメラ・センサー等の設置、

万が一の際には即座に警備員や消防団等の見守り隊が駆け付けることのできる体制が整

備されており、住民は、夜間など人口が少ない時間帯や町の中心部から離れた地域、山林

に隣接した地域にご自宅のある場合でも、安心して町内で生活することができる。また、

人間による捕獲、ドローン等による情報収集技術、鳥獣との共生のための環境整備などの

総合的な対策が功を奏し、住家にイノシシが出てきたり、畑の作物を荒らされたりする心

配なく、生活することが可能となっている。 

・ 大規模な災害が仮に起きた場合でも、太陽光や蓄電池・電気自動車（EV）等の普及によ

り、公共施設や各家庭のライフラインは継続しており、迅速な災害対応が行われ、住民も

安心して生活することができる。 

（２）活気あふれるまち 

 浪江町には、震災前には約 1,000 の事業所やエスエス製薬・浪江日立化成工業・浪江日本

ブレーキ工業等の大企業が立地し、農林漁業の第一次産業も盛んであった。また、双葉郡の

商業の中心地であり、町外からも多くの人が訪れる賑わいあふれるまちであった。 

一方で、本年 11 月現在、町内で営業するのは 27 事業者と仮設商業施設（10 店舗）に留

まっており、産業の復興も緒に就いたばかりである。農業についても、各行政区の復興組合

が農地の保全活動を行っており、15 行政区で野菜の実証栽培、１行政区で水稲の実証栽培

が行われているが、住民の減少や高齢化による担い手不足への不安がある。 

 しかし、10 年後の浪江町では、ドローンによる配送や運行管理システム・衝突回避技術、

自動走行等の最先端技術の各種実証が町内で行われた結果、それらの技術を有する多くの企

業・事業者や研究者等が町外から集まり、新たな知識・成果の創造に繋がっている。さらに、

若者・子どもは地元で早くから最先端の技術に触れ、学ぶことができるため、町内から優秀

な人材が次々と輩出され、国内外で活躍している。 

 具体的には、 

・ 北棚塩地区の滑走路や産業団地整備を契機として、浪江町固有の先端技術を有する企業

が町内に集積し、町外から多くの企業・研究者等が浪江町の活性化に携わっている。また、

ロボットなどの先端技術が町内に根付くことで、これらの技術を学ぶために町外からやる

気に満ちた若者が流入し、浪江町の魅力に触れることにより、まちの魅力が全国に発信さ

れていく。 

・ ロボットテストフィールドの滑走路や、ドローンに係る資格取得の研修場が町内に存在

することで、浪江町で生まれ育った子ども・若者は、小さい頃からロボットや様々な先端

技術に触れて育っていく。これにより、多くの若者が優秀な人材として成長し、浪江町出

身の研究者・技術者として、日本や世界で活躍していく。 

・ 農業については、ＩＣＴ技術の活用による精密農業の取組や、自動走行技術・マッスル
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スーツ等の活用により、担い手の不足が補完され、生産性の高い営農が可能となっている。

また、ドローンやセンサーを活用した警戒態勢が整備されることにより、農地に有害鳥獣

は近付かず、安全かつ効率的な営農が実施されている。 

（３）様々な人が町外から訪れるまち 

 当面は震災前からの人口減少が想定され、高齢者世帯が先行して帰還される見込みである

ことを踏まえると、町の復興を加速化させる上では、元々の町民のみならず、町外から様々

な方々が浪江町に訪問・滞留し、地元で経済活動が行われることが重要であり、それにより、

町内の交流人口を拡大させていくことが不可欠である。 

 10 年後の浪江町では、最先端の技術を活用した安心・安全なまちづくりや、先端技術の

創造や優秀な人材の育成・輩出が町内で行われることにより、これらに関心を持つ研究者等

の視察・研究活動や、教育旅行・観光等が盛んに行われており、様々な分野・世代の方々が

町外から訪れることで、地元住民との交流が生まれ、活気あるまちが生まれている。また、

浪江町を訪問し、魅力に感化された町外の人々が、日本国内や世界中に浪江町の魅力を再発

信していくことで、さらに多くの町外の人々が浪江町に惹き付けられていくという好循環が

生まれており、多くの人々が、恒常的に浪江町を訪問している。 

 具体的には、 

・ ロボットテストフィールド等を含む町全体の取組を見学するための教育旅行で、全国か

ら学生が訪れている。さらに、先端技術の実証と合わせて、津波被災地域・復興祈念公園

の視察や、被災地の経験について地元の方々と共に学習する機会が与えられることにより、

被災経験が将来世代へ引き継がれる仕組みが生まれている。 

・ 最先端技術の実証を視察するために、町外から多くの企業や研究者が浪江町を訪れる。

将来的には、海外の研究者も多く訪れることで、国際的な研究者のフォーラムも、浪江町

内で開催されている。 

・ 将来的には、浪江町の魅力に感化されることで、町外から浪江町に移住する人々も多く

生まれている。 

Ⅱ．浪江町が目指す４つのチャレンジ 

上記Ⅰ．２．（１）における「浪江町第二次復興計画」の実現を基本としつつ、その他の

構想とも密接に連携し、浪江町の本格的な復興・再生を図り、ひいては将来的な浜通り全体

の復興にも貢献していくために必要な取組について、「浪江町復興ビジョン検討会議」にお

いて検討を行ってきた。その結果、浪江町において、以下「４つのチャレンジ」の実現を具

体化させていく、という方向性を確認することができた。 

このため、国・県・町・民間が連携して、以下「４つのチャレンジ」の実現に向けた取組

を進めていく。まずは、「４つのチャレンジ」の技術的・制度的な課題と実現へのロードマ

ップを策定するため、官民が連携して検討を開始する。 

以下、それぞれのチャレンジに関する目標を掲げると同時に、短期的に取り組む課題を「具
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体的施策」として示す。 

１．「安全・安心」チャレンジ（暮らしの「安全・安心」を確保するチャレンジ） 

 本年９月に浪江町内での特例宿泊が実施され、11 月からは準備宿泊が開始されており、

町内における生活再開に向けた準備が行われている。一方、先行して宿泊されている住民の

方々からは、安心して町内で生活することについて、様々な不安の声が寄せられている。こ

のため、浪江町において、最先端の技術を先んじて実用化させていくことで、地域住民の方々

の「安全・安心」を確保し、住みやすいまちを実現させていく。 

（１）鳥獣対策の推進（従来型の手法とドローンを活用した新たな取組の融合による総合的

な対策の推進） 

全町避難をしている期間にイノシシ等の鳥獣の行動範囲が拡大し、農地等への鳥獣被害が

深刻な問題となっている。また、住家周辺にもイノシシ等が頻繁に現れることで、帰還する

住民が不安を感じる原因となっている。 

このため、箱罠の設置・電気柵の導入や、鳥獣捕獲隊による従来型の対策の継続に加えて、

ドローンを活用した新たな鳥獣対策の検討を開始していく。具体的には、赤外線・サーモセ

ンサーによるイノシシ等の鳥獣の位置情報の把握や、ドローンによる有害鳥獣の追い払い技

術等について、実証試験の実施を検討していく。さらに、得られたデータについては、鳥獣

捕獲隊等と連携し、従来型の対策の効率向上に生かせないか検討を行うことにより、総合的

な鳥獣対策を推進し、帰還された住民の方々の安心・安全の確保を図っていく。 

【具体的施策】 

・ 赤外線・サーモセンサーによるイノシシ等の有害鳥獣の位置情報の把握や、ドローンに

よる有害鳥獣の追い払い技術等、ロボットの活用、鳥獣捕獲隊による対策、除草等による

有害鳥獣の出にくい環境の整備等を一体的に進めていく、実証試験の実施を具体的に検討。 

・ 既存の知見も含め、有害鳥獣の動態調査に係るデータ収集を行い、得られたデータを、

鳥獣捕獲隊等と連携し、従来型の対策の効率向上に生かす。 

（２）防災・防犯の強化（地域防災とロボット技術の連携） 

 浪江町内では、当面の間、震災前に比べて住民の数が減少する可能性が高いため、町内で

宿泊されている方々から、防災・防犯面での不安の声も寄せられている。また、震災前の防

災組織等についても、全町避難の結果、人員や体制が不足することが懸念されている。 

このため、無人走行ロボットや、ドローンの技術を活用することにより、浪江町内の見回

り・見守り体制を支援し、防災・防犯対策を強化させることを検討する。具体的には、無人

走行ロボットによる町内の巡回・見回りについて実証試験を進め、人による見回りの省力化

を図りつつ、より効率的に町内の見回りを行うことが出来るよう検討する。 

また、災害が発生した場合、人の立ち入りが困難な現場の状況確認等をドローンや無人走

行ロボットが行うことにより、救助活動が迅速に行えるよう、防災計画との連携を検討する。 
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【具体的施策】 

・ 無人走行ロボットによる町内の巡回・見回りについて、関係者で議論・検討を行ってい

くとともに、人による巡回・見回りとドローン・ロボット技術の連携を図り、効率的な見

回り体制の構築について検討。 

（３）便利で安心な生活関連サービスの提供 

① 公共交通の確保（公共交通の自動走行化の実証）

浪江町では、高齢者の方々が先行して帰還されることにより、交通の便が十分に確保され

る必要があるが、利用者の減少により、帰還して再開する交通事業者の不足が問題となって

いる。また、自家用車等を持たない方々も多く、近年では高齢者による交通事故も全国的な

問題となっているなど、町内における公共交通の確保は大きな課題である。 

これらの両面の課題への対応を行うため、浪江町内において、南相馬市等の周辺市町村と

も連携し、バス等の公共交通機関の自動走行化を推進する。また、周辺市町村と協働しなが

ら、広域的に公道における自動走行技術の実証を進め、市民生活への定着を進める。これに

より、帰還した住民の方々が自由に町内を移動できる手段を確保していく。 

また、観光で町に訪れた方が使う、公共の乗り物についても、自動走行化を推進する（復

興祈念公園周辺、交流・情報発信拠点周辺等）。 

【具体的施策】 

・ 南相馬市等の周辺市町村と連携し、帰還する町民の方々の移動手段として、バス等の公

共交通機関が自動走行で運行する社会実証の実施を、具体的に検討。 

・ 自動走行が日常の中で利用される際に、地元での育成が必要な産業を把握し、先行して

いる国内外企業と地元企業とのマッチングができるよう、具体的に検討を開始。 

・ 電気や水素を使った自動車の活用について、並行して検討。 

② 便利な買物環境の確保（ドローンによる食品・医薬品等の配送を実証、住民の利便性を

改善） 

浪江町は、震災前は双葉郡の商業の中心地であり、多くの商業施設が存在しており、周辺

市町村の中でも、生活に便利な環境が整っていた。しかし、現在、仮設商店街のオープン等

により買物環境の整備が進んでいるものの、震災前と比較した場合の品揃えは不十分であり、

買物のために南相馬市等へ行かなければならないという声もある。また、町中心部に医療機

関は存在するものの、調剤薬局は戻っておらず、食品や医薬品を中心に、震災前の買物環境

には到達していないという課題が存在する。 

このため、ロボットテストフィールドの滑走路やその周辺地域を活用し、ドローンによる

食品や医薬品等の配送について、実証に向けた検討を進めていく。また、ドローンによる物

流システムを浪江町内で構築することにより、周辺に買物をできる場所がないような世帯で

も、暮らしに必要な物品がすぐに届くことで、住民生活の利便性や安心の確保を図っていく。 
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【具体的施策】 

・ 食品・医薬品等の物流に係るドローンの利活用に向けて、来年度から、南相馬市－浪江

町間のロボットテストフィールドにおいて、それらの実証を行えるようにするため、電波

塔等のインフラ整備や運行管理システムの構築に向けた技術開発を開始していく。 

・ 住民にとって実際に必要な買物環境、具体的に供給できる物流体制の構築可能性等につ

いて、関係者で議論・検討を行っていく。 

・ ドローンによる物流事業に関心を持つ企業等と連携し、地域へのドローン宅配サービス

の浪江町内における実証に向けて、関係者で議論・検討を行っていく。 

（４）森林や河川等の保全・再生対策（ロボットによる監視、状況把握） 

 浪江町では、町内において森林や河川が占める面積が多く、住民の暮らしの安全・安心を

確保する上では、森林・河川の保全・再生も、重要な課題である。 

このため、研究機関や大学等と連携し、森林や河川の上空等において、ドローンを活用し

た線量測定調査等により、継続的に、森林や河川等の監視・状況把握を行い、住民への「見

える化」を進めていく。 

また、現在、関係省庁の間で、実施に向けた議論が進めている「里山再生モデル事業」の

取組についても、連携を行っていく。 

【具体的施策】 

・  研究機関や大学等と連携し、ドローン等も活用した森林や河川等の監視・状況把握を実

施。既存の成果も踏まえた、有効な保全・再生対策について、関係者で議論・検討を行っ

ていく。 

・  関係省庁との議論を進めている「里山再生モデル事業」の取組と連携を図る。 

※「浪江町第二次復興計画」における「①ふるさと浪江の再生」を具体化。 

※「イノベーション・コースト構想」における「ロボット」分野、「農林水産」分野と連携。 

２．「エネルギー地産地消」チャレンジ（「エネルギーの地産地消」を住民生活の中に定着

させ、まちづくりの柱としていくチャレンジ） 

 「浪江町第二次復興計画（中間取りまとめ）」には、「被災経験からの教訓を生かし、浪江

町内でエネルギーの地産地消の仕組みをつくり、災害に強いまちづくりを進めていく」旨が、

位置付けられている。このため、「福島新エネ社会構想」とも連携し、「エネルギーの地産地

消」を将来にわたって住民生活の中に定着させていく取組を実施していく。これにより、災

害に強いまちづくりや、新エネルギー導入のモデル自治体としての国内外への発信を目指し

ていく。 

（１）浪江町における「復興まちづくりスマートコミュニティ構築事業」の実証 
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 浪江町では、現在、交流・情報発信拠点（道の駅）や役場等の公共施設、災害公営住宅に

太陽光発電等の再生可能エネルギーや電気自動車を導入し、道の駅を中心として各拠点をス

マートグリッドで繋ぐとともに、その他の公営施設についても、エネルギーマネジメントを

活用した賢いエネルギー消費を行うことを目指すスマートコミュニティのマスタープラン

を策定中である。引き続き、浪江町のスマートコミュニティ構築に向けた事業を着実に進め、

地産地消型のエネルギーの活用や、太陽光・蓄電池・電気自動車（EV）の導入を図っていく

ことで、エネルギーの地産地消を実現するまちづくりを目指していく。 

【具体的施策】 

・ 現在、国の補助（平成 23 年度第３次補正予算「スマートコミュニティ導入促進事業」

（基金事業））を活用し、浪江町において、交流・情報発信拠点（道の駅）、役場等の公共

施設、災害公営住宅等を中心としたスマートコミュニティ構築マスタープランを策定中で

あり、平成 32 年度までのスマートコミュニティ構築実現に向けて、作業を加速。 

（２）水素エネルギーを活用したまちづくりの展開 

（１）で検討中の「復興まちづくりスマートコミュニティ構築事業」の中で、さらなる省

エネルギーの推進やエネルギーの強靭化を行うため、災害公営住宅や公共施設等に、エネフ

ァーム（家庭用燃料電池）の導入を図っていく。水素社会の実現に向けたアクションプラン

である「水素・燃料電池戦略ロードマップ」（平成 28 年３月改定）においても、水素社会

の実現に向けて、足下では燃料電池の利用拡大に取り組むとされており、浪江町においても、

エネファームの導入を積極的に進めることで、町における水素エネルギー活用事例の端緒と

する。さらに、町として、将来的なさらなる水素エネルギー導入の可能性を議論していく。 

【具体的施策】 

・ 水素エネルギー活用の端緒として、「スマートコミュニティ導入促進事業」を活用し、

エネファームの災害公営住宅等へ導入し、水素の活用を通じたまちづくりを開始。今後、

関係省庁の助言を受けつつ、エネファームを活用したスマートコミュニティの構築に向け

た具体的なマスタープランを策定し、それに基づき、エネルギーシステムを構築。 

（３）森林資源を活用したまちづくりの展開 

 浪江町は町土の約７割が森林に囲まれており、森林の再生と、森林資源の活用を有効に組

み合わせることが可能であると考えられる。 

 このため、木質バイオマス関連プロジェクトの実施を含め、森林資源を活用したまちづく

りを検討する。 

【具体的施策】 

・「里山再生モデル事業」において、森林資源を利用したビジネスの可能性について調査を

開始できるよう調整する。 
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（４）水素エネルギーの活用を含めたスマートコミュニティの形成を国内外へ発信 

 スマートコミュニティの構築を通じて、浪江町の復興を着実に進めるとともに、その歩み

を、地域のニーズ・実情を踏まえた地域密着型の復興の好事例として、国内外へ発信してい

く。これにより、エネルギーの地産地消に係る住民理解を深めていくとともに、４．に掲げ

る浪江町の交流人口拡大に向けた一つの契機としていく。 

【具体的施策】 

・ （１）、（２）の取組と並行して、他地域におけるスマートコミュニティ構築の事例研究

を行い、国内外への発信方法を関係者で議論、検討を行っていく。 

※「浪江町第二次復興計画」における「②被災経験からの災害対策」を具体化。 

※「イノベーション・コースト構想」における「エネルギー」分野、「福島新エネ社会構想」における「スマ

ートコミュニティ推進」、「水素社会実現」との連携。 

３．「新たなまちづくり」チャレンジ（住民減少に負けない「新たなまちづくり」を、住民

や周辺市町村と一緒に取り組むチャレンジ） 

震災・原発事故により全町避難となり、当面は震災前から比較して、住民の減少が見込ま

れる浪江町において、そのハンディを乗り越えるためには、単に従来の施策を継続するに留

まらず、先端技術や町外の人口を活用した「新たな発想でのまちづくり」が必要となる。 

このため、ロボットテストフィールドの滑走路を最大限に活用し、滑走路及び周辺地域を

中心に、最先端のロボットの実証事業を行っていく。得られた結果をまちづくりに応用し、

社会実装していくことにより、浪江町を「次世代技術の実証を通じた、課題解決型の新たな

まちづくり」のモデル自治体として、国内外へ認知されることを目指す。新しいアイデアを

もった企業や研究者の方々が町を訪れ、自由に研究・実証を行うことの出来るまちを創り上

げることで、交流人口の拡大や、雇用創出を図る。 

特に、以下に掲げる分野の社会実証の実現を目標とし、農業・産業・教育等の各分野にお

ける実際のニーズを具体的に把握し、利活用が見込めるフィールドの整備を図るため、国、

県、町、周辺自治体との連携の下、具体的な調査・検討を開始していく。 

（１）新しい農業の実現 

浪江町における営農再開・農業の復活を志す農業者の方々と、IT 技術等を活用した新し

い形の農業を志向するベンチャー企業等が一体となって、ドローン、農業施設の自動制御、

自動走行トラクター等、ＷＧにおいて関係者より示された、以下に掲げるような技術の実

証・実用化に係る取組案を踏まえ、新しい農業のスタイルの構築に向けて、関係者で議論・

検討を行っていく。それにより、農業従事者の高齢化や、担い手農家の人手不足といった課

題に対して、農業の省力化や新たな担い手農家の確保による解決を図り、避難地域における

本格的な営農再開のモデルの実現を目指していく。 
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（ＷＧにおいて示された取組案） 

・ドローンを活用した農薬散布による省力化 

・ドローンを活用したリモートセンシング技術による育成過程の見える化、栽培技術の簡易

化 

・農業施設の自動管理（水門の管理等）や省力化（水路清掃等） 

・自動走行トラクターや自動除草ロボット等の活用による省力化 

・マッスルスーツの活用による省力化 

・新しい農業の取組に関する人材育成プロジェクトの立ち上げ 

 また、新しい農業の実現に向けては、IT 技術等の活用による省力化を実現するのみなら

ず、流通・販路も含めた上流から下流までのビジネスモデルを構築することが必要である。

また、農地保全のため、耕畜連携による循環農業の取組も重要である。このため、農業者の

方々と各企業等を交え、継続的に関係者で議論・検討を行っていく。 

【具体的施策】 

・ 浪江町内で営農再開を志す農業者の方々に対して、ベンチャー企業等によるコンサルテ

ィングを行い、浪江町内における IT 技術等を活用した新しい農業のスタイルの構築・実

用化に向けて、検討を行う。 

・ 県内の大学や関係企業等と連携し、新しい農業を担う人材育成プログラムの内容につい

て、具体的ニーズを含めた検討を行う。 

・ 上流から下流までのビジネスモデル構築や、耕畜連携による循環農業の取組に向けて、

農業者の方々と各企業等を交え、継続的に検討を行う。 

（２）便利で安心な生活関連サービスの提供【再掲】 

① 公共交通の確保（公共交通の自動走行化の実証）【再掲】

② 買物環境の確保（ドローンによる食品・医薬品等の配送を実証、住民の利便性を改善）

【再掲】 

（３）水中ロボット技術の活用に向けた取組 

水中調査ロボットや水中建設施工技術の実証による技術革新に向けて、検討を行っていく。 

【具体的施策】 

・水中調査ロボット・水中建設施工技術につき、関係者間で、市場把握に向けた議論・検討

を行っていく。 

（４）人材育成・人材輩出 

ロボットテストフィールドの滑走路の周辺地域や、町内の学校等を活用して、ドローンの
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操縦技術の研修等を始めとした IT 技術に関する人材育成・研修を、積極的に実施していく。

これにより、「ロボット・IT 技術に関するリテラシーの高いまちづくり」を行い、これまで

に掲げたロボット技術を活用した農業やサービスについて、住民側が受入れやすい土壌を作

っていく。 

特に、町内の子どもや若者については、若いうちからロボット・IT 技術等に係る研修を

行うことで、浪江町発のロボット分野等に係る優秀な人材として活躍できるよう、育成を行

っていく。将来的には、浪江町がドローンの有力な研修場として位置付けられ、町内外から

ロボット分野の多様な人材が集まることを目指して、関係者で議論・検討を進めていく。 

【具体的施策】 

・学校等を活用した子ども・学生向けのドローン研修や、高齢者の方々も含めた住民向けド

ローンワークショップの開催により、町民が気軽に IT・ロボット技術に触れる取組を実

施。 

・小中学校のカリキュラムにロボット関連の特別授業が導入できないか検討。 

・建設現場での i-construction に係るドローン研修の実施可能性を検討。 

・周辺市町村と連携し、ドローン等の競技大会開催の可能性を検討。 

（５）ロボット分野の新産業・雇用創出 

浪江町においてロボットテストフィールドの滑走路が整備され、ロボット分野の社会実証

が進んでいくことで、浪江町を含む周辺市町村への訪問者数が増加し、科学者や技術者、新

しい発想を持つ学生等、人の交流が活発化することを目指す。人の交流の活発化を契機とし

て、北棚塩地区にロボット関連等の先進的技術を有する企業が立地し、産業が集積すること

も期待される。また、浪江町を含む周辺市町村の活性化に繋がり、浜通り全体に活気を生む

効果も期待される。 

このため、企業や研究機関が実証試験を行う際に求めるスペックを可能な限り満たすフィ

ールドの整備を目指す。滑走路の周辺地域を産業団地として整備し、ロボット産業の集積の

基盤を作っていく。さらに、国・県・町等の関係者間で連携して、浪江町への企業立地に向

けた取組を継続していき、浪江町において新たな雇用の創出を図っていく。 

【具体的施策】 

・ 浪江町内におけるロボットテストフィールドの滑走路整備を契機に、北棚塩地区にロボ

ット関連等の先進的取組を進める産業集積を作る取組を開始する。まずは、滑走路周辺に

産業団地を整備し、産業集積の基盤を作る。 

・ ドローンや自動走行ロボット等の試験フィールドとして、北棚塩地区の活用が期待され

ることから、国、県、周辺自治体が連携して、産業界にとって即座かつ頻繁に活用したい

というニーズの発掘を行っていく。 

・ 国の福島県企業立地プロジェクトや、技術開発・実証事業等の各種支援策の活用、官民

合同チームとの連携等により、官民によるプロジェクト形成に繋げていく。 
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※「浪江町第二次復興計画」における「①ふるさと浪江の再生」、「③どこにいても全ての町民の生活を再建す

る」を具体化。 

４．「発信・交流」チャレンジ（国内外に発信し、人の交流を拡大していくチャレンジ） 

 ロボットテストフィールドの活用等による先進技術を活用した新たなまちづくりの取組

の実施により、浪江町においては、今後、町外からの人の交流拡大が期待される。これらの

機会を町の復興に最大限に生かすため、浪江町が行う新たなまちづくりの取組を国内外へ積

極的に発信することで、浪江町が、震災・原発事故による全町避難からの復興・再生のモデ

ル地区として認知され、活発な人の交流が生まれることを目指す。 

さらに、町を復興させようという町民や町外の方々が主体となって、浪江町の先端技術に

よる新たなまちづくりと上手く連携した「型に捕らわれない、ユニークな取組」を町内で実

施していくことで、クリエイターやアスリート、アーティスト、ＮＰＯ、観光客、外国人な

ど、多様なバックグラウンドを持つ方々が浪江町の活動に参画できる環境を目指す。 

 これらの発信・交流を基とした取組の実現に向けて、浪江町として「どのようなコンテン

ツを中心に、誰に対して何を発信していくのか」集中的に議論するフレームワークを設置し、

具体的な取組の第一歩とする。メンバーは、浪江町の将来のまちづくりを担う若者等を中心

とし、関心を示す企業や有識者等を招聘して、様々なアイデアや具体的なプランを創り上げ

ていく。（「浪江版復興塾」の立ち上げ） 

本フレームワークのメンバーの主体的な発想の下、アニメ、映画、イベント、古くからの

祭りの活用等、様々なツールを活用した発信方法の検討を進めつつ、実現可能性及び関係機

関との協力体制の構築について具体的に検討し、実現を目指していく。 

【具体的施策】 

・ 浪江町の将来のまちづくりを担う若者等を中心とした集いの場を組織し、企業や有識者

等の外部の方々と意見交換を行い、復興に向けた様々なアイデアを募っていく場（「浪江

版復興塾」）を設置し、継続的に開催していく。 

※「浪江町第二次復興計画」における「②被災経験からの災害対策」、「③どこにいても全ての町民の生活を再

建する」を具体化 

Ⅲ．チャレンジの基盤となる地域 

 Ⅱ．に挙げた「４つのチャレンジ」の取組は、今後、浪江町内の各地域で実施されること

が期待される。これらのチャレンジを実施していく上で、町内において特に基盤となる地域

について、以下に挙げる。 

１．ロボットテストフィールドの滑走路及び周辺エリア 
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Ⅱ．に掲げられたロボット技術に係る社会実装を実証していく上では、大前提として、ロ

ボットテストフィールドの滑走路及び滑走路周辺地域を、ロボットの社会実験場として整備

を行い、町内で社会実証する前段階の試験場として活用していく必要がある。これにより、

浪江町を含む周辺市町村に訪れる科学者や技術者、新しい発想を持つ学生等、人の交流を活

発化させていくことが大きな目標となる。人の交流の活発化を契機として、北棚塩地区に、

ロボット関連等の先進的技術を有する企業が立地し、産業集積が進むことを目指していくた

め、実証フィールドに加えて周辺地域の環境整備を進める必要がある。これは、企業等の進

出要望に迅速かつタイムリーに対応するために重要な要素である。 

このため、南相馬市と連携しつつ、ロボットテストフィールドの一つの機能として北棚塩

の用地を活用できるよう、周辺エリアの環境整備を遅滞なく進めていく。（なお、ロボット

テストフィールドの滑走路周辺エリアについては、元の山林をそのまま生かした形での実証

フィールドとして位置付けていく方策も考えられる。） 

さらに、Ⅱ．３．（６）に掲げるように、滑走路周辺エリアについては、ロボット関係の

新産業の集積を図るため、産業団地の整備に向けて、産業界におけるニーズを踏まえ、その

整備の在り方について関係者で議論・検討を早急に進めていく。 

【実施が期待される取組】 

・Ⅱ．１．「安全・安心」チャレンジ （１）～（４）、Ⅱ．３．「新たなまちづくり」チャ

レンジ （１）～（４）を町内で実証する前段階としての実証試験 

・Ⅱ．３．「新たなまちづくり」チャレンジ （５）人材育成・人材輩出拠点 

・Ⅱ．３．「新たなまちづくり」チャレンジ （６）新産業・雇用創出の為の産業団地整備 

２．復興祈念公園周辺エリア 

 浪江町・双葉町両地区にまたがる地域に、福島県の復興祈念公園が整備されることが決定

されている。町は、中心市街地の「交流・情報発信拠点」（道の駅）から、復興祈念公園の

整備予定地域に至るエリアにおいて、被災経験の学びや周遊・交流、観光の場として位置付

ける予定。このエリアを人や技術の「交流の場」として位置付けることができるのではない

か。 

 例えば、「交流・情報発信拠点」（道の駅）から復興祈念公園に至る道路脇に、地元の農業

事業者が栽培した花卉を植えて「フラワーロード」とし、町民や訪問客の憩いの場とすると

ともに、当該区間を自動走行バスで繋ぎ、自動走行技術の実証と被災地ツアー・観光を併せ

て行うような取組も考えられる。 

 なお、近隣の港湾施設を活用し、水中ロボット技術の実証等を行うような取組も考えられ

る。 

【実施が期待される取組】 

・Ⅱ．１．「安全・安心」チャレンジ （３）公共交通 

・Ⅱ．３．「新たなまちづくり」チャレンジ （４）水中ロボット技術の活用に向けた取組 
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・Ⅱ．４．「発信・交流」チャレンジ 

３．中心市街地エリア 

 浪江駅から役場周辺、交流・情報発信拠点（道の駅）、災害公営住宅に至る中心市街地エ

リアでは、現在、中心市街地再生計画の検討が進められ、平成 28 年度内に計画が策定され

る予定。本計画も踏まえ、自動走行技術や防災・防犯ロボット等の導入が可能なのではない

か。 

 また、町が策定中であるスマートコミュニティ構築のマスタープランにおいては、道の駅

をエネルギーマネジメントの拠点として、役場等の公共施設、災害公営住宅等をスマートグ

リッドで繋ぐ構想であり、中心市街地エリアは、災害に強いまち・エネルギーの地産地消の

拠点としても位置付けることができるのではないか。 

【実施が期待される取組】 

・Ⅱ．１．「安全・安心」チャレンジ （１）～（４） 

・Ⅱ．２．「エネルギー地産地消」チャレンジ （１）～（３） 

・Ⅱ．３．「新たなまちづくり」チャレンジ （１）～（３） 

４．田畑・森林エリア 

 営農再開意向を持つ農業者の方々と各企業とが連携し、IT・ロボット技術等を活用した「新

しい農業」の実現を目指すべきではないか。 

 また、研究機関や大学等と連携し、ドローンを活用した線量測定調査等により監視・状況

把握を行い、データの蓄積を図っていくことや、総合的な鳥獣対策を推進していくことで、

安全・安心なまちを実現できるのではないか。 

【実施が期待される取組】 

・Ⅱ．１．「安全・安心」チャレンジ （１）、（５） 

・Ⅱ．３．「新たなまちづくり」チャレンジ （１） 

Ⅳ．「浪江町復興ビジョン検討会議」の目指す姿と今後のフォローアップの枠組み 

１．「浪江町復興ビジョン検討会議」の目指す姿 

本会議において、震災・原発事故からの浪江町の本格復興をさらに推し進めるための「４

つのチャレンジ」及び、浪江町の復興の目標とすべき「10 年後の未来・将来ビジョン」を

提示した。国、県、町をはじめとする関係者が全力で取り組んでいくことで、浪江町がロボ

ット産業・水素エネルギー等の「次世代技術の実証拠点・ショーケース」として発展してい

くことが期待される。 

10 年後に、将来ビジョンに掲げる「安全・安心なまち」「活気あふれるまち」「様々な人

が訪れるまち」を実現できるよう、国、県、周辺市町村、町及び民間等の関係者が緊密に連
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携し、浪江町の本格復興に向けた取組をさらに進めていく。 

２．今後のフォローアップの枠組 

「浪江町復興ビジョン検討会議」は、避難指示が解除された後も継続して開催し、国・県・

周辺市町村、町、民間等の関係者の間で、ビジョンの実現に向けた方策の具体化を検討しつ

つ、取組を進めるとともに、進捗を定期的に確認していく。 

（参考）開催経緯 

○ 「浪江町復興ビジョン検討会議」

・第１回：平成 28 年 10 月 6 日（木）13:30～15:30 於：浪江町役場二本松事務所 

テーマ：浪江町復興ビジョン検討会議の設立 

出席者：高木原子力災害現地対策本部長、長沢復興副大臣、馬場浪江町長 

復興庁、内閣府、経済産業省、浪江町、福島県、南相馬市、福島相双復興官民合

同チーム、産業競争力懇談会（COCN）、エンルート M’s（株）、（国研）産業技術

総合研究所 

・第２回：平成 28 年 12 月 19 日（月）9:30～11:30 於：浪江町役場二本松事務所 

  テーマ：浪江町復興ビジョン検討会議 中間報告書（案） 

出席者：高木原子力災害現地対策本部長、長沢復興副大臣、馬場浪江町長 

復興庁、内閣府、経済産業省、浪江町、福島県、南相馬市、福島相双復興官民合

同チーム、エンルート M’s（株）、（一財）日本無人機運航管理コンソーシアム

（JUTM）、福島県野生動物調査専門官 

○ 「浪江町復興ビジョン検討会議 ロボット分野検討ＷＧ」

・第１回：平成 28 年 11 月 9 日（水）13:00～16:00 於：浪江町役場二本松事務所 

テーマ：鳥獣対策、農業、人材育成、水中ロボット 

ゲストスピーカー：エンルート M’s（株）、（一社）大日本猟友会、（株）スカイシーカー、

DJIJAPAN（株）、ヤマハ発動機（株）、（株）スペースワン、（国研）海洋研究開発機構 

・第２回：平成 28 年 11 月 30 日（木）13:00～16:00 於：浪江町役場二本松事務所 

テーマ：自動走行、物流 

ゲストスピーカー：経済産業省自動車課、ロボットタクシー（株）、楽天（株）、MIKAWAYA21

（株） 

・第３回：平成 28 年 12 月 2 日（金）13:00～16:00 於：浪江町役場二本松事務所 

テーマ：農業 

ゲストスピーカー：（株）イノフィス、福島県、井関農機（株）、ドローン・ジャパン（株）、
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ベジタリア（株） 

・第４回：平成 28 年 12 月 12 日（月）13:00～15:30 於：浪江町役場二本松事務所 

テーマ：発信・交流拡大 

ゲストスピーカー：福島ガイナックス（株）、（株）スペースワン、徳島県那賀町、（株）

電通東日本 

○「浪江町復興ビジョン検討会議 水素エネルギー分野検討ＷＧ」

・第１回：平成 28 年 11 月 1 日（火） 東京ガス（株）（千住）、（株）東芝（府中）視察 

・第２回：平成 28 年 12 月 12 日（月）15:30～17:00 於：浪江町役場二本松事務所 

ゲストスピーカー：（株）東芝、本田技研工業（株）、国際航業（株） 

（以上） 
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所
・
民

医
連

（
約

1
0
0
ヶ

所
と

契
約

）
・
ひ

ら
た

中
央

ク
リ

ニ
ッ

ク
と

契
約

し
毎

年
実

施
中

（
震

災
時

1
9
歳

～
4
0
歳

ま
で

1
回

の
み

、
震

災
時

1
8
歳

以
下

は
県

民
健

康
調

査
の

間
の

年
）
。

震
災

時
1
9
歳

～
4
0
歳

ま
で

の
実

施
回

数
に

関
し

て
、

専
門

的
な

見
地

か
ら

の
検

討
が

必
要

。

実
施

回
数

な
ど

を
検

討
し

、
継

続
実

施
。

浪
江

町
役

場
の

隣
接

地
に

建
設

中
の

浪
江

診
療

所
で

の
業

務
は

検
討

中
。

継
続

町
県

立
医

大
県

民
健

康
管

理
調

査
健

康
保

険
課

健
康

保
険

課

　
・
他

の
検

査
、

健
診

等
と

同
時

に
  

  
検

査
を

実
施

で
き

る
よ

う
に

  
  

検
討

、
調

整
済

継
続

中
事

前
予

約
は

必
要

だ
が

、
受

検
時

期
は

自
由

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

他
事

業
と

連
動

し
た

受
検

が
可

能
。

随
時

受
け

付
け

て
お

り
、

い
つ

で
も

検
査

で
き

る
状

況
で

あ
る

た
め

、
本

項
目

は
終

了
。

終
了

（
３

）
健

康
診

断
等

の
検

査
機

会
の

  
  

  
確

保
及

び
検

査
項

目
の

拡
充

　
・
原

発
避

難
者

特
例

法
に

よ
る

  
  

乳
幼

児
及

び
妊

婦
健

診
の

推
進

済
継

続
中

原
発

特
例

法
に

基
づ

き
受

入
自

治
体

で
対

応
。

県
内

妊
婦

健
診

は
町

対
応

。

原
発

特
例

法
の

内
容

が
浸

透
し

て
い

な
い

状
況

が
あ

る
。

継
続

実
施

。
継

続
受

入
自

治
体

受
入

自
治

体
原

発
避

難
者

特
例

法
健

康
保

険
課

健
康

保
険

課

　
・
全

国
で

の
受

診
体

制
の

確
立

を
　

　
国

・
県

に
要

請
済

継
続

中

県
内

各
所

で
町

が
実

施
（
予

定
の

合
わ

な
い

方
は

提
携

病
院

で
受

診
）
。

県
外

は
町

で
結

核
予

防
会

と
契

約
し

、
結

核
予

防
会

で
は

各
県

の
医

療
機

関
と

契
約

し
特

定
健

診
（
4
0
歳

～
）
を

実
施

。
県

が
県

民
健

康
調

査
を

実
施

。

・
県

内
で

は
検

診
会

場
確

保
が

困
難

。
・
県

外
で

は
医

療
機

関
ま

で
遠

い
場

合
も

あ
り

検
診

が
困

難
な

こ
と

も
あ

る
。

継
続

実
施

。
継

続
町

国
、

県
県

民
健

康
管

理
調

査
健

康
保

険
課

健
康

保
険

課

・
内

部
被

ば
く
検

査
、

甲
状

腺
検

査
、

健
康

診
査

は
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
が

、
県

外
で

は
検

査
機

関
が

少
な

い
、

検
査

機
関

ま
で

遠
い

、
さ

ら
に

は
原

発
特

例
法

の
内

容
が

理
解

さ
れ

て
い

な
い

な
ど

の
問

題
も

あ
り

、
今

後
も

継
続

し
て

課
題

解
決

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

・
内

部
被

ば
く
検

査
機

器
は

導
入

さ
れ

て
お

り
、

検
査

体
制

も
整

っ
て

い
る

。

・
甲

状
腺

検
査

の
体

制
は

整
備

さ
れ

て
お

り
今

後
も

継
続

的
に

実
施

・
乳

幼
児

健
診

、
妊

婦
検

診
で

は
原

発
避

難
者

特
例

法
が

理
解

さ
れ

て
い

な
い

な
ど

の
問

題
が

あ
る

。
・
県

内
の

健
康

診
断

は
各

所
で

実
施

し
て

い
る

が
検

診
会

場
の

確
保

が
困

難
、

県
外

は
契

約
先

の
医

療
機

関
で

実
施

し
て

い
る

が
医

療
機

関
が

遠
い

た
め

検
診

が
困

難
な

場
合

も
あ

る
。

現
担

当
課

旧
担

当
課

進
捗

状
況

計
画

・
整

備
運

用

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応
今

後
の

方
向

性
実

績
課

題
実

施
主

体
協

力
機

関
等

利
用

可
能

な
制

度
等

進
行

管
理

の
担

当
課

施
策

9
1
0

1
1

1
2

1

H
2
4
年

H
2
5
年

8
7

6
5

4
3

2
9

中
期

長
期

3
2

1
1
2

Ｈ
2
6
年

1
1

1
0

効
率

的
に

実
施

で
き

る
よ

う
検

討
、

調
整

３
年

目
（

２
回

目
検

査
）

要
望

活
動

の
継

続
実

施

２
年

目
（

初
回

検
査

）

２
年

目
（

２
回

目
検

査
）

１
年

目
（

初
回

検
査

）

要
請

活
動

の
継

続
実

施

未
達

の
場

合
、

実
現

ま
で

要
請

を
継

続

検
査

の
継

続
実

施

H
2
5
.4

月
達

成

未
達

の
場

合
、

実
現

ま
で

要
望

を
継

続
H

2
5
.1

月
達

成

検
診

の
継

続
実

施

H
2
4
.5

月

導
入

済

そ
の

後
も

継
続

そ
の

後
も

継
続

効
率

的
に

実
施

で
き

る
よ

う

検
討

、
調

整 効
率

的
に

実
施

で
き

る
よ

う

検
討

、
調

整

中
期

長
3

中
期

長
中

期
長

3
Ｈ
28
.8
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現
担

当
課

旧
担

当
課

進
捗

状
況

計
画

・
整

備
運

用

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応
今

後
の

方
向

性
実

績
課

題
実

施
主

体
協

力
機

関
等

利
用

可
能

な
制

度
等

進
行

管
理

の
担

当
課

施
策

9
1
0

1
1

1
2

1

H
2
4
年

H
2
5
年

8
7

6
5

4
3

2
9

中
期

長
期

3
2

1
1
2

Ｈ
2
6
年

1
1

1
0

中
期

長
3

中
期

長
3

Ｈ
28
.8

　
・
白

血
球

分
画

（
白

血
病

）
検

査
を

　
　

加
え

た
検

査
の

継
続

実
施

済
継

続
中

県
民

健
康

管
理

調
査

で
白

血
球

分
画

検
査

を
実

施
中

。
継

続
実

施
。

継
続

町
県

民
健

康
管

理
C

県
民

健
康

管
理

調
査

健
康

保
険

課
健

康
保

険
課

（
４

）
生

涯
に

わ
た

る
健

康
管

理
の

　
　

　
た

め
の

手
帳

の
作

成

　
・
「
浪

江
町

健
康

手
帳

」
の

配
付

済
継

続
中

Ｈ
2
4
年

度
に

配
布

済
み

（
再

発
行

対
応

）
。

な
お

、
震

災
後

生
ま

れ
た

子
供

な
ど

希
望

者
へ

も
対

応
し

て
い

る
。

記
載

な
ど

個
人

に
よ

る
差

が
あ

る
。

継
続

実
施

。
運

用
に

切
り

替
え

町
国

、
県

、
県

民
健

康
管

理
Ｃ

県
民

健
康

管
理

調
査

健
康

保
険

課
健

康
保

険
課

　
・
健

康
手

帳
へ

の
記

帳
の

啓
発

活
動

済
継

続
中

ホ
ー

ル
ボ

デ
ィ

カ
ウ

ン
タ

ー
や

甲
状

腺
検

査
受

検
時

に
持

参
を

促
し

、
結

果
を

記
載

バ
ッ

チ
式

線
量

計
の

デ
ー

タ
は

個
人

で
記

載
。

同
上

記
載

の
周

知
徹

底
を

含
め

継
続

実
施

。
継

続
町

健
診

業
者

県
民

健
康

管
理

調
査

健
康

保
険

課
健

康
保

険
課

（
５

）
専

門
家

に
よ

る
健

康
管

理
相

談
　

　
　

機
会

の
充

実

　
・
放

射
線

医
学

県
民

健
康

管
理

　
　

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
放

射
線

　
　

防
護

に
関

す
る

講
演

会
及

び
　

　
講

習
会

の
段

階
的

・
継

続
的

実
施

一
部

済
継

続
中

弘
前

大
学

浪
江

町
復

興
支

援
室

と
連

携
し

、
住

民
と

対
話

形
式

で
理

解
促

進
で

き
る

体
制

を
構

築
（
個

別
相

談
対

応
）
。

町
民

の
健

康
相

談
。

放
射

線
に

よ
る

健
康

相
談

等
専

門
的

な
相

談
に

つ
い

て
は

弘
前

大
学

に
確

認
し

対
応

。

継
続

実
施

及
び

相
談

員
制

度
等

を
活

用
し

た
相

談
員

配
置

座
談

会
実

施
な

ど
検

討
中

。

継
続

町
県

民
健

康
管

理
C

ア
ド

バ
イ

ザ
リ

ー
制

度

健
康

保
険

課
健

康
保

険
課

　
・
講

演
会

等
で

得
た

情
報

の
発

信
　

　
強

化
済

継
続

中

個
人

相
談

で
得

た
質

問
に

対
し

て
、

弘
前

大
学

浪
江

町
復

興
支

援
室

で
放

射
線

に
関

す
る

Q
&
A

を
町

タ
ブ

レ
ッ

ト
等

に
掲

載
。

継
続

実
施

。
継

続
町

県
民

健
康

管
理

C

ア
ド

バ
イ

ザ
リ

ー
制

度

健
康

保
険

課
健

康
保

険
課

（
６

）
町

民
の

命
を

守
る

健
康

管
理

、
　

　
　

医
療

保
障

の
法

制
化

の
実

現

　
・
医

療
保

障
の

法
制

化
実

現
に

　
　

向
け

た
国

へ
の

要
請

済
継

続
中

法
制

化
を

要
望

す
る

も
未

制
定

。
国

予
算

で
単

年
度

単
位

で
医

療
費

無
料

措
置

実
施

。

単
年

度
単

位
の

た
め

継
続

年
数

が
不

明
。

長
期

避
難

に
よ

る
不

活
発

病
や

心
の

病
へ

の
対

応
の

た
め

、
避

難
指

示
に

よ
ら

な
い

事
業

継
続

を
要

望
。

継
続

町
国

、
県

な
し

健
康

保
険

課
健

康
保

険
課

　
・
県

の
子

ど
も

医
療

費
無

料
化

　
　

事
業

の
円

滑
な

運
営

済
継

続
中

H
2
4
.1

0
.1

よ
り

県
内

全
市

町
村

で
1
8
歳

以
下

の
医

療
費

が
無

料
化

さ
れ

て
い

る
。

継
続

実
施

。
継

続
町

県

福
島

県
子

ど
も

の
医

療
費

助
成

事
業

教
育

委
員

会
事

務
局

福
祉

こ
ど

も
課

・
法

制
化

に
つ

い
て

は
要

望
し

て
き

た
が

制
定

に
は

至
っ

て
い

な
い

。

・
弘

前
大

学
と

の
連

携
に

よ
る

体
制

の
整

備
及

び
相

談
員

を
配

置
し

た
体

制
の

整
備

が
図

ら
れ

て
き

て
い

る

・
健

康
管

理
手

帳
は

作
成

し
個

人
に

配
布

済
み

で
あ

る
が

記
載

の
徹

底
が

必
要

検
査

３
年

目
検

査
２

年
目

健
診

等
結

果
通

知
な

ど
で

記
帳

啓
発

実
現

す
る

ま
で

継
続

し
て

要
請

活
動

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

成
段

階
的

実
施

随
時

実
施

円
滑

に
運

用

H
2
4
.8

月
配

布
済 H
2
4
.1

0
月

開
始

そ
の

後
も

継
続
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
健

康
管

理
の

強
化

と
徹

底
②

）

２
．

放
射

線
に

対
す

る
理

解
の

向
上

～
正

し
く
理

解
し

、
対

処
す

る
～

（
１

）
全

世
帯

へ
の

放
射

線
量

計
の

　
　

　
配

布
に

よ
る

町
民

の
放

射
線

　
　

　
管

理
体

制
の

構
築

　
・
全

世
帯

へ
の

線
量

計
の

配
付

済
継

続
中

空
間

線
量

計
の

配
布

（
精

密
博

士
）
。

個
人

積
算

線
量

管
理

と
し

て
バ

ッ
チ

式
線

量
計

の
配

布
・
結

果
の

整
理

。

空
間

線
量

計
の

点
検

（
校

正
）

の
徹

底
。

バ
ッ

チ
式

線
量

計
の

定
期

的
な

回
収

に
よ

る
線

量
結

果
の

把
握

。

空
間

線
量

計
は

継
続

実
施

。
町

内
で

の
活

動
・
生

活
に

お
い

て
は

Ｄ
－

シ
ャ

ト
ル

と
の

併
用

。

継
続

町
納

入
業

者
線

量
計

等
緊

急
整

備
支

援
事

業

健
康

保
険

課
健

康
保

険
課

　
・
線

量
計

の
操

作
講

習
等

の
随

時
　

　
実

施
済

継
続

中
空

間
線

量
計

に
つ

い
て

、
仮

設
住

宅
で

の
点

検
校

正
時

に
操

作
な

ど
の

相
談

に
対

応
。

継
続

実
施

。
継

続
町

納
入

業
者

な
し

健
康

保
険

課
健

康
保

険
課

（
２

）
放

射
線

に
対

す
る

科
学

的
　

　
　

見
解

の
周

知
　

　
　

（
多

様
な

見
解

を
尊

重
）

　
・
放

射
線

に
関

す
る

講
演

会
及

び
　

　
講

習
会

を
段

階
的

・
継

続
的

に
　

　
実

施
済

継
続

中

弘
前

大
学

浪
江

町
復

興
支

援
室

と
連

携
し

、
仮

設
住

宅
で

住
民

と
対

話
形

式
で

理
解

促
進

で
き

る
体

制
を

構
築

。
（
空

間
線

量
計

の
点

検
校

正
時

な
ど

）

継
続

実
施

及
び

相
談

員
制

度
等

を
活

用
し

た
相

談
員

配
置

座
談

会
実

施
な

ど
検

討
中

。
継

続
町

県
民

健
康

管
理

C

ア
ド

バ
イ

ザ
リ

ー
制

度

健
康

保
険

課
健

康
保

険
課

　
・
講

演
会

等
で

得
た

情
報

の
発

信
　

　
強

化
検

討
・

実
施

中
継

続
中

個
人

相
談

で
得

た
質

問
に

対
し

て
、

弘
前

大
学

浪
江

町
復

興
支

援
室

で
放

射
線

に
関

す
る

Q
&
A

を
町

タ
ブ

レ
ッ

ト
等

に
掲

載
。

継
続

実
施

。
継

続
町

県
民

健
康

管
理

C

ア
ド

バ
イ

ザ
リ

ー
制

度

健
康

保
険

課
健

康
保

険
課

（
３

）
子

育
て

世
代

の
た

め
の

学
習

会
　

　
　

の
開

催

　
・
学

校
教

育
と

連
携

し
た

学
習

体
制

　
　

の
構

築
済

継
続

中
学

校
の

教
育

活
動

計
画

に
お

い
て

、
放

射
線

教
育

の
時

間
を

授
業

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

取
り

入
れ

て
い

る
。

弘
前

大
学

に
よ

る
教

員
へ

の
勉

強
会

を
実

施
し

て
い

る
が

、
教

育
す

る
た

め
に

も
、

教
師

側
の

放
射

線
に

関
す

る
基

礎
知

識
の

向
上

、
専

門
家

と
の

協
働

に
よ

る
学

習
内

容
の

構
築

が
必

要
と

な
る

。

継
続

実
施

。
継

続
町

小
中

学
校

ア
ド

バ
イ

ザ
リ

ー
制

度

教
育

委
員

会
事

務
局

健
康

保
険

課

教
育

委
員

会
事

務
局

福
祉

こ
ど

も
課

　
・
学

校
単

位
で

の
交

流
会

等
の

機
会

　
　

に
合

わ
せ

た
放

射
線

講
演

会
等

の
　

　
開

催
未

未
弘

前
大

学
に

よ
る

教
員

へ
の

勉
強

会
を

実
施

し
て

い
る

が
、

児
童

・
生

徒
・
保

護
者

へ
の

学
習

体
制

は
未

構
築

。

交
流

会
等

の
減

少
（
現

在
は

津
島

小
中

だ
け

）
と

学
校

の
教

育
課

程
の

調
整

が
必

要
。

児
童

・
生

徒
・
保

護
者

に
向

け
て

の
実

施
に

つ
い

て
検

討
。

継
続

町
県

民
健

康
管

理
C

ア
ド

バ
イ

ザ
リ

ー
制

度

健
康

保
険

課
健

康
保

険
課

　
・
放

射
線

医
学

県
民

健
康

管
理

　
　

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
　

　
ガ

ラ
ス

バ
ッ

チ
検

査
の

結
果

に
　

　
対

す
る

講
習

会
等

を
計

画
的

に
　

　
実

施

一
部

済
継

続
中

弘
前

大
学

浪
江

町
復

興
支

援
室

と
連

携
し

、
住

民
と

対
話

形
式

で
理

解
促

進
で

き
る

体
制

を
構

築
（
個

別
相

談
対

応
）
。

継
続

実
施

及
び

相
談

員
制

度
を

活
用

し
た

相
談

員
配

置
、

座
談

会
な

ど
検

討
中

。
継

続
町

県
民

健
康

管
理

C

ア
ド

バ
イ

ザ
リ

ー
制

度

健
康

保
険

課
健

康
保

険
課

　
・
講

演
会

等
で

得
た

情
報

の
発

信
　

　
強

化
検

討
・

実
施

中
継

続
中

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
等

に
掲

載
。

継
続

実
施

。
継

続
町

県
民

健
康

管
理

C

ア
ド

バ
イ

ザ
リ

ー
制

度

健
康

保
険

課
健

康
保

険
課

　
・
子

育
て

世
代

向
け

の
放

射
線

に
　

　
関

す
る

解
説

本
の

作
成

及
び

配
布

一
部

済
継

続
中

放
射

線
に

関
す

る
解

説
本

の
作

成
は

し
て

い
な

い
が

、
津

島
仮

設
診

療
所

で
の

ホ
ー

ル
ボ

デ
ィ

カ
ウ

ン
タ

ー
受

診
者

に
は

、
長

崎
大

学
作

成
の

放
射

線
Ｑ

＆
Ａ

を
配

布
。

継
続

実
施

。
継

続
町

県
民

健
康

管
理

C

ア
ド

バ
イ

ザ
リ

ー
制

度

教
育

委
員

会
事

務
局

健
康

保
険

課

福
祉

こ
ど

も
課

・
空

間
線

量
計

、
バ

ッ
チ

式
線

量
計

を
配

布
し

て
い

る
が

、
利

活
用

の
徹

底
と

線
量

把
握

が
重

要
で

あ
る

。
・
弘

前
大

学
と

連
携

し
た

講
演

会
や

相
談

体
制

、
相

談
員

配
置

に
よ

る
座

談
会

や
相

談
体

制
は

構
築

さ
れ

て
き

て
い

る
が

、
町

民
へ

の
周

知
と

情
報

の
発

信
が

重
要

で
あ

る
。

・
食

品
検

査
に

つ
い

て
は

、
継

続
す

る
と

と
も

に
浪

江
町

で
の

設
置

が
必

要
で

あ
る

。

・
弘

前
大

学
浪

江
町

復
興

支
援

室
と

連
携

し
、

住
民

へ
の

相
談

体
制

を
構

築

運
用

・
弘

前
大

学
と

連
携

し
教

員
へ

の
勉

強
会

は
実

施
し

て
い

る
が

保
護

者
等

へ
の

学
習

体
制

は
未

整
備

・
相

談
員

制
度

を
活

用
し

た
個

別
相

談
体

制
を

構
築

実
施

主
体

進
行

管
理

の
担

当
課

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等
旧

担
当

課

進
捗

状
況

計
画

・
整

備

実
績

今
後

の
方

向
性

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応
9

1
0

1
0

1
1

1
1

1
2

1
2

1

H
2
4
年

施
策

中
期

長
期

5
6

7
8

9
2

H
2
5
年

3
4

2
3

・
空

間
線

量
計

（
精

密
博

士
）
、

バ
ッ

チ
式

線
量

計
を

配
布

し
て

い
る

が
、

バ
ッ

チ
式

線
量

計
の

着
用

と
定

期
回

収
を

周
知

徹
底

し
て

線
量

把
握

が
重

要
で

あ
る

。

1
現

担
当

課
課

題
Ｈ

2
6
年

～
平

成
2
5
年

3
月

ま
で

随
時

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

成
段

階
的

実
施

随
時

情
報

発
信

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

成
段

階
的

実
施

随
時

情
報

発
信

情
報

の
整

理
・

収
集

H
2
５

.1
0
月

発
刊

H
2
4
.6

月
配

布
済

中
期

長
3

中
期

長
3

Ｈ
28
.8
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運
用

実
施

主
体

進
行

管
理

の
担

当
課

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等
旧

担
当

課

進
捗

状
況

計
画

・
整

備

実
績

今
後

の
方

向
性

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応
9

1
0

1
0

1
1

1
1

1
2

1
2

1

H
2
4
年

施
策

中
期

長
期

5
6

7
8

9
2

H
2
5
年

3
4

2
3

1
現

担
当

課
課

題
Ｈ

2
6
年

中
期

3
長

中
期

長
3

Ｈ
28
.8

（
４

）
食

品
検

査
体

制
の

整
備

、
充

実
　

　
（
復

興
に

向
け

て
）

  
・
現

在
の

食
品

検
査

の
継

続
実

施
済

継
続

中

食
品

中
の

放
射

性
物

質
を

測
定

す
る

検
査

機
器

で
、

持
ち

込
ま

れ
た

食
品

等
の

簡
易

測
定

を
実

施
。

Ｈ
２

７
分

析
実

施
検

体
数

：
９

１
５

回
（
主

要
な

政
策

の
成

果
報

告
）
。

食
品

中
に

含
ま

れ
る

放
射

性
物

質
に

対
し

、
町

民
が

疑
問

や
不

安
に

思
っ

て
い

る
こ

と
を

、
分

析
結

果
を

示
し

安
心

に
繋

げ
て

い
く
。

簡
易

検
査

及
び

精
密

検
査

に
係

る
費

用
が

割
高

で
あ

る
。

コ
ス

ト
面

を
考

え
な

が
ら

継
続

実
施

を
図

る
。

補
助

金
及

び
交

付
金

等
を

活
用

し
、

非
破

壊
検

査
器

を
浪

江
町

役
場

本
庁

舎
に

整
備

し
、

検
査

の
充

実
を

図
る

。

継
続

町
国

、
県

な
し

生
活

支
援

課
災

害
対

策
課

　
・
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ふ

る
さ

と
　

　
再

生
整

備
計

画
な

ど
に

合
わ

せ
た

　
　

食
品

検
査

体
制

の
整

備

検
討

・
実

施
中

未

二
本

松
市

上
竹

及
び

浪
江

役
場

本
庁

舎
で

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

町
内

の
復

興
・
帰

還
状

況
に

応
じ

た
適

切
配

置
を

検
討

し
て

い
る

。

役
場

各
課

及
び

関
係

機
関

等
と

連
携

を
図

り
、

検
査

体
制

の
強

化
を

図
っ

て
い

く
。

継
続

町
国

、
県

、
自

治
会

等

福
島

復
興

再
生

特
措

法

生
活

支
援

課
災

害
対

策
課

　
・
検

査
技

術
者

の
育

成
済

継
続

中

測
定

に
関

す
る

知
識

や
技

術
の

強
化

を
図

る
た

め
、

検
査

員
（
担

当
者

）
は

、
県

主
催

に
よ

る
「
基

本
研

修
会

」
、

「
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
研

修
会

」
に

参
加

。

委
託

等
の

検
討

。
運

営
体

制
を

含
め

て
検

討
。

継
続

町

国
、

県
、

機
器

メ
ー

カ
ー

、
自

治
会

等

な
し

生
活

支
援

課
災

害
対

策
課

（
５

）
学

校
教

育
に

お
け

る
放

射
線

　
　

　
不

安
の

低
減

、
正

し
い

知
識

の
　

　
　

獲
得

　
・
浪

江
町

独
自

の
放

射
線

教
育

の
　

　
実

施
済

継
続

中
学

校
の

教
育

活
動

計
画

に
お

い
て

、
放

射
線

教
育

の
時

間
を

授
業

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

取
り

入
れ

て
い

る
。

弘
前

大
学

に
よ

る
教

員
へ

の
勉

強
会

を
実

施
し

て
い

る
が

、
教

育
す

る
た

め
に

も
、

教
師

側
の

放
射

線
に

関
す

る
基

礎
知

識
の

向
上

、
専

門
家

と
の

協
働

に
よ

る
学

習
内

容
の

構
築

が
必

要
と

な
る

。

継
続

実
施

。
継

続
町

な
し

放
射

線
か

ら
子

ど
も

の
健

康
を

守
る

対
策

支
援

事
業

教
育

委
員

会
事

務
局

健
康

保
険

課

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
生

涯
学

習
出

前
講

座
を

活
用

し
た

　
　

放
射

線
学

習
機

会
の

創
出

済
継

続
中

出
前

講
座

は
受

け
付

け
て

い
る

が
ニ

ー
ズ

が
な

い
た

め
未

実
施

。

公
民

館
活

動
が

で
き

な
く
、

各
種

の
生

涯
学

習
講

座
が

開
け

な
い

生
涯

学
習

と
し

て
で

は
な

く
帰

還
後

の
放

射
線

不
安

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

実
態

に
合

わ
せ

た
学

習
機

会
を

検
討

し
て

い
く
。

見
直

し
町

各
自

治
会

等
な

し
教

育
委

員
会

事
務

局
教

育
委

員
会

事
務

局

・
食

品
等

の
簡

易
測

定
を

実
施

中
で

検
査

員
の

育
成

も
し

て
い

る
。

・
学

校
教

育
で

放
射

線
教

育
を

実
施

す
る

た
め

、
弘

前
大

学
に

よ
る

教
員

へ
の

勉
強

会
を

実
施

し
て

い
る

。

現
行

事
業

の
継

続

現
在

の
取

組
を

継
続

補
助

事
業

を
活

用
し

た
事

業
の

計
画

及
び

実
施

よ
り

ニ
ー

ズ
に

沿
っ

た
事

業
の

展
開

現
在

の
取

組
を

継
続

現
在

の
検

査
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

か
し

な
が

ら
随

時
実

施
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
健

康
管

理
の

強
化

と
徹

底
③

）

３
．

避
難

生
活

に
伴

う
健

康
悪

化
の

防
止

（
１

）
健

康
指

導
体

制
の

強
化

、
確

立

　
・
保

健
師

、
看

護
師

等
の

職
員

の
　

　
採

用
済

継
続

中
任

期
付

き
採

用
な

ど
を

実
施

。
専

門
職

員
の

不
足

に
よ

り
検

診
後

の
保

健
指

導
ま

で
手

が
回

ら
な

い
。

状
況

に
応

じ
た

採
用

・
配

備
検

討
。

継
続

町
な

し
な

し
健

康
保

険
課

健
康

保
険

課

　
・
医

療
機

関
等

と
の

連
携

協
定

締
結

　
　

の
推

進
済

継
続

中
検

診
な

ど
協

力
体

制
構

築
済

み
（
体

制
整

備
ま

で
）
。

継
続

実
施

。
継

続
町

医
療

機
関

等
な

し
健

康
保

険
課

健
康

保
険

課

　
・
大

学
等

の
支

援
に

よ
る

自
立

的
　

　
健

康
づ

く
り

の
推

進
済

継
続

中
東

北
福

祉
大

委
託

し
て

健
康

教
室

の
町

民
リ

ー
ダ

ー
育

成
を

実
施

。

リ
ー

ダ
ー

を
育

成
し

自
主

的
な

健
康

づ
く
り

を
継

続
し

て
実

施
し

て
い

く
。

継
続

町
大

学
な

し
健

康
保

険
課

健
康

保
険

課

（
２

）
メ

ン
タ

ル
ケ

ア
の

継
続

的
な

　
　

　
実

施
、

充
実

　
・
社

会
福

祉
士

、
精

神
保

健
福

祉
士

　
　

等
の

職
員

採
用

未
未

県
の

こ
こ

ろ
の

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

等
と

連
携

し
メ

ン
タ

ル
ケ

ア
を

対
応

中
。

状
況

に
応

じ
た

採
用

・
配

置
検

討
。

見
直

し
町

な
し

な
し

健
康

保
険

課
健

康
保

険
課

　
・
巡

回
訪

問
相

談
の

継
続

・
強

化
済

継
続

中

社
協

・
包

括
等

と
連

携
し

た
戸

別
訪

問
の

実
施

。
母

子
支

援
教

室
の

実
施

。
総

合
検

診
問

診
時

の
心

の
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
。

継
続

実
施

。
継

続
町

県
な

し
健

康
保

険
課

健
康

保
険

課

　
・
心

の
相

談
ダ

イ
ヤ

ル
等

相
談

窓
口

　
　

に
関

す
る

情
報

提
供

済
継

続
中

広
報

等
で

の
相

談
窓

口
等

の
情

報
提

供
。

継
続

実
施

。
継

続
町

県
な

し
健

康
保

険
課

健
康

保
険

課

（
３

）
健

康
維

持
の

た
め

の
運

動
、

　
　

　
体

操
の

実
施

　
・
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
を

拠
点

と
　

　
す

る
介

護
予

防
事

業
等

の
継

続
　

　
実

施
済

継
続

中

仮
設

住
宅

内
の

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

で
実

施
中

。
（
笹

谷
東

部
、

高
木

、
桑

折
駅

前
、

安
達

運
動

場
、

杉
内

多
目

的
広

場
）

ダ
ン

ベ
ル

体
操

、
ロ

コ
モ

予
防

教
室

、
は

な
ま

る
元

気
塾

な
ど

。

安
達

運
動

場
、

杉
内

多
目

的
広

場
は

二
本

松
市

内
の

石
倉

、
根

柄
山

の
復

興
公

営
住

宅
内

の
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
へ

集
約

し
実

施
し

て
い

く
。

継
続

町
事

業
者

被
災

者
支

援
総

合
交

付
金

介
護

福
祉

課
健

康
保

険
課

　
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
等

の
協

力
　

　
に

よ
る

健
康

づ
く
り

事
業

の
実

施
済

継
続

中
大

学
な

ど
の

協
力

に
よ

り
実

施
。

ダ
ン

ベ
ル

体
操

、
ロ

コ
モ

予
防

教
室

、
は

な
ま

る
元

気
塾

、
マ

マ
ヨ

ガ
な

ど
。

継
続

実
施

す
る

が
、

リ
ー

ダ
ー

を
育

成
し

自
主

開
催

に
徐

々
に

移
行

し
て

い
く
。

継
続

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

社
会

福
祉

協
議

会
な

し
健

康
保

険
課

健
康

保
険

課

　
・
健

康
づ

く
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
　

　
育

成
　

（
自

立
的

健
康

づ
く
り

の
推

進
）

済
継

続
中

東
北

福
祉

大
と

の
委

託
に

よ
る

健
康

づ
く
り

の
運

動
リ

ー
ダ

ー
育

成
を

実
施

。
継

続
実

施
。

継
続

町
社

会
福

祉
協

議
会

な
し

健
康

保
険

課
健

康
保

険
課

・
メ

ン
タ

ル
ケ

ア
は

県
の

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

等
と

連
携

し
て

対
応

し
て

い
る

。
・
巡

回
訪

問
相

談
は

社
協

等
と

連
携

し
て

実
施

し
て

い
る

。

・
介

護
予

防
事

業
は

仮
設

住
宅

の
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
で

実
施

中
、

今
後

は
二

本
松

市
内

2
か

所
の

復
興

公
営

住
宅

内
の

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

へ
集

約
し

実
施

。
・
大

学
等

の
協

力
に

よ
り

介
護

予
防

事
業

、
健

康
づ

く
り

事
業

を
実

施
し

て
い

る
。

・
健

康
づ

く
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
も

実
施

し
て

い
る

。

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応
施

策
中

期
長

期
進

捗
状

況

9

実
施

主
体

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等
実

績
進

行
管

理
の

担
当

課

現
担

当
課

旧
担

当
課

課
題

今
後

の
方

向
性

1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
計

画
・

整
備

運
用

・
健

康
指

導
体

制
の

強
化

で
は

、
任

期
付

採
用

や
医

療
機

関
と

の
連

携
な

ど
に

よ
り

対
応

し
て

い
る

が
、

検
診

後
の

戸
別

訪
問

な
ど

は
行

き
届

い
て

い
な

い
。

計
画

的
な

専
門

職
の

採
用

を
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。

・
メ

ン
タ

ル
ケ

ア
に

つ
い

て
も

、
県

の
心

の
健

康
相

談
を

紹
介

し
て

い
る

状
況

で
あ

り
、

専
門

職
の

配
置

を
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。

・
介

護
予

防
事

業
は

仮
設

住
宅

の
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
で

実
施

、
今

後
は

二
本

松
市

内
の

復
興

公
営

住
宅

内
の

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

へ
集

約
し

実
施

。
・
健

康
維

持
の

運
動

・
体

操
、

生
き

が
い

づ
く
り

な
ど

は
、

大
学

な
ど

の
支

援
を

受
け

る
と

と
も

に
自

治
会

、
交

流
館

な
ど

を
通

じ
て

自
主

的
に

計
画

す
る

な
ど

継
続

し
て

実
施

し
て

い
く
。

・
保

健
師

、
看

護
師

の
不

足
は

任
期

付
採

用
な

ど
で

対
処

し
て

い
る

が
、

検
診

後
の

個
別

訪
問

な
ど

ま
で

は
行

き
届

い
て

い
な

く
計

画
的

な
採

用
が

必
要

で
あ

る
。

・
医

療
機

関
の

連
携

は
検

診
な

ど
で

協
力

体
制

が
構

築
し

て
い

る
。

・
東

北
福

祉
大

学
と

連
携

し
健

康
教

室
の

町
民

リ
ー

ダ
ー

育
成

も
実

施
し

て
い

る
。

1
0

1
1

1
2

1
2

3

H
2
4
.1

0
月

採
用

巡
回

相
談

を
強

化

随
時

、
連

携
協

定
を

締
結

し
、

体
制

強
化

随
時

、
連

携
協

定
を

締
結

し
、

体
制

強
化

H
2
4
.1

0
月

採
用

相
談

窓
口

を
強

化

巡
回

相
談

の
継

続
実

施

情
報

提
供

の
継

続
実

施

事
業

の
継

続
実

施

動
機

付
け

活
動

自
立

的
健

康
づ

く
り

活
動

随
時

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
の

調
整

・
実

施

中
期

長
中

期
長

Ｈ
28
.8
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H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応
施

策
中

期
長

期
進

捗
状

況

9

実
施

主
体

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等
実

績
進

行
管

理
の

担
当

課

現
担

当
課

旧
担

当
課

課
題

今
後

の
方

向
性

1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
計

画
・

整
備

運
用

1
0

1
1

1
2

1
2

3
中

期
長

中
期

長

Ｈ
28
.8

（
４

）
生

き
が

い
づ

く
り

に
よ

る
　

　
　

健
康

で
文

化
的

な
生

活
の

確
保

　
・
自

治
会

等
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

設
置

　
　

推
進

済
継

続
中

仮
設

住
宅

・
借

上
住

宅
、

復
興

公
営

住
宅

で
自

治
会

設
置

。
仮

設
住

宅
　

1
7
自

治
会

借
上

住
宅

　
1
7
（
県

内
1
1
、

県
外

6
）

復
興

公
営

住
宅

　
2

　
※

復
興

公
営

住
宅

は
、

県
の

コ
ミ

ュ
　

　
ニ

テ
ィ

交
流

員
が

支
援

し
自

治
会

　
　

を
設

置
し

て
い

る
。

仮
設

住
宅

自
治

会
の

運
営

が
入

居
者

の
減

少
に

よ
り

困
難

に
な

っ
て

き
て

い
る

。

今
後

、
仮

設
・
借

上
住

宅
制

度
の

終
了

が
予

想
さ

れ
、

入
居

者
も

復
興

公
営

住
宅

等
へ

の
移

行
が

考
え

ら
れ

る
。

こ
れ

に
併

せ
て

県
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
交

流
員

と
の

情
報

共
有

、
連

携
に

よ
る

支
援

に
移

行
い

て
い

く
。

継
続

町
社

会
福

祉
協

議
会

各
種

団
体

な
し

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

　
・
自

主
的

・
自

立
的

生
き

が
い

づ
く

　
　

り
活

動
の

推
進

済
継

続
中

健
康

面
の

生
き

が
い

（
た

の
し

み
）
つ

く
り

と
し

て
健

康
教

室
等

を
開

催
。

生
涯

学
習

分
野

で
の

生
き

が
い

づ
く
り

事
業

と
の

連
携

を
含

め
継

続
実

施
。

継
続

町
N

P
O

等
な

し
健

康
保

険
課

健
康

保
険

課

　
・
生

き
が

い
づ

く
り

活
動

の
情

報
　

　
提

供
の

強
化

済
継

続
中

広
報

な
み

え
や

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

情
報

提
供

。
継

続
実

施
。

継
続

町
N

P
O

等
な

し
健

康
保

険
課

健
康

保
険

課

（
５

）
食

生
活

改
善

の
啓

発
活

動
等

の
　

　
　

実
施

　
・
栄

養
士

の
巡

回
相

談
の

継
続

実
施

検
討

・
実

施
中

継
続

中

専
門

職
の

配
置

が
な

さ
れ

て
い

な
い

た
め

巡
回

相
談

は
で

き
な

か
っ

た
が

、
県

栄
養

士
会

の
支

援
を

受
け

仮
設

住
宅

、
交

流
館

な
ど

で
栄

養
サ

ポ
ー

ト
事

業
な

ど
を

実
施

し
た

。

継
続

実
施

す
る

が
専

門
職

員
の

採
用

配
置

を
検

討
。

見
直

し
町

県
な

し
健

康
保

険
課

健
康

保
険

課

　
・
大

学
等

の
支

援
に

よ
り

食
生

活
　

　
改

善
を

含
め

た
自

立
的

健
康

づ
く

　
　

り
の

推
進

済
継

続
中

専
門

職
の

配
置

が
な

さ
れ

て
い

な
い

た
め

巡
回

相
談

は
で

き
な

か
っ

た
が

、
県

栄
養

士
会

の
支

援
を

受
け

仮
設

住
宅

、
交

流
館

な
ど

で
栄

養
サ

ポ
ー

ト
事

業
な

ど
を

実
施

し
た

。

継
続

実
施

す
る

が
参

加
者

状
況

に
よ

り
事

業
検

討
。

見
直

し
町

各
大

学
な

し
健

康
保

険
課

健
康

保
険

課

・
仮

設
住

宅
、

借
上

住
宅

、
復

興
公

営
住

宅
で

自
治

会
を

設
置

し
活

動
し

て
い

る
。

・
仮

設
住

宅
集

会
所

、
交

流
館

で
健

康
教

室
な

ど
生

き
が

い
づ

く
り

を
開

催
し

て
い

る
。

・
栄

養
士

会
な

ど
の

支
援

を
受

け
栄

養
サ

ポ
ー

ト
事

業
、

食
生

活
改

善
事

業
等

を
実

施
し

て
い

る
。

巡
回

相
談

の
継

続
実

施

随
時

実
施

随
時

実
施

随
時

実
施

随
時

、
連

携
協

定
を

締
結

し
、

体
制

強
化
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
健

康
管

理
の

強
化

と
徹

底
④

）

H
2
4

H
2
6

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

９
～

１
２

１
～ ３

４
～ ６

7
～ １
０

1
0
～

１
２

１
～ ３

４
～ ６

７
～ ９

1
0
～

１
２

１
～ ６

７
～

１
２

計
画

・
整

備
運

用
現

担
当

課
旧

担
当

課

（
１

）
短

期
的

な
取

組
み

の
継

続
的

　
　

　
実

施

　
・
全

町
民

の
放

射
線

に
よ

る
健

康
　

　
被

害
の

未
然

防
止

、
健

康
不

安
の

　
　

軽
減

の
た

め
の

取
組

み
の

継
続

済
継

続
中

内
部

被
ば

く
検

査
、

バ
ッ

チ
式

線
量

計
を

配
布

し
て

の
線

量
把

握
、

空
間

線
量

計
の

配
布

に
よ

る
空

間
線

量
の

把
握

な
ど

を
継

続
実

施
中

。

空
間

線
量

計
の

点
検

（
校

正
）

の
徹

底
。

バ
ッ

チ
式

線
量

計
の

定
期

的
な

回
収

に
よ

る
線

量
結

果
の

把
握

。

内
部

被
ば

く
検

査
、

バ
ッ

チ
式

線
量

計
、

Ｄ
－

シ
ャ

ト
ル

な
ど

を
活

用
し

た
線

量
把

握
を

継
続

。
相

談
員

制
度

を
活

用
し

た
相

談
員

配
置

。

町

国
、

県
、

医
療

機
関

、
県

民
健

康
管

理
Ｃ

、
大

学
　

等

県
民

健
康

管
理

調
査

、
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

制
度

、
原

発
避

難
者

特
例

法
、

福
島

復
興

再
生

特
措

法
　

等

健
康

保
険

課
健

康
保

険
課

福
祉

こ
ど

も
課

　
・
放

射
線

に
対

す
る

理
解

の
向

上
の

　
　

た
め

の
取

組
み

の
継

続
済

継
続

中

弘
前

大
学

浪
江

町
復

興
支

援
室

と
連

携
し

相
談

窓
口

を
設

置
、

ま
た

環
境

放
射

線
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
な

ど
を

実
施

。

継
続

実
施

。
町

国
、

県
、

医
療

機
関

、
県

民
健

康
管

理
Ｃ

、
大

学
　

等

県
民

健
康

管
理

調
査

、
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

制
度

、
原

発
避

難
者

特
例

法
、

福
島

復
興

再
生

特
措

法
　

等

健
康

保
険

課
健

康
保

険
課

福
祉

こ
ど

も
課

　
・
避

難
生

活
に

伴
う

健
康

悪
化

の
　

　
防

止
の

た
め

の
取

組
み

の
継

続
済

継
続

中

総
合

健
診

の
実

施
。

総
合

健
診

の
結

果
に

よ
る

個
別

訪
問

及
び

事
後

相
談

会
の

実
施

。
健

康
維

持
の

た
め

の
運

動
・
体

操
の

実
施

。
生

き
が

い
づ

く
り

の
実

施
な

ど
。

保
健

師
・
看

護
師

な
ど

専
門

職
が

不
足

し
て

お
り

健
診

後
の

事
後

指
導

等
が

行
き

届
か

な
い

。

継
続

実
施

し
て

い
く
が

、
状

況
に

応
じ

た
専

門
職

の
採

用
・

配
置

が
必

要
。

健
診

の
事

後
指

導
に

つ
い

て
は

外
部

委
託

も
検

討
。

町

国
、

県
、

医
療

機
関

、
県

民
健

康
管

理
Ｃ

、
大

学
　

等

県
民

健
康

管
理

調
査

、
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

制
度

、
原

発
避

難
者

特
例

法
、

福
島

復
興

再
生

特
措

法
　

等

健
康

保
険

課
健

康
保

険
課

福
祉

こ
ど

も
課

（
２

）
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
で

の
　

　
　

医
療

・
福

祉
環

境
の

方
向

性

　
・
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

な
ど

を
　

　
立

ち
上

げ
、

町
外

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

　
　

の
整

備
状

況
に

合
わ

せ
て

、
　

　
継

続
的

に
検

討

済
継

続
中

町
外

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

と
し

て
で

は
な

く
、

全
町

民
の

医
療

・
福

祉
に

つ
い

て
、

役
場

関
係

各
課

及
び

社
協

で
避

難
者

に
関

す
る

福
祉

連
携

会
議

を
開

催
（
月

1
回

）
し

情
報

共
有

と
検

討
を

実
施

。

福
祉

・
介

護
施

設
の

人
材

不
足

な
ど

に
よ

り
受

入
先

自
治

体
に

よ
っ

て
は

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

こ
と

が
難

し
い

状
況

が
あ

る
。

受
入

れ
先

自
治

体
の

人
材

確
保

に
向

け
て

要
望

し
て

い
く
。

継
続

町

国
、

県
、

町
内

医
療

機
関

等
、

町
内

介
護

事
業

者
等

東
日

本
大

震
災

復
興

特
措

法
、

福
島

復
興

再
生

特
措

法
　

等

健
康

保
険

課
介

護
福

祉
課

健
康

保
険

課
福

祉
こ

ど
も

課

　
・
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

  
  

ス
ム

ー
ズ

に
移

行
で

き
る

よ
う

、
  

  
受

入
れ

先
自

治
体

と
の

詳
細

な
  

  
協

議
の

実
施

済
継

続
中

福
祉

・
介

護
は

受
入

れ
先

自
治

体
と

個
別

に
協

議
し

対
応

し
て

い
る

。

南
相

馬
市

の
介

護
人

材
不

足
で

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

こ
と

が
難

し
い

状
況

が
あ

る
。

国
県

に
介

入
を

要
請

し
て

い
る

。
継

続
町

国
、

県
、

町
内

医
療

機
関

等
、

町
内

介
護

事
業

者
等

東
日

本
大

震
災

復
興

特
措

法
、

福
島

復
興

再
生

特
措

法
　

等

健
康

保
険

課
介

護
福

祉
課

健
康

保
険

課
福

祉
こ

ど
も

課

（
３

）
ふ

る
さ

と
な

み
え

で
の

医
療

・
　

　
　

福
祉

環
境

の
方

向
性

　
・
区

域
の

見
直

し
、

除
染

、
  

  
イ

ン
フ

ラ
整

備
の

進
捗

状
況

に
  

  
合

わ
せ

て
、

町
内

で
の

医
療

・
  

  
福

祉
環

境
の

在
り

方
に

つ
い

て
  

  
継

続
的

に
検

討

済
継

続
中

医
療

：
浪

江
町

役
場

敷
地

の
隣

接
地

に
浪

江
診

療
所

を
整

備
中

で
あ

る
。

介
護

：
町

内
に

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

整
備

を
決

定
。

介
護

の
最

低
限

の
機

能
は

「
通

所
」
と

「
ヘ

ル
パ

ー
」
で

あ
る

が
、

当
面

の
と

こ
ろ

「
通

所
」

の
み

。
介

護
人

材
確

保
が

課
題

。

医
療

：
浪

江
診

療
所

は
平

成
2
9
年

3
月

完
成

予
定

で
整

備
中

。
介

護
：
整

備
財

源
確

保
中

・
将

来
的

に
機

能
の

段
階

的
整

備
を

実
施

。

継
続

町

国
、

県
、

町
内

医
療

機
関

等
、

町
内

介
護

事
業

者
等

東
日

本
大

震
災

復
興

特
措

法
、

福
島

復
興

再
生

特
措

法
　

等

健
康

保
険

課
介

護
福

祉
課

健
康

保
険

課
福

祉
こ

ど
も

課

　
・
帰

町
の

前
提

と
し

て
、

町
内

に
　

　
医

療
機

関
・
福

祉
施

設
な

ど
を

　
　

整
備

し
、

帰
町

に
先

行
し

て
  

  
生

活
環

境
を

整
え

る
よ

う
  

  
国

・
県

に
対

し
継

続
的

に
要

請

済
継

続
中

医
療

：
県

補
助

（
地

域
医

療
再

生
）

で
整

備
実

施
。

介
護

：
加

速
化

交
付

金
を

活
用

す
る

方
向

で
国

県
と

調
整

中
。

既
存

施
設

を
活

用
す

る
方

針
で

、
運

営
費

用
と

し
て

交
付

金
を

活
用

。

介
護

人
材

確
保

。
加

速
化

交
付

金
の

詳
細

な
打

合
せ

調
整

中
。

継
続

実
施

。
継

続
町

国
、

県
、

町
内

医
療

機
関

等
、

町
内

介
護

事
業

者
等

東
日

本
大

震
災

復
興

特
措

法
、

福
島

復
興

再
生

特
措

法
　

等

健
康

保
険

課
介

護
福

祉
課

健
康

保
険

課
福

祉
こ

ど
も

課

・
内

部
被

ば
く
検

査
、

バ
ッ

チ
式

線
量

計
、

Ｄ
－

シ
ャ

ト
ル

を
活

用
し

た
線

量
把

握
の

継
続

・
大

学
と

連
携

し
た

相
談

窓
口

の
設

置
及

び
相

談
員

の
配

置
・
総

合
検

診
等

の
継

続
実

施

・
二

本
松

の
復

興
公

営
住

宅
敷

地
内

（
石

倉
）
に

仮
設

津
島

診
療

所
を

整
備

中
で

あ
る

。
・
総

合
事

業
を

進
め

る
た

め
の

拠
点

の
方

針
、

事
業

構
築

を
早

急
に

決
定

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
介

護
予

防
事

業
は

仮
設

住
宅

の
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
で

実
施

、
今

後
は

二
本

松
市

内
の

復
興

公
営

住
宅

内
の

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

へ
集

約
し

実
施

。

・
帰

町
に

向
け

て
浪

江
町

役
場

に
隣

接
し

て
浪

江
診

療
所

整
備

を
進

め
て

い
る

。
・
町

内
に

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

整
備

を
決

定
し

て
い

る
が

、
総

合
事

業
の

事
業

構
築

が
早

急
に

求
め

ら
れ

て
い

る
。

・
医

療
、

福
祉

、
介

護
に

関
わ

る
人

材
の

確
保

が
課

題
で

あ
る

短
期

実
施

主
体

中
長

期
進

捗
状

況
実

績
復

興
計

画
【
二

次
】
で

の
対

応

進
行

管
理

の
担

当
課

４
．

中
長

期
的

な
医

療
・
福

祉
環

境
の

再
生

に
向

け
て

利
用

可
能

な
制

度
等

施
策

H
2
5

H
2
7

協
力

機
関

等
課

題
今

後
の

方
向

性

継
続

・
内

部
被

ば
く
検

査
、

バ
ッ

チ
式

線
量

計
、

Ｄ
－

シ
ャ

ト
ル

に
よ

る
線

量
把

握
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
線

量
結

果
の

把
握

を
確

実
に

行
う

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
・
帰

町
に

向
け

て
浪

江
町

役
場

に
隣

接
し

て
診

療
所

整
備

を
進

め
て

い
る

。
・
二

本
松

の
復

興
公

営
住

宅
敷

地
内

に
仮

設
津

島
診

療
所

の
整

備
を

進
め

て
い

る
。

・
町

内
で

の
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
整

備
を

決
定

し
て

い
る

が
、

総
合

事
業

を
進

め
る

た
め

の
拠

点
の

方
針

、
事

業
構

築
を

早
急

に
決

定
す

る
必

要
が

あ
る

。
・
医

療
、

福
祉

、
介

護
に

関
わ

る
人

材
の

確
保

が
課

題
で

あ
る

・
大

学
と

連
携

し
た

講
演

会
や

相
談

体
制

、
相

談
員

配
置

に
よ

る
座

談
会

や
相

談
体

制
の

整
備

な
ど

放
射

線
に

対
す

る
理

解
の

向
上

対
策

が
重

要
で

あ
る

。

実
現

ま
で

要
望

を
継

続

継
続

的
に

検
討

継
続

的
に

協
議

継
続

的
に

検
討

前
述

の
取

組
み

を
実

施

前
述

の
取

組
み

を

町
外

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ふ
る

さ
と

な
み

え

イ
メ

ー
ジ

で
す

の
で

、
ふ

る
さ

と
な

み
え

の
再

生
時

期
や

町
外

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
整

備
時

期
を

確
定

さ
せ

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

前
述

の
取

組
み

を
実

施

Ｈ
28
.8

町
外

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

【
検

討
・

協
議

内
容

を
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

反
映

】

ふ
る

さ
と

な
み

え
【

検
討

内
容

を
ふ

る
さ

と
復

興
に

反
映

】

中
長

期
も

継
続

的
に

支
援

中
長

期
も

継
続

的
に

支
援

中
長

期
も

継
続

的
に

支
援
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
損

害
対

策
の

充
実

）

１
．

町
民

が
自

分
の

損
害

を
正

し
く
把

握
す

る
こ

と
が

出
来

る
仕

組
み

（
１

）
賠

償
に

関
す

る
情

報
の

集
約

　
　

　
と

周
知

の
徹

底

　
・
損

害
賠

償
実

績
集

の
作

成
検

討
・

実
施

中
未

賠
償

の
損

害
項

目
請

求
チ

ェ
ッ

ク
表

を
作

成
し

広
報

9
月

号
に

折
込

ん
で

各
世

帯
に

配
布

し
た

。
さ

ら
に

賠
償

に
関

す
る

Ｑ
＆

Ａ
を

作
成

し
配

布
す

る
予

定
で

進
め

て
い

る
。

賠
償

に
関

す
る

情
報

提
供

の
継

続
。

町

福
島

県
弁

護
士

会
町

顧
問

弁
護

士 そ
の

他
専

門
機

関

な
し

総
務

課
産

業
・

賠
償

対
策

課

　
・
中

間
指

針
・
東

電
基

準
・
紛

争
　

　
解

決
セ

ン
タ

ー
の

総
括

基
準

の
　

　
比

較
表

作
成

検
討

・
実

施
中

未
広

報
な

み
え

に
A

D
R

申
立

て
の

周
知

及
び

浪
江

町
民

の
和

解
事

例
等

の
記

事
を

掲
載

。
同

上
町

福
島

県
弁

護
士

会
町

顧
問

弁
護

士 紛
争

解
決

セ
ン

タ
ー

な
し

総
務

課
産

業
・

賠
償

対
策

課

　
・
モ

デ
ル

ケ
ー

ス
に

よ
る

損
害

　
　

賠
償

額
の

試
算

表
の

作
成

検
討

・
実

施
中

未

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

広
報

な
み

え
に

東
電

プ
レ

ス
の

発
表

、
要

介
護

者
等

に
係

る
精

神
的

損
害

の
増

額
賠

償
、

各
種

相
談

会
の

記
事

な
ど

を
掲

載
。

同
上

町

福
島

県
弁

護
士

会
町

顧
問

弁
護

士

な
し

総
務

課
産

業
・

賠
償

対
策

課

　
・
浪

江
町

に
よ

る
損

害
賠

償
説

明
会

　
　

の
実

施
（
財

物
賠

償
　

等
）

未
未

県
弁

護
士

会
と

の
連

携
に

よ
る

説
明

会
の

実
施

。
自

治
会

主
催

の
説

明
会

の
実

施
。

今
後

の
状

況
に

よ
り

検
討

。
継

続
町

町
顧

問
弁

護
士 福

島
県

弁
護

士
会

な
し

総
務

課
産

業
・

賠
償

対
策

課

２
．

集
団

的
賠

償
請

求
の

取
組

み

（
１

）
中

間
指

針
等

に
示

さ
れ

て
　

　
　

い
な

い
賠

償
内

容
の

精
査

と
　

　
　

請
求

に
向

け
て

の
準

備

　
・
精

神
的

損
害

内
容

の
整

理
　

（
賠

償
実

績
も

参
考

）
済

継
続

中
A

D
R

集
団

申
立

て
に

お
い

て
整

理
。

申
立

書
と

し
て

提
出

・
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

被
害

実
態

報
告

書
と

し
て

提
出

。
終

了
町

法
律

専
門

機
関

な
し

総
務

課
産

業
・

賠
償

対
策

課

　
・
津

波
被

災
地

の
財

物
賠

償
に

　
　

お
け

る
公

平
性

の
検

討
済

完
了

土
地

賠
償

は
平

等
、

建
物

賠
償

は
残

存
率

に
よ

る
。

家
財

は
帰

還
困

難
区

域
の

2
0
％

を
賠

償
。

終
了

町
法

律
専

門
機

関
な

し
総

務
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
町

民
に

共
通

す
る

損
害

の
　

　
類

型
化

、
及

び
、

該
当

町
民

の
　

　
取

り
ま

と
め

検
討

・
実

施
中

未

賠
償

の
各

種
請

求
チ

ェ
ッ

ク
表

を
作

成
し

広
報

9
月

号
に

折
込

ん
で

各
世

帯
に

配
布

し
た

。
さ

ら
に

賠
償

に
関

す
る

Ｑ
＆

Ａ
を

作
成

し
配

布
す

る
予

定
で

進
め

て
い

る
。

終
了

町
法

律
専

門
機

関
な

し
総

務
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
統

一
的

な
請

求
様

式
の

作
成

済
継

続
中

東
電

で
作

成
。

終
了

町
法

律
専

門
機

関
な

し
総

務
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
相

双
地

区
の

市
町

村
と

の
連

携
　

（
首

長
に

よ
る

働
き

か
け

　
等

）
済

継
続

中
集

団
申

立
て

に
つ

い
て

郡
内

町
村

へ
働

き
か

け
を

行
っ

た
。

各
町

村
ご

と
に

避
難

状
況

等
が

違
う

こ
と

か
ら

連
携

が
困

難
。

終
了

町
相

双
地

域
市

町
村

な
し

総
務

課
産

業
・

賠
償

対
策

課

A
D

R
集

団
申

立
て

実
施

済
み

。
和

解
案

が
提

示
さ

れ
町

は
受

諾
し

た
が

東
電

は
受

諾
を

拒
否

。
和

解
仲

介
手

続
き

継
続

中
。

進
行

管
理

の
担

当
課

現
担

当
課

町
法

律
専

門
機

関

課
題

今
後

の
方

向
性

・
賠

償
の

損
害

項
目

請
求

チ
ェ

ッ
ク

表
を

作
成

し
各

世
帯

に
配

布
し

た
。

さ
ら

に
今

後
Ｑ

＆
Ａ

を
作

成
し

配
布

す
る

予
定

で
進

め
て

い
る

。

済

実
施

主
体

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

3
4

8
3

計
画

・
整

備
運

用
実

績
9

1

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応

進
捗

状
況

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等
旧

担
当

課
施

策

継
続

継
続

1
0

1
1

1
2

1
7

中
期

長
期

な
し

　
・
原

子
力

損
害

賠
償

紛
争

解
決

　
　

セ
ン

タ
ー

へ
集

団
で

の
申

し
立

て

2
5

6

・
精

神
的

慰
謝

料
の

月
額

1
0
万

円
か

ら
の

増
額

を
求

め
、

原
子

力
損

害
賠

償
紛

争
解

決
セ

ン
タ

ー
（
A

D
R

）
に

対
し

て
、

集
団

申
し

立
て

を
行

っ
た

が
、

東
電

は
拒

否
し

て
い

る
。

・
Ａ

Ｄ
Ｒ

和
解

案
の

成
立

に
向

け
和

解
仲

介
手

続
継

続
中

・
Ａ

Ｄ
Ｒ

和
解

案
の

成
立

に
向

け
和

解
仲

介
手

続
継

続
中

産
業

・
賠

償
対

策
課

9

総
務

課
継

続
実

施
。

1
0

1
1

1
2

継
続

中

2

３
ヶ

月
で

更
新

す

他
町

村
の

情 報 の 共 有
共

通
項

目
を

連
携

し
て

請
求

他
町

村
独

自
の

申
し

立
て

浪
江

町
独

自
の

申
し

立
て

実
施

期
間

は
６

ヶ
月

に
設

定
す

る
（

折
に

触
れ

て
継

続
し

て
実

施
）

。

3
中

期
長

3
中

期
長

Ｈ
28
.8
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進
行

管
理

の
担

当
課

現
担

当
課

課
題

今
後

の
方

向
性

実
施

主
体

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

3
4

8
3

計
画

・
整

備
運

用
実

績
9

1

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応

進
捗

状
況

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等
旧

担
当

課
施

策
1
0

1
1

1
2

1
7

中
期

長
期

2
5

6
9

1
0

1
1

1
2

2
3

中
期

長
3

中
期

長

Ｈ
28
.8

３
．

高
齢

、
病

気
等

に
よ

る
請

求
困

難
者

の
救

済

（
１

）
未

請
求

者
に

対
す

る
支

援
の

　
　

　
実

施

　
・
町

に
よ

る
未

請
求

者
支

援
事

業
の

　
　

実
施

（
弁

護
士

依
頼

に
よ

る
賠

償
　

　
請

求
等

）
済

継
続

中

完
全

未
請

求
者

へ
の

請
求

支
援

実
施

。
７

５
歳

以
上

の
支

援
希

望
者

に
対

し
訪

問
支

援
事

業
を

実
施

中
。

窓
口

や
電

話
で

の
相

談
に

応
じ

請
求

支
援

を
実

施
。

出
生

子
保

護
者

へ
の

請
求

案
内

通
知

。

高
齢

者
等

の
賠

償
金

管
理

（
詐

欺
等

の
懸

念
）
。

７
５

歳
以

上
対

象
者

の
訪

問
支

援
事

業
の

完
遂

。
対

象
年

齢
の

引
き

下
げ

。
継

続
町

福
島

県
弁

護
士

会
な

し
総

務
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
町

民
に

共
通

す
る

損
害

の
類

型
化

　
　

及
び

該
当

町
民

の
取

り
ま

と
め

検
討

・
実

施
中

未

賠
償

の
損

害
請

求
チ

ェ
ッ

ク
表

を
作

成
し

広
報

9
月

号
に

折
込

ん
で

各
世

帯
に

配
布

し
た

。
さ

ら
に

賠
償

に
関

す
る

Ｑ
＆

Ａ
を

作
成

し
配

布
す

る
予

定
で

進
め

て
い

る
。

賠
償

に
関

す
る

情
報

提
供

の
継

続
。

継
続

町
東

京
電

力
な

し
総

務
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

４
．

国
及

び
東

京
電

力
の

責
任

の
明

確
化

（
１

）
国

や
東

京
電

力
の

責
任

の
　

　
　

明
確

化

　
・
Ｓ

Ｐ
Ｅ

Ｅ
Ｄ

Ｉ情
報

非
開

示
に

　
　

よ
る

放
射

線
被

ば
く
の

責
任

の
　

　
明

確
化

済
完

了
状

況
整

理
を

要
請

し
、

県
よ

り
報

告
さ

れ
た

。
調

査
済

み
。

終
了

町

町
顧

問
弁

護
士 そ

の
他

専
門

機
関

な
し

総
務

課
総

務
課

　
・
連

絡
協

定
違

反
に

対
す

る
　

　
責

任
の

明
確

化
済

完
了

状
況

整
理

を
要

請
し

、
東

電
よ

り
報

告
さ

れ
た

。
調

査
済

み
。

終
了

町

町
顧

問
弁

護
士 そ

の
他

専
門

機
関

な
し

総
務

課
総

務
課

５
．

効
果

的
な

要
望

活
動

の
実

施

（
１

）
内

容
に

則
し

た
的

確
な

要
望

　
　

　
活

動
の

実
施

　
・
国

に
対

す
る

要
望

済
継

続
中

要
望

を
実

施
し

て
い

る
。

Ａ
Ｄ

Ｒ
和

解
案

の
東

電
に

対
す

る
指

導
強

化
・
賠

償
全

般
に

つ
い

て
　

な
ど

。
明

確
な

回
答

が
な

い
。

継
続

要
望

。
町

な
し

な
し

総
務

課
産

業
・

賠
償

対
策

課

　
・
原

子
力

損
害

賠
償

紛
争

審
査

会
　

　
へ

の
要

望
済

継
続

中
要

望
・
要

請
を

実
施

し
て

い
る

。
賠

償
基

準
関

係
・
Ａ

Ｄ
Ｒ

和
解

案
の

東
電

受
諾

。
明

確
な

回
答

が
な

い
。

継
続

要
望

。
町

な
し

な
し

総
務

課
産

業
・

賠
償

対
策

課

　
・
原

子
力

損
害

賠
償

紛
争

解
決

　
　

セ
ン

タ
ー

へ
の

要
望

済
継

続
中

要
請

を
実

施
し

て
い

る
。

Ａ
Ｄ

Ｒ
和

解
案

の
東

電
受

諾
。

明
確

な
回

答
が

な
い

。
継

続
要

望
。

町
な

し
な

し
総

務
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
東

京
電

力
へ

の
要

求
済

継
続

中

要
望

を
実

施
し

て
い

る
。

加
害

者
と

し
て

A
D

R
の

和
解

案
の

受
諾

・
賠

償
全

般
（
特

に
就

労
不

能
）
　

な
ど

。

個
別

事
情

に
よ

り
対

応
す

る
と

の
回

答
が

多
い

。
継

続
要

望
。

町
な

し
な

し
総

務
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

（
２

）
相

双
の

市
町

村
と

連
携

  
・
情

報
共

有
、

連
携

方
法

の
検

討
一

部
済

継
続

中
状

況
が

酷
似

し
て

い
る

富
岡

町
と

情
報

共
有

し
内

容
を

調
整

し
て

要
望

活
動

を
実

施
し

て
い

る
。

継
続

要
望

。
継

続
町

な
し

な
し

総
務

課
産

業
・

賠
償

対
策

課

  
・
共

通
項

目
に

つ
い

て
連

携
し

て
　

　
要

望
を

実
施

一
部

済
継

続
中

富
岡

町
と

連
携

し
て

要
望

活
動

を
実

施
し

て
い

る
。

継
続

要
望

。
継

続
町

相
双

地
域

市
町

村
な

し
総

務
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

・
関

係
機

関
へ

の
要

望
を

継
続

し
て

実
施

。

・
状

況
が

酷
似

し
て

い
る

富
岡

町
と

連
携

し
情

報
共

有
し

内
容

を
調

整
し

て
要

望
活

動
を

実
施

。

継
続

・
7
5
歳

以
上

の
単

身
者

等
に

対
し

支
援

希
望

の
意

向
調

査
を

実
施

し
、

訪
問

支
援

事
業

を
実

施
。

・
未

請
求

者
支

援
や

情
報

提
供

を
継

続
実

施
。

・
福

島
県

、
東

京
電

力
よ

り
報

告
さ

れ
た

。

・
関

係
機

関
へ

の
要

望
を

実
施

済
し

て
い

る
が

、
明

確
な

回
答

を
得

る
た

め
継

続
し

て
実

施
す

る
。

・
状

況
が

酷
似

し
て

い
る

富
岡

町
と

連
携

し
情

報
共

有
し

内
容

を
調

整
し

て
要

望
活

動
を

実
施

。

３
ヶ

月
で

更
新

す

る

情
報

の
共

有

連
携

方
法

の

検
討

残
り

の
賠

償
を

上
記

の
取

組
で

請
求

す
る

現
時

点
で

請
求

可
能

な
賠

償
の

請
求

共
通

項
目

に
つ

い
て

連
携

し
て

要
望

連
携

方
法

検
討

具
体

化
し

た
上

で
要

望
し

、
必

ず
回

答
を

求
め

る
。

未
達

成
な

ら
ば

継
続

し
て

要
望

す
る

。
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
町

民
と

町
民

・
ふ

る
さ

と
を

つ
な

ぐ
“
絆

”
の

維
持

）

１
．

“
絆

”
の

維
持

に
向

け
て

共
通

す
る

取
組

み

（
１

）
町

民
同

士
や

支
援

団
体

が
　

　
　

避
難

先
情

報
を

共
有

で
き

る
　

　
　

取
組

み

　
・
情

報
共

有
に

向
け

た
個

人
情

報
の

　
　

取
り

扱
い

に
関

す
る

調
査

済
継

続
中

Ｈ
2
4
年

度
に

電
話

帳
を

作
成

し
た

が
作

成
段

階
で

意
向

確
認

。
個

人
情

報
の

取
り

扱
い

。
電

話
帳

更
新

段
階

で
の

意
向

確
認

実
施

。
継

続
町

町
民

・
各

種
団

体
な

し
生

活
支

援
課

生
活

支
援

課

　
・
個

人
や

企
業

の
連

絡
先

を
記

載
　

　
し

た
「
電

話
帳

」
の

作
成

済
継

続
中

Ｈ
2
4
年

度
電

話
帳

作
成

・
配

布
。

企
業

は
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

。

避
難

先
の

移
動

が
あ

り
常

に
変

動
す

る
。

毎
年

作
成

の
財

源
が

不
確

定
。

本
年

度
更

新
す

る
が

、
関

係
機

関
の

内
容

の
充

実
を

図
る

。
ま

た
、

今
後

数
年

ご
と

の
更

新
を

実
施

。

見
直

し
町

町
民

・
各

種
団

体
な

し
生

活
支

援
課

生
活

支
援

課

（
２

）
絆

の
維

持
の

た
め

に
必

要
な

　
　

　
費

用
を

確
保

す
る

取
組

み

　
・
浪

江
町

の
復

興
に

資
す

る
活

動
を

　
　

支
援

す
る

基
金

の
創

設
を

検
討

済
継

続
中

協
働

の
ま

ち
づ

く
り

補
助

金
・
営

農
再

開
支

援
事

業
・
再

開
事

業
者

光
熱

費
補

助
な

ど
復

興
に

資
す

る
事

業
へ

の
支

援
を

単
年

度
予

算
で

実
施

中
。

ま
た

、
浪

江
町

復
旧

復
興

基
金

を
充

当
可

能
（
た

だ
し

、
金

利
ゼ

ロ
に

つ
き

基
金

化
し

利
回

り
を

活
用

す
る

メ
リ

ッ
ト

は
な

い
状

態
）
。

将
来

的
な

復
興

の
活

動
に

関
す

る
財

源
を

確
保

し
つ

つ
継

続
実

施
。

終
了

町
国

な
し

復
興

推
進

課
総

務
課

　
・
新

た
な

補
助

金
制

度
の

創
設

の
　

　
検

討
済

継
続

中

自
治

会
運

営
補

助
金

の
創

出
（
仮

設
・
借

上
・
復

興
公

営
）
。

交
流

活
動

へ
の

補
助

と
し

て
復

興
ま

ち
づ

く
り

補
助

金
を

継
続

。
復

興
公

営
住

宅
へ

は
、

県
よ

り
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
交

流
補

助
。

県
事

業
の

継
続

が
不

明
確

。
需

要
に

応
じ

た
検

討
を

行
い

継
続

実
施

。
継

続
町

町
民

な
し

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

　
・
各

種
助

成
制

度
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

　
　

化
及

び
紹

介
済

継
続

中
暮

ら
し

の
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
を

作
成

し
各

世
帯

に
配

布
。

毎
年

更
新

し
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

。
継

続
町

各
種

団
体

な
し

復
興

推
進

課
生

活
支

援
課

（
３

）
絆

の
維

持
の

た
め

に
必

要
な

　
  

  
実

施
体

制
づ

く
り

　
・
避

難
先

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く

　
　

り
を

担
う

人
材

の
育

成
済

継
続

中
県

内
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

支
援

員
、

県
外

の
復

興
支

援
員

に
つ

い
て

、
研

修
等

を
実

施
。

継
続

実
施

。
継

続
町

町
民

生
涯

学
習

に
よ

る
復

興
応

援
事

業
（
夢

な
ま

び
と

復
興

応
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

　
・
避

難
先

で
絆

づ
く
り

を
行

う
　

  
復

興
支

援
員

等
の

配
置

済
継

続
中

県
内

の
３

ヶ
所

（
い

わ
き

、
福

島
、

郡
山

）
に

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

支
援

員
、

県
外

７
方

部
に

復
興

支
援

員
を

配
置

。
県

で
は

、
復

興
公

営
住

宅
を

対
象

に
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
交

流
員

を
配

置
。

県
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

交
流

員
か

ら
の

情
報

不
足

で
支

援
の

重
複

な
ど

問
題

も
生

じ
て

い
る

。
情

報
を

共
有

し
効

率
的

な
支

援
を

実
施

す
る

。

情
報

共
有

体
制

を
模

索
し

継
続

実
施

。
継

続
町

町
民

特
別

交
付

税
措

置
有

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

　
・
上

記
を

町
民

主
体

で
企

画
運

営
　

　
す

る
た

め
の

体
制

の
構

築
済

継
続

中

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

支
援

員
、

復
興

支
援

員
が

自
主

的
に

交
流

会
な

ど
を

企
画

運
営

。
ま

た
、

各
自

治
会

の
活

動
な

ど
も

自
治

会
自

ら
が

企
画

し
実

施
し

て
い

る
。

町
は

各
種

補
助

金
に

よ
る

支
援

を
し

て
い

る
。

継
続

実
施

。
運

用
に

切
り

替
え

町
、

町
民

町
民

、
各

種
団

体
な

し
生

活
支

援
課

生
活

支
援

課

（
４

）
浪

江
町

と
の

絆
を

維
持

す
る

　
　

　
取

組
み

　
・
広

報
等

に
よ

る
復

興
に

関
す

る
  
　

情
報

発
信

の
強

化
の

検
討

済
継

続
中

広
報

な
み

え
や

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
な

ど
で

の
情

報
発

信
。

広
報

編
集

会
議

（
町

内
部

）
を

開
催

し
内

容
の

充
実

を
図

っ
て

い
る

。

タ
ブ

レ
ッ

ト
に

係
る

費
用

が
大

き
い

。
利

用
状

況
の

調
査

を
行

い
使

用
し

て
い

な
い

方
か

ら
の

返
還

や
中

身
の

整
理

な
ど

費
用

の
削

減
に

努
め

る
と

と
も

に
国

に
対

し
て

は
予

算
の

要
望

を
し

て
い

く
。

戦
略

を
持

っ
た

広
報

活
動

の
推

進
。

タ
ブ

レ
ッ

ト
は

、
帰

還
困

難
区

域
な

ど
帰

還
で

き
な

い
方

も
い

る
の

で
当

分
は

継
続

。
帰

還
後

は
、

帰
還

さ
れ

た
方

か
ら

外
部

へ
の

発
信

な
ど

情
報

交
換

や
絆

の
維

持
に

活
用

。

継
続

町
、

町
民

町
民

・
各

種
団

体
な

し
復

興
推

進
課

生
活

支
援

課 復
興

推
進

課

Ｈ
2
6
年

3
計

画
・

整
備

運
用

・
避

難
先

情
報

が
共

有
で

き
る

電
話

帳
を

作
成

し
配

布
し

た
。

・
県

内
で

は
復

興
の

つ
ど

い
の

開
催

、
交

流
館

等
で

の
交

流
会

の
開

催
、

県
外

で
は

復
興

支
援

員
が

中
心

と
な

っ
て

の
交

流
会

の
開

催
。

さ
ら

に
Ｎ

Ｐ
Ｏ

と
連

携
し

た
交

流
会

、
ス

ポ
ー

ツ
大

会
な

ど
を

通
じ

て
の

交
流

を
し

て
い

く
。

・
体

制
づ

く
り

で
は

県
内

の
交

流
館

に
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
支

援
員

、
県

外
に

復
興

支
援

員
を

配
置

し
て

い
る

。
・
町

と
の

絆
を

維
持

す
る

取
り

組
み

で
は

広
報

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
な

ど
で

情
報

発
信

し
て

い
る

。

H
2
4
年

H
2
5
年

利
用

可
能

な
制

度
等

実
績

課
題

今
後

の
方

向
性

実
施

主
体

3
4

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応
協

力
機

関
等

進
行

管
理

の
担

当
課

現
担

当
課

旧
担

当
課

5
6

7
8

施
策

中
期

長
期

進
捗

状
況

9
1
0

1
1

1
2

1
2

9
1
0

1
1

1
2

1
2

・
電

話
帳

を
作

成
し

配
布

し
た

。

・
各

種
補

助
金

で
対

応
す

る
。

ま
た

町
復

旧
復

興
基

金
の

充
当

も
可

能

・
県

内
の

交
流

館
に

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

支
援

員
、

県
外

に
復

興
支

援
員

を
配

置
し

た
。

・
広

報
な

み
え

や
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

な
ど

で
復

興
に

関
す

る
情

報
発

信
。

発
行

・
更

新

調
査

検
討

・
財

源
確

保
・

予
算

化

公
表

・
随

時
更

新

情
報

の
取

り
ま

と
め

ア
ン

ケ
ー

ト
等

の
調

査

資
料

収
集

調
査

検
討

・
財

源
確

保
・

予
算

化

研
修

な
ど

の
実

施

研
修

な
ど

の
実

施
と

配
置

体
制

構
築

と
実

施

検
討

後
実

施

長
3

中
期

長
3

中
期

Ｈ
28
.8
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Ｈ
2
6
年

3
計

画
・

整
備

運
用

H
2
4
年

H
2
5
年

利
用

可
能

な
制

度
等

実
績

課
題

今
後

の
方

向
性

実
施

主
体

3
4

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応
協

力
機

関
等

進
行

管
理

の
担

当
課

現
担

当
課

旧
担

当
課

5
6

7
8

施
策

中
期

長
期

進
捗

状
況

9
1
0

1
1

1
2

1
2

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
中

期
長

中
期

長
3

中
期

長

Ｈ
28
.8

２
．

避
難

先
に

お
け

る
新

た
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く
り

（
１

）
新

た
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く
り

  
  
  
促

進
の

た
め

の
取

組
み

　
・
N

P
O

等
が

実
施

し
て

い
る

　
　

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く
り

活
動

の
　

　
把

握
・
情

報
発

信
済

継
続

中
復

興
支

援
員

を
支

援
す

る
各

地
Ｎ

Ｐ
Ｏ

の
活

動
把

握
と

、
復

興
支

援
員

の
全

体
会

な
ど

で
の

情
報

共
有

。
継

続
実

施
。

継
続

町
各

種
団

体
な

し
生

活
支

援
課

生
活

支
援

課

　
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

の
た

め
の

　
　

補
助

金
等

の
制

度
整

備
済

継
続

中

自
治

会
運

営
補

助
金

の
創

出
（
仮

設
住

宅
・
借

上
住

宅
・
復

興
公

営
住

宅
）
。

交
流

活
動

へ
の

補
助

と
し

て
復

興
ま

ち
づ

く
り

補
助

金
を

継
続

。
復

興
公

営
住

宅
へ

は
、

県
よ

り
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
交

流
補

助
も

あ
る

。

県
事

業
の

継
続

が
不

明
確

。
需

要
に

応
じ

た
検

討
を

行
い

継
続

実
施

。
運

用
に

切
り

替
え

町
国

、
県

、
各

種
団

体

共
同

募
金

な
ど

他
団

体
よ

り
の

助
成

金

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

　
・
新

た
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

へ
の

　
　

積
極

的
な

参
加

済
継

続
中

広
報

な
み

え
や

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
、

チ
ラ

シ
な

ど
で

交
流

会
な

ど
を

周
知

し
て

い
る

。

独
居

者
や

高
齢

者
な

ど
参

加
で

き
な

い
（
し

な
い

）
方

へ
の

対
応

。

属
性

を
意

識
し

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
の

検
討

。
見

直
し

町
民

町
民

・
各

種
団

体
な

し
生

活
支

援
課

生
活

支
援

課

（
２

）
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
充

実
に

　
　

　
向

け
た

取
組

み

　
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
同

士
を

つ
な

ぎ
、

　
　

組
織

力
を

強
化

済
継

続
中

自
治

会
長

会
議

を
開

催
し

情
報

共
有

。
復

興
支

援
員

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
支

援
員

の
全

体
会

の
開

催
し

情
報

共
有

。
継

続
実

施
。

継
続

町
町

民
・
各

種
団

体
な

し
生

活
支

援
課

生
活

支
援

課

　
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
へ

の
各

種
　

　
補

助
制

度
の

創
設

、
助

成
制

度
の

　
　

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
済

継
続

中

自
治

会
運

営
補

助
金

の
創

出
（
仮

設
住

宅
・
借

上
住

宅
・
復

興
公

営
住

宅
）
。

交
流

活
動

へ
の

補
助

と
し

て
復

興
ま

ち
づ

く
り

補
助

金
を

継
続

。
復

興
公

営
住

宅
へ

は
、

県
よ

り
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
交

流
補

助
。

デ
ー

タ
化

は
暮

ら
し

の
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
で

の
対

応
。

県
事

業
の

継
続

が
不

明
確

。
需

要
に

応
じ

た
検

討
を

行
い

継
続

実
施

。
継

続
町

各
種

団
体

共
同

募
金

な
ど

他
団

体
よ

り
の

助
成

金

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

（
３

）
避

難
先

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

と
の

　
　

　
交

流
を

図
る

取
組

み

　
・
避

難
先

の
町

内
会

活
動

等
へ

の
　

　
積

極
的

な
参

加
一

部
済

継
続

中

仮
設

住
宅

・
借

上
住

宅
等

自
治

会
と

避
難

先
自

治
会

等
が

自
主

的
に

相
談

し
敬

老
会

や
イ

ベ
ン

ト
な

ど
町

内
会

活
動

等
に

参
加

。
市

民
と

市
内

に
避

難
中

の
浪

江
町

民
の

交
流

を
深

め
る

盆
踊

り
や

桜
祭

り
な

ど
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

。

自
治

会
に

よ
り

実
施

の
可

否
が

ま
ち

ま
ち

。
状

況
に

応
じ

町
の

関
与

を
含

め
て

検
討

。
見

直
し

町
民

町
民

な
し

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

　
・
浪

江
町

民
が

避
難

先
住

民
を

招
く

　
　

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
一

部
済

継
続

中

仮
設

住
宅

・
借

上
住

宅
等

自
治

会
、

さ
ら

に
は

町
民

の
有

志
な

ど
が

避
難

先
自

治
会

等
と

自
主

的
に

相
談

し
イ

ベ
ン

ト
な

ど
を

実
施

し
て

い
る

。
（
避

難
先

の
住

民
と

一
緒

に
盆

踊
り

な
ど

）

自
治

会
に

よ
り

実
施

の
可

否
が

ま
ち

ま
ち

。
状

況
に

応
じ

町
の

関
与

を
含

め
て

検
討

。
見

直
し

町
民

町
民

・
町

、
各

種
団

体
な

し
生

活
支

援
課

生
活

支
援

課

３
．

浪
江

町
の

行
政

区
活

動
の

促
進

・
支

援

（
１

）
行

政
区

活
動

の
継

続
に

向
け

た
  
  
　

取
組

み

　
・
N

P
O

等
と

連
携

し
た

行
政

区
の

　
　

活
動

サ
ポ

ー
ト

未
未

行
政

区
の

住
民

が
バ

ラ
バ

ラ
に

避
難

中
で

あ
り

本
格

的
な

行
政

区
の

活
動

が
出

来
な

い
状

況
に

あ
る

。
行

政
区

単
独

で
の

活
動

を
継

続
し

て
い

る
。

行
政

区
長

会
理

事
会

や
地

区
区

長
会

で
は

各
行

政
区

長
同

士
で

意
見

交
換

を
行

い
情

報
共

有
は

し
て

い
る

。

町
内

で
の

活
動

支
援

を
検

討
。

継
続

各
種

団
体

町
団

体
助

成
事

業
総

務
課

総
務

課

　
・
行

政
区

活
動

の
た

め
に

必
要

な
　

　
経

費
の

確
保

済
継

続
中

行
政

区
の

人
口

規
模

に
応

じ
て

町
よ

り
補

助
。

町
単

独
費

。
財

源
を

精
査

し
な

が
ら

継
続

実
施

。
継

続
町

各
種

団
体

団
体

助
成

事
業

総
務

課
総

務
課

　
・
行

政
区

の
つ

な
が

り
を

大
切

に
　

　
す

る
と

と
も

に
、

活
動

へ
の

積
極

　
　

的
な

参
加

済
継

続
中

行
政

区
の

住
民

が
バ

ラ
バ

ラ
に

避
難

中
で

あ
り

本
格

的
な

行
政

区
の

活
動

が
出

来
な

い
状

況
に

あ
る

が
、

広
報

な
み

え
へ

の
行

政
区

活
動

案
内

掲
載

な
ど

で
対

応
し

て
い

る
。

継
続

実
施

。
継

続
町

民
各

種
団

体
団

体
助

成
事

業
総

務
課

総
務

課

（
２

）
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

お
け

る
　

　
　

行
政

区
単

位
で

の
活

動
再

会
　

　
　

へ
の

取
組

み

・
自

治
会

長
会

議
や

復
興

支
援

員
会

議
を

開
催

し
情

報
の

共
有

を
図

っ
て

い
る

。
・
各

種
補

助
金

に
よ

り
資

金
面

で
の

支
援

を
実

施
中

・
仮

設
住

宅
自

治
会

と
地

元
自

治
会

で
自

主
的

に
相

談
し

交
流

し
て

い
る

。

・
現

時
点

で
は

行
政

区
独

自
で

活
動

し
て

い
る

。
・
行

政
区

の
運

営
に

は
町

で
補

助
金

を
出

し
て

支
援

し
て

い
る

。

・
居

住
地

並
び

に
居

住
形

態
の

ニ
ー

ズ
が

個
人

個
人

で
違

う
た

め
復

興
公

営
住

宅
へ

の
入

居
で

は
行

政
区

ご
と

の
集

約
は

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
復

興
公

営
住

宅
単

位
で

の
行

政
区

活
動

も
し

て
い

な
い

。
・
行

政
区

で
集

ま
る

際
に

交
流

館
、

役
場

会
議

室
を

貸
し

出
し

し
て

い
る

。

・
現

在
は

、
行

政
区

独
自

で
活

動
し

て
い

る
が

、
行

政
区

長
会

理
事

会
や

地
区

区
長

会
で

は
各

行
政

区
長

同
士

で
意

見
交

換
を

行
い

情
報

共
有

は
し

て
い

る
。

・
避

難
指

示
解

除
に

向
け

て
は

町
内

で
の

活
動

支
援

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

・
県

内
の

交
流

館
に

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

支
援

員
、

県
外

に
復

興
支

援
員

を
配

置
し

交
流

会
等

を
開

催
し

新
た

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

を
し

て
い

る
。

・
避

難
先

住
民

と
の

交
流

で
は

仮
設

等
自

治
会

と
地

元
自

治
会

で
自

主
的

に
相

談
し

実
施

し
て

い
る

。

・
県

内
の

交
流

館
に

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

支
援

員
、

県
外

に
復

興
支

援
員

を
配

置
し

た
。

・
自

治
会

運
営

補
助

金
、

交
流

活
動

補
助

金
な

ど
資

金
面

で
の

支
援

と
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
を

周
知

し
た

。

情
報

収
集

公
表

・
随

時
更

新

調
査

検
討

・
財

源
確

保
・

予
算

化

町
民

自
身

が
、

身
近

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

積
極

的
に

参
加

す
る

市
町

村
内

で
の

市
町

村
内

を
越

え
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

つ
な

ぎ

資
料

収
集

公
表

・
随

時
更

新

町
民

自
身

が
、

避
難

先
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
積

極
的

に
参

加
す

る

実
行

組
織

の
立

ち
上

げ
・

財
源

の
確

保
・

実
施

連
携

に
向

け
た

体
制

づ
く

り
連

携
し

た
活

動
の

展
開

各
種

助
成

制
度

の
情

報
収

集
公

表
・

随
時

更
新

・
補

助
金

額
の

検
討

町
民

自
身

が
、

浪
江

町
の

行
政

区
単

位
の

活
動

に
積

極
的

に
参

加
す

る
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Ｈ
2
6
年

3
計

画
・

整
備

運
用

H
2
4
年

H
2
5
年

利
用

可
能

な
制

度
等

実
績

課
題

今
後

の
方

向
性

実
施

主
体

3
4

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応
協

力
機

関
等

進
行

管
理

の
担

当
課

現
担

当
課

旧
担

当
課

5
6

7
8

施
策

中
期

長
期

進
捗

状
況

9
1
0

1
1

1
2

1
2

9
1
0

1
1

1
2

1
2

中
期

長
3

中
期

長
3

中
期

長

Ｈ
28
.8

　
・
行

政
区

に
配

慮
し

た
  
　

町
外

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
整

備
未

未

居
住

地
並

び
に

居
住

形
態

の
ニ

ー
ズ

が
個

人
個

人
で

違
う

た
め

復
興

公
営

住
宅

の
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

行
政

区
に

は
特

に
配

慮
し

て
い

な
い

。

終
了

町
国

、
県

な
し

復
興

推
進

課
復

興
推

進
課

　
・
行

政
区

ご
と

に
集

ま
れ

る
場

所
の

　
　

確
保

済
継

続
中

交
流

館
や

役
場

会
議

室
の

貸
出

し
な

ど
で

対
応

。
継

続
実

施
。

継
続

町
国

、
県

な
し

総
務

課
総

務
課

　
・
た

す
き

リ
レ

ー
な

ど
の

町
外

  
  
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
間

を
つ

な
ぐ

  
  
取

組
み

の
実

施
未

未
復

興
公

営
住

宅
の

整
備

の
遅

れ
や

自
治

会
設

立
未

了
な

ど
か

ら
未

実
施

。

ふ
る

さ
と

と
の

繋
が

り
維

持
な

ど
を

含
め

て
検

討
す

る
。

見
直

し
町

各
種

団
体

な
し

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

（
３

）
県

外
、

県
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
　

　
　

の
つ

な
が

り
維

持
へ

の
取

組
み

　
・
あ

ら
ゆ

る
場

所
で

の
集

ま
る

こ
と

　
　

の
で

き
る

場
の

提
供

済
継

続
中

県
内

は
交

流
館

を
整

備
（
3
か

所
）
。

県
外

は
、

復
興

支
援

員
に

よ
る

交
流

会
を

実
施

。
（
７

方
部

）

県
外

に
お

い
て

は
、

復
興

支
援

員
の

管
轄

エ
リ

ア
が

広
い

た
め

、
個

別
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

る
こ

と
が

困
難

。

継
続

実
施

。
継

続
町

国
な

し
生

活
支

援
課

生
活

支
援

課

４
．

町
民

の
こ

こ
ろ

を
つ

な
ぐ

取
組

み
の

強
化

（
１

）
町

民
の

心
を

つ
な

ぐ
取

組
み

　
・
「
浪

江
の

こ
こ

ろ
通

信
」
の

継
続

　
　

及
び

内
容

の
充

実
済

継
続

中
広

報
な

み
え

に
掲

載
中

で
こ

れ
ま

で
延

べ
約

3
3
0
人

（
家

族
）
以

上
が

登
場

し
て

い
る

。

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
受

け
手

が
減

少
。

帰
還

が
見

え
て

き
た

状
況

の
中

、
戻

る
・
戻

ら
な

い
に

関
す

る
話

に
触

れ
に

く
い

。

再
取

材
や

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

な
ど

拡
充

。
帰

還
後

一
定

時
期

ま
で

帰
還

者
の

取
組

を
発

信
し

避
難

継
続

す
る

住
民

と
の

絆
維

持
づ

く
り

。

継
続

町
各

種
団

体
な

し
復

興
推

進
課

復
興

推
進

課

　
・
浪

江
町

の
N

P
O

や
浪

江
焼

麺
太

国
　

　
等

の
団

体
・
個

人
が

開
催

す
る

　
　

取
組

み
の

充
実

と
活

動
へ

の
積

極
　

　
的

な
町

民
の

参
加

の
推

進

済
継

続
中

広
報

な
み

え
な

ど
に

イ
ベ

ン
ト

や
同

窓
会

・
行

政
区

総
会

情
報

の
掲

載
に

よ
る

周
知

。

掲
載

ル
ー

ル
を

検
討

し
継

続
実

施
。

継
続

町
民

各
種

団
体

な
し

復
興

推
進

課
復

興
推

進
課

　
・
メ

デ
ィ

ア
に

よ
る

全
国

へ
の

　
　

浪
江

町
の

情
報

発
信

済
継

続
中

必
要

の
都

度
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

を
実

施
。

情
報

発
信

ル
ー

ル
を

検
討

し
継

続
実

施
。

継
続

町
各

種
メ

デ
ィ

ア
な

し
復

興
推

進
課

復
興

推
進

課

（
２

）
あ

ら
ゆ

る
方

が
参

加
し

や
す

い
  
  
  
交

流
の

場
づ

く
り

に
関

す
る

　
  
　

取
組

み

　
・
県

内
外

各
地

で
の

交
流

会
の

開
催

済
継

続
中

県
内

で
は

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

支
援

員
が

中
心

と
な

っ
て

交
流

館
で

の
交

流
会

の
開

催
県

外
で

は
復

興
支

援
員

が
中

心
と

な
っ

て
の

交
流

会
の

開
催

自
治

会
・
行

政
区

な
ど

の
独

自
の

交
流

会
の

開
催

県
外

に
お

い
て

は
、

復
興

支
援

員
の

管
轄

エ
リ

ア
が

広
い

た
め

、
個

別
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

る
こ

と
が

困
難

。

継
続

実
施

。
継

続
町

、
各

種
団

体
町

民
・
町

・
各

種
団

体

共
同

募
金

な
ど

他
団

体
よ

り
の

助
成

金

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

　
・
郷

土
料

理
な

ど
浪

江
の

特
色

を
  
  
活

か
し

た
交

流
会

の
開

催
済

継
続

中

交
流

館
で

の
料

理
教

室
の

開
催

交
流

会
は

町
情

報
の

提
供

と
住

民
間

の
繋

が
り

維
持

な
ど

を
主

体
で

実
施

。
そ

の
他

趣
味

や
生

き
が

い
づ

く
り

に
関

し
て

は
、

各
種

補
助

や
集

会
所

・
交

流
館

の
場

の
提

供
で

実
施

。

継
続

実
施

。
継

続
町

、
各

種
団

体
町

民
・
町

・
各

種
団

体

共
同

募
金

な
ど

他
団

体
よ

り
の

助
成

金

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

　
・
農

業
や

生
涯

学
習

、
生

き
が

い
　

　
づ

く
り

な
ど

多
様

な
メ

ニ
ュ

ー
の

　
　

交
流

会
の

開
催

済
継

続
中

趣
味

や
生

き
が

い
づ

く
り

な
ど

を
通

じ
て

の
交

流
会

は
、

集
会

所
・
交

流
館

・
ふ

れ
あ

い
セ

ン
タ

ー
等

で
実

施
自

治
会

や
有

志
な

ど
が

主
体

と
な

っ
て

避
難

先
で

農
業

を
通

し
て

の
交

流
の

実
施

継
続

実
施

。
継

続
町

、
各

種
団

体
町

民
・
町

・
各

種
団

体

共
同

募
金

な
ど

他
団

体
よ

り
の

助
成

金

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

　
・
避

難
先

N
P

O
等

と
連

携
し

た
  
  
効

果
的

な
開

催
案

内
済

継
続

中
Ｎ

Ｐ
Ｏ

等
支

援
団

体
と

連
携

し
て

開
催

継
続

実
施

。
継

続
町

、
各

種
団

体
町

民
・
町

・
各

種
団

体
な

し
生

活
支

援
課

生
活

支
援

課

　
・
町

主
催

の
各

種
ス

ポ
ー

ツ
大

会
の

  
  
実

施
に

よ
る

交
流

機
会

の
創

出
済

継
続

中
体

育
協

会
の

1
0
事

業
を

再
開

し
実

施
中

。
参

加
者

減
少

、
参

加
者

以
外

の
町

民
が

少
な

い
。

継
続

実
施

。
継

続
町

、
各

種
団

体
町

民
・
町

・
各

種
団

体
な

し
教

育
委

員
会

事
務

局
教

育
委

員
会

事
務

局

（
３

）
継

続
的

な
実

施
体

制
づ

く
り

に
  
  
  
関

す
る

取
組

み

　
・
N

P
O

等
と

の
連

携
に

向
け

た
  
  
理

解
を

深
め

る
研

修
等

の
実

施
一

部
済

継
続

中
N

P
O

と
連

携
し

て
復

興
支

援
員

へ
の

研
修

実
施

継
続

実
施

。
継

続
町

各
種

団
体

な
し

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

・
浪

江
の

こ
こ

ろ
通

信
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
等

を
介

し
て

の
つ

な
が

り
の

維
持

を
継

続
し

て
い

く
。

・
県

内
で

は
復

興
の

つ
ど

い
の

開
催

、
交

流
館

等
で

の
交

流
会

の
開

催
、

県
外

で
は

復
興

支
援

員
が

中
心

と
な

っ
て

の
交

流
会

の
開

催
。

さ
ら

に
Ｎ

Ｐ
Ｏ

と
連

携
し

た
交

流
会

、
ス

ポ
ー

ツ
大

会
な

ど
を

通
じ

て
の

交
流

を
し

て
い

く
。

・
毎

月
発

行
の

広
報

な
み

え
に

「
浪

江
の

こ
こ

ろ
通

信
」
を

掲
載

し
て

い
る

。
・
広

報
な

み
え

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

に
同

窓
会

情
報

、
行

政
区

の
総

会
な

ど
の

情
報

を
掲

載
し

て
い

る
。

・
復

興
の

つ
ど

い
を

開
催

し
て

い
る

。
・
県

内
で

は
交

流
館

等
で

の
交

流
会

の
開

催
、

県
外

で
は

復
興

支
援

員
が

中
心

と
な

っ
て

の
交

流
会

の
開

催
。

さ
ら

に
Ｎ

Ｐ
Ｏ

と
連

携
し

た
交

流
会

、
ス

ポ
ー

ツ
大

会
な

ど
を

通
じ

て
の

交
流

を
し

て
い

る
。

・
県

外
で

は
復

興
支

援
員

を
7
拠

点
に

配
置

し
、

戸
別

訪
問

、
交

流
会

、
情

報
発

信
を

し
て

い
る

。
ま

た
、

復
興

支
援

員
の

研
修

会
、

交
流

会
等

N
P

O
と

連
携

を
図

っ
て

い
る

。

・
県

内
は

交
流

館
を

3
ヶ

所
整

備
し

た
。

・
県

外
は

、
復

興
支

援
員

に
よ

る
交

流
会

を
実

施
し

て
い

る
。

町
外

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

整
備

テ
ィ

整
備

場
所

の
選

定
・

設
置

実
行

組
織

の
立

ち
上

げ
・
実

施

継
続

し
た

取
材

・
発

行
体

制
の

確
立

町
民

自
身

が
、

こ
こ

ろ
を

つ
な

ぐ
活

動
に

積
極

的
に

参
加

す
る

メ
デ

ィ
ア

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
及

び
情

報
発

信
体

制
の

構
築

町
民

・
各

種
団

体
・

避
難

先
自

治
体

・
役

場
な

ど
あ

ら
ゆ

る
主

体
に

よ
る

交
流

会
を

継
続

交
流

会
の

メ
ニ

ュ
ー

を
随

時
見

直
し

避
難

先
情

報
の

共
有

効
果

的
な

開
催

案
内

を
継

続

研
修

会
へ

の
参

加
な

ど

場
所

の
選

定
・

設
置

町
外

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
整

備
状

況
に

合
わ

せ
て

継
続

的
に

検

討

継
続

的
に

検
討

各
種

大
会

の
実

施
各

種
ス

ポ
ー

ツ
大

会
の

計
画

・
実

施
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Ｈ
2
6
年

3
計

画
・

整
備

運
用

H
2
4
年

H
2
5
年

利
用

可
能

な
制

度
等

実
績

課
題

今
後

の
方

向
性

実
施

主
体

3
4

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応
協

力
機

関
等

進
行

管
理

の
担

当
課

現
担

当
課

旧
担

当
課

5
6

7
8

施
策

中
期

長
期

進
捗

状
況

9
1
0

1
1

1
2

1
2

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
中

期
長

中
期

長
3

中
期

長

Ｈ
28
.8

　
・
町

民
と

N
P

O
等

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
　

　
づ

く
り

一
部

済
継

続
中

N
P

O
と

連
携

し
て

復
興

支
援

員
へ

の
研

修
実

施
継

続
実

施
。

継
続

各
種

団
体

町
な

し
生

活
支

援
課

生
活

支
援

課

　
・
復

興
支

援
員

に
よ

る
県

外
避

難
者

　
　

の
生

活
支

援
実

施
済

継
続

中
７

拠
点

で
の

復
興

支
援

員
配

置
に

よ
る

自
宅

訪
問

、
交

流
会

、
情

報
発

信
の

実
施

。
7
拠

点
の

整
理

必
要

に
応

じ
て

配
置

変
動

。
継

続
町

各
種

団
体

特
別

交
付

税
措

置
有

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

（
４

）
生

涯
に

わ
た

る
町

民
と

浪
江

町
　

　
　

の
絆

の
維

持
に

向
け

た
取

組
み

　
・
浪

江
キ

ャ
ラ

バ
ン

隊
や

広
報

紙
等

  
  
に

よ
る

継
続

的
な

町
の

情
報

発
信

済
継

続
中

広
報

な
み

え
や

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
な

ど
で

の
情

報
発

信
。

広
報

編
集

会
議

（
町

内
部

）
の

実
施

。

戦
略

を
持

っ
た

広
報

活
動

の
推

進
。

継
続

町
各

種
団

体
な

し
復

興
推

進
課

復
興

推
進

課

　
・
「
浪

江
の

日
」
や

「
震

災
の

日
」

　
　

と
い

っ
た

記
念

日
の

創
設

未
未

法
的

措
置

は
未

実
施

。
3
.1

1
に

は
追

悼
や

祈
念

事
業

を
実

施
中

。

3
月

1
1
日

の
追

悼
・
祈

念
事

業
の

実
施

に
変

更
し

継
続

。
見

直
し

町
国

な
し

総
務

課
総

務
課

５
．

ふ
る

さ
と

浪
江

に
接

す
る

機
会

の
創

出

（
１

）
一

時
帰

宅
の

実
施

の
継

続
と

  
  
  
防

犯
体

制
強

化
に

関
す

る
  
  
  
取

組
み

　
・
一

時
帰

宅
手

続
き

の
簡

便
化

に
　

　
関

す
る

要
請

の
実

施
済

継
続

中

一
時

帰
宅

手
続

き
の

簡
便

化
を

要
請

し
た

。
　

・
帰

還
困

難
区

域
以

外
の

バ
リ

ケ
ー

ド
撤

去
。

　
・
帰

還
困

難
区

域
の

通
過

交
通

は
住

民
で

あ
れ

ば
有

期
か

ら
無

期
に

緩
和

、
公

益
立

入
も

６
か

月
ま

で
期

間
延

長
。

　
・
帰

還
困

難
区

域
の

立
ち

入
り

は
、

1
5

回
か

ら
3
0
回

に
増

加
。

帰
還

困
難

区
域

の
特

別
通

過
交

通
を

検
討

中
。

見
直

し
町

国
、

県
な

し
帰

町
準

備
室

災
害

対
策

課

　
・
浪

江
町

内
の

防
犯

体
制

の
強

化
済

継
続

中

パ
ト

ロ
ー

ル
は

民
間

警
備

会
社

、
見

守
り

隊
、

緊
急

雇
用

事
業

、
消

防
団

に
よ

っ
て

行
っ

て
い

る
ほ

か
、

警
察

や
消

防
、

除
染

事
業

者
等

に
よ

る
防

犯
連

絡
協

議
会

で
も

行
っ

て
い

る
。

町
の

各
所

で
防

犯
カ

メ
ラ

の
設

置
。

広
域

避
難

の
た

め
消

防
団

員
の

参
加

者
固

定
し

て
い

る
。

現
在

の
防

犯
体

制
の

縮
小

も
検

討
し

つ
つ

、
並

行
し

て
帰

町
し

町
内

に
住

む
住

民
等

で
組

織
す

る
防

犯
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
（
防

犯
指

導
隊

）
を

再
構

築
し

て
い

き
た

い
。

見
直

し
県

国
、

広
域

市
町

村
圏

組
合

、
行

政
区

な
し

帰
町

準
備

室
災

害
対

策
課

（
２

）
現

在
の

浪
江

町
に

触
れ

る
こ

と
  
　

　
の

で
き

る
取

組
み

　
・
W

E
B

カ
メ

ラ
に

よ
る

町
内

の
映

像
　

　
の

配
信

済
継

続
中

ふ
た

ば
広

域
町

村
圏

組
合

で
配

信
中

。
継

続
実

施
。

継
続

県
な

し
な

し
復

興
推

進
課

災
害

対
策

課

　
・
テ

レ
ビ

局
と

連
携

し
た

町
内

の
　

　
映

像
の

全
国

放
送

済
継

続
中

必
要

の
都

度
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

実
施

。
継

続
実

施
。

継
続

町
テ

レ
ビ

局
等

な
し

復
興

推
進

課
災

害
対

策
課

　
・
フ

ォ
ト

ビ
ジ

ョ
ン

や
写

真
集

に
　

　
よ

り
町

内
の

写
真

を
発

信
済

継
続

中
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
な

ど
に

掲
載

。
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
は

、
住

民
投

稿
を

実
施

。
継

続
実

施
。

継
続

町
な

し
な

し
復

興
推

進
課

災
害

対
策

課

（
３

）
宿

泊
型

帰
宅

が
で

き
る

取
組

み

　
・
町

内
に

宿
泊

し
な

が
ら

数
日

間
　

　
滞

在
で

き
る

施
設

整
備

の
検

討
一

部
済

継
続

中
特

例
宿

泊
の

実
施

H
2
8
.9

オ
ー

プ
ン

で
帰

還
支

援
一

時
宿

泊
所

と
し

て
ホ

テ
ル

な
み

え
を

準
備

中
。

補
助

事
業

終
了

後
の

運
用

（
廃

止
o
r町

単
費

o
r民

間
移

譲
）
。

準
備

宿
泊

や
帰

町
開

始
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

の
ニ

ー
ズ

次
第

で
判

断
か

。

い
こ

い
の

村
に

つ
い

て
は

、
現

在
、

産
業

振
興

課
で

調
整

中
。

町
国

、
県

な
し

帰
町

準
備

室
災

害
対

策
課

　
・
県

外
で

生
活

す
る

方
が

、
町

内
に

  
  
滞

在
で

き
る

施
設

整
備

の
検

討
一

部
済

継
続

中
同

上
同

上
同

上
町

国
、

県
な

し
帰

町
準

備
室

災
害

対
策

課

　
・
離

れ
離

れ
に

な
っ

た
家

族
が

、
　

　
町

内
で

一
緒

に
過

ご
せ

る
施

設
　

　
整

備
の

検
討

一
部

済
継

続
中

同
上

同
上

同
上

町
国

、
県

な
し

帰
町

準
備

室
災

害
対

策
課

・
広

報
や

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
な

ど
で

町
か

ら
の

情
報

、
町

民
同

士
の

情
報

を
発

信
し

て
い

く
。

・
特

例
宿

泊
の

実
施

・
帰

還
困

難
区

域
以

外
の

バ
リ

ケ
ー

ド
撤

去
や

帰
還

困
難

区
域

の
通

過
交

通
の

緩
和

、
帰

還
困

難
区

域
の

立
ち

入
り

回
数

の
増

な
ど

、
一

時
帰

宅
が

や
り

や
す

く
な

っ
た

。
・
防

犯
体

制
も

見
守

り
隊

や
警

察
、

消
防

な
ど

の
パ

ト
ロ

ー
ル

、
さ

ら
に

は
防

犯
カ

メ
ラ

の
設

置
な

ど
で

強
化

さ
れ

て
い

る
。

・
Ｗ

Ｅ
Ｂ

カ
メ

ラ
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
で

の
写

真
掲

載
を

し
て

い
る

。
・
一

時
宿

泊
所

と
し

て
ホ

テ
ル

な
み

え
の

営
業

再
開

、
い

こ
い

の
村

な
み

え
も

営
業

再
会

の
方

向
で

調
整

中
で

あ
る

。

・
一

時
帰

宅
は

継
続

さ
れ

て
お

り
、

防
犯

体
制

も
見

守
り

隊
や

警
察

、
消

防
な

ど
の

パ
ト

ロ
ー

ル
、

さ
ら

に
は

防
犯

カ
メ

ラ
の

設
置

な
ど

で
強

化
さ

れ
て

い
る

。

・
双

葉
広

域
圏

組
合

の
Ｗ

Ｅ
Ｂ

カ
メ

ラ
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
写

真
掲

載
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
で

の
町

民
投

稿
に

よ
る

写
真

掲
載

を
し

て
い

る
。

・
特

例
宿

泊
が

実
施

さ
れ

た
。

。
・
一

時
宿

泊
所

と
し

て
ホ

テ
ル

な
み

え
の

営
業

再
開

、
い

こ
い

の
村

な
み

え
も

営
業

再
会

の
方

向
で

調
整

中
で

あ
る

。

継
続

各
種

団
体

に
関

す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
の

た
め

の
会

議
等

の
開

催

千
葉

県
・

山
形

県
千

葉
県

・
山

形
県

以
外

に
も

拡
大

組
織

づ
く

り
・

実
行

国
等

へ
の

働
き

か
け

・

一
時

帰
宅

の
継

続
・

区
域

見
直

し
後

も
防

犯
体

制
を

強
化

カ
メ

ラ
の

設
置

・
配

信
の

仕
組

み
づ

く
り

メ
デ

ィ
ア

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
及

び
情

報
発

信
体

制
の

構
築

フ
ォ

ト
ビ

ジ
ョ

ン
へ

の
写

真
の

掲
載

・
写

真
の

募
集

施
設

整
備

の
検

討
・

整
備

準
備

施
設

の
設

置
・

運
営

施
設

の
設

置
・

運
営

継
続

的
に

検
討

継
続

し
て

検
討
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
事

業
再

開
や

就
労

支
援

に
よ

る
働

け
る

場
の

確
保

①
事

）

１
．

事
業

所
等

の
事

業
再

開
支

援

（
１

）
相

談
体

制
の

強
化

・
情

報
提

供
  

  
  

に
よ

る
事

業
再

開
支

援

　
・
商

工
会

等
関

係
機

関
と

の
　

　
連

携
体

制
の

強
化

と
　

　
定

期
的

な
意

見
交

換
会

の
開

催
済

継
続

中
各

種
団

体
の

総
会

等
へ

の
参

加
及

び
事

務
局

と
必

要
な

都
度

に
打

合
せ

・
意

見
交

換
を

実
施

し
て

い
る

。

今
後

も
継

続
し

て
連

携
・
協

力
を

行
っ

て
い

く
。

継
続

町

商
工

会
・

J
A

・
漁

協
・

大
堀

相
馬

焼
協

同
組

合

な
し

産
業

振
興

課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
浪

江
町

商
工

会
の

体
制

強
化

へ
の

　
　

支
援

一
部

済
継

続
中

町
で

は
、

補
助

金
等

を
通

じ
て

財
政

面
で

の
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

今
後

も
継

続
し

て
補

助
金

等
を

通
じ

支
援

を
行

っ
て

い
く
。

継
続

商
工

会
町

な
し

産
業

振
興

課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
関

係
機

関
と

連
携

し
た

　
　

事
業

再
開

の
た

め
の

　
　

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

事
業

の
展

開
済

継
続

中

事
業

の
再

建
等

を
支

援
す

る
た

め
官

民
合

同
チ

ー
ム

に
よ

る
企

業
ヒ

ヤ
リ

ン
グ

を
実

施
し

て
い

る
。

事
業

者
の

意
向

に
合

わ
せ

た
対

応
を

し
て

い
る

。

今
後

も
官

民
合

同
チ

ー
ム

と
連

携
し

事
業

再
開

支
援

事
業

を
展

開
し

て
い

く
。

運
用

に
切

り
替

え
町

商
工

会

震
災

復
興

支
援

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

制
度

産
業

振
興

課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
事

業
再

開
に

関
す

る
支

援
制

度
の

  
　

周
知

徹
底

　
　

（
事

業
主

へ
の

個
別

周
知

等
）

済
継

続
中

官
民

合
同

チ
ー

ム
が

中
心

と
な

っ
た

情
報

発
信

を
し

て
い

る
。

今
後

も
官

民
合

同
チ

ー
ム

と
連

携
し

事
業

再
開

支
援

事
業

を
展

開
し

て
い

く
。

運
用

に
切

り
替

え
町

商
工

会
な

し
産

業
振

興
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
事

業
再

開
者

の
町

広
報

誌
・

  
 ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

よ
る

紹
介

済
継

続
中

町
内

再
開

時
に

町
広

報
誌

へ
掲

載
。

町
外

で
再

開
さ

れ
た

方
も

「
あ

の
店

・
こ

の
店

」
の

コ
ー

ナ
ー

や
町

H
P

「
浪

江
町

民
の

企
業

・
お

店
」
に

掲
載

。

今
後

も
引

き
続

き
広

報
・
H

P
等

で
町

内
外

に
発

信
し

て
い

く
。

継
続

町
商

工
会

な
し

復
興

推
進

課
復

興
推

進
課

（
２

）
事

業
再

開
支

援
策

の
拡

充

　
・
既

存
支

援
制

度
の

延
長

要
望

及
び

　
　

不
足

事
項

に
つ

い
て

　
　

国
・
県

へ
追

加
要

望
済

継
続

中

既
存

制
度

だ
け

で
な

く
、

新
規

補
助

制
度

の
創

設
な

ど
国

・
県

等
に

要
望

等
を

行
い

、
新

た
な

制
度

が
創

設
さ

れ
た

。

補
助

金
に

よ
っ

て
は

岩
手

・
宮

城
で

の
補

助
金

が
終

了
し

た
こ

と
で

併
せ

て
福

島
も

…
と

い
う

よ
う

な
補

助
金

の
動

き
も

あ
り

、
被

災
1
2
市

町
村

と
足

並
み

を
そ

ろ
え

て
行

動
す

る
必

要
が

あ
る

。

今
後

も
継

続
し

て
国

・
県

へ
要

望
を

行
っ

て
い

く
。

継
続

町
国

・
県

中
小

機
構

事
業

、
グ

ル
ー

プ
補

助
金

等

産
業

振
興

課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
支

援
制

度
の

不
公

平
性

の
緩

和
を

　
　

国
へ

要
請

　
（
県

外
で

の
再

開
希

望
へ

の
対

応
）

済
継

続
中

平
成

2
8
年

に
新

た
に

「
福

島
県

原
子

力
被

災
事

業
者

事
業

再
開

等
支

援
補

助
金

」
が

創
設

さ
れ

、
県

外
で

も
事

業
再

開
す

る
場

合
も

対
象

と
な

る
。

新
た

に
補

助
金

が
創

設
さ

れ
た

も
の

の
、

条
件

が
震

災
後

休
業

し
て

い
た

事
業

者
が

対
象

・
上

限
額

が
低

い
・
補

助
率

が
低

い
と

い
う

声
も

あ
り

、
ま

だ
ま

だ
満

足
で

き
る

も
の

で
は

な
い

と
い

う
声

が
あ

る
。

今
後

も
継

続
し

て
国

・
県

へ
要

望
を

行
っ

て
い

く
。

継
続

町
国

・
県

な
し

産
業

振
興

課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

整
備

状
況

　
　

に
合

わ
せ

た
再

開
支

援
策

に
　

　
つ

い
て

国
・
県

へ
要

望
一

部
済

継
続

中

町
外

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

で
の

再
開

に
併

せ
た

支
援

で
は

な
く
、

県
内

全
て

対
象

の
補

助
金

の
紹

介
・
活

用
支

援
を

行
っ

た
。

補
助

金
に

よ
っ

て
は

岩
手

・
宮

城
で

の
補

助
金

が
終

了
し

た
こ

と
で

併
せ

て
福

島
も

…
と

い
う

よ
う

な
補

助
金

の
動

き
も

あ
り

、
被

災
1
2
市

町
村

と
足

並
み

を
そ

ろ
え

て
行

動
す

る
必

要
が

あ
る

。

終
了

町
国

・
県

な
し

産
業

振
興

課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
地

域
の

人
材

を
活

か
し

た
　

　
地

元
事

業
所

に
よ

る
　

　
復

旧
事

業
・
除

染
関

連
産

業
の

　
　

創
出

済
継

続
中

町
の

公
共

事
業

だ
け

で
な

く
、

国
県

の
復

旧
事

業
や

除
染

事
業

に
関

し
て

、
積

極
的

に
地

元
事

業
者

を
活

用
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

働
き

か
け

を
行

っ
た

終
了

町
商

工
会

な
し

産
業

振
興

課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
事

業
再

開
後

の
継

続
的

な
　

　
営

業
維

持
の

た
め

の
補

償
制

度
や

　
　

支
援

制
度

の
創

設
に

つ
い

て
　

　
国

・
県

へ
要

請

済
継

続
中

官
民

合
同

チ
ー

ム
と

意
見

交
換

等
し

、
再

開
済

み
の

事
業

者
か

ら
の

要
望

の
声

の
掬

い
上

げ
を

行
う

。
町

内
再

開
事

業
者

に
限

っ
て

町
独

自
に

電
気

代
の

補
助

金
の

創
設

を
行

う
。

国
・
県

等
の

支
援

制
度

で
も

営
業

維
持

の
た

め
の

支
援

制
度

は
ま

だ
不

足
し

て
い

る
分

野
で

あ
る

。

事
業

者
の

声
を

直
接

受
け

て
い

る
官

民
合

同
チ

ー
ム

と
連

携
し

て
、

事
業

者
が

継
続

的
に

営
業

を
続

け
て

い
く
た

め
の

支
援

を
行

う
。

継
続

町
国

・
県

な
し

産
業

振
興

課

産
業

・
賠

償
対

策
課

・
官

民
合

同
チ

ー
ム

と
連

携
し

事
業

者
へ

の
聞

き
取

り
調

査
や

情
報

提
供

を
行

っ
て

い
る

。
・
新

規
補

助
制

度
の

創
設

な
ど

国
・
県

に
要

望
を

行
い

新
た

な
制

度
が

創
設

さ
れ

た
。

・
平

成
2
8
年

に
福

島
県

原
子

力
被

災
事

業
者

事
業

再
開

等
支

援
補

助
金

が
創

設
さ

れ
、

県
外

で
事

業
再

開
す

る
場

合
も

対
象

と
な

っ
た

。
・
国

県
の

復
旧

事
業

や
除

染
事

業
に

関
し

て
、

積
極

的
に

地
元

事
業

者
を

活
用

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
働

き
か

け
た

・
町

内
再

開
事

業
者

に
限

っ
て

町
独

自
に

電
気

代
の

補
助

金
の

創
設

を
行

っ
た

。

・
新

規
補

助
制

度
の

創
設

な
ど

国
・
県

に
要

望
を

行
い

新
た

な
制

度
が

創
設

さ
れ

た
。

・
平

成
2
8
年

に
福

島
県

原
子

力
被

災
事

業
者

事
業

再
開

等
支

援
補

助
金

が
創

設
さ

れ
、

県
外

で
事

業
再

開
す

る
場

合
も

対
象

と
な

っ
た

。
・
国

県
の

復
旧

事
業

や
除

染
事

業
に

関
し

て
、

積
極

的
に

地
元

事
業

者
を

活
用

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
働

き
か

け
た

・
町

内
再

開
事

業
者

に
限

っ
て

町
独

自
に

電
気

代
の

補
助

金
の

創
設

を
行

っ
た

。

・
官

民
合

同
チ

ー
ム

と
連

携
し

事
業

者
へ

の
聞

き
取

り
調

査
や

情
報

提
供

を
行

っ
て

い
る

。

計
画

・
整

備
運

用

進
行

管
理

の
担

当
課

実
績

現
担

当
課

旧
担

当
課

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

実
施

主
体

協
力

機
関

等

進
捗

状
況

9
1
0

課
題

利
用

可
能

な
制

度
等

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応
今

後
の

方
向

性
1
1

1
2

3
2

1
1

3
7

8
9

1
0

施
策

1
中

期
長

期
1
2

1
2

4
5

6

意
見

交
換

会
の

定
期

的
な

開
催

支
援

策
の

要
請

体
制

強
化

の
検

討

事
業

事
業

再
開

の
た

め
の

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

事
業

支
援

制
度

の
周

知
徹

底

町
広

報
誌

等
へ

の
掲

載
（

毎
月

）

国
・

県
へ

要
望

※
回

答
を

確
認

し
、

不
足

事
項

や
追

加
事

項
が

あ
れ

ば
再

度
要

望

国
・

県
へ

要
請

※
回

答
を

確
認

し
、

不
足

事
項

や
追

加
事

項
が

あ
れ

ば
再

度
要

望

事
業

産
業

創
出

に
よ

る
事

業
推

進

国
・

県
へ

要
請

※
回

答
を

確
認

し
、

不
足

事
項

や
追

加
事

項
が

あ
れ

ば
再

度
要

望

3
中

期
長

3
中

期
長

Ｈ
28
.8

132



施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
事

業
再

開
や

就
労

支
援

に
よ

る
働

け
る

場
の

確
保

②
就

）

２
．

就
労

支
援

に
よ

る
安

定
し

た
生

活
の

確
保

（
１

）
就

労
支

援
に

よ
る

安
定

し
た

  
  
  
生

活
の

確
保

　
・
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
等

の
関

係
機

関
　

　
と

の
連

携
体

制
の

強
化

と
定

期
的

　
　

な
意

見
交

換
済

継
続

中
福

島
労

働
局

等
と

定
期

的
に

意
見

交
換

を
行

っ
て

い
る

。

今
後

、
町

内
で

の
就

労
相

談
開

催
な

ど
関

係
機

関
と

の
協

議
が

必
要

。

今
後

も
引

き
続

き
行

っ
て

い
く
。

継
続

町
県

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

就
職

相
談

・
ふ

く
し

ま
求

職
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
等

産
業

振
興

課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
技

能
訓

練
・
資

格
取

得
講

座
の

　
　

内
容

拡
充

と
制

度
緩

和
の

要
請

　
　

及
び

講
座

の
受

講
の

促
進

済
継

続
中

「
福

島
広

域
雇

用
促

進
支

援
協

議
会

」
等

の
技

能
訓

練
・
資

格
取

得
講

座
の

広
報

等
。

人
気

が
あ

る
資

格
講

座
も

あ
る

が
、

求
人

倍
率

は
高

い
も

の
の

求
職

者
か

ら
の

人
気

が
な

い
資

格
も

あ
る

（
た

だ
社

会
的

求
め

は
多

い
業

種
。

介
護

職
等

）
。

求
職

者
の

目
指

す
職

業
に

合
わ

せ
た

資
格

取
得

講
座

や
求

人
倍

率
の

高
い

業
種

に
合

わ
せ

た
資

格
取

得
講

座
の

継
続

等
を

求
め

て
い

く
。

継
続

町
県

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク

相
双

地
方

雇
用

創
出

推
進

協
議

会
事

業
、

復
興

整
備

高
度

人
材

育
成

事
業

等

産
業

振
興

課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
就

労
ニ

ー
ズ

に
あ

っ
た

、
　

　
セ

ミ
ナ

ー
や

相
談

会
の

開
催

に
　

　
つ

い
て

関
係

機
関

の
協

力
の

も
と

　
　

随
時

開
催

済
継

続
中

「
福

島
広

域
雇

用
促

進
支

援
協

議
会

」
「
ふ

く
し

ま
生

活
・
就

職
応

援
セ

ン
タ

ー
」
等

の
就

職
相

談
会

を
開

催
し

た
。

面
接

会
の

参
加

者
の

減
少

・
参

加
者

の
高

齢
化

。
町

広
報

誌
・
H

P
・
メ

ル
マ

ガ
等

で
周

知
を

図
っ

て
い

く
。

継
続

町
県

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

就
職

相
談

、
ふ

く
し

ま
求

職
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
主

催
事

業
等

産
業

振
興

課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
就

労
に

関
す

る
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

　
　

や
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

ケ
ア

相
談

　
　

窓
口

の
設

置
を

国
・
県

に
要

望
済

継
続

中

「
福

島
広

域
雇

用
促

進
支

援
協

議
会

」
「
ふ

く
し

ま
生

活
・
就

職
応

援
セ

ン
タ

ー
」
等

の
就

職
相

談
会

や
電

話
相

談
の

活
用

案
内

を
行

っ
た

。
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

な
ど

は
心

の
相

談
ダ

イ
ア

ル
の

活
用

案
内

を
行

っ
た

。

就
労

支
援

は
就

職
相

談
会

や
電

話
相

談
の

継
続

活
用

。
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

ケ
ア

相
談

な
ど

に
関

し
て

は
心

の
相

談
ダ

イ
ア

ル
の

活
用

案
内

を
継

続
す

る
た

め
本

項
目

は
終

了
。

終
了

町
県

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
な

し
産

業
振

興
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
各

種
就

業
支

援
策

の
周

知
・
案

内
　

　
の

強
化

済
継

続
中

広
報

誌
・
H

P
・
メ

ル
マ

ガ
等

で
周

知
を

図
っ

て
い

る
。

町
広

報
誌

・
H

P
・
メ

ル
マ

ガ
等

で
周

知
を

図
る

。
継

続
町

県
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

な
し

産
業

振
興

課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
就

労
意

欲
の

向
上

の
た

め
既

に
  
  
就

労
し

て
い

る
方

の
実

体
験

を
  
  
広

報
誌

等
で

紹
介

済
継

続
中

定
期

的
な

掲
載

に
よ

る
再

開
者

の
紹

介
は

し
て

い
な

い
が

、
各

機
関

の
冊

子
で

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
や

町
広

報
（
こ

こ
ろ

通
信

）
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
な

ど
で

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
に

て
実

施
し

た
。

定
期

的
な

掲
載

を
す

る
場

合
に

は
協

力
者

確
保

が
難

し
い

。
機

会
が

あ
る

際
に

は
、

積
極

的
に

紹
介

を
し

て
く
。

継
続

町
商

工
会

な
し

復
興

推
進

課
復

興
推

進
課

検
討

・
実

施
中

未
産

業
振

興
課

進
行

管
理

の
担

当
課

現
担

当
課

旧
担

当
課

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応
運

用

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

に
限

ら
ず

、
新

規
創

業
者

向
け

の
支

援
を

国
・
県

へ
別

項
目

で
要

望
し

て
い

く
た

め
本

項
目

は
終

了
。

今
年

度
よ

り
創

設
さ

れ
た

も
の

で
あ

り
、

実
績

が
な

い
。

平
成

2
8
年

よ
り

新
た

に
官

民
合

同
チ

ー
ム

に
よ

り
「
人

材
マ

ッ
チ

ン
グ

に
よ

る
人

材
確

保
支

援
事

業
」
が

開
始

さ
れ

、
活

用
を

図
っ

て
い

る
。

産
業

・
賠

償
対

策
課

産
業

振
興

課

町
産

業
・

賠
償

対
策

課

県
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

、
商

工
会

継
続

な
し

福
島

県
中

小
企

業
制

度利
用

可
能

な
制

度
等

・
福

島
労

働
局

と
定

期
的

に
意

見
交

換
を

行
い

な
が

ら
技

能
訓

練
・
資

格
取

得
講

座
な

ど
の

情
報

提
供

を
実

施
。

・
「
福

島
広

域
雇

用
促

進
支

援
協

議
会

」
「
ふ

く
し

ま
生

活
・
就

職
応

援
セ

ン
タ

ー
」
等

の
就

職
相

談
会

を
開

催
。

・
官

民
合

同
チ

ー
ム

に
よ

り
「
人

材
マ

ッ
チ

ン
グ

に
よ

る
人

材
確

保
支

援
事

業
」
が

開
始

さ
れ

活
用

を
図

っ
て

い
る

。

H
2
4
年

協
力

機
関

等

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

実
施

主
体

実
績

課
題

今
後

の
方

向
性

3
4

　
・
公

的
な

職
業

紹
介

機
関

に
よ

ら
な

　
　

い
就

労
情

報
の

収
集

と
紹

介
体

制
　

　
の

整
備

町

　
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
  
  
ビ

ジ
ネ

ス
の

創
設

講
座

の
開

催
と

  
  
活

動
の

支
援

県
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

、
商

工
会

N
P

O

終
了

営
業

再
開

等
の

メ
ニ

ュ
ー

は
あ

る
も

の
の

新
規

創
業

に
つ

い
て

の
補

助
メ

ニ
ュ

ー
は

不
足

し
て

い
る

。

済
継

続
中

事
業

者
・
求

職
者

へ
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
、

活
用

を
図

っ
て

い
く
。

施
策

中
期

長
期

進
捗

状
況

9
1
0

1
1

1
2

1
2

6
7

8
9

1
0

5
1
1

1
2

1
2

3
計

画
・

整
備

町
広

報
誌

等
へ

の
掲

載
（

毎
月

）

意
見

交
換

会
の

定
期

的
な

開
催

関
係

機
関

へ
要

請
※

不
足

事
項

や
追

加
事

項
が

あ
れ

ば
再

度
要

望
受

講
促

進
（

講
座

や
制

度
の

周
知

等
）

就
労

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

・
相

談
会

の
開

催
【

随
時

】

関
係

機
関

へ
要

請
※

不
足

事
項

や
追

加
事

項
が

あ
れ

ば
再

度
要

望

創
設

に
関

す
る

講
座

や
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

【
随

時
】

活
動

支
援

支
援

制
度

の
周

知
・

案
内

の
徹

底

体
制

整
備

就
労

情
報

収
集

職
業

紹
介

な
ど

中
期

長
3

中
期

長
3

Ｈ
28
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
子

ど
も

た
ち

を
支

え
る

教
育

環
境

の
充

実
①

）

１
．

子
ど

も
た

ち
の

絆
や

ふ
る

さ
と

と
の

つ
な

が
り

の
維

持

（
１

）
子

ど
も

た
ち

の
集

ま
る

機
会

の
　

　
  

創
出

　
・
大

学
、

N
P

O
と

の
連

携
に

よ
る

　
　

学
習

や
遊

び
の

場
づ

く
り

の
　

　
継

続
、

拡
大

済
継

続
中

Ｎ
Ｐ

Ｏ
に

よ
る

学
習

支
援

を
実

施
中

(1
か

所
)。

継
続

実
施

は
Ｎ

Ｐ
Ｏ

次
第

で
あ

る
。

継
続

実
施

。
継

続
町

県
内

の
大

学
、

N
P

O
等

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
町

、
学

校
、

P
T
A

が
参

画
し

た
  

  
子

ど
も

た
ち

の
〝

再
会

の
場

″
　

　
づ

く
り

済
継

続
中

小
中

学
校

交
流

事
業

を
実

施
。

各
小

学
校

単
位

の
活

動
。

町
事

業
は

参
加

者
の

減
少

（
各

学
校

単
位

の
活

動
は

参
加

者
が

多
い

）
。

年
数

経
過

に
よ

る
子

供
た

ち
の

関
係

性
希

薄
化

。

各
学

校
事

業
と

の
タ

イ
ア

ッ
プ

や
対

象
な

ど
の

検
討

を
行

い
継

続
実

施
。

町
小

・
中

学
校 P

T
A

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
県

内
宿

泊
施

設
と

提
携

し
た

  
 〝

再
会

の
場

″
づ

く
り

の
支

援
済

継
続

中
同

上
同

上
同

上
町

県
等

、
小

・
中

学
校

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
公

民
館

活
動

等
を

利
用

し
た

　
　

再
会

の
場

づ
く
り

済
継

続
中

同
上

同
上

同
上

町
町

民
な

し
教

育
委

員
会

事
務

局
教

育
委

員
会

事
務

局

　
・
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
う

え
で

の
、

　
　

長
期

の
休

み
を

利
用

し
た

宿
泊

の
　

　
場

の
創

出
済

継
続

中
同

上
同

上
同

上
町

小
・
中

学
校

、
P

T
A

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

（
２

）
絆

や
つ

な
が

り
を

保
つ

  
  

  
仕

組
み

の
強

化

　
・
子

ど
も

た
ち

の
心

情
に

配
慮

し
た

  
　

ア
ン

ケ
ー

ト
実

施
に

よ
る

ニ
ー

ズ
　

　
の

把
握

済
継

続
中

幼
保

に
関

し
て

は
町

内
施

設
整

備
時

の
利

用
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

。
小

中
学

校
の

児
童

・
生

徒
の

ニ
ー

ズ
把

握
の

検
討

。
継

続
町

小
・
中

学
校

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
学

校
だ

よ
り

の
継

続
的

発
行

及
び

  
  

H
P

で
の

学
校

情
報

発
信

済
継

続
中

各
小

学
校

で
実

施
中

。
継

続
実

施
。

継
続

町
小

・
中

学
校

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
つ

な
が

り
を

保
つ

様
々

な
活

動
  

 の
た

め
の

場
所

の
確

保
済

継
続

中
小

中
学

校
交

流
事

業
や

各
小

学
校

単
位

の
活

動
で

は
、

毎
回

違
う

場
所

で
実

施
。

町
内

で
の

場
の

確
保

な
ど

を
含

め
て

検
討

。
見

直
し

町

小
・
中

学
校 P

T
A

N
P

O
等

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
小

学
校

校
歌

の
記

録
、

保
存

事
業

  
　

(校
歌

が
つ

な
ぐ

ふ
く
し

ま
再

生
　

　
へ

の
思

い
)へ

の
参

画
　

　
(順

次
中

学
校

へ
拡

大
)

済
継

続
中

各
学

校
で

保
管

中
。

絆
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
「
校

歌
が

つ
な

ぐ
ふ

く
し

ま
再

生
へ

の
思

い
」
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
て

小
・
中

各
校

校
歌

を
掲

載
。

継
続

実
施

。
継

続
町

小
学

校
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
業

者

絆
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
「
校

歌
が

つ
な

ぐ
ふ

く
し

ま
再

生
へ

の
思

い
」

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
将

来
の

再
会

イ
ベ

ン
ト

、
成

人
式

　
　

等
に

活
用

す
る

た
め

の
就

学
者

　
　

名
簿

の
維

持
管

理
済

継
続

中
名

簿
の

デ
ー

タ
保

管
中

。

成
人

式
は

中
学

校
卒

業
時

の
在

籍
名

簿
を

活
用

し
て

い
る

が
、

将
来

的
に

は
住

基
ベ

ー
ス

と
な

る
。

継
続

実
施

。
継

続
町

小
・
中

学
校

、
P

T
A

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
住

民
票

を
移

さ
な

く
て

も
避

難
先

　
　

自
治

体
か

ら
成

人
式

等
の

通
知

  
  

が
来

る
よ

う
要

請
　

　
（
子

ど
も

た
ち

の
選

択
肢

を
確

保
　

　
　

す
る

た
め

の
措

置
）

未
未

避
難

先
自

治
体

の
対

応
次

第
（
現

状
で

問
題

は
な

い
）
。

避
難

先
と

浪
江

町
の

成
人

式
が

重
複

す
る

。
参

加
し

や
す

い
環

境
の

整
備

な
ど

を
含

め
検

討
。

見
直

し
町

な
し

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

（
３

）
再

開
し

た
町

立
学

校
で

の
  

  
  

ふ
る

さ
と

を
学

ぶ
機

会
の

充
実

　
・
「
ふ

る
さ

と
な

み
え

科
」
に

よ
る

  
  

浪
江

の
伝

統
文

化
や

復
興

等
を

　
　

テ
ー

マ
に

し
た

学
習

の
実

施
　

　
(浪

江
小

学
校

)

済
継

続
中

避
難

先
の

仮
設

小
・
中

学
校

で
実

施
し

て
い

る
ふ

る
さ

と
な

み
え

科
の

授
業

を
継

続
し

、
浪

江
町

の
歴

史
・
文

化
等

を
次

世
代

へ
と

つ
な

ぐ
。

継
続

実
施

。
継

続
町

小
中

学
校

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

  
・
総

合
学

習
を

活
用

し
た

浪
江

の
  

  
伝

統
文

化
、

郷
土

芸
能

、
自

然
、

  
  

歴
史

、
産

業
等

に
つ

い
て

の
  

  
調

べ
学

習
の

実
施

(浪
江

中
学

校
)

検
討

・
実

施
中

継
続

中

浪
江

中
の

教
育

活
動

運
営

計
画

に
お

い
て

、
「
総

合
的

な
学

習
の

時
間

」
の

中
で

、
ふ

る
さ

と
浪

江
に

つ
い

て
学

ぶ
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。
※

陶
芸

教
室

及
び

ふ
る

さ
と

浪
江

講
演

会
の

実
施

。

小
学

校
の

取
組

み
の

拡
大

な
ど

を
模

索
し

検
討

。
継

続
町

小
中

学
校

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
浪

江
小

学
校

、
浪

江
中

学
校

で
の

  
  

取
り

組
み

を
広

く
発

信
済

継
続

中
広

報
な

み
え

や
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
学

校
便

り
で

周
知

。
継

続
実

施
継

続
町

小
中

学
校

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

・
子

ど
も

た
ち

の
心

情
に

寄
り

添
い

、
お

互
い

が
つ

な
が

り
を

持
っ

て
成

人
式

に
集

ま
れ

る
よ

う
様

々
な

活
動

の
場

を
確

保
。

・
小

中
学

校
で

そ
れ

ぞ
れ

「
ふ

る
さ

と
な

み
え

」
に

つ
い

て
学

習
し

、
そ

の
活

動
内

容
を

広
く
発

信
。

進
捗

状
況

実
績

課
題

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等

進
行

管
理

の
担

当
課

・
避

難
生

活
の

長
期

化
に

よ
り

交
流

事
業

や
成

人
式

の
出

席
状

況
も

減
少

。
絆

づ
く
り

や
ふ

る
さ

と
な

み
え

を
受

け
継

ぐ
授

業
を

継
続

実
施

。
そ

の
活

動
内

容
を

広
く
発

信
。

・
避

難
生

活
が

長
期

化
し

、
子

ど
も

た
ち

が
絆

を
深

め
る

機
会

や
参

加
人

数
が

減
少

し
、

ふ
る

さ
と

な
み

え
を

想
う

事
業

展
開

が
難

し
い

。
今

後
は

事
業

や
対

象
を

見
直

し
て

実
施

。

施
策

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

中
期

長
期

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
計

画
・

整
備

運
用

現
担

当
課

旧
担

当
課

見
直

し

今
後

の
方

向
性

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応

実
施

主
体

現
行

事
業

の
継

続

事
業

計
画

を
見

直
し

の
う

え
継

続
現

行
事

業
の

継
続

学
校

だ
よ

り
継

続
発

行
、

学
校

H
P
の

立
上

げ
及

び
情

報
発

信

実
行

委
員

会
の

組
織

、
事

業
検

討

長
期

休
み

を
利

用
し

た
事

業
実

施

浪
江

小
学

校
に

お
い

て
実

施

浪
江

中
学

校
に

お
い

て
実

施

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
事

業
展

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
事

業
展

開

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
事

業
展

開

現
行

事
業

の
継

続

内
容

を
見

直
し

の
う

え
継

続

内
容

を
見

直
し

の
う

え
継

続

各
種

事
業

等
で

子
ど

も
た

ち
の

ニ
ー

ズ
の

把
握

が
必

要
な

場
合

に
適

宜
実

施

様
々

な
活

動
に

応
じ

た
活

動
の

場
の

確
保

活
動

内
容

に
応

じ
て

随
時

実
施

将
来

の
再

会
ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
等

に
活

用
す

る
た

め
の

名
簿

の
管

理

継
続

し
て

要
請

活
動

実
施

校
歌

の
音

源
作

成
、

校
歌

の
再

生
が

で
き

る
H

P
の

作
成

順
次

中
学

校
へ

拡
大

、
及

び
教

育
委

員
会

、
各

学
校

H
P
か

ら
の

閲
覧

を
可

能
に

す
る

中
期

長
3

中
期

長
3

Ｈ
28
.8
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
子

ど
も

た
ち

を
支

え
る

教
育

環
境

の
充

実
②

）

２
．

子
ど

も
た

ち
へ

の
学

習
支

援
、

学
習

環
境

の
充

実

（
１

）
県

内
に

避
難

し
て

い
る

児
童

  
　

　
生

徒
の

学
習

環
境

の
改

善

　
・
校

舎
内

外
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
　

　
H

P
で

の
情

報
発

信
に

よ
る

教
育

　
　

環
境

の
安

全
性

の
担

保
済

継
続

中
町

の
7
小

中
学

校
で

は
実

施
中

。
継

続
実

施
。

継
続

町
県

、
小

・
中

学
校

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
ス

ク
ー

ル
バ

ス
運

行
事

業
に

よ
る

  
  
通

学
支

援
の

継
続

済
継

続
中

町
の

小
中

学
校

で
は

実
施

中
。

継
続

実
施

。
継

続
町

県
、

小
・
中

学
校

就
学

援
助

費
助

成
教

育
委

員
会

事
務

局
教

育
委

員
会

事
務

局

　
・
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
、

　
　

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
　

　
の

配
置

に
よ

る
心

の
ケ

ア
の

強
化

　
　

（
浪

江
小

学
校

、
浪

江
中

学
校

　
　

　
に

て
設

置
済

み
）

済
継

続
中

町
の

小
中

学
校

で
は

実
施

中
。

継
続

実
施

。
継

続
町

県
、

小
・
中

学
校

就
学

援
助

費
助

成
教

育
委

員
会

事
務

局
教

育
委

員
会

事
務

局

　
・
図

書
館

『
浪

江
in

福
島

ラ
イ

ブ
ラ

　
　

リ
ー

き
ぼ

う
』
の

活
用

　
　

（
福

島
市

笹
谷

）
済

継
続

中
福

島
市

内
の

仮
設

住
宅

敷
地

内
で

実
施

中
。

夏
休

み
は

子
供

の
活

用
が

多
い

が
、

平
日

は
子

供
が

集
ま

り
に

く
い

。
継

続
実

施
。

継
続

町
福

島
市

、
町

民
な

し
教

育
委

員
会

事
務

局
教

育
委

員
会

事
務

局

　
・
N

P
O

、
学

習
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
  
  
等

に
よ

る
学

習
支

援
の

継
続

  
  
及

び
拡

充
済

継
続

中
Ｎ

Ｐ
Ｏ

に
よ

る
学

習
支

援
を

実
施

中
(1

団
体

)。
継

続
実

施
は

Ｎ
Ｐ

Ｏ
次

第
で

あ
る

。
継

続
実

施
。

継
続

町
N

P
O

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

（
２

）
県

外
に

避
難

し
て

い
る

児
童

  
　

　
生

徒
の

学
習

環
境

の
改

善

　
・
再

会
の

場
に

お
け

る
学

習
支

援
  
  
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
済

継
続

中
県

内
の

再
会

の
場

（
小

中
学

校
交

流
事

業
）
で

対
応

。
県

内
の

再
会

の
場

に
合

わ
せ

て
実

施
。

見
直

し
町

国
・
県

、
N

P
O

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
県

外
の

N
P

O
等

の
学

習
支

援
活

動
  
  
の

情
報

発
信

の
強

化
済

継
続

中
各

地
域

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

任
せ

て
い

る
（
未

把
握

）
。

特
段

の
問

題
は

な
い

こ
と

か
ら

現
状

維
持

。
継

続
町

N
P

O
等

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
支

援
が

必
要

な
子

ど
も

た
ち

に
　

　
対

す
る

学
習

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

　
　

派
遣

済
継

続
中

同
上

同
上

継
続

町
国

・
県

、
N

P
O

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
転

校
先

の
学

校
生

活
へ

の
適

応
が

  
  
図

ら
れ

る
よ

う
、

特
段

の
配

慮
を

　
　

関
係

市
町

村
教

育
委

員
会

へ
要

請
済

継
続

中
学

校
長

か
ら

手
紙

を
出

す
な

ど
で

実
施

中
。

継
続

実
施

。
継

続
町

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
子

ど
も

た
ち

の
心

の
健

康
問

題
を

  
  
適

切
に

取
組

む
よ

う
関

係
市

町
村

　
　

に
要

請
未

未
避

難
先

自
治

体
の

対
応

次
第

（
現

状
で

問
題

は
な

い
）
。

特
段

の
問

題
は

な
い

こ
と

か
ら

現
状

維
持

。
継

続
町

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
電

話
相

談
や

相
談

窓
口

等
の

設
置

  
  
に

よ
る

心
の

ケ
ア

の
強

化
済

継
続

中
県

設
置

の
相

談
窓

口
を

周
知

。
特

段
の

問
題

は
な

い
こ

と
か

ら
現

状
維

持
。

継
続

町
教

育
委

員
会

事
務

局
教

育
委

員
会

事
務

局

（
３

）
教

育
支

援
制

度
の

拡
充

　
・
就

学
援

助
費

助
成

の
支

給
条

件
　

　
緩

和
の

継
続

済
継

続
中

児
童

・
生

徒
の

全
員

を
対

象
に

実
施

中
。

再
開

校
の

費
用

の
み

県
補

助
そ

の
他

は
町

費
用

で
実

施
。

継
続

実
施

。
継

続
町

国
、

県
就

学
援

助
費

助
成

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
就

園
奨

励
費

助
成

の
支

給
条

件
　

　
緩

和
の

継
続

済
継

続
中

就
園

児
童

全
員

を
対

象
に

実
施

中
。

継
続

実
施

。
継

続
町

国
、

県
就

学
援

助
費

助
成

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
県

外
避

難
者

等
に

も
対

応
し

た
　

　
通

学
費

助
成

制
度

の
支

給
条

件
　

　
緩

和
の

継
続

済
継

続
中

遠
距

離
（
小

学
校

4
km

、
中

学
校

6
km

）
を

対
象

に
実

施
中

。
継

続
実

施
。

継
続

町
国

、
県

遠
距

離
通

学
費

助
成

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
各

種
支

援
制

度
の

情
報

発
信

と
  
  
相

談
受

付
体

制
の

強
化

済
継

続
中

町
支

援
事

業
に

関
し

て
は

対
象

者
に

通
知

。
継

続
実

施
。

継
続

町
国

、
県

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
幼

稚
園

、
高

校
、

大
学

等
も

含
め

　
　

た
教

育
支

援
の

国
県

へ
の

要
望

済
継

続
中

県
補

助
な

ど
を

活
用

し
支

援
実

施
中

。
状

況
に

応
じ

た
支

援
策

の
要

望
を

実
施

。
継

続
町

国
、

県
な

し
教

育
委

員
会

事
務

局
教

育
委

員
会

事
務

局

実
績

課
題

今
後

の
方

向
性

旧
担

当
課

協
力

機
関

等

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

実
施

主
体

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応
施

策
中

期
長

期
進

捗
状

況

9

利
用

可
能

な
制

度
等

進
行

管
理

の
担

当
課

現
担

当
課

1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

3
9

1
0

1
1

1
2

1
2

・
校

舎
内

外
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

実
施

や
ス

ク
ー

ル
バ

ス
運

行
な

ど
安

全
な

教
育

環
境

の
整

備
・
心

の
ケ

ア
を

実
施

中
。

・
県

外
の

避
難

生
徒

の
学

習
環

境
に

配
慮

を
要

請

・
安

心
し

て
就

学
、

進
学

が
で

き
る

よ
う

に
各

種
支

援
制

度
を

実
施

中
。

計
画

・
整

備
運

用

・
校

舎
内

外
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

実
施

や
ス

ク
ー

ル
バ

ス
運

行
な

ど
安

全
な

教
育

環
境

の
整

備
・
心

の
ケ

ア
を

実
施

中
・
県

外
の

避
難

生
徒

の
学

習
環

境
に

つ
い

て
は

配
慮

を
要

請
・
就

学
就

園
支

援
を

継
続

実
施

・
小

中
学

校
長

準
備

会
で

帰
町

後
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

教
育

環
境

を
検

討
。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
継

続
実

施
、

H
P
に

よ
る

情
報

発
信

現
行

事
業

継
続

事
業

実
施

計
画

長
期

休
み

を

情
報

収
集

各
種

情
報

媒
体

に
よ

る
情

報
発

信

避
難

し
て

い
る

町
民

の
中

か
ら

学
識

経
験

者
等

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

募
り

、
派

遣
す

る
等

の
構

想

H
2
4
.４

月
配

置
済

H
2
4
.8

月
開

所

現
行

事
業

継
続

及
び

状
況

に
応

じ
た

改
編

町
民

と
市

民
の

情
報

発
信

と
支

援
の

場
の

提
供

心
の

ケ
ア

の
実

施

H
2
6
年

度
ま

で
実

施
予

定
（

状
況

に
応

じ
て

延
長

を
検

討
）

継
続

的
に

要
望

活
動

を
実

施

事
業

の
継

続
実

施
お

よ
び

参
加

者
範

囲
の

拡
大

や
進

路
相

談
等

も
含

め
た

内
容

の
拡

充
の

検
討

一
部

学
校

で

今
年

度
末

ま
で

実
施

予
定

各
種

情
報

媒
体

に
よ

る
情

報
発

信
、

相
談

体
制

の
強

化

継
続

実
施

を
国

県
に

要
望

継
続

的
に

要
望

活
動

を
実

施

継
続

的
に

要
望

活
動

を
実

施 心
の

ケ
ア

の
実

施

中
期

長
3

中
期

長
中

期
長

3
Ｈ
28
.8
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実
績

課
題

今
後

の
方

向
性

旧
担

当
課

協
力

機
関

等

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

実
施

主
体

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応
施

策
中

期
長

期
進

捗
状

況

9

利
用

可
能

な
制

度
等

進
行

管
理

の
担

当
課

現
担

当
課

1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

3
9

1
0

1
1

1
2

1
2

計
画

・
整

備
運

用
中

期
長

3
中

期
長

3
Ｈ
28
.8

（
４

）
ふ

る
さ

と
な

み
え

の
教

育
環

境
  
  
  
の

再
生

に
向

け
て

の
先

行
準

備

　
・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

等
に

よ
る

  
  

子
ど

も
た

ち
や

保
護

者
の

　
　

ニ
ー

ズ
の

把
握

済
継

続
中

幼
保

に
関

し
て

は
町

内
施

設
整

備
時

の
利

用
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

。
小

中
学

校
の

児
童

・
生

徒
の

ニ
ー

ズ
把

握
の

検
討

。
継

続
町

小
・
中

学
校

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
望

ま
し

い
　

　
教

育
環

境
の

検
討

組
織

設
置

と
　

　
検

討
の

実
施

済
継

続
中

小
中

学
校

学
校

長
準

備
会

を
実

施
（
月

1
回

）
。

町
内

環
境

に
関

し
て

検
討

を
継

続
実

施
。

継
続

町
国

・
県

、
小

・
中

学
校

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
町

内
小

中
学

校
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

　
　

強
化

と
徹

底
し

た
除

染
の

実
施

済
継

続
中

各
小

中
学

校
で

実
施

中
。

継
続

実
施

。
継

続
町

国
・
県

、
小

・
中

学
校

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
教

育
施

設
の

整
備

と
維

持
管

理
　

　
徹

底
  
（
ガ

ラ
ス

割
れ

対
処

等
）

済
継

続
中

各
小

中
学

校
で

維
持

管
理

中
。

継
続

実
施

。
継

続
町

国
・
県

、
小

・
中

学
校

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

・
幼

保
に

関
し

て
は

町
内

施
設

整
備

時
の

利
用

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
実

施
。

小
中

学
校

長
準

備
会

を
実

施
中

(月
1
回

)

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

継
続

破
損

等
事

由
毎

に
随

時
対

処

除
染

計
画

に
併

せ
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
除

染
の

強
化

必
要

に
応

じ
て

適
宜

実
施

検
討

組
織

の
設

置
継

続
的

に
検

討
実

施
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
子

ど
も

た
ち

を
支

え
る

教
育

環
境

の
充

実
③

）

H
2
4

H
2
6

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

９
～

１
２

１
～ ３

４
～ ６

7
～ １
０

1
0
～

１
２

１
～ ３

４
～ ６

７
～ ９

1
0
～

１
２

１
～ ６

７
～

１
２

計
画

・
整

備
運

用
現

担
当

課
旧

担
当

課

３
．

中
長

期
的

な
教

育
環

境
の

再
生

に
む

け
て

（
１

）
短

期
的

な
取

り
組

み
の

　
　

  
継

続
的

実
施

　
・
子

ど
も

た
ち

の
絆

や
ふ

る
さ

と
　

　
と

の
つ

な
が

り
の

維
持

の
た

め
の

　
　

取
組

み
の

継
続

済
継

続
中

避
難

帰
還

が
長

期
化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

浪
江

の
子

供
達

が
浪

江
町

と
の

繋
が

り
が

希
薄

に
な

ら
ぬ

よ
う

、
ふ

る
さ

を
学

ぶ
教

科
や

生
徒

ど
う

し
の

再
会

の
場

を
設

置
し

た
。

生
徒

数
が

減
少

傾
向

に
あ

る
。

継
続

実
施

。
継

続
町

な
し

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
子

ど
も

た
ち

へ
の

学
習

支
援

、
  

  
学

習
環

境
の

充
実

の
た

め
の

　
　

取
組

み
の

継
続

済
継

続
中

避
難

先
に

お
け

る
教

育
環

境
を

整
え

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
た

め
、

関
係

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
各

種
学

習
支

援
を

実
施

し
て

い
る

。

教
育

支
援

に
つ

い
て

は
、

避
難

先
市

町
村

や
Ｎ

Ｐ
Ｏ

が
実

施
主

体
と

な
っ

て
い

る
も

の
も

あ
る

た
め

、
そ

れ
ら

機
関

の
協

力
が

欠
か

せ
な

い
。

継
続

実
施

。
継

続
町

な
し

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

（
２

）
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
で

の
  

  
  

教
育

環
境

の
方

向
性

　
・
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

整
備

　
　

状
況

に
合

わ
せ

て
、

継
続

的
に

　
　

検
討

済
継

続
中

区
域

外
就

学
の

継
続

。
学

籍
情

報
の

共
有

が
な

く
児

童
把

握
が

困
難

。
継

続
実

施
。

継
続

町
な

し
な

し
教

育
委

員
会

事
務

局
教

育
委

員
会

事
務

局

　
・
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

ス
ム

ー
ズ

　
　

に
移

行
で

き
る

よ
う

、
受

入
れ

先
　

　
自

治
体

と
の

詳
細

な
協

議
の

実
施

済
継

続
中

区
域

外
就

学
の

支
援

継
続

。
継

続
実

施
。

継
続

町
な

し
な

し
教

育
委

員
会

事
務

局
教

育
委

員
会

事
務

局

（
３

）
ふ

る
さ

と
な

み
え

で
の

教
育

　
  

　
環

境
の

方
向

性

　
・
区

域
の

見
直

し
、

除
染

、
　

　
イ

ン
フ

ラ
整

備
の

進
捗

状
況

に
　

　
合

わ
せ

て
、

継
続

的
に

検
討

済
継

続
中

小
中

学
校

学
校

長
準

備
会

を
実

施
（
月

1
回

）
。

町
内

環
境

に
関

し
て

検
討

を
継

続
実

施
。

継
続

町
な

し
な

し
教

育
委

員
会

事
務

局
教

育
委

員
会

事
務

局

・
月

に
一

度
、

小
中

学
校

校
長

準
備

会
を

行
い

、
町

内
環

境
に

つ
い

て
検

討
。

進
捗

状
況

中
長

期
利

用
可

能
な

制
度

等
施

策
H

2
7

短
期

H
2
5

実
施

主
体

協
力

機
関

等
実

績
課

題
今

後
の

方
向

性
復

興
計

画
【
二

次
】
で

の
対

応

進
行

管
理

の
担

当
課

交
流

事
業

は
参

加
者

が
減

少
傾

向
に

あ
り

、
つ

な
が

り
が

希
薄

化
し

な
い

よ
う

に
工

夫
を

し
て

実
施

。

・
交

流
事

業
は

参
加

者
が

減
少

傾
向

に
あ

り
、

つ
な

が
り

が
希

薄
化

し
な

い
よ

う
に

工
夫

を
し

て
実

施
・
区

域
外

就
学

支
援

は
継

続
し

て
実

施
。

町
内

の
教

育
環

境
に

つ
い

て
は

小
中

学
校

長
準

備
会

で
検

討
中

。

・
区

域
外

就
学

の
支

援
を

実
施

。

中
長

期
も

継
続

的
に

支
援

前
述

の
取

組
み

を
実

施

中
長

期
も

継
続

的
に

支
援

前
述

の
取

組
み

を
実

施

町
外

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

【
検

討
・

協
議

内
容

を
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

反
映

】

ふ
る

さ
と

な
み

え
【

検
討

内
容

を
ふ

る
さ

と
復

興
に

反
映

】

町
外

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ふ
る

さ
と

な
み

え

イ
メ

ー
ジ

で
す

の
で

、
ふ

る
さ

と
な

み
え

の
再

生
時

期
や

町
外

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
整

備
時

期
を

確
定

さ
せ

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

継
続

的
に

協
議

継
続

的
に

検
討

継
続

的
に

検
討

Ｈ
28
.8
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
仮

設
住

宅
・
借

上
住

宅
な

ど
住

環
境

の
改

善
）

１
．

仮
設

住
宅

で
の

住
環

境
改

善

（
１

）
仮

設
住

宅
で

の
住

環
境

改
善

　
・
修

繕
や

追
加

工
事

を
継

続
し

て
　

　
実

施
済

継
続

中
修

繕
等

実
施

中
。

耐
用

年
数

超
過

に
よ

る
老

朽
化

。
老

朽
化

状
況

な
ど

か
ら

集
約

等
を

含
め

検
討

。
見

直
し

町
県

災
害

救
助

法
生

活
支

援
課

生
活

支
援

課

　
・
空

き
部

屋
の

有
効

活
用

を
継

続
　

　
し

て
実

施
済

継
続

中
住

民
の

倉
庫

利
用

等
で

活
用

。
終

了
町

県
災

害
救

助
法

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

　
・
町

バ
ス

に
よ

る
支

援
を

継
続

し
て

  
  
実

施
済

継
続

中
福

島
市

内
は

福
島

交
通

が
国

庫
補

助
で

実
施

中
。

二
本

松
市

・
本

宮
市

は
町

が
実

施
中

。

国
庫

補
助

が
単

年
度

の
た

め
継

続
期

間
が

見
え

な
い

。

仮
設

住
宅

の
状

況
に

よ
り

検
討

。
見

直
し

町
福

島
交

通
等

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

（
特

定
被

災
地

域
公

共
交

通
調

査
事

業
）

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

　
・
定

期
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
の

  
  
公

表
を

継
続

し
て

実
施

済
継

続
中

月
1
回

実
施

中
。

数
値

変
動

な
し

終
了

。
終

了
町

な
し

な
し

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

　
・
避

難
先

と
し

て
ニ

ー
ズ

の
高

い
  
  
自

治
体

へ
の

仮
設

住
宅

建
設

を
　

　
県

に
継

続
し

て
要

望
済

継
続

中
Ｈ

2
5
南

相
馬

市
に

7
0
戸

追
加

整
備

。
仮

設
住

宅
で

は
な

く
復

興
公

営
住

宅
整

備
に

ニ
ー

ズ
変

化
。

追
加

要
望

な
し

。
終

了
町

国
、

県
災

害
救

助
法

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

　
・
柔

軟
な

制
度

の
運

用
、

拡
充

　
　

（
入

居
期

間
や

住
替

制
限

の
緩

和
　

　
等

）
を

国
や

県
に

要
請

済
継

続
中

柔
軟

対
応

を
要

望
す

る
も

実
現

不
可

。
仮

設
住

宅
へ

の
入

居
希

望
者

が
ほ

ぼ
い

な
い

た
め

、
現

状
維

持
。

終
了

町
国

、
県

、
被

災
自

治
体

等
災

害
救

助
法

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

（
２

）
仮

設
住

宅
で

克
服

す
る

こ
と

が
  
  
  
困

難
な

課
題

の
解

決

　
・
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

早
急

な
　

　
整

備
済

完
了

住
民

意
向

調
査

や
長

期
避

難
に

よ
る

生
活

実
態

を
踏

ま
え

、
復

興
公

営
住

宅
の

整
備

を
行

う
こ

と
と

し
、

整
備

場
所

・
戸

数
な

ど
確

定
。

復
興

公
営

住
宅

の
整

備
場

所
・
戸

数
な

ど
確

定
の

た
め

終
了

終
了

県
国

、
県

、
被

災
自

治
体

等
公

営
住

宅
法

福
島

特
措

法
復

興
推

進
課

復
興

推
進

課

　
・
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
　

　
移

転
支

援
  
 （

公
募

方
法

の
検

討
　

な
ど

）
済

完
了

募
集

は
、

高
齢

者
・
障

が
い

者
配

慮
（
１

階
優

先
）
や

グ
ル

ー
プ

で
の

募
集

な
ど

を
実

施
。

復
興

公
営

住
宅

の
整

備
場

所
・
戸

数
な

ど
確

定
の

た
め

終
了

終
了

町
国

、
県

、
被

災
自

治
体

等
復

興
推

進
課

復
興

推
進

課

２
．

借
上

住
宅

で
の

住
環

境
改

善

（
１

）
借

上
住

宅
で

の
住

環
境

改
善

　
・
入

居
期

間
や

住
替

制
限

の
　

　
緩

和
等

、
柔

軟
な

制
度

の
運

用
を

　
　

国
や

県
に

継
続

し
て

要
請

済
継

続
中

柔
軟

対
応

を
要

望
す

る
も

実
現

不
可

。
避

難
期

間
中

の
家

賃
賠

償
切

替
で

の
対

応
が

可
能

な
た

め
、

現
状

維
持

。
終

了
町

国
、

県
、

受
入

自
治

体
等

災
害

救
助

法
生

活
支

援
課

生
活

支
援

課

　
・
孤

立
防

止
対

策
の

た
め

　
　

交
流

の
場

を
拡

充
済

継
続

中
県

内
は

交
流

館
を

整
備

（
3
か

所
）
。

県
外

は
、

復
興

支
援

員
に

よ
る

交
流

会
を

実
施

。

県
外

に
お

い
て

は
、

復
興

支
援

員
の

管
轄

エ
リ

ア
が

広
い

た
め

、
個

別
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

る
こ

と
が

困
難

。

継
続

実
施

。
継

続
町

町
民

・
町

・
受

入
自

治
体

・
各

種
団

体
等

な
し

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

（
２

）
借

上
住

宅
で

克
服

す
る

こ
と

が
  
  
  
困

難
な

問
題

の
解

決

　
・
孤

立
防

止
対

策
の

た
め

町
外

  
  
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

早
急

に
整

備
済

完
了

住
民

意
向

調
査

や
長

期
避

難
に

よ
る

生
活

実
態

を
踏

ま
え

、
復

興
公

営
住

宅
の

整
備

を
行

う
こ

と
と

し
、

整
備

場
所

・
戸

数
な

ど
確

定
。

復
興

公
営

住
宅

の
整

備
場

所
・
戸

数
な

ど
確

定
の

た
め

終
了

終
了

県

国
、

県
、

受
入

自
治

体
、

社
会

福
祉

協
議

会
等

公
営

住
宅

法
福

島
特

措
法

復
興

推
進

課
復

興
推

進
課

　
・
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
　

　
移

転
支

援
  
 （

公
募

方
法

の
検

討
）

済
完

了
募

集
は

、
高

齢
者

・
障

が
い

者
配

慮
（
１

階
優

先
）
や

グ
ル

ー
プ

で
の

募
集

な
ど

を
実

施
。

復
興

公
営

住
宅

の
整

備
場

所
・
戸

数
な

ど
確

定
の

た
め

終
了

終
了

町
国

、
県

、
受

入
自

治
体

等

福
島

復
興

再
生

特
別

措
置

法
等

復
興

推
進

課
復

興
推

進
課

・
県

内
は

交
流

館
を

整
備

（
3
か

所
）
。

・
県

外
は

、
復

興
支

援
員

に
よ

る
交

流
会

を
実

施
。

・
住

民
意

向
調

査
や

長
期

避
難

に
よ

る
生

活
実

態
を

踏
ま

え
、

復
興

公
営

住
宅

の
整

備
を

行
う

こ
と

と
し

、
整

備
場

所
・
戸

数
な

ど
確

定
。

1
2

1
2

利
用

可
能

な
制

度
等

H
2
4
年

H
2
5
年

運
用

・
住

民
意

向
調

査
や

長
期

避
難

に
よ

る
生

活
実

態
を

踏
ま

え
、

復
興

公
営

住
宅

の
整

備
を

行
う

こ
と

と
し

、
整

備
場

所
・
戸

数
な

ど
確

定
。

・
募

集
は

高
齢

者
・
障

が
い

者
配

慮
(1

階
優

先
)や

グ
ル

ー
プ

で
の

募
集

な
ど

を
実

施
。

施
策

中
期

長
期

進
捗

状
況

9
1
0

1
1

4
5

6
現

担
当

課
旧

担
当

課
課

題
今

後
の

方
向

性

・
空

き
部

屋
を

倉
庫

と
し

て
有

効
活

用
。

町
バ

ス
支

援
は

二
本

松
市

・
本

宮
市

で
実

施
中

。
定

期
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

。

・
修

繕
等

を
実

施
中

。
空

き
部

屋
を

倉
庫

と
し

て
有

効
活

用
。

老
朽

化
に

伴
い

、
今

後
は

集
約

化
を

図
る

な
ど

見
直

し
を

含
め

検
討

。

実
績

7
8

計
画

・
整

備
3

3
1
0

1
1

9

・
孤

立
防

止
対

策
で

県
内

に
交

流
館

3
か

所
、

県
外

は
、

復
興

支
援

員
に

よ
る

交
流

会
を

実
施

。
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

イ
の

整
備

は
復

興
公

営
住

宅
の

整
備

に
伴

い
、

終
了

の
方

向
。

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応
1
2

1
2

実
施

主
体

Ｈ
2
6
年

協
力

機
関

等
進

行
管

理
の

担
当

課

町
民

の
次

の
住

ま
い

が
確

保
で

き
る

ま
で

存
続

を
要

望
し

て
い

く
【

要
請

中
】

H
2
3
年

度
か

ら
実

施

仮
設

住
宅

存
続

中
は

継
続

実
施

用
地

選
定

⇒
実

施
設

計
⇒

着
工

（
造

成
・

建
設

）
⇒

移
転

（
公

募
・

入
居

）

候
補

地
選

定
設

計
・

施
工

等
入

居

国
・

県
・

被
災

自
治

体
等

と
の

検
討

未
定

用
地

選
定

⇒
実

施
設

計
⇒

着
工

（
造

成
・

建
設

）
⇒

移
転

（
公

募
・

入
居

）

候
補

地
選

定
設

計
・

施
工

等
入

居

国
・

県
・

被
災

自
治

体
等

と
の

検
討

H
2
3
年

度
か

ら
実

施
借

上
住

宅
存

続
中

は
継

続
実

施

中
期

長
中

期
長

中
期

長

Ｈ
28
.8
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
避

難
先

で
安

心
し

て
暮

ら
す

た
め

に
）

１
．

避
難

先
に

と
ら

わ
れ

な
い

行
政

サ
ー

ビ
ス

提
供

方
法

の
拡

充

（
１

）
各

種
手

続
き

の
利

便
性

の
向

上

　
・
町

税
の

コ
ン

ビ
ニ

納
付

導
入

の
　

　
検

討
一

部
済

継
続

中
課

税
中

の
町

民
税

・
軽

自
動

車
税

は
導

入
済

み
。

そ
の

他
の

税
も

対
応

で
き

る
よ

う
調

整
済

み
。

運
用

に
切

り
替

え
町

金
融

機
関

コ
ン

ビ
ニ

な
し

町
民

税
務

課
町

民
税

務
課

　
・
町

税
の

口
座

引
き

落
と

し
の

　
　

再
開

の
検

討
一

部
済

継
続

中
同

上
同

上
運

用
に

切
り

替
え

町
金

融
機

関
な

し
町

民
税

務
課

町
民

税
務

課

２
．

原
発

避
難

者
特

例
法

の
拡

充

（
１

）
原

発
避

難
者

特
例

法
の

拡
充

の
　

　
  
要

請

　
・
避

難
先

住
民

と
同

等
に

公
共

施
設

　
　

を
利

用
で

き
る

よ
う

制
度

拡
充

を
　

　
要

請
未

未
特

例
事

務
（
医

療
介

護
関

係
・
教

育
関

係
）
以

外
は

各
自

治
体

の
裁

量
で

実
施

中
。

全
自

治
体

の
支

援
状

況
の

把
握

は
困

難
。

住
民

票
の

移
動

に
関

す
る

整
理

が
必

要
。

税
負

担
問

題
も

あ
り

避
難

先
住

民
と

同
等

は
軋

轢
を

招
き

か
ね

な
い

。

真
の

帰
町

ま
で

継
続

要
望

（
避

難
指

示
解

除
後

も
継

続
）
。

継
続

国
受

入
れ

先
自

治
体

な
し

総
務

課
総

務
課

　
・
避

難
先

住
民

と
同

等
に

防
災

や
　

　
災

害
の

支
援

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

　
　

制
度

拡
充

を
要

請
未

未
同

上
同

上
同

上
継

続
国

受
入

れ
先

自
治

体
な

し
総

務
課

総
務

課

　
・
避

難
先

住
民

と
同

等
に

生
涯

学
習

　
　

へ
参

加
で

き
る

よ
う

制
度

拡
充

を
　

　
要

請
未

未
同

上
同

上
同

上
継

続
国

受
入

れ
先

自
治

体
な

し
総

務
課

総
務

課

３
．

住
民

登
録

を
移

す
こ

と
に

よ
る

不
安

の
解

消

（
１

）
被

災
者

支
援

制
度

の
継

続
と

  
　

　
拡

充
の

要
請

　
・
高

速
道

路
無

料
化

の
継

続
を

要
請

済
継

続
中

高
速

道
路

無
料

化
実

施
中

。
単

年
度

単
位

の
た

め
継

続
年

数
が

不
明

。
真

の
帰

町
ま

で
継

続
要

望
。

継
続

町
国

・
N

E
X
C

O
な

し
総

務
課

総
務

課

　
・
医

療
費

窓
口

負
担

の
減

免
の

継
続

　
　

を
要

請
済

継
続

中
継

続
実

施
中

。
同

上

長
期

避
難

に
よ

る
不

活
発

病
や

心
の

病
へ

の
対

応
の

た
め

、
避

難
指

示
に

よ
ら

な
い

事
業

継
続

を
要

望
。

継
続

町
国

な
し

総
務

課
総

務
課

　
・
税

の
救

済
制

度
の

継
続

と
拡

充
を

　
　

要
請

済
継

続
中

継
続

実
施

中
。

避
難

指
示

解
除

自
治

体
で

は
救

済
制

度
が

終
了

し
て

い
る

。
真

の
帰

町
ま

で
継

続
要

望
。

継
続

町
国

な
し

町
民

税
務

課
町

民
税

務
課

　
・
仮

設
住

宅
お

よ
び

借
上

住
宅

の
  
  
制

度
継

続
と

拡
充

を
要

請
済

未
柔

軟
対

応
を

要
望

す
る

も
実

現
不

可
。

仮
設

住
宅

へ
の

入
居

希
望

者
が

ほ
ぼ

い
な

い
た

め
、

現
状

維
持

。
避

難
期

間
中

の
家

賃
賠

償
切

替
で

の
対

応
が

可
能

な
た

め
、

現
状

維
持

。

終
了

町
国

・
県

災
害

救
助

法
等

総
務

課
総

務
課

　
・
浪

江
に

住
民

登
録

し
た

ま
ま

　
　

避
難

先
で

行
政

サ
ー

ビ
ス

を
　

　
受

け
る

際
の

法
的

な
障

害
等

の
　

　
整

理

済
継

続
中

原
発

被
災

者
特

例
法

で
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

を
整

理
し

た
も

の
と

捉
え

て
い

る
。

現
状

維
持

。
運

用
に

切
り

替
え

町
国

・
県

避
難

者
特

例
法

総
務

課
総

務
課

（
２

）
転

出
者

に
対

す
る

継
続

し
た

  
  
  
生

活
再

建
支

援
の

提
供

　
・
転

出
者

に
対

し
て

継
続

的
し

て
  
  
行

な
っ

て
い

く
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

  
  
明

確
化

済
継

続
中

基
本

的
な

行
政

サ
ー

ビ
ス

は
転

入
先

自
治

体
で

受
け

て
い

る
の

で
、

主
に

情
報

提
供

を
実

施
中

。
現

状
維

持
。

運
用

に
切

り
替

え
町

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

等
な

し
総

務
課

総
務

課

　
・
再

転
入

の
支

援
や

絆
の

維
持

な
ど

  
  
転

出
者

向
け

行
政

サ
ー

ビ
ス

提
供

  
  
の

検
討

未
未

再
転

入
は

不
可

。

避
難

指
示

解
除

後
の

再
転

入
を

検
討

。
絆

の
維

持
に

関
す

る
事

業
創

出
を

検
討

。

継
続

町
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

な
し

総
務

課
総

務
課

施
策

中
期

3
4

8

・
避

難
先

で
住

民
登

録
を

し
な

い
こ

と
に

よ
る

特
例

事
務

以
外

の
行

政
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
は

、
各

自
治

体
の

裁
量

に
よ

り
実

施
。

実
績

協
力

機
関

等

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応
9

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

課
題

・
高

速
道

路
無

料
化

、
医

療
費

減
免

、
税

の
減

免
等

は
真

の
帰

町
が

実
現

す
る

ま
で

継
続

を
申

請
。

・
基

本
的

な
行

政
サ

ー
ビ

ス
は

転
入

先
自

治
体

で
受

け
入

れ
て

い
る

の
で

、
主

に
情

報
提

供
を

実
施

中
。

・
高

速
道

路
無

料
化

、
医

療
費

減
免

、
税

の
減

免
等

は
真

の
帰

町
が

実
現

す
る

ま
で

継
続

を
申

請
。

旧
担

当
課

現
担

当
課

利
用

可
能

な
制

度
等

計
画

・
整

備進
捗

状
況

進
行

管
理

の
担

当
課

実
施

主
体

1
2

1
2

9
1
0

1
1

1
2

1
2

7

・
基

本
的

な
行

政
サ

ー
ビ

ス
は

転
入

先
自

治
体

で
受

け
て

い
る

の
で

、
主

に
情

報
提

供
を

実
施

中
。

長
期

3
6

5
今

後
の

方
向

性

・
町

税
の

納
付

に
つ

い
て

は
、

コ
ン

ビ
ニ

納
付

・
口

座
振

替
に

よ
り

可
能

。

1
0

運
用

1
1

導
入

の
検

討

再
開

の
検

討

要
請

調
査

整
理

が
な

さ
れ

た
も

の
か

ら
随

時
実

施

広
報

の
配

布

な
ど

実
施

済

み
の

取
り

組

み
も

あ
り

検
討

の
結

果
、

導
入

や
再

開
の

決
定

を
し

た
も

の
は

速
や

か
に

着
手

原
発

避
難

者
特

例
法

の
変

遷
を

注
視

し
た

う
え

で
、

整
理

し
た

内
容

を
も

と
に

法
改

正
な

ど
を

要
請

し
て

い
く

導
入

の
決

定
を

し
た

際
は

速
や

か
に

着
手

※
す

で
に

要
請

中
の

事
項

は
、

実
現

さ
れ

る
ま

で
継

続
し

て
行

っ
て

い
く

。

要
請

要
請

要
請

要
請

要
請

要
請

中
期

長
3

中
期

長
3

Ｈ
28
.8
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施
策

中
期

3
4

8
実

績
協

力
機

関
等

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応
9

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

課
題

旧
担

当
課

現
担

当
課

利
用

可
能

な
制

度
等

計
画

・
整

備進
捗

状
況

進
行

管
理

の
担

当
課

実
施

主
体

1
2

1
2

9
1
0

1
1

1
2

1
2

7
長

期
3

6
5

今
後

の
方

向
性

1
0

運
用

1
1

中
期

長
中

期
長

3
中

期
長

3
Ｈ
28
.8

　
・
避

難
先

で
の

定
住

希
望

者
に

　
　

対
す

る
生

活
再

建
支

援
制

度
の

　
　

拡
充

の
要

請
済

継
続

中
拡

大
を

要
請

す
る

も
自

然
災

害
の

み
対

応
と

整
理

さ
れ

て
い

る
。

継
続

し
要

望
。

継
続

町
国

・
県

な
し

総
務

課
総

務
課

　
・
転

出
後

も
浪

江
町

の
選

挙
に

  
  
参

政
で

き
る

よ
う

な
選

挙
制

度
の

  
  
特

例
な

ど
の

検
討

と
、

  
  
検

討
内

容
の

実
現

と
要

請

一
部

済
未

二
重

住
民

票
の

要
望

な
ど

実
施

。

法
令

化
・
条

例
化

・
参

画
制

度
な

ど
検

討
が

必
要

。
税

負
担

の
公

平
性

、
定

住
要

件
、

帰
町

住
民

と
の

温
度

差
等

に
よ

り
実

施
は

非
常

に
困

難
。

参
政

権
な

ど
を

除
い

た
部

分
で

の
運

用
を

検
討

（
二

地
域

居
住

）
。

見
直

し
町

国
な

し
総

務
課

総
務

課

（
３

）
転

出
者

の
町

政
へ

の
参

画
支

援

　
・
原

発
避

難
者

特
例

法
で

定
め

る
  
  
住

所
移

転
者

協
議

会
の

設
置

の
　

　
検

討
未

未
未

設
置

。
必

要
に

応
じ

て
設

置
を

検
討

。
継

続
町

国
な

し
総

務
課

総
務

課

　
・
ふ

る
さ

と
納

税
を

納
税

者
が

使
途

　
　

を
選

択
で

き
る

制
度

の
導

入
の

　
　

検
討

済
継

続
中

用
途

指
定

の
意

思
表

示
が

あ
れ

ば
対

応
。

使
用

用
途

の
回

答
。

継
続

実
施

。
運

用
に

切
り

替
え

町
な

し
な

し
復

興
推

進
課

総
務

課

（
４

）
協

働
に

よ
る

町
づ

く
り

の
推

進

　
・
町

民
の

不
安

や
困

り
ご

と
を

町
政

　
　

に
反

映
さ

せ
る

体
制

づ
く
り

の
　

　
推

進
 （

広
聴

を
含

む
）

済
継

続
中

住
民

意
向

調
査

や
住

民
懇

談
会

で
意

見
収

集
。

継
続

実
施

。
継

続
町

大
学

・
研

究
機

関
な

し
総

務
課

総
務

課

４
．

協
働

に
よ

る
生

活
支

援
の

推
進

（
１

）
N

P
O

等
と

の
連

携
、

協
力

に
  
  
  
よ

る
決

め
細

や
か

な
  
  
  
生

活
支

援
の

実
現

　
・
N

P
O

等
が

提
供

す
る

生
活

支
援

と
  
  
町

民
と

を
繋

ぐ
仕

組
み

づ
く
り

の
　

　
推

進
済

継
続

中
復

興
支

援
員

を
支

援
す

る
各

地
Ｎ

Ｐ
Ｏ

の
活

動
把

握
と

、
復

興
支

援
員

の
全

体
会

な
ど

で
の

情
報

共
有

。
継

続
実

施
。

継
続

町
市

民
活

動
団

体

地
域

づ
く

り
総

合
支

援
事

業
（
サ

ポ
ー

ト
・
地

域
協

働
モ

デ
ル

支
援

事
業

）

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

　
・
N

P
O

等
同

士
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

　
　

構
築

を
推

進
済

継
続

中
県

外
は

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
。

県
内

は
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
個

別
対

応
。

継
続

実
施

。
継

続
町

市
民

活
動

団
体

な
し

生
活

支
援

課
生

活
支

援
課

　
・
N

P
O

等
へ

の
参

画
を

推
進

済
継

続
中

同
上

同
上

継
続

町
市

民
活

動
団

体
な

し
生

活
支

援
課

生
活

支
援

課

５
．

受
入

れ
先

自
治

体
や

地
域

住
民

へ
の

配
慮

（
１

）
避

難
先

自
治

体
と

の
共

生
の

  
　

　
推

進

　
・
受

入
れ

先
自

治
体

へ
の

  
  
交

付
税

措
置

な
ど

の
財

源
措

置
の

  
  
継

続
を

国
へ

要
請

済
継

続
中

原
発

避
難

者
特

例
法

に
よ

り
、

避
難

者
数

に
応

じ
た

財
政

措
置

を
実

施
中

。
真

の
帰

町
ま

で
継

続
要

望
。

継
続

町
国

避
難

者
特

例
法

復
興

推
進

課
総

務
課

　
・
避

難
先

で
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

る
　

　
う

え
で

の
適

正
な

負
担

を
検

討
未

未
避

難
先

自
治

体
に

よ
り

対
応

。

受
け

入
れ

先
自

治
体

は
交

付
税

に
よ

り
措

置
あ

り
。

個
人

負
担

と
な

る
と

自
治

体
に

よ
っ

て
負

担
の

差
が

生
じ

る
た

め
住

民
理

解
を

得
る

の
は

難
し

い
。

継
続

実
施

。
見

直
し

町
受

入
れ

先
自

治
体

な
し

総
務

課
総

務
課

　
・
浪

江
町

民
が

多
く
避

難
し

て
い

る
  
  
自

治
体

と
の

協
議

の
場

の
設

定
済

継
続

中
必

要
に

応
じ

て
実

施
中

。
継

続
実

施
。

継
続

町
受

入
れ

先
自

治
体

な
し

総
務

課
総

務
課

・
原

発
避

難
者

特
例

法
に

よ
り

、
避

難
者

数
に

応
じ

た
財

政
措

置
を

実
施

中
。

・
住

所
移

転
者

協
議

会
は

必
要

に
応

じ
て

設
置

を
検

討
。

3
.1

1
在

住
者

に
つ

い
て

は
意

向
調

査
を

実
施

し
施

策
に

反
映

。

・
住

民
意

向
調

査
や

、
住

民
懇

談
会

で
意

見
聴

取
。

・
復

興
支

援
員

を
支

援
す

る
各

地
Ｎ

Ｐ
Ｏ

の
活

動
把

握
と

、
復

興
支

援
員

の
全

体
会

な
ど

で
の

情
報

共
有

。
・
県

外
は

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
。

県
内

は
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
個

別
対

応
。

提
供

さ
れ

て
い

る
サ

ー
ビ

ス
の

調
査

と
広

報
体

制
の

確
立

と
実

施

検
討

検
討

検
討 広

聴
や

反
映

さ
せ

る
た

め
の

検
討

組
織

な
ど

の
体

制
を

整
備

・
実

施

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
一

部
実

施
中

検
討

自
治

体
と

の
調

整
協

議
の

実
施

要
請

町
民

へ
の

周
知

と
参

画
の

呼
び

か
け

検
討

の
結

果
、

導
入

や
再

開
の

決
定

を
し

た
も

の
は

速
や

か
に

着
手

検
討

の
結

果
、

導
入

の
決

定
を

し
た

際
は

速
や

か
に

実
施

要
請
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
な

み
え

の
伝

統
文

化
の

復
興

①
）

（
１

）
文

化
財

や
伝

統
芸

能
の

現
状

の
　

　
把

握

　
・
有

形
文

化
財

の
被

害
調

査
一

部
済

継
続

中
一

部
実

施
中

。
帰

還
困

難
区

域
未

着
手

。
所

有
者

同
意

が
得

ら
れ

な
い

場
合

が
あ

る
。

継
続

実
施

。
継

続
町

県
　

管
理

者
な

し
教

育
委

員
会

事
務

局
教

育
委

員
会

事
務

局

　
・
伝

統
芸

能
（
無

形
民

俗
文

化
財

）
　

　
の

現
況

調
査

済
継

続
中

全
体

調
査

済
み

。
継

続
実

施
。

継
続

町
行

政
区

、
保

存
団

体
な

し
教

育
委

員
会

事
務

局
教

育
委

員
会

事
務

局

　
・
文

化
財

、
伝

統
芸

能
関

連
の

　
　

相
談

窓
口

の
設

置
な

ど
に

よ
る

　
　

相
談

体
制

の
強

化
済

継
続

中
町

担
当

課
で

個
別

対
応

。
県

事
業

（
Ｎ

Ｐ
Ｏ

委
託

）
と

の
タ

イ
ア

ッ
プ

を
検

討
し

継
続

実
施

。
拡

充
町

県
な

し
教

育
委

員
会

事
務

局
教

育
委

員
会

事
務

局

（
２

）
文

化
財

の
保

存

　
・
所

有
者

、
管

理
者

と
連

携
協

力
　

　
し

た
指

定
有

形
文

化
財

の
保

存
、

　
　

修
復

の
実

施
一

部
済

継
続

中
一

部
実

施
中

。
帰

還
困

難
区

域
未

着
手

。
所

有
者

同
意

が
得

ら
れ

な
い

場
合

が
あ

る
。

文
化

財
ド

ク
タ

ー
の

活
用

な
ど

で
継

続
実

施
。

継
続

町 県 管
理

者
な

し
財

団
助

成
、

県
・
町

補
助

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
所

有
者

、
管

理
者

と
連

携
協

力
　

　
し

た
未

指
定

有
形

文
化

財
の

　
　

保
存

、
修

復
の

実
施

検
討

・
実

施
中

未
町

担
当

課
で

個
別

対
応

（
現

状
把

握
と

物
品

確
認

）
。

対
象

と
す

べ
き

範
囲

が
不

明
確

。
文

化
財

ド
ク

タ
ー

の
活

用
な

ど
で

実
施

を
検

討
。

継
続

町 所
有

者
管

理
者

な
し

財
団

助
成

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
文

化
財

等
の

町
外

搬
出

、
保

管
の

　
　

実
施

未
未

資
料

館
や

博
物

館
が

な
い

た
め

被
災

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

再
興

事
業

が
活

用
で

き
な

い
。

被
災

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

再
興

事
業

の
柔

軟
な

運
用

の
要

望
検

討
。

継
続

町
県

、
行

政
区

、
所

有
者

、
管

理
者

文
化

財
レ

ス
キ

ュ
ー

事
業

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
文

化
財

等
の

町
内

保
管

の
検

討
、

　
　

実
施

済
継

続
中

町
内

既
存

施
設

内
に

保
管

中
。

施
設

利
用

方
針

が
決

ま
っ

た
場

合
に

保
管

場
所

を
別

に
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

。

保
管

場
所

の
検

討
を

併
せ

て
実

施
。

継
続

町
行

政
区

、
所

有
者

、
管

理
者

文
化

財
レ

ス
キ

ュ
ー

事
業

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
所

有
者

、
管

理
者

の
日

常
の

　
　

維
持

管
理

、
確

実
な

保
存

を
　

　
図

る
た

め
の

指
定

文
化

財
管

理
　

　
謝

金
制

度
（
仮

）
の

創
出

検
討

・
実

施
中

未
町

の
支

援
制

度
の

内
容

を
検

討
中

。

管
理

謝
金

で
は

な
く
、

管
理

に
要

す
る

物
品

の
支

援
な

ど
適

切
管

理
に

つ
な

げ
る

必
要

が
あ

る
。

検
討

を
継

続
。

継
続

町

福
島

県
被

災
文

化
財

県
救

援
本

部

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

9
7

5

・
帰

還
困

難
区

域
や

同
意

が
得

ら
れ

な
い

も
の

以
外

は
調

査
を

実
施

。
町

内
保

存
施

設
で

保
存

中
。

・
伝

統
芸

能
の

担
い

手
の

支
援

体
制

や
発

表
の

機
会

を
創

出
。

・
帰

還
困

難
区

域
や

同
意

が
得

ら
れ

な
い

も
の

以
外

は
調

査
を

実
施

。

１
．

伝
統

文
化

の
維

持
、

保
存

、
継

承

1
0

課
題

1
1

1
2

運
用

中
期

8
6

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

・
町

内
既

存
施

設
内

で
保

存
中

。

長
期

今
後

の
方

向
性

進
捗

状
況

施
策

1
1

9
1
0

1
計

画
・

整
備

2
旧

担
当

課

利
用

可
能

な
制

度
等

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応

実
施

主
体

協
力

機
関

等
現

担
当

課
実

績
進

行
管

理
の

担
当

課

1
2

1
2

3
4

3

効
果

的
な

支
援

体
制

の
検

討

町
内

保
管

施
設

の
検

討
と

実
施

指
定

文
化

財
管

理
謝

金
検

討

被
害

調
査

、
支

援
ニ

ー
ズ

の
把

握

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
修

復
補

助
の

実
施

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
修

復
補

助
の

実
施

ま
ほ

ろ
ん

に
保

管
旧

相

馬
女

子
校

受
入

体
制

が
整

い
次

第
、

ニ
ー

ズ

に
応

じ
て

町
内

に
戻

す
こ

と
も

可

能
に

す
る

調
査

・
分

析
・

支
援

ニ
ー

ズ
の

相
談

体
制

、
支

援
体

制
の

強
化

と
相

談
、

支
援

の
実

施

可
能

な
限

り
２

４
年

度
よ

り
の

実
施

を
目

指
す

中
期

長
3

中
期

長
3

Ｈ
28
.8
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9
7

5
1
0

課
題

1
1

1
2

運
用

中
期

8
6

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

長
期

今
後

の
方

向
性

進
捗

状
況

施
策

1
1

9
1
0

1
計

画
・

整
備

2
旧

担
当

課

利
用

可
能

な
制

度
等

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応

実
施

主
体

協
力

機
関

等
現

担
当

課
実

績
進

行
管

理
の

担
当

課

1
2

1
2

3
4

3
中

期
長

3
中

期
長

3
Ｈ
28
.8

（
３

）
伝

統
芸

能
の

伝
承

支
援

　
・
伝

承
用

の
記

録
映

像
作

成
一

部
済

継
続

中
町

事
業

や
関

係
機

関
の

補
助

を
活

用
し

実
施

中
（
5
団

体
）
。

芸
能

団
体

と
の

情
報

共
有

。
撮

影
後

解
散

な
ど

の
ケ

ー
ス

も
あ

る
。

再
開

中
の

団
体

が
少

な
い

。

呼
び

か
け

を
強

め
る

な
ど

継
続

実
施

。
継

続
町

行
政

区
、

保
存

団
体

県
補

助
、

財
団

助
成

、
東

日
本

大
震

災
郷

土
芸

能
復

興
支

援
事

業
補

助
金

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
披

露
の

機
会

の
創

出
済

継
続

中
十

日
市

や
3
.1

1
復

興
の

つ
ど

い
で

の
披

露
の

場
の

確
保

。
リ

ク
エ

ス
ト

さ
れ

る
団

体
が

固
定

さ
れ

て
い

る
。

継
続

実
施

。
継

続
町

行
政

区
、

芸
文

教

東
日

本
大

震
災

郷
土

芸
能

復
興

支
援

事
業

補
助

金

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
伝

統
芸

能
の

担
い

手
へ

の
活

動
　

　
支

援
の

実
施

　
　

（
練

習
や

稽
古

、
披

露
に

係
る

　
　

交
通

費
の

助
成

、
場

所
の

確
保

　
　

な
ど

）

済
継

続
中

県
や

国
、

町
の

補
助

金
を

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
て

活
用

中
。

旅
費

で
宿

泊
費

が
な

く
、

遠
方

か
ら

の
参

加
が

難
し

い
。

継
続

実
施

。
継

続
町

行
政

区
、

保
存

団
体

地
域

の
「
き

ず
な

」
を

結
ぶ

民
俗

芸
能

支
援

事
業

等
、

同
上

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
浪

江
町

芸
術

文
化

団
体

連
絡

　
　

協
議

会
の

再
開

に
よ

る
活

動
支

援
　

　
の

強
化

済
継

続
中

町
か

ら
の

運
営

補
助

を
行

い
発

表
の

場
を

提
供

中
。

伝
統

芸
能

は
請

戸
と

室
原

が
参

加
。

継
続

実
施

。
継

続
町

芸
文

教
な

し
教

育
委

員
会

事
務

局
教

育
委

員
会

事
務

局

　
・
民

間
財

団
、

国
、

県
等

の
　

　
補

助
制

度
を

活
用

し
た

支
援

の
　

　
充

実
済

継
続

中

県
や

国
、

町
の

補
助

金
を

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
て

活
用

中
。

企
業

か
ら

撮
影

用
カ

メ
ラ

な
ど

寄
贈

あ
り

。

旅
費

で
宿

泊
費

が
な

く
、

遠
方

か
ら

の
参

加
が

難
し

い
。

継
続

実
施

。
継

続
町

行
政

区
、

保
存

団
体

財
団

助
成

等
教

育
委

員
会

事
務

局
教

育
委

員
会

事
務

局

　
・
伝

統
芸

能
の

活
動

状
況

、
　

　
支

援
状

況
に

つ
い

て
の

情
報

発
信

　
　

の
強

化
済

継
続

中
広

報
な

み
え

や
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
ユ

ー
チ

ュ
ー

ブ
な

ど
で

周
知

。
継

続
実

施
。

継
続

町
行

政
区

、
保

存
団

体
な

し
教

育
委

員
会

事
務

局
教

育
委

員
会

事
務

局

・
伝

統
芸

能
の

担
い

手
の

支
援

体
制

や
発

表
の

機
会

を
創

出
。

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
支

援
の

実
施

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
支

援
の

実
施

一
部

実
施

済

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
支

援
の

実
施

一
部

実
施

済

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
支

援
の

実
施

一
部

実
施

済

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
支

援
の

実
施

活
動

内
容

に
応

じ
て

随
時

実
施
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
な

み
え

の
伝

統
文

化
の

復
興

②
）

２
．

文
化

に
触

れ
る

機
会

の
創

出

（
１

）
伝

統
文

化
や

伝
統

芸
能

の
　

　
発

表
、

披
露

の
場

の
確

保

　
・
芸

能
保

存
会

等
も

参
画

し
た

　
　

浪
江

町
芸

能
祭

の
実

施
済

継
続

中
十

日
市

に
お

い
て

浪
江

町
芸

能
祭

の
ブ

ー
ス

を
確

保
。

参
加

で
き

る
団

体
が

少
な

い
。

継
続

実
施

（
今

後
は

町
内

施
設

で
の

実
施

も
検

討
）
。

継
続

町

行
政

区
、

保
存

団
体

、
芸

文
協

財
団

助
成

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
浪

江
町

芸
術

文
化

団
体

連
絡

協
　

　
議

会
の

再
開

と
活

動
支

援
及

び
　

　
発

表
会

、
展

示
会

等
の

検
討

済
継

続
中

3
.1

1
復

興
の

つ
ど

い
で

の
発

表
の

場
の

確
保

。
参

加
で

き
る

団
体

が
少

な
い

。
継

続
実

施
（
今

後
は

町
内

施
設

で
の

実
施

も
検

討
）
。

継
続

町
行

政
区

、
芸

文
協

財
団

助
成

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

　
・
交

流
会

、
集

会
等

の
各

種
　

　
イ

ベ
ン

ト
へ

の
出

演
機

会
の

確
保

済
継

続
中

主
催

者
よ

り
相

談
が

あ
れ

ば
対

応
中

。
リ

ク
エ

ス
ト

団
体

の
固

定
化

。
継

続
実

施
。

継
続

町

行
政

区
、

保
存

団
体

、
芸

文
協

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

（
２

）
発

表
、

披
露

の
場

だ
け

に
　

　
　

と
ど

ま
ら

な
い

伝
統

文
化

に
　

　
　

触
れ

る
機

会
の

創
出

　
・
映

像
等

の
発

信
に

よ
る

伝
統

文
化

　
　

に
触

れ
る

機
会

の
拡

充
済

継
続

中
広

報
な

み
え

や
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
ユ

ー
チ

ュ
ー

ブ
な

ど
で

周
知

。
継

続
実

施
。

継
続

町

行
政

区
、

保
存

団
体

、
芸

文
協

財
団

助
成

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

委
員

会
事

務
局

・
情

報
発

信
手

段
を

使
っ

て
ど

こ
に

い
て

も
伝

統
文

化
に

触
れ

る
機

会
を

創
出

。

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

実
績

今
後

の
方

向
性

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応
3

1
1

1
2

1
2

・
十

日
市

や
復

興
の

集
い

な
ど

発
表

の
機

会
は

あ
る

が
参

加
団

体
が

少
な

い
。

・
情

報
発

信
手

段
を

使
っ

て
ど

こ
に

い
て

も
伝

統
文

化
に

触
れ

る
機

会
を

創
出

。

・
十

日
市

や
復

興
の

集
い

な
ど

発
表

の
機

会
は

あ
る

が
参

加
団

体
が

少
な

い
。

実
施

主
体

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等
課

題
3

施
策

中
期

長
期

進
捗

状
況

9
1
0

5
6

7
8

進
行

管
理

の
担

当
課

現
担

当
課

旧
担

当
課

4
計

画
・

整
備

運
用

9
1
0

1
1

1
2

1
2

補
助

事
業

、
実

施
計

画
の

作
成

等
準

備
・

実
施

準
備

・
実

施

芸
能

祭
・

発
表

会
な

ど
の

映
像

な
ど

の
配

信
を

実
施

情
報

の
整

理
・

収
集

、
補

助
事

業
、

実
施

計
画

の
作

成
等

芸
能

団
体

の
活

動
再

開
、

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
に

合
わ

せ
て

随
時

実
施3

中
期

長
3

中
期

長

Ｈ
28
.8
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

）

１
．

町
外

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
整

備

（
１

）
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

  
　

　
整

備
す

る
場

所
の

決
定

　
・
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
踏

ま
え

、
  

  
候

補
自

治
体

の
協

議
を

経
て

　
　

早
期

に
決

定
済

完
了

・
Ｈ

2
5
年

度
の

住
民

意
向

調
査

（
ア

ン
ケ

ー
ト

）
の

結
果

に
よ

り
、

町
で

は
復

興
公

営
住

宅
の

希
望

が
多

い
３

市
（
南

相
馬

市
、

い
わ

き
市

、
二

本
松

市
）
に

町
外

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
整

備
を

決
定

・
そ

の
後

の
住

民
意

向
調

査
（
ア

ン
ケ

ー
ト

）
や

長
期

避
難

に
よ

る
生

活
実

態
を

踏
ま

え
、

３
地

域
集

住
を

断
念

し
、

需
要

の
あ

る
自

治
体

へ
復

興
公

営
住

宅
の

整
備

へ
と

方
針

転
換

。
・
住

民
意

向
調

査
（
ア

ン
ケ

ー
ト

）
か

ら
整

備
自

治
体

を
確

定
。

集
住

困
難

に
よ

り
３

地
域

集
住

を
断

念

復
興

公
営

住
宅

の
整

備
場

所
・
戸

数
な

ど
確

定
の

た
め

終
了

終
了

町
国

、
県

、
受

入
自

治
体

等
復

興
推

進
課

復
興

推
進

課

（
２

）
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

整
備

  
　

　
内

容
の

整
理

　
　

　
※

整
理

す
る

内
容

の
一

部
を

  
  

　
  

整
理

、
抜

粋
。

　
　

　
　

詳
細

は
P

9
4
を

参
照

　
・
市

街
地

に
近

接
し

、
　

　
公

共
サ

ー
ビ

ス
が

受
け

ら
れ

る
　

　
エ

リ
ア

済
完

了

・
復

興
公

営
住

宅
は

市
街

地
に

近
接

す
る

な
ど

利
便

性
を

確
保

し
た

地
域

に
整

備
。

戸
建

て
住

宅
に

関
し

て
は

、
遠

隔
地

の
場

合
が

あ
る

が
、

駅
に

近
接

す
る

な
ど

で
一

定
の

利
便

性
を

確
保

。

復
興

公
営

住
宅

の
整

備
場

所
・
戸

数
な

ど
確

定
の

た
め

終
了

終
了

県
国

、
受

入
自

治
体

等
復

興
推

進
課

復
興

推
進

課

　
・
施

設
の

構
造

に
関

す
る

事
項

　
（
居

住
ス

ペ
ー

ス
、

遮
音

性
、

　
　

断
熱

性
の

確
保

、
高

齢
者

や
　

　
障

害
者

対
策

等
）

済
完

了

・
復

興
公

営
住

宅
の

構
造

に
つ

い
て

、
床

面
積

は
、

仮
設

住
宅

の
約

２
倍

の
広

さ
を

確
保

。
バ

リ
ア

フ
リ

ー
対

応
。

・
需

要
が

多
い

戸
建

て
住

宅
も

一
定

程
度

整
備

。

復
興

公
営

住
宅

の
整

備
場

所
・
戸

数
な

ど
確

定
の

た
め

終
了

終
了

県
国

、
受

入
自

治
体

等
復

興
推

進
課

復
興

推
進

課

　
・
町

内
事

業
者

が
　

　
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

お
い

て
　

　
事

業
再

開
が

で
き

る
環

境
を

整
備

済
完

了

・
グ

ル
ー

プ
補

助
金

な
ど

を
活

用
し

た
町

外
で

の
再

開
支

援
を

実
施

中
。

・
一

階
部

分
の

店
舗

化
な

ど
を

検
討

す
る

も
、

県
営

住
宅

の
た

め
不

可
。

町
外

で
の

事
業

再
開

と
し

て
グ

ル
ー

プ
補

助
金

な
ど

の
活

用
を

継
続

終
了

町
国

、
県

、
受

入
自

治
体

等
復

興
推

進
課

復
興

推
進

課

（
３

）
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

整
備

　
　

　
※

整
理

す
る

内
容

の
一

部
を

　
　

　
　

整
理

、
抜

粋
。

　
　

　
　

詳
細

は
P

9
4
を

参
照

　
・
県

営
住

宅
を

中
心

と
し

た
整

備
を

　
　

要
望

済
完

了

・
復

興
公

営
住

宅
は

県
営

住
宅

と
し

て
整

備
（
一

部
自

治
体

営
住

宅
）

・
出

張
所

は
、

桑
折

町
・
福

島
市

・
本

宮
市

・
い

わ
き

市
・
南

相
馬

市
に

設
置

。
・
福

島
市

、
郡

山
市

、
い

わ
き

市
の

は
交

流
館

を
設

置
。

（
復

興
支

援
員

常
駐

）
・
二

本
松

市
に

は
仮

設
住

宅
内

の
仮

設
津

島
診

療
所

を
移

設
（
外

面
は

県
整

備
、

内
装

は
県

補
助

に
よ

る
町

整
備

）
・
二

本
松

市
に

は
仮

設
住

宅
の

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

を
移

設
（
外

面
・
内

面
共

に
県

整
備

）
・
そ

の
他

必
要

な
環

境
は

、
避

難
先

の
既

存
の

も
の

を
活

用
。

復
興

公
営

住
宅

の
整

備
場

所
・
戸

数
な

ど
確

定
の

た
め

終
了

終
了

県
国

、
受

入
自

治
体

等
福

島
再

生
加

速
化

交
付

金
復

興
推

進
課

復
興

推
進

課

・
復

興
公

営
住

宅
は

県
営

住
宅

（
一

部
自

治
体

営
住

宅
）
と

し
て

整
備

。
・
出

張
所

は
、

桑
折

町
・
福

島
市

・
本

宮
市

・
い

わ
き

市
・
南

相
馬

市
に

設
置

。
・
福

島
市

、
郡

山
市

、
い

わ
き

市
の

は
交

流
館

を
設

置
。

（
復

興
支

援
員

常
駐

）
・
仮

設
住

宅
内

の
各

施
設

(仮
設

診
療

所
・
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
)も

移
設

。
（
併

設
す

る
集

会
所

等
の

県
施

設
を

借
用

し
て

整
備

）
・
復

興
公

営
住

宅
整

備
は

必
要

戸
数

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
か

ら
整

備
終

了
。

・
そ

の
他

の
施

設
に

つ
い

て
、

周
辺

の
既

存
施

設
を

活
用

で
き

る
環

境
で

あ
る

こ
と

か
ら

整
備

終
了

。

・
住

民
意

向
調

査
（
ア

ン
ケ

ー
ト

）
か

ら
整

備
自

治
体

を
確

定
。

・
住

民
意

向
調

査
（
ア

ン
ケ

ー
ト

）
や

長
期

避
難

に
よ

る
生

活
実

態
を

踏
ま

え
、

３
地

域
集

住
を

断
念

し
、

需
要

の
あ

る
自

治
体

へ
復

興
公

営
住

宅
の

整
備

へ
と

方
針

転
換

。

・
復

興
公

営
住

宅
に

つ
い

て
は

、
市

街
地

に
近

接
す

る
な

ど
利

便
性

を
確

保
し

、
構

造
も

仮
設

住
宅

の
環

境
よ

り
向

上
・
出

張
所

は
、

桑
折

町
・
福

島
市

・
本

宮
市

・
い

わ
き

市
・
南

相
馬

市
に

設
置

。
・
福

島
市

、
郡

山
市

、
い

わ
き

市
の

は
交

流
館

を
設

置
。

（
復

興
支

援
員

常
駐

）
・
事

業
再

開
に

つ
い

て
は

、
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
で

の
環

境
整

備
で

は
な

く
、

グ
ル

ー
プ

補
助

金
な

ど
を

活
用

し
た

町
外

の
事

業
再

開
に

お
い

て
実

施

・
中

心
と

な
る

復
興

公
営

住
宅

に
つ

い
て

、
住

民
意

向
調

査
の

意
向

を
反

映
し

整
備

場
所

・
戸

数
・
整

備
主

体
な

ど
確

定
し

整
備

終
了

。
・
市

街
地

に
近

接
し

利
便

性
を

確
保

し
、

受
入

先
の

既
存

施
設

を
利

用
。

・
町

の
仮

設
施

設
移

転
や

集
会

所
整

備
。

出
張

所
も

継
続

中
。

３
市

に
交

流
館

を
整

備
。

・
構

造
も

仮
設

住
宅

の
環

境
よ

り
向

上
。

現
担

当
課

旧
担

当
課

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応
1
2

1
2

3
計

画
・

整
備

運
用

課
題

今
後

の
方

向
性

7
8

9
1
0

1
1

実
施

主
体

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等
長

期
施

策
H

2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

中
期

1
2

3
4

5
9

1
0

1
1

1
2

進
行

管
理

の
担

当
課

進
捗

状
況

実
績

6

候
補

地
選

定
実

施
設

計
等

入
居

詳 細 検 討

施
工

実
施

設
計

等
施

工
提

供

3
長

中
期

3
長

中
期

Ｈ
28
.8

144



現
担

当
課

旧
担

当
課

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応
1
2

1
2

3
計

画
・

整
備

運
用

課
題

今
後

の
方

向
性

7
8

9
1
0

1
1

実
施

主
体

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等
長

期
施

策
H

2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

中
期

1
2

3
4

5
9

1
0

1
1

1
2

進
行

管
理

の
担

当
課

進
捗

状
況

実
績

6
3

長
中

期
3

長
中

期

Ｈ
28
.8

（
４

）
町

外
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

  
  

  
居

住
希

望
世

帯
数

・
人

数
の

  
  

  
把

握

　
・
設

置
内

容
や

各
種

条
件

等
を

  
  

整
理

し
た

後
、

居
住

意
向

把
握

の
  

  
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

済
継

続
中

・
住

民
意

向
調

査
で

意
向

把
握

し
、

復
興

公
営

住
宅

の
整

備
場

所
や

戸
数

に
反

映
済

み
。

・
Ｈ

2
7
年

度
よ

り
仮

設
住

宅
各

戸
訪

問
に

よ
る

今
後

の
住

宅
に

関
す

る
実

態
調

査
を

実
施

。

意
向

調
査

実
施

済
み

の
た

め
終

了
終

了
町

国
、

県
等

復
興

推
進

課
復

興
推

進
課

　
・
居

住
希

望
世

帯
数

と
人

数
等

を
　

　
把

握
し

、
具

体
的

な
整

備
希

望
を

　
　

決
定

済
継

続
中

同
上

復
興

公
営

住
宅

の
整

備
場

所
・
戸

数
な

ど
確

定
の

た
め

終
了

終
了

町
国

、
県

等
復

興
推

進
課

復
興

推
進

課

２
．

候
補

自
治

体
、

国
・
県

と
の

協
議

（
１

）
候

補
自

治
体

等
と

の
協

議
　

　
　

※
協

議
す

る
内

容
の

一
部

を
　

　
　

　
整

理
、

抜
粋

。
　

　
　

　
詳

細
は

P
9
5
を

参
照

　
・
町

民
意

向
を

踏
ま

え
た

　
　

候
補

自
治

体
と

の
協

議
開

始
　

　
（
早

急
に

整
備

が
可

能
で

、
利

便
　

　
　

性
が

良
く
、

極
力

集
住

で
き

る
　

　
　

用
地

の
確

保
）

済
完

了

・
整

備
場

所
に

つ
い

て
は

、
国

・
県

・
受

入
自

治
体

・
避

難
自

治
体

に
お

い
て

整
備

に
関

す
る

協
議

を
実

施
。

・
復

興
公

営
住

宅
の

整
備

は
場

所
と

戸
数

が
確

定
し

て
い

る
た

め
協

議
終

了
。

（
人

口
増

加
に

伴
う

イ
ン

フ
ラ

整
備

な
ど

必
要

に
応

じ
て

協
議

実
施

）

・
用

地
取

得
な

ど
に

時
間

を
要

し
た

た
め

早
期

整
備

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
・
大

規
模

団
地

の
候

補
地

が
少

な
く
、

団
地

は
整

備
自

治
体

内
で

分
散

傾
向

（
町

専
用

団
地

な
ど

配
慮

あ
り

）

復
興

公
営

住
宅

の
整

備
場

所
・
戸

数
な

ど
確

定
の

た
め

終
了

終
了

町
国

、
県

、
受

入
自

治
体

等

公
営

住
宅

法
福

島
特

措
法

等
復

興
推

進
課

復
興

推
進

課

　
・
地

元
住

民
と

の
共

存
共

栄
を

図
る

　
　

姿
に

つ
い

て
の

方
策

を
立

て
る

済
継

続
中

・
復

興
公

営
住

宅
で

は
、

県
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

交
流

員
に

よ
る

地
元

と
の

交
流

支
援

を
実

施
。

・
自

治
会

に
お

い
て

、
地

域
住

民
と

共
存

し
て

い
る

事
例

あ
り

。

・
新

た
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

か
つ

集
合

住
宅

で
あ

り
、

入
居

者
間

が
疎

遠
に

な
り

や
す

い
。

・
地

元
住

民
と

の
軋

轢
な

ど
の

顕
在

化

住
民

間
交

流
・
地

域
交

流
な

ど
継

続
実

施
。

継
続

町
国

、
県

、
受

入
自

治
体

等

公
営

住
宅

法
福

島
特

措
法

等
生

活
支

援
課

復
興

推
進

課

（
２

）
国

、
県

等
と

の
協

議
　

　
　

※
協

議
す

る
内

容
の

一
部

を
　

　
　

　
整

理
、

抜
粋

。
　

　
　

　
詳

細
は

P
9
5
を

参
照

　
・
既

存
制

度
の

柔
軟

な
対

応
や

拡
充

　
　

家
賃

の
低

廉
化

（
無

料
化

）
等

済
完

了

・
家

賃
の

低
廉

化
（
収

入
に

応
じ

た
家

賃
設

定
）
の

他
に

低
減

化
（
低

所
得

者
へ

の
更

な
る

負
担

軽
減

）
を

導
入

。
・
無

料
化

は
不

可
で

あ
っ

た
が

、
避

難
期

間
中

の
家

賃
賠

償
で

対
応

。

無
料

化
に

至
ら

ず
と

も
負

担
軽

減
を

実
施

、
家

賃
賠

償
の

対
象

の
た

め
実

質
的

負
担

は
な

い
こ

と
か

ら
終

了

終
了

県
公

営
住

宅
法

福
島

特
措

法
等

復
興

推
進

課
復

興
推

進
課

　
・
住

宅
の

運
営

主
体

や
財

政
措

置
　

　
な

ど
済

完
了

県
営

住
宅

と
し

て
整

備
し

て
い

る
の

で
県

が
管

理
主

体
（
整

備
財

政
は

国
交

付
金

を
活

用
）
。

運
営

主
体

や
財

政
措

置
な

ど
整

理
済

み
の

た
め

終
了

終
了

県
公

営
住

宅
法

福
島

特
措

法
等

復
興

推
進

課
復

興
推

進
課

　
・
入

居
制

度
の

柔
軟

な
対

応
  

 （
既

存
制

度
）

済
完

了
入

居
要

件
は

避
難

指
示

の
発

令
有

無
の

み
。

（
通

常
だ

と
単

身
不

可
、

高
額

収
入

不
可

な
ど

）

柔
軟

な
対

応
を

実
施

し
て

い
る

た
め

終
了

終
了

県
公

営
住

宅
法

福
島

特
措

法
等

復
興

推
進

課
復

興
推

進
課

・
家

賃
や

入
居

制
度

な
ど

の
柔

軟
な

対
応

、
運

営
主

体
や

財
政

措
置

の
整

理
な

ど
が

な
さ

れ
て

い
る

た
め

、
国

、
県

と
の

協
議

は
終

了

・
復

興
構

成
住

宅
の

利
便

性
の

高
い

整
備

場
所

の
確

定
、

柔
軟

な
制

度
運

用
な

ど
か

ら
、

候
補

自
治

体
、

国
・
県

と
の

協
議

は
終

了
・
県

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
交

流
員

に
よ

る
地

元
住

民
と

の
共

存
共

栄
方

策
を

継
続

実
施

。

・
整

備
場

所
に

つ
い

て
は

、
利

便
性

は
確

保
し

て
い

る
。

用
地

取
得

の
関

係
か

ら
の

遅
延

、
団

地
の

分
散

に
よ

る
集

住
困

難
な

ど
が

あ
る

が
、

整
備

箇
所

・
戸

数
が

確
定

し
て

い
る

た
め

、
協

議
は

終
了 ・
県

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
交

流
員

に
よ

る
復

興
公

営
住

宅
入

居
者

間
及

び
地

元
住

民
と

の
共

存
共

栄
の

た
め

の
交

流
支

援
を

実
施

中
。

（
今

後
も

継
続

）

・
住

民
意

向
調

査
で

意
向

把
握

し
、

復
興

公
営

住
宅

の
整

備
場

所
や

戸
数

に
反

映
済

み
。

・
仮

設
住

宅
で

は
各

戸
訪

問
に

よ
る

今
後

の
住

宅
に

関
す

る
実

態
調

査
を

実
施

用
地

選
定

⇒
実

施
設

計
⇒

着
工

（
造

成
・

建
設

）
⇒

移
転

（
公

募
・

入
居

）

計
画

か
ら

入
居

後
ま

で
、

町
外

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

と
し

て
存

続
中

は
、

常
に

連
携

を
図

る

生
活

再
建

の
妨

げ
に

な
る

要
素

は
解

消
し

て
い

く

生
活

再
建

の
妨

げ
に

な
る

要
素

は
解

消
し

て
い

く

ア
ン

ケ
ー

ト
実

施
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
除

染
・
放

射
線

管
理

の
推

進
と

安
全

対
策

）

１
．

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
詳

細
実

施
、

放
射

線
量

マ
ッ

プ
の

公
表

（
１

）
地

目
別

、
地

域
別

の
詳

細
  
　

　
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
施

要
請

　
・
無

人
ヘ

リ
に

よ
る

農
地

や
山

林
の

  
  
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

施
済

継
続

中
Ｈ

2
3
か

ら
国

が
継

続
実

施
。

現
状

、
各

自
治

体
に

て
交

付
金

を
活

用
し

て
行

っ
て

い
る

自
治

体
も

あ
る

も
、

浪
江

町
と

し
て

は
行

っ
て

い
な

い
。

無
人

ヘ
リ

の
数

値
は

あ
く

ま
で

換
算

値
で

あ
る

た
め

、
今

後
無

人
ヘ

リ
で

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

い
う

制
限

を
掛

け
る

必
要

が
あ

る
か

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

見
直

し
国

な
し

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

　
・
地

域
別

の
定

期
的

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

　
　

の
実

施
済

継
続

中
環

境
省

に
て

、
除

染
前

後
の

線
量

マ
ッ

プ
を

各
地

区
毎

に
作

成
し

報
告

し
て

い
る

。

各
地

区
へ

の
報

告
を

し
て

い
る

も
の

の
、

公
表

が
さ

れ
て

い
な

い
。

町
民

に
分

か
り

易
い

よ
う

に
公

表
手

法
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

見
直

し
町

な
し

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

　
・
走

行
サ

ー
ベ

イ
の

定
期

継
続

済
継

続
中

継
続

的
に

行
っ

て
お

り
、

経
済

産
業

省
H

P
よ

り
そ

の
実

績
を

閲
覧

で
き

る
。

周
知

方
法

。
継

続
的

実
施

。
継

続
国

な
し

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

　
・
地

域
別

の
リ

ア
ル

タ
イ

ム
の

  
  
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
施

済
継

続
中

浪
江

町
内

に
お

い
て

現
在

1
0
2
基

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ポ

ス
ト

が
設

置
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
情

報
を

原
子

力
規

制
庁

の
H

P
よ

り
閲

覧
で

き
る

。

増
設

の
必

要
性

の
有

無
の

検
討

。
増

設
の

必
要

性
の

有
無

の
検

討
。

継
続

国
な

し
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

　
・
除

染
未

実
施

区
域

、
除

染
実

施
済

　
　

区
域

の
双

方
に

お
け

る
詳

細
な

　
　

線
量

調
査

の
継

続
的

実
施

済
継

続
中

上
記

走
行

サ
ー

ベ
イ

及
び

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
に

て
除

染
実

施
区

域
及

び
除

染
未

実
施

区
域

の
線

量
状

況
が

確
認

出
来

る
状

況
。

よ
り

詳
細

な
情

報
の

提
供

。
詳

細
な

情
報

を
ど

こ
ま

で
求

め
る

か
の

整
理

。
継

続
国

町
な

し
復

興
推

進
課

災
害

対
策

課

　
・
予

想
さ

れ
る

各
核

種
の

拡
散

状
況

　
　

の
調

査
済

継
続

中
核

種
調

査
に

つ
い

て
は

,東
京

電
力

に
て

継
続

実
施

中
。

町
と

し
て

の
実

施
の

有
無

。
町

と
し

て
核

種
調

査
を

行
う

必
要

が
あ

る
の

か
を

検
討

。
見

直
し

国
町

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

（
２

）
水

源
の

徹
底

的
な

モ
ニ

タ
  
　

　
リ

ン
グ

、
万

が
一

の
た

め
の

　
  
　

浄
水

処
理

な
ど

徹
底

し
た

　
　

  
安

全
確

保
策

の
実

施

　
・
水

道
水

取
水

場
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

検
討

・
実

施
中

継
続

中
Ｈ

2
3
か

ら
４

か
所

の
取

水
場

で
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

施
（
月

１
回

）
。

２
４

時
間

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

体
制

整
備

。
継

続
町

な
し

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
復

旧
事

業
課

　
・
河

川
の

水
質

及
び

底
質

の
  
  
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
済

継
続

中

文
部

科
学

省
に

て
定

点
測

定
を

継
続

的
に

実
施

中
。

ま
た

日
本

原
子

力
機

構
で

も
実

施
中

。
大

柿
ダ

ム
の

濁
度

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
継

続
実

施
中

河
川

に
つ

い
て

は
、

町
民

よ
り

か
な

り
の

不
安

な
声

が
寄

せ
ら

れ
て

い
る

の
が

現
状

。
追

加
措

置
の

検
討

。
継

続
国

県
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

　
・
万

が
一

の
水

源
汚

染
の

突
発

的
な

　
　

発
生

に
備

え
た

セ
シ

ウ
ム

除
去

　
　

装
置

の
導

入

検
討

・
実

施
中

未
「
避

難
指

示
解

除
に

関
す

る
有

識
者

検
証

委
員

会
」
に

お
い

て
も

同
内

容
の

課
題

が
出

さ
れ

て
い

る
。

低
質

の
根

本
的

な
処

理
を

含
め

た
解

決
方

針
の

策
定

。
本

件
解

決
に

向
け

、
要

検
討

。
継

続
国

な
し

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

（
３

）
町

民
や

専
門

業
者

と
町

と
の

  
　

　
協

働
に

よ
る

線
量

の
把

握

　
・
専

門
機

関
の

協
力

済
継

続

Ｈ
2
3
か

ら
実

施
。

H
2
8
よ

り
除

染
検

証
委

員
会

を
設

置
地

区
別

の
線

量
測

定
を

住
民

参
加

で
実

施
。

町
民

の
今

後
の

参
画

方
法

。
除

染
検

証
委

員
会

の
継

続
見

直
し

町
研

究
機

関
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

施
策

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

中
期

長
期

進
捗

状
況

実
績

課
題

今
後

の
方

向
性

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応

実
施

主
体

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等

進
行

管
理

の
担

当
課

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
計

画
・

整
備

運
用

現
担

当
課

旧
担

当
課

・
専

門
機

関
の

協
力

を
得

て
、

様
々

な
手

法
に

よ
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
継

続
実

施
中

。
・
一

部
項

目
に

つ
い

て
見

直
し

が
必

要
。

・
除

染
前

・
後

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
走

行
サ

ー
ベ

イ
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
の

設
置

な
ど

、
様

々
な

手
法

に
よ

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

継
続

実
施

中
。

・
町

民
に

対
す

る
わ

か
り

や
す

い
情

報
提

供
手

法
を

確
立

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
水

道
水

及
び

河
川

に
お

け
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
中

。
・
２

４
時

間
の

水
道

水
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
装

置
を

４
ヶ

所
の

取
水

場
に

設
置

予
定

・
水

源
汚

染
の

突
発

的
発

生
に

対
す

る
施

策
は

検
討

中
。

・
平

成
２

８
年

度
か

ら
町

に
除

染
検

証
委

員
会

を
設

立
。

地
区

別
の

線
量

測
定

を
准

民
参

加
の

も
と

で
実

施
し

て
い

る
。

継
続

実
施

H
2
3
年

度
か

ら
実

施
継

続
実

施

継
続

実
施

要
請

中

連
続

測
定

可
能

な
シ

ス
テ

ム
導

入

継
続

実
施

実
施

要
請

中

継
続

実
施

継
続

実
施

要
請

中

H
2
3
年

度
か

ら
実

施

H
2
3
年

度
か

ら
実

施

継
続

実
施

要
請

中

実
施

要
請

中

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
の

増
設

（
要

請
中

）

実
施

要
請

中
期

長
3

中
期

長
3

Ｈ
28

.8

146



施
策

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

中
期

長
期

進
捗

状
況

実
績

課
題

今
後

の
方

向
性

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応

実
施

主
体

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等

進
行

管
理

の
担

当
課

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
計

画
・

整
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運
用

現
担
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課
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担
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課

中
期

長
3

中
期

長
3

Ｈ
28

.8

（
４

）
放

射
線

量
マ

ッ
プ

等
に

よ
る

  
　

　
情

報
発

信
の

実
施

　
・
空

間
線

量
マ

ッ
プ

の
作

成
検

討
・

実
施

中
継

続
中

１
(１

)の
と

お
り

。
１

(１
)の

と
お

り
。

１
(１

)と
、

ほ
ぼ

同
内

容
の

た
め

内
容

精
査

を
し

統
一

し
て

も
良

い
と

考
え

る
。

見
直

し
国

町
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

　
・
土

壌
汚

染
マ

ッ
プ

の
作

成
検

討
・

実
施

中
継

続
中

１
(１

)の
と

お
り

。
１

(１
)の

と
お

り
。

１
(１

)と
、

ほ
ぼ

同
内

容
の

た
め

内
容

再
生

を
し

統
一

し
て

も
良

い
と

考
え

る
。

見
直

し
国

町
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

　
・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ポ

ス
ト

に
よ

る
  
  
空

間
線

量
情

報
発

信
済

継
続

中
１

(１
)の

と
お

り
。

１
(１

)の
と

お
り

。
１

(１
)と

、
ほ

ぼ
同

内
容

の
た

め
内

容
を

精
査

し
統

一
し

て
も

良
い

と
考

え
る

。
見

直
し

国
町

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

２
．

国
の

除
染

計
画

・
除

染
取

り
組

み
に

対
す

る
町

民
意

向
の

反
映

（
１

）
国

に
よ

る
計

画
策

定
、

事
業

  
　

　
実

施
に

際
し

協
議

参
画

に
よ

る
　

  
　

町
民

意
向

の
反

映

　
・
放

射
線

や
放

射
性

物
質

に
対

す
る

  
  
学

習
会

の
実

施
済

継
続

中
除

染
作

業
を

行
う

に
あ

た
り

、
住

民
説

明
会

や
行

政
区

総
会

等
で

説
明

。
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

充
実

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
Ｈ

2
8
よ

り
除

染
検

証
委

員
会

を
設

置
。

継
続

国
・

町
研

究
機

関
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

　
・
町

民
に

対
す

る
詳

細
な

情
報

発
信

　
　

と
共

有
、

丁
寧

な
説

明
済

継
続

中
除

染
作

業
を

行
う

に
あ

た
り

、
住

民
説

明
会

や
行

政
区

総
会

等
で

説
明

。
更

な
る

情
報

発
信

。
Ｈ

2
8
よ

り
除

染
検

証
委

員
会

を
設

置
。

継
続

国
町

除
染

特
措

法
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

（
２

）
線

量
分

布
、

土
地

利
用

、
  
　

　
地

形
を

考
慮

し
た

優
先

順
位

、
　

  
　

除
染

方
法

の
決

定
一

部
済

継
続

中
手

法
に

つ
い

て
は

、
地

形
で

は
な

く
線

量
を

主
と

し
て

手
法

の
検

討
が

さ
れ

て
い

る
状

況
。

除
染

作
業

に
よ

っ
て

線
量

低
減

が
み

ら
れ

る
も

の
の

各
家

屋
の

追
加

除
染

を
行

う
際

に
雨

樋
、

セ
メ

ン
ト

瓦
等

、
住

民
の

目
線

で
除

染
が

十
分

で
は

な
い

部
分

が
あ

る
の

が
現

状
。

本
状

況
を

如
何

に
解

決
を

図
る

か
要

検
討

。

浪
江

町
の

除
染

に
つ

い
て

は
国

直
轄

で
あ

る
た

め
、

手
法

の
検

討
す

る
必

要
は

な
い

。
た

だ
し

、
更

な
る

低
減

を
図

る
た

め
に

国
へ

の
要

望
等

は
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

見
直

し
国

町
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

（
３

）
除

染
モ

デ
ル

事
業

の
評

価
に

  
　

　
基

づ
く
、

適
切

な
手

法
で

の
　

  
　

実
施

要
請

　
・
除

染
モ

デ
ル

事
業

の
評

価
と

　
　

住
民

と
町

へ
の

詳
細

な
説

明
済

継
続

中

除
染

モ
デ

ル
実

証
事

業
の

結
果

に
つ

い
て

、
対

象
地

区
へ

の
事

前
の

説
明

会
及

び
結

果
に

つ
い

て
関

係
者

及
び

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
て

公
表

。

こ
れ

か
ら

帰
還

困
難

区
域

の
除

染
が

進
む

こ
と

と
な

る
た

め
、

こ
れ

ま
で

の
知

見
を

十
分

に
反

映
さ

せ
る

よ
う

要
請

。

継
続

国
な

し
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

　
・
地

元
を

知
る

町
民

か
ら

の
　

　
除

染
方

法
の

提
案

の
検

討
・
検

証
検

討
・

実
施

中
継

続
中

現
状

、
除

染
は

国
直

轄
で

行
っ

て
お

り
手

法
に

つ
い

て
は

環
境

省
で

作
成

し
た

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
添

っ
て

行
っ

て
い

る
。

た
だ

し
、

地
域

よ
り

除
染

内
容

に
つ

い
て

要
望

書
及

び
要

請
書

を
提

出
さ

れ
て

お
り

、
内

容
に

よ
っ

て
は

要
望

要
請

に
応

じ
て

対
応

し
て

い
る

も
の

も
あ

る
。

左
記

要
望

要
請

に
対

し
対

応
し

き
れ

て
い

な
い

案
件

も
あ

る
。

町
民

に
よ

り
そ

っ
た

除
染

を
行

う
よ

う
継

続
要

請
。

ま
た

、
除

染
で

出
来

な
い

も
の

に
つ

い
て

は
別

事
業

も
視

野
に

入
れ

て
判

断
が

必
要

と
考

え
る

。

継
続

国
町

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

（
４

）
除

染
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

  
  
  
分

か
り

や
す

い
公

表

　
・
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

公
表

済
継

続
中

議
会

等
に

て
共

有
。

ま
た

住
民

懇
談

会
に

お
い

て
も

説
明

済
。

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

ど
お

り
の

進
行

。
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
ど

お
り

の
進

行
。

継
続

国
町

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

　
・
進

捗
状

況
の

公
表

一
部

済
継

続
中

議
会

等
に

て
共

有
。

ま
た

住
民

懇
談

会
に

お
い

て
も

説
明

済
。

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

ど
お

り
の

進
行

。
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
ど

お
り

の
進

行
。

継
続

国
町

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

・
除

染
モ

デ
ル

事
業

を
実

施
済

。
・
除

染
だ

け
で

線
量

低
減

が
困

難
な

場
合

の
手

法
に

つ
い

て
国

と
議

論
を

重
ね

る
必

要
が

あ
る

。

・
除

染
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て
は

、
議

会
、

住
民

懇
談

会
で

公
表

し
て

お
り

、
今

後
も

公
表

を
継

続
。

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

項
目

１
（
１

）
に

お
け

る
取

り
組

み
と

統
一

的
に

実
施

し
て

い
る

。

・
住

民
説

明
会

等
で

の
説

明
は

実
施

さ
れ

て
い

る
が

、
情

報
発

信
や

リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
町

民
意

向
の

反
映

に
課

題
。

・
情

報
発

信
や

リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
町

民
意

向
の

反
映

に
課

題
。

・
除

染
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

共
有

、
監

視
体

制
の

構
築

に
つ

い
て

は
継

続
実

施
。

環
境

省
に

よ
る

1
0
0
ｍ

メ
ッ

シ
ュ

で
の

線
量

測
定

結
果

公
表

継
続

実
施

要

環
境

省
に

よ
る

サ
ン

プ
ル

調
査

を
実

施
中

実
施

中
文

部
科

学
省

に
て

町
内

4
2
か

所
の

デ
ー

タ
が

1
0
分

ご
と

に
更

新
さ

れ
る

ま
ち

づ
く

り
計

画
の

策
定

実
施

要
請

中

計
画

を
考

慮
し

て
実

施

一
部

実
施

済

町
H
P
、

町
広

報
、

説
明

会
等

に
よ

り
公

表

定
期

的
に

取
り

組
み

、
状

況
や

結
果

を
公

表

実
施

要
請

中

H
2
3
年

度
か

ら
実

施

継
続

実
施

要
請

中

継
続

実
施

拡
大

し
て

実
施

実
施

要
請

中
継

続
実

施
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9
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0
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1

1
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5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
計

画
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整
備

運
用

現
担

当
課

旧
担

当
課

中
期

長
3

中
期

長
3

Ｈ
28

.8

（
５

）
適

切
な

除
染

が
確

保
で

き
る

  
  
  
町

独
自

の
監

視
体

制
の

構
築

　
・
除

染
作

業
前

の
周

辺
環

境
と

  
  
再

汚
染

防
止

策
の

確
認

一
部

済
継

続
中

環
境

省
に

て
、

事
後

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

う
。

ま
た

町
と

し
て

も
ガ

ン
マ

カ
メ

ラ
(ホ

ッ
ト

ス
ポ

ッ
ト

の
可

視
化

)撮
影

事
業

を
行

い
、

適
時

対
応

を
進

め
る

。

未
だ

に
除

染
中

の
地

域
も

あ
り

、
全

て
は

対
応

し
き

れ
な

い
状

況
。

継
続

的
対

応
を

要
す

る
。

継
続

町
研

究
機

関
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

　
・
除

染
作

業
へ

の
立

会
済

継
続

中
除

染
作

業
を

行
う

際
に

は
、

所
有

者
と

施
工

業
者

に
て

立
会

い
を

行
っ

て
い

る
。

継
続

対
応

。
継

続
町

研
究

機
関

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

　
・
除

染
結

果
の

検
証

検
討

・
実

施
中

継
続

中
平

成
2
8
年

度
よ

り
除

染
検

証
委

員
会

を
設

立
。

未
だ

に
除

染
が

終
え

て
い

な
い

た
め

、
十

分
な

検
証

が
出

来
な

い
。

除
染

完
了

後
、

必
要

に
応

じ
検

証
委

員
会

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
継

続
町

研
究

機
関

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

３
．

実
効

性
の

あ
る

除
染

・
放

射
性

物
質

汚
染

対
策

の
実

施

（
１

）
政

府
基

準
に

よ
ら

な
い

  
　

　
線

量
水

準
の

検
討

　
・
長

期
目

標
　

追
加

被
ば

く
　

　
年

間
1
m

S
v（

毎
時

0
.2

3
μ

S
v）

　
　

以
下

の
実

現

検
討

・
実

施
中

継
続

中
現

在
町

内
に

お
い

て
、

本
格

除
染

を
進

め
て

い
る

状
況

。
線

量
の

低
減

は
見

ら
れ

る
。

年
間

１
ｍ

S
v以

下
を

達
成

出
来

て
い

る
地

域
と

達
成

で
き

て
い

な
い

地
域

が
あ

る
。

町
内

全
域

の
更

な
る

線
量

低
減

を
要

請
。

継
続

国
町

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

　
・
低

線
量

地
域

で
の

除
染

等
に

よ
る

  
  
年

間
１

ｍ
S
v（

毎
時

0
.2

3
μ

S
v）

  
  
以

下
の

早
期

実
現

検
討

・
実

施
中

継
続

中
現

在
町

内
に

お
い

て
、

本
格

除
染

を
進

め
て

い
る

状
況

。
線

量
の

低
減

は
見

ら
れ

る
。

年
間

１
ｍ

S
v以

下
を

達
成

出
来

て
い

る
地

域
と

達
成

で
き

て
い

な
い

地
域

が
あ

る
。

町
内

全
域

の
更

な
る

線
量

低
減

を
要

請
。

継
続

国
町

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

　
・
比

較
的

線
量

が
高

い
地

域
に

お
け

　
　

る
年

間
5
m

S
v（

毎
時

１
μ

S
v）

　
　

以
下

の
実

現
と

、
　

　
年

間
１

ｍ
S
v以

下
の

実
現

に
向

け
　

　
た

さ
ら

な
る

取
組

み
の

実
施

検
討

・
実

施
中

継
続

中
現

在
町

内
に

お
い

て
、

本
格

除
染

を
進

め
て

い
る

状
況

。
線

量
の

低
減

は
見

ら
れ

る
。

年
間

５
ｍ

S
v以

下
を

達
成

出
来

て
い

る
地

域
と

達
成

で
き

て
い

な
い

地
域

が
あ

る
。

町
内

全
域

の
更

な
る

線
量

低
減

を
要

請
。

継
続

国
町

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

（
２

）
町

民
の

判
断

の
前

提
と

な
る

  
  
  
線

量
低

減
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

　
　

　
国

へ
の

明
示

要
請

　
・
一

定
期

間
ご

と
の

減
衰

マ
ッ

プ
の

  
  
町

民
へ

の
提

供
一

部
済

継
続

中
平

成
2
8
年

度
に

実
施

し
て

い
る

、
住

民
懇

談
会

に
お

い
て

内
閣

府
の

資
料

に
よ

り
公

開
済

。
継

続
的

な
対

応
。

継
続

的
な

対
応

を
求

め
る

。
継

続
国

町
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

　
・
除

染
実

施
後

の
線

量
低

減
　

　
イ

メ
ー

ジ
資

料
の

作
成

要
求

一
部

済
継

続
中

１
(１

)の
と

お
り

、
イ

メ
ー

ジ
で

は
な

く
実

際
の

除
染

前
後

の
資

料
を

提
出

。
１

(１
)の

と
お

り
。

１
(１

)と
、

ほ
ぼ

同
内

容
の

た
め

内
容

精
査

を
し

統
一

し
て

も
良

い
と

考
え

る
。

見
直

し
国

町
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

・
年

間
1
m

S
v以

下
の

達
成

ま
で

、
線

量
低

減
の

取
組

を
継

続
。

・
農

地
及

び
山

林
の

面
的

除
染

に
つ

い
て

は
、

各
々

固
有

の
課

題
解

決
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

・
除

染
の

監
視

体
制

と
し

て
事

後
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

立
会

い
を

実
施

継
続

中
。

・
平

成
２

８
年

度
に

除
染

検
証

委
員

会
を

設
立

。
地

区
別

の
線

量
測

定
を

住
民

参
加

の
も

と
で

実
施

。

・
町

内
に

お
け

る
本

格
除

染
を

実
施

継
続

中
。

・
年

間
1
ｍ

S
vを

達
成

で
き

て
い

な
い

地
域

が
あ

る
た

め
、

更
な

る
線

量
低

減
を

要
請

。

・
線

量
減

衰
マ

ッ
プ

は
配

布
済

み
だ

が
、

継
続

的
な

対
応

を
要

請
中

。
・
除

染
後

の
線

量
低

減
の

状
況

に
つ

い
て

は
資

料
を

提
出

済
み

。

実
施

実
施 実

施

実
施

要
請

中

実
施

要
請

中

除
染

作
業

前
の

体
制

確
認

と
、

監
視

体
制

の
構

築

除
染

作
業

開
始

と
同

時
に

実
施

除
染

作
業

前
の

体
制

確
認

と
、

監
視

体
制

の
構

築

除
染

作
業

開
始

と
同

時
に

実
施

除
染

作
業

前
の

体
制

確
認

と
、

監
視

体
制

の
構

築

除
染

作
業

開
始

と
同

時
に

実
施
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期

長
3
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期

長
3

Ｈ
28

.8

（
３

）
農

地
の

面
的

な
除

染
の

実
施

　
・
農

地
と

し
て

の
特

性
、

農
作

業
　

　
従

事
者

の
安

全
確

保
に

配
慮

し
た

　
　

除
染

の
実

施

検
討

・
実

施
中

継
続

中

農
地

除
染

に
つ

い
て

は
、

地
域

か
ら

様
々

な
意

見
が

あ
る

も
の

の
空

間
線

量
低

減
の

た
め

ご
理

解
を

得
な

が
ら

、
環

境
省

の
除

染
手

法
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

の
っ

と
り

除
染

を
行

っ
て

い
る

。

農
地

除
染

に
お

い
て

は
、

客
土

が
山

砂
で

あ
る

こ
と

や
、

均
平

化
等

の
様

々
な

問
題

が
発

生
し

て
い

る
。

各
問

題
に

つ
い

て
、

除
染

の
み

で
の

解
決

と
は

せ
ず

管
理

の
視

野
で

も
解

決
を

図
る

こ
と

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

継
続

国
町

除
染

特
措

法
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

　
・
除

染
に

よ
っ

て
地

力
が

低
下

し
た

  
  
場

合
に

お
け

る
土

壌
の

機
能

回
復

一
部

済
継

続
中

除
染

作
業

内
に

お
い

て
、

現
在

地
力

回
復

剤
(カ

リ
、

熔
リ

ン
、

ゼ
オ

ラ
イ

ト
)の

散
布

を
行

っ
て

い
る

。

左
記

地
力

回
復

で
は

不
十

分
と

い
う

声
も

上
が

っ
て

い
る

。
（
地

力
回

復
と

の
バ

ラ
ン

ス
を

考
慮

し
た

除
染

方
法

）

避
難

指
示

解
除

に
関

す
る

有
識

者
検

証
委

員
会

に
お

い
て

も
、

「
農

地
を

極
力

傷
め

ず
、

作
物

の
栽

培
条

件
を

維
持

す
る

た
め

に
必

要
な

措
置

を
検

討
」
と

あ
る

た
め

、
こ

の
課

題
の

解
決

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

継
続

国
町

除
染

特
措

法
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

　
・
再

汚
染

防
止

の
た

め
の

農
業

用
水

　
　

の
安

全
確

保
検

討
・

実
施

中
継

続
中

農
業

用
水

に
つ

い
て

は
大

柿
ダ

ム
の

安
全

性
を

説
い

て
い

る
も

の
と

考
え

る
。

大
柿

ダ
ム

内
に

つ
い

て
は

除
染

は
行

わ
れ

て
い

な
い

状
況

で
あ

る
。

大
柿

ダ
ム

の
除

染
の

実
施

。
帰

還
困

難
区

域
に

お
け

る
農

業
用

水
路

の
除

染
を

進
め

る
必

要
あ

り
。

避
難

指
示

解
除

に
関

す
る

有
識

者
検

証
委

員
会

に
お

い
て

も
、

「
大

柿
ダ

ム
の

水
を

2
4
時

間
監

視
す

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ウ
テ

ム
の

導
入

」
及

び
「
飲

料
水

基
準

値
以

上
の

数
値

が
観

測
さ

れ
た

場
合

に
は

、
即

座
に

周
知

出
来

る
シ

ス
テ

ム
の

構
築

と
導

入
」
を

課
題

と
し

て
い

る
た

め
、

こ
の

こ
と

を
解

決
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

継
続

国
町

除
染

特
措

法
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

（
４

）
山

林
の

面
的

な
除

染
の

実
施

　
・
生

活
圏

に
近

い
山

林
に

対
す

る
　

　
確

実
な

除
染

の
実

施
一

部
済

継
続

中
生

活
圏

よ
り

2
0
ｍ

の
除

染
は

実
施

さ
れ

て
い

る
。

生
活

圏
2
0
ｍ

以
上

の
地

域
の

除
染

今
後

「
里

山
再

生
モ

デ
ル

事
業

」
が

あ
る

た
め

、
こ

の
内

容
に

沿
い

山
林

全
体

の
低

線
量

化
を

図
る

検
討

が
必

要
。

継
続

国
な

し
除

染
特

措
法

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

　
・
急

峻
か

つ
高

線
量

な
森

林
に

　
　

対
す

る
、

確
実

な
除

染
の

実
施

検
討

・
実

施
中

継
続

中
急

傾
斜

地
で

も
出

来
る

範
囲

で
の

除
染

は
行

っ
て

い
る

。
山

林
除

染
の

十
分

な
実

施
。

今
後

「
里

山
再

生
モ

デ
ル

事
業

」
が

あ
る

た
め

、
こ

の
内

容
に

沿
い

山
林

全
体

の
低

線
量

化
を

図
る

検
討

が
必

要
。

継
続

国
な

し
除

染
特

措
法

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

　
・
研

究
機

関
と

協
力

し
た

山
林

除
染

  
  
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
策

定
と

、
国

に
  
  
対

す
る

実
現

の
要

請

検
討

・
実

施
中

継
続

中
里

山
再

生
モ

デ
ル

事
業

の
実

施
。

こ
れ

か
ら

本
件

に
つ

い
て

は
稼

動
す

る
た

め
、

課
題

に
つ

い
て

も
判

断
が

つ
か

な
い

。

今
後

「
里

山
再

生
モ

デ
ル

事
業

」
が

あ
る

た
め

、
こ

の
内

容
に

沿
い

山
林

全
体

の
低

線
量

化
を

図
る

検
討

が
必

要
。

継
続

町
研

究
機

関
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

　
・
周

辺
町

村
と

の
連

携
に

よ
る

木
質

  
  
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

を
利

用
し

た
　

　
除

染
の

推
進

済
完

了
様

々
な

手
法

の
精

査
の

結
果

、
現

在
の

手
法

に
至

っ
て

い
る

。

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
に

つ
い

て
は

、
里

山
再

生
モ

デ
ル

事
業

で
検

討
中

。
終

了
町

近
隣

市
町

村
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

・
生

活
圏

よ
り

2
0
ｍ

の
山

林
の

除
染

は
実

施
さ

れ
て

い
る

。
・
今

後
始

ま
る

里
山

再
生

モ
デ

ル
事

業
を

通
し

、
山

林
全

体
の

線
量

低
減

を
図

る
。

・
環

境
省

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
則

り
除

染
を

継
続

実
施

中
。

・
地

力
回

復
や

大
柿

ダ
ム

の
除

染
等

の
様

々
な

課
題

の
解

決
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

作
業

技
術

の
研

究
、

除
染

実
施

の
要

請

適
切

な
除

染
方

法
の

研
究

林
縁

か
ら

2
0
m

の
除

染
、

面
的

除
染

の
実

施

段
階

的
に

除
染

最
新

林
業

機
器

の
導

入

適
切

な
手

法
の

研
究

実
施

適
切

な
手

法
の

研
究

実
施 適

切
な

手
法

の
研

究

実
施

実
施

要
請

中

除
染

実
施

科
学

的
な

調
査

と
研

究
及

び
地

域
と

の
協

議

実
施

要
請
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1
1

1
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1
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3
計

画
・

整
備

運
用

現
担

当
課

旧
担

当
課

中
期

長
3

中
期

長
3

Ｈ
28

.8
（
５

）
高

線
量

地
域

か
ら

の
再

汚
染

  
　

　
防

止
対

策
の

実
施

、
  
  
  
農

業
用

水
の

汚
染

防
止

措
置

　
・
セ

シ
ウ

ム
移

動
に

つ
い

て
の

  
  
科

学
的

研
究

検
討

・
実

施
中

継
続

中

セ
シ

ウ
ム

の
移

動
に

つ
い

て
は

、
Ｊ

Ｆ
Ｅ

Ａ
な

ど
の

各
研

究
機

関
等

で
研

究
中

。
本

件
に

つ
い

て
は

、
除

染
検

証
委

員
会

に
お

い
て

も
議

題
と

な
っ

た
。

国
や

関
係

機
関

に
要

請
。

必
要

に
応

じ
て

除
染

検
証

委
員

会
で

検
討

状
況

を
発

表
し

て
も

ら
う

。

継
続

国
町 研

究
機

関
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

　
・
土

壌
の

流
出

防
止

に
よ

る
再

汚
染

　
　

の
防

止
検

討
・

実
施

中
継

続
中

同
上

同
上

（
課

題
統

一
の

必
要

あ
り

）
継

続
国

町 研
究

機
関

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

　
・
河

川
へ

流
出

し
た

汚
染

物
質

の
  
  
収

集
方

法
の

研
究

、
海

洋
汚

染
の

　
　

低
減

検
討

・
実

施
中

継
続

中
国

立
法

人
日

本
原

子
力

機
構

に
て

研
究

。

国
や

関
係

機
関

に
要

請
。

必
要

に
応

じ
て

除
染

検
証

委
員

会
で

検
討

状
況

を
発

表
し

て
も

ら
う

。

継
続

国
町 研

究
機

関
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

　
・
大

雨
な

ど
に

よ
る

河
川

の
氾

濫
　

　
防

止
検

討
・

実
施

中
未

県
に

よ
る

河
川

護
岸

工
事

を
実

施
中

。
継

続
実

施
。

継
続

国
町

な
し

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
災

害
対

策
課

（
６

）
除

染
な

ど
放

射
線

の
総

合
対

策
  
　

　
の

規
定

の
充

実
を

国
に

要
請

済
完

了
除

染
電

離
則

に
基

づ
き

実
施

中
。

終
了

町
研

究
機

関
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

４
．

放
射

性
廃

棄
物

の
適

切
な

仮
置

き
、

処
分

の
確

保

（
１

）
地

域
と

の
協

議
を

踏
ま

え
た

  
　

　
町

内
仮

置
き

場
の

確
保

　
・
放

射
性

物
質

に
対

す
る

地
域

住
民

　
　

の
理

解
向

上
済

継
続

中
地

域
の

説
明

会
等

に
て

実
施

。
町

民
意

向
へ

の
十

分
な

対
応

が
し

き
れ

て
い

な
い

。
継

続
的

に
町

民
意

向
に

沿
う

よ
う

要
請

。
継

続
国

・
町

研
究

機
関

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

　
・
除

染
の

必
要

性
及

び
仮

置
き

場
の

  
  
安

全
確

保
に

対
す

る
町

民
理

解
の

　
　

向
上

済
継

続
中

同
上

同
上

同
上

継
続

国
・

町
研

究
機

関
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

　
・
地

域
意

向
を

重
視

し
た

上
で

の
  
  
仮

置
き

場
の

設
置

済
継

続
中

帰
還

困
難

区
域

を
除

く
全

て
の

行
政

区
で

の
仮

置
場

確
保

済
。

事
故

発
生

し
て

い
る

ケ
ー

ス
も

あ
る

た
め

、
そ

の
抑

止
。

事
故

防
止

の
徹

底
を

要
請

。
運

用
に

切
り

替
え

国
町 協

力
団

体
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

（
２

）
仮

置
き

場
設

置
に

際
す

る
  
  
  
周

辺
汚

染
の

徹
底

的
な

防
止

　
・
他

地
域

で
の

設
置

結
果

を
踏

ま
え

　
　

た
仮

置
き

場
の

安
全

確
保

策
の

　
　

強
化

済
継

続
中

仮
置

場
の

安
全

確
保

の
た

め
様

々
な

監
視

を
週

１
以

上
を

行
っ

て
い

る
。

継
続

国
町

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

　
・
国

が
行

う
仮

置
き

場
モ

ニ
タ

　
　

リ
ン

グ
に

対
す

る
町

独
自

の
　

　
監

視
強

化
済

継
続

中
福

島
県

の
同

行
の

も
と

定
期

的
に

抜
き

打
ち

の
チ

ェ
ッ

ク
を

行
っ

て
い

る
。

更
な

る
チ

ェ
ッ

ク
体

制
の

強
化

。
更

な
る

チ
ェ

ッ
ク

体
制

の
強

化
。

継
続

町
協

力
団

体
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

（
３

）
仮

置
き

場
へ

の
搬

入
量

を
  
　

　
減

ら
す

た
め

の
減

容
化

施
設

の
　

  
　

早
期

建
設

　
・
焼

却
炉

等
の

減
容

化
施

設
の

　
　

早
期

設
置

済
完

了
仮

設
焼

却
施

設
に

お
い

て
、

除
染

廃
棄

物
の

可
燃

物
に

つ
い

て
は

焼
却

し
て

い
る

。

国
直

轄
事

業
の

処
理

し
か

行
っ

て
お

ら
ず

、
一

般
廃

棄
物

、
産

業
廃

棄
物

の
処

理
は

行
っ

て
い

な
い

。

課
題

解
決

の
要

請
見

直
し

国
町

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

　
・
山

林
の

間
伐

材
の

ペ
レ

ッ
ト

  
  
(木

質
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

燃
料

)化
  
  
に

よ
る

減
容

化
済

完
了

様
々

な
手

法
の

精
査

の
結

果
、

現
在

の
減

容
化

手
法

に
至

っ
て

い
る

。

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
に

つ
い

て
は

、
里

山
再

生
モ

デ
ル

事
業

で
検

討
中

。
終

了
国

町
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

　
・
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

に
よ

る
　

　
減

容
化

済
完

了
同

上
同

上
終

了
国

町
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

　
・
セ

シ
ウ

ム
回

収
型

焼
却

炉
等

の
  
  
放

射
性

物
質

除
去

施
設

の
設

置
未

未
飯

舘
村

で
国

が
実

証
試

験
中

。
実

証
結

果
に

よ
り

検
討

。
継

続
国

町
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課

・
仮

置
き

場
の

設
置

や
監

視
に

つ
い

て
は

継
続

実
施

。
・
焼

却
施

設
を

用
い

て
仮

置
き

場
へ

の
搬

入
物

の
減

容
化

を
実

施
。

・
中

間
貯

蔵
施

設
の

早
期

確
保

が
課

題

・
セ

シ
ウ

ム
や

土
壌

流
出

、
河

川
・
海

洋
汚

染
に

つ
い

て
の

研
究

は
各

研
究

機
関

等
で

継
続

実
施

。

・
仮

置
き

場
に

つ
い

て
の

説
明

会
を

継
続

実
施

。
・
帰

還
困

難
区

域
を

除
き

、
仮

置
き

場
は

全
て

の
行

政
区

に
お

い
て

確
保

済
。

・
監

視
、

抜
き

打
ち

チ
ェ

ッ
ク

を
継

続
実

施
。

・
仮

設
焼

却
施

設
を

用
い

て
減

容
化

を
実

施
。

水
害

危
険

区
域

の
確

認
河

川
の

氾
濫

防
止

策
の

実
施

継
続

実
施

仮
置

き
の

実
施

事
前

説
明

会
、

用
地

選
定

、
住

民
合

意
形

成

国
に

対
し

実
施

要
請

周
辺

町
村

と
の

連
絡

調
整

・
協

議

実
施

要
請

中

実
施

要
請

中

実
施

要
請

中

目
視

に
よ

る
確

認

科
学

的
な

調
査

と
研

究

実
施

要
請

科
学

的
な

調
査

と
研

究

実
施

要
請

科
学

的
な

調
査

と
研

究

実
施

要
請

除
染

電
離

則
に

基
づ

き
実

施

線
量

測
定

な
ど

詳
細

な
調

査
の

実
施

実
施

要
請

中

150



施
策

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

中
期

長
期

進
捗

状
況

実
績

課
題

今
後

の
方

向
性

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応

実
施

主
体

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等

進
行

管
理

の
担

当
課

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
計

画
・

整
備

運
用

現
担

当
課

旧
担

当
課

中
期

長
3

中
期

長
3

Ｈ
28

.8
（
４

）
地

域
住

民
、

双
葉

郡
８

町
村

、
  
　

　
国

、
県

と
の

協
議

を
  
  
  
踏

ま
え

た
、

中
間

貯
蔵

施
設

の
  
  
  
建

設
の

是
非

、
場

所
、

  
  
  
あ

り
方

等
の

早
期

決
定

検
討

・
実

施
中

継
続

中
中

間
貯

蔵
施

設
設

置
に

む
け

、
８

町
村

と
調

整
済

。
現

在
確

保
に

向
け

個
別

調
整

中
。

中
間

貯
蔵

施
設

の
早

期
確

保
。

中
間

貯
蔵

施
設

の
早

期
確

保
に

向
け

た
働

き
か

け
。

継
続

国
町

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

（
５

）
仮

置
き

場
長

期
化

防
止

の
  
　

　
た

め
の

、
放

射
性

廃
棄

物
の

　
  
　

中
間

貯
蔵

施
設

へ
の

早
期

  
  
  
移

動
の

実
現

検
討

・
実

施
中

継
続

中
平

成
2
7
年

度
よ

り
パ

イ
ロ

ッ
ト

輸
送

を
皮

切
り

に
、

少
し

ず
つ

搬
出

を
進

め
て

い
る

。

中
間

貯
蔵

施
設

の
十

分
な

確
保

が
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

全
て

の
除

染
廃

棄
物

の
搬

出
見

込
み

が
た

っ
て

い
な

い
。

中
間

貯
蔵

施
設

の
早

期
確

保
に

向
け

た
働

き
か

け
。

継
続

国
町

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

（
６

）
国

の
責

任
に

よ
る

最
終

処
分

場
  
　

　
の

県
外

設
置

の
法

令
化

、
　

  
　

そ
の

確
実

な
実

施

検
討

・
実

施
中

継
続

中
県

外
設

置
の

法
令

化
済

。
運

用
に

切
り

替
え

国
町

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
災

害
対

策
課

５
．

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
廃

炉
に

向
け

た
安

全
強

化
と

避
難

方
策

確
保

（
１

）
事

故
収

束
策

の
強

化
、

  
　

　
早

期
実

現
の

た
め

の
要

求

　
・
損

傷
し

た
原

子
炉

の
、

事
故

を
  
  
踏

ま
え

た
上

で
の

安
全

性
確

保
検

討
・

実
施

中
継

続
中

引
き

続
き

要
請

中
。

継
続

実
施

。
継

続
国

な
し

な
し

帰
町

準
備

室
災

害
対

策
課

　
・
再

度
の

地
震

の
不

安
に

対
す

る
  
  
耐

震
性

の
早

急
な

確
立

検
討

・
実

施
中

継
続

中
引

き
続

き
要

請
中

。
継

続
実

施
。

継
続

国
な

し
な

し
帰

町
準

備
室

災
害

対
策

課

　
・
早

急
か

つ
徹

底
的

な
放

射
性

物
質

　
　

の
外

部
放

出
の

抑
制

検
討

・
実

施
中

継
続

中
引

き
続

き
要

請
中

。
継

続
実

施
。

継
続

国
な

し
な

し
帰

町
準

備
室

災
害

対
策

課

　
・
損

傷
し

た
原

子
炉

の
廃

炉
の

　
　

早
期

実
現

検
討

・
実

施
中

継
続

中
引

き
続

き
要

請
中

。
継

続
実

施
。

継
続

国
な

し
な

し
帰

町
準

備
室

災
害

対
策

課

　
・
県

内
全

て
の

原
子

炉
の

廃
炉

検
討

・
実

施
中

継
続

中
引

き
続

き
要

請
中

。
継

続
実

施
。

継
続

国
な

し
な

し
帰

町
準

備
室

災
害

対
策

課

（
２

）
リ

ス
ク

対
応

の
観

点
に

基
づ

く
  
  
  
再

事
故

発
生

時
の

避
難

路
及

び
  
  
  
避

難
方

策
の

確
保

　
・
東

京
電

力
の

通
報

連
絡

協
定

の
　

　
改

善
と

履
行

確
保

検
討

・
実

施
中

未
通

報
連

絡
協

定
を

含
め

た
立

地
町

並
み

の
安

全
確

保
協

定
締

結
に

向
け

調
整

中
。

平
成

2
8
年

度
中

に
締

結
見

込
。

運
用

に
切

り
替

え
町

な
し

な
し

帰
町

準
備

室
災

害
対

策
課

　
・
国

・
県

の
速

や
か

な
情

報
提

供
と

　
　

指
示

検
討

・
実

施
中

継
続

中
訓

練
等

を
通

じ
、

体
制

を
強

化
。

継
続

し
、

習
熟

度
を

上
げ

る
。

運
用

に
切

り
替

え
町

な
し

な
し

帰
町

準
備

室
災

害
対

策
課

　
・
S
P

E
E
D

Iの
有

効
な

活
用

検
討

・
実

施
中

未
有

効
活

用
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

協
議

中
。

継
続

協
議

。
見

直
し

町
な

し
な

し
帰

町
準

備
室

災
害

対
策

課

　
・
避

難
路

及
び

避
難

方
策

の
確

保
検

討
・

実
施

中
継

続
中

町
内

の
避

難
路

に
つ

い
て

は
、

避
難

に
配

慮
を

求
め

て
い

く
と

と
も

に
、

国
道

1
1
4

号
拡

幅
な

ど
は

引
き

続
き

要
請

中
。

ハ
ー

ド
の

整
備

な
ど

は
時

間
が

か
か

る
。

継
続

要
請

。
拡

充
町

な
し

な
し

帰
町

準
備

室
災

害
対

策
課

　
・
再

事
故

を
念

頭
に

置
い

た
　

　
実

際
的

な
防

災
訓

練
の

実
施

検
討

・
実

施
中

未
災

害
対

策
体

制
を

見
直

し
、

新
た

な
地

域
防

災
計

画
を

平
成

２
８

年
度

中
に

策
定

す
る

。
町

独
自

で
訓

練
の

実
施

を
計

画
。

防
災

業
務

従
事

者
の

理
解

が
必

要
。

固
定

し
た

訓
練

で
は

な
く
、

様
々

な
シ

チ
ュ

エ
ー

シ
ョ

ン
に

対
応

す
る

訓
練

を
検

討
。

拡
充

町
な

し
な

し
帰

町
準

備
室

災
害

対
策

課

・
原

発
の

安
全

確
保

、
廃

炉
に

向
け

て
要

請
を

継
続

実
施

。
・
再

事
故

時
に

向
け

た
対

策
は

継
続

実
施

、
拡

充
。

・
再

事
故

時
に

向
け

た
対

策
を

継
続

実
施

、
拡

充
。

・
原

発
の

安
全

確
保

、
廃

炉
に

向
け

て
要

請
を

継
続

実
施

。

実
施

要
請

中

実
施

要
請

中

継
続

実
施

中

実
施

要
請

中

実
施

要
請

中

安
全

強
化

策
と

実
施

状
況

の
詳

細
で

丁
寧

な
説

町
全

体
へ

拡
大

町
と

し
て

状
況

の
見

極
め

安
全

対
策

の
強

化
・

継
続

安
全

強
化

策
と

実
施

状
況

の
詳

細
で

丁
寧

な
説

安
全

強
化

策
と

実
施

状
況

の
詳

細
で

丁
寧

な
説

町
と

し
て

状
況

の
見

極
め

安
全

対
策

の
強

化
・

継
続

町
と

し
て

状
況

の
見

極
め

実
施

要
請

中

実
施

要
請

中

実
施

要
請

中
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
イ

ン
フ

ラ
の

復
旧

・
整

備
と

主
要

交
通

網
の

確
保

）

（
１

）
上

水
道

の
復

旧

　
・
除

染
計

画
や

住
民

の
帰

還
計

画
、

  
  
下

水
道

等
の

復
旧

計
画

と
連

係
　

　
し

た
復

旧
計

画
の

策
定

済
継

続
中

計
画

策
定

は
完

了
。

終
了

町
な

し
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

復
旧

事
業

課

　
・
計

画
策

定
前

の
町

内
主

要
拠

点
　

　
な

ど
へ

の
緊

急
応

急
復

旧
工

事
の

　
　

実
施

済
完

了
完

了
（
今

後
は

個
別

対
応

）
。

終
了

町
国

、
県

、
協

力
業

者
災

害
復

旧
事

業
ふ

る
さ

と
再

生
課

復
旧

事
業

課

　
・
計

画
に

沿
っ

た
上

水
道

復
旧

工
事

　
　

の
実

施
検

討
・

実
施

中
継

続
中

実
施

中
。

特
例

宿
泊

時
の

対
応

。
継

続
実

施
。

継
続

町
国

、
県

、
協

力
業

者
災

害
復

旧
事

業
ふ

る
さ

と
再

生
課

復
旧

事
業

課

　
・
低

線
量

地
区

以
外

で
の

工
事

に
  
  
お

け
る

、
作

業
員

の
線

量
管

理
済

継
続

中
請

負
先

で
実

施
。

終
了

町
国

、
県

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
復

旧
事

業
課

（
２

）
下

水
道

の
復

旧

　
・
下

水
道

復
旧

工
事

の
実

施
検

討
・

実
施

中
継

続
中

浪
江

町
浄

化
セ

ン
タ

ー
復

旧
済

み
。

権
現

堂
の

管
渠

修
繕

は
Ｈ

2
8
年

度
末

に
復

旧
予

定
。

樋
渡

・
川

添
の

管
渠

修
繕

は
Ｈ

2
9
年

度
末

に
復

旧
予

定
。

継
続

町
国

、
県

、
協

力
業

者
災

害
復

旧
事

業
ふ

る
さ

と
再

生
課

復
旧

事
業

課

　
・
除

染
計

画
や

住
民

の
帰

還
計

画
、

  
  
上

水
道

等
の

復
旧

計
画

と
連

係
　

　
し

た
復

旧
計

画
の

策
定

済
継

続
中

上
水

の
災

害
復

旧
と

連
動

し
実

施
中

。
継

続
町

な
し

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
復

旧
事

業
課

　
・
広

域
施

設
復

旧
ま

で
の

、
下

水
　

　
汚

泥
の

仮
置

き
、

減
量

化
処

理
未

未
古

い
も

の
は

施
設

内
残

存
。

新
し

い
も

の
の

流
入

は
な

い
。

広
域

施
設

復
旧

ま
で

は
、

県
外

処
理

で
対

応
。

継
続

町
国

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
復

旧
事

業
課

（
３

）
農

業
集

落
排

水
の

復
旧

　
・
農

業
集

落
排

水
復

旧
工

事
の

実
施

済
完

了
高

瀬
浄

化
セ

ン
タ

ー
復

旧
済

み
。

Ｈ
2
8
年

度
に

管
渠

修
繕

済
み

。
維

持
管

理
継

続
。

運
用

に
切

り
替

え
町

国
、

県
、

協
力

業
者

災
害

復
旧

事
業

ふ
る

さ
と

再
生

課
復

旧
事

業
課

　
・
除

染
計

画
や

住
民

の
帰

還
計

画
、

  
  
上

水
道

等
の

復
旧

計
画

と
連

係
　

　
し

た
復

旧
計

画
の

策
定

済
継

続
中

上
水

の
災

害
復

旧
と

連
動

し
実

施
中

。
継

続
町

な
し

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
復

旧
事

業
課

　
・
広

域
施

設
復

旧
ま

で
の

、
　

　
農

業
集

落
排

水
汚

泥
の

仮
置

き
未

未
古

い
も

の
は

施
設

内
残

存
。

新
し

い
も

の
の

流
入

は
な

い
。

広
域

施
設

復
旧

ま
で

は
、

県
外

処
理

で
対

応
。

継
続

町
な

し
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

復
旧

事
業

課

（
４

）
N

P
O

や
事

業
者

、
ま

ち
づ

く
り

  
　

　
団

体
な

ど
と

の
協

働
に

よ
る

　
  
　

復
旧

・
復

興
活

動
推

進

　
・
東

北
電

力
、

N
T
T
等

へ
の

  
  
復

旧
工

事
の

要
請

済
継

続
中

必
要

に
応

じ
て

要
請

し
復

旧
工

事
を

実
施

。
継

続
実

施
。

継
続

町
イ

ン
フ

ラ
業

者
な

し
ま
ち
づ
く

り
整
備
課

復
旧

事
業

課

　
・
N

P
O

や
ま

ち
づ

く
り

団
体

な
ど

の
　

　
協

力
に

よ
る

道
路

の
美

化
活

動
未

未
地

域
団

体
に

よ
る

環
境

美
化

が
盛

ん
だ

っ
た

地
域

も
除

染
な

ど
の

関
係

も
あ

り
未

実
施

。

帰
還

後
の

地
域

の
人

口
状

況
帰

還
状

況
に

合
わ

せ
て

検
討

。
継

続
住

民
団

体
な

し
な

し
ま
ち
づ
く

り
整
備
課

復
旧

事
業

課

（
５

）
広

域
的

な
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

・
  
　

　
調

整

　
・
ご

み
焼

却
炉

の
復

旧
、

　
　

ご
み

処
分

場
の

復
旧

済
継

続
中

北
部

衛
生

セ
ン

タ
ー

修
繕

済
み

。
南

部
衛

生
セ

ン
タ

ー
修

繕
済

み
。

維
持

管
理

継
続

。
運

用
に

切
り

替
え

広
域

圏
組

合
な

し
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課 復
旧

事
業

課

4
5

6
7

課
題

今
後

の
方

向
性

1
0

1
1

1
2

1

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応

実
施

主
体

施
策

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

中
期

長
期

8
9

進
行

管
理

の
担

当
課

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3

進
捗

状
況

実
績

2
3

計
画

・
整

備
運

用
現

担
当

課
旧

担
当

課

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等

１
．

イ
ン

フ
ラ

の
復

旧

・
応

急
復

旧
、

計
画

策
定

が
完

了
し

計
画

に
沿

っ
て

復
旧

工
事

を
実

施
中

。

・
除

染
等

の
遅

れ
に

よ
り

復
旧

工
事

の
着

手
が

遅
延

。
・
上

下
水

道
、

農
業

集
落

排
水

に
つ

い
て

は
、

復
旧

工
事

を
実

施
中

。
・
電

気
、

通
信

等
は

必
要

に
応

じ
復

旧
工

事
を

要
請

し
、

実
施

中
。

・
広

域
的

な
イ

ン
フ

ラ
施

設
の

一
部

に
つ

い
て

は
、

調
整

を
継

続
中

。

・
ゴ

ミ
焼

却
施

設
は

復
旧

済
み

・
広

域
調

整
、

要
望

に
つ

い
て

は
継

続
実

施
中

。

・
イ

ン
フ

ラ
業

者
に

よ
る

復
旧

工
事

を
継

続
実

施
中

。
・
N

P
O

等
に

よ
る

環
境

美
化

は
除

染
等

の
関

係
か

ら
未

実
施

。

・
計

画
的

に
復

旧
工

事
を

実
施

中
。

・
応

急
復

旧
、

計
画

策
定

が
完

了
し

計
画

に
沿

っ
て

復
旧

工
事

を
実

施
中

。

中
期

長
3

中
期

長
3

Ｈ
28

.8

仮
置

き

計
画

の
随

時
見

直
し

上
水

道
復

旧
工

事

上
水

道
復

旧
工

事

作
業

員
の

被
ば

く
線

量
管

理

設
計

・
復

旧
工

事
査

定
調

査

計
画

策
定

計
画

の
随

時
見

直
し

計
画

策
定

計
画

の
随

時
見

直
し

設
計

・
復

旧
工

事
査

定
調

査

計
画

策
定

随
時

要
請

中

美
化

活
動

要
請
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4
5

6
7

課
題

今
後

の
方

向
性

1
0

1
1

1
2

1

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応

実
施

主
体

施
策

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

中
期

長
期

8
9

進
行

管
理

の
担

当
課

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3

進
捗

状
況

実
績

2
3

計
画

・
整

備
運

用
現

担
当

課
旧

担
当

課

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等
中

期
長

3
中

期
長

3
Ｈ
28

.8

　
・
下

水
汚

泥
処

理
施

設
等

の
復

旧
未

未
中

間
貯

蔵
施

設
内

に
所

在
し

て
お

り
、

復
旧

の
見

通
し

が
立

っ
て

い
な

い
。

今
後

の
施

設
の

在
り

方
を

広
域

圏
組

合
で

取
り

ま
と

め
中

。
継

続
広

域
圏

組
合

国
、

県
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

災
害

対
策

課 復
旧

事
業

課

　
・
復

旧
を

加
速

さ
せ

る
た

め
、

　
　

町
が

積
極

的
に

広
域

圏
組

合
で

の
　

　
調

整
に

参
加

済
継

続
中

要
請

に
応

じ
参

加
。

広
域

圏
組

合
の

要
請

に
応

じ
会

議
に

参
加

な
ど

を
継

続
実

施
。

継
続

町

広
域

圏
組

合
、

近
隣

町
村

等

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
復

興
推

進
課

災
害

対
策

課 総
務

課
復

旧
事

業
課

　
・
国

・
県

に
対

し
、

町
村

で
の

対
応

　
　

が
困

難
な

事
業

の
代

行
実

施
の

　
　

要
請

済
継

続
中

産
廃

処
理

の
国

対
応

を
要

望
。

産
廃

は
事

業
者

が
処

理
す

る
も

の
で

あ
る

が
、

線
量

の
関

係
か

ら
処

分
業

者
を

見
つ

け
る

こ
と

が
難

航
。

環
境

省
の

減
容

化
施

設
で

の
処

理
な

ど
継

続
要

望
。

継
続

町
国

、
県

な
し

ふ
る

さ
と

再
生

課
復

旧
事

業
課

　
・
復

旧
す

る
ま

で
の

代
替

措
置

の
　

　
実

施
済

完
了

復
旧

済
み

。
終

了
町

国
、

県
な

し
ふ

る
さ

と
再

生
課

復
旧

事
業

課 災
害

対
策

課

２
．

主
要

交
通

網
の

確
保

（
１

）
町

道
等

の
早

期
復

旧

　
・
全

体
的

な
損

壊
状

況
の

調
査

済
完

了
当

初
予

定
分

は
完

了
。

現
在

、
除

染
や

復
旧

工
事

の
た

め
の

車
両

の
往

来
で

破
損

箇
所

が
出

て
き

て
い

る
。

当
面

の
間

、
随

時
対

応
が

必
要

。
継

続
町

国
・
県

災
害

復
旧

事
業

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

　
・
低

線
量

地
域

の
町

道
復

旧
工

事
の

　
　

実
施

検
討

・
実

施
中

継
続

中

津
波

被
災

地
：
H

2
8
.7

工
事

発
注

、
H

2
9
.3

完
了

予
定

。
帰

還
困

難
区

域
：
H

2
8
.6

町
採

択
、

H
2
8
.1

0
災

害
査

定
、

H
3
0
.3

完
了

。
３

６
箇

所
：
H

2
8
.7

調
査

・
測

量
・
設

計
、

H
2
9
災

害
査

定
。

復
旧

工
事

が
完

了
す

る
ま

で
実

施
。

継
続

町
国

・
県

災
害

復
旧

事
業

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

　
・
県

道
落

合
浪

江
線

の
復

旧
検

討
・

実
施

中
未

Ｈ
２

８
調

査
着

手
。

復
旧

の
要

望
活

動
継

続
県

な
し

な
し

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

（
２

）
主

要
交

通
網

の
早

急
な

開
通

、
  
  
  
安

全
確

保
策

の
実

現
（
要

請
）

　
・
常

磐
自

動
車

道
、

国
道

６
号

、
　

　
国

道
１

１
４

号
の

除
染

や
　

　
シ

ェ
ル

タ
ー

化
済

完
了

除
染

は
完

了
。

シ
ェ

ル
タ

ー
化

は
一

時
要

望
す

る
も

現
在

は
動

い
て

い
な

い
。

シ
ェ

ル
タ

ー
化

の
継

続
要

望
は

必
要

か
ど

う
か

を
検

討
・

判
断

し
て

い
な

い
。

追
加

除
染

の
必

要
性

な
ど

が
出

て
き

た
段

階
で

要
請

し
て

い
く
。

継
続

町
国

、
県

な
し

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

　
・
国

道
６

号
、

国
道

１
１

４
号

の
  
  
損

壊
個

所
の

早
期

復
旧

済
完

了
復

旧
済

み
。

終
了

町
国

、
県

な
し

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

　
・
浜

街
道

（
県

道
３

９
１

号
線

）
と

  
  
山

麓
線

（
県

道
３

４
・
３

５
号

　
　

線
）
の

損
壊

個
所

の
早

期
復

旧
一

部
済

継
続

中
浜

街
道

は
完

了
。

山
麓

線
は

H
2
8
工

事
発

注
。

特
に

な
し

。
早

期
復

旧
を

要
請

し
て

い
く
。

継
続

町
国

、
県

な
し

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

　
・
浜

街
道

（
県

道
３

９
１

号
線

）
の

  
  
未

整
備

区
間

の
延

伸
検

討
・

実
施

中
継

続
中

設
計

協
議

を
継

続
。

東
北

電
力

用
地

の
土

地
利

用
計

画
と

の
調

整
。

早
期

整
備

要
請

。
継

続
町

国
、

県
な

し
ま

ち
づ

く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

　
・
常

磐
自

動
車

道
の

未
完

成
区

間
の

  
  
早

期
完

成
済

継
続

中
H

2
7
.3

開
通

。
4
車

線
化

の
要

望
。

要
望

の
継

続
。

継
続

町
国

な
し

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

・
主

要
交

通
網

に
つ

い
て

は
順

次
復

旧
工

事
を

実
施

中
。

・
国

道
の

高
規

格
化

等
に

つ
い

て
は

引
き

続
き

要
請

実
施

。

・
国

道
の

損
壊

は
復

旧
済

み
。

・
主

要
交

通
網

の
復

旧
工

事
及

び
整

備
要

請
は

継
続

。

・
全

体
的

な
損

壊
状

況
の

調
査

は
完

了
し

、
順

次
復

旧
工

事
を

実
施

中
。

・
県

道
落

合
浪

江
線

に
つ

い
て

は
調

査
に

着
手

。

調
査

設
計

・
復

旧
工

事
査

定

要
請

減
容

化
施

設
で

の
ご

み
焼

却
の

検
討

等

参
加

必
要

に
応

じ
要

請

要
請

要
請

要
請

要
請

要
請

要
請
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4
5

6
7

課
題

今
後

の
方

向
性

1
0

1
1

1
2

1

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応

実
施

主
体

施
策

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

中
期

長
期

8
9

進
行

管
理

の
担

当
課

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3

進
捗

状
況

実
績

2
3

計
画

・
整

備
運

用
現

担
当

課
旧

担
当

課

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等
中

期
長

3
中

期
長

3
Ｈ
28

.8

　
・
J
R

常
磐

線
の

早
期

復
旧

検
討

・
実

施
中

継
続

中
北

側
は

避
難

指
示

解
除

に
あ

わ
せ

て
開

通
予

定
。

町
内

公
共

交
通

と
の

接
続

。
南

側
の

開
通

時
期

の
要

望
・
調

整
。

継
続

町
国

な
し

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

（
３

）
復

興
、

避
難

道
確

保
の

た
め

の
  
  
  
東

西
交

通
路

線
の

抜
本

的
な

　
  
　

改
良

や
高

規
格

化
の

要
請

　
・
国

道
１

１
４

号
の

抜
本

的
改

良
や

  
  
高

規
格

化
検

討
・

実
施

中
継

続
中

津
島

地
区

狭
隘

区
間

の
早

期
解

消
を

要
請

。
市

街
地

拡
幅

工
事

の
第

一
工

区
は

終
了

。
第

二
工

区
は

用
地

交
渉

準
備

。

避
難

道
路

の
高

規
格

化
。

引
き

続
き

要
請

。
継

続
町

国
、

県
な

し
ま

ち
づ

く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

　
・
国

道
２

８
８

号
の

抜
本

的
改

良
や

  
  
高

規
格

化
検

討
・

実
施

中
継

続
中

狭
隘

区
間

の
早

期
解

消
を

要
請

。
避

難
道

路
の

高
規

格
化

。
引

き
続

き
要

請
。

継
続

町
国

、
県

な
し

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

（
４

）
絆

の
維

持
と

復
旧

復
興

事
業

の
  
  
  
た

め
、

有
料

道
路

無
料

化
の

  
  
  
要

請
済

継
続

中
被

災
者

の
高

速
道

路
無

料
措

置
継

続
中

（
単

年
度

ご
と

延
長

）
。

継
続

要
望

。
継

続
町

国
な

し
総

務
課

復
旧

事
業

課

・
避

難
道

路
の

高
規

格
化

の
要

請
を

実
施

中
。

要
請

要
請

要
請

要
請
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
ま

ち
づ

く
り

計
画

の
策

定
・
推

進
と

住
ま

い
の

整
備

）

H
2
4

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

９
～

１
２

１
～ ３

４
～ ６

7
～ １
０

1
0
～

１
２

１
～ ３

４
～ ６

７
～ ９

1
0
～

１
２

１
～ ６

７
～

１
２

計
画

・
整

備
運

用
現

担
当

課
旧

担
当

課

ま
ち

づ
く
り

計
画

の
策

定
・
推

進
と

住
ま

い
の

整
備

①
低

線
量

地
区

の
段

階
的

拡
大

を
　

踏
ま

え
た

ま
ち

づ
く
り

　
（
復

興
拠

点
の

拡
大

）

　
・
ま

ち
づ

く
り

計
画

の
策

定
済

継
続

中
H

2
6
.3

に
浪

江
町

ま
ち

づ
く
り

計
画

を
策

定
。

H
2
8
.3

に
ま

ち
づ

く
り

計
画

の
進

捗
状

況
を

整
理

し
図

面
・
パ

ー
ス

を
作

成
。

上
位

計
画

と
し

て
継

続
活

用
。

運
用

に
切

り
替

え
町

な
し

な
し

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
復

興
推

進
課

　
・
復

興
公

営
住

宅
の

建
設

検
討

・
実

施
中

未

災
害

公
営

住
宅

（
幾

世
橋

）
：
第

１
工

区
　

２
２

戸
　

H
2
9
.1

2
完

成
予

定
。

第
２

工
区

　
６

３
戸

H
3
0
.4

完
成

予
定

。
災

害
公

営
住

宅
（
大

平
山

）
：
H

3
1
完

成
予

定
。

福
島

再
生

賃
貸

住
宅

：
H

2
9
.7

完
成

予
定

。

現
計

画
通

り
に

完
成

す
る

よ
う

に
工

程
管

理
を

重
視

。
継

続
町

国
、

県
公

営
住

宅
法

福
島

特
措

法
等

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
復

興
推

進
課

　
・
空

き
家

対
策

の
実

施
済

継
続

中
H

2
8
前

半
に

空
き

家
バ

ン
ク

事
業

ス
キ

ー
ム

構
築

。

開
始

時
期

は
賠

償
と

の
関

係
を

整
理

し
た

上
で

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

空
き

家
バ

ン
ク

の
有

効
な

活
用

を
検

討
す

る
。

継
続

町
国

、
県

公
営

住
宅

法
福

島
特

措
法

等
ま

ち
づ

く
り

整
備

課
復

興
推

進
課

　
・
中

心
市

街
地

の
再

開
発

検
討

・
実

施
中

未
地

元
区

長
と

の
勉

強
会

を
実

施
。

H
2
8
に

中
心

市
街

地
再

生
の

検
討

を
行

う
。

（
有

識
者

・
町

民
を

含
む

委
員

会
実

施
）

中
心

市
街

地
再

生
の

優
先

度
を

ど
の

よ
う

に
し

て
い

く
か

。

今
年

度
実

施
す

る
検

討
の

中
で

全
体

像
を

描
い

て
い

く
。

継
続

町
国

、
県

復
興

交
付

金
ま

ち
づ

く
り

整
備

課
復

興
推

進
課

　
・
ふ

る
さ

と
住

宅
の

検
討

検
討

・
実

施
中

未
産

業
振

興
課

に
お

い
て

既
存

仮
設

住
宅

を
活

用
し

た
ふ

る
さ

と
住

宅
整

備
を

検
討

中
。

継
続

実
施

。
継

続
町

な
し

な
し

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
産

業
振

興
課

復
興

推
進

課

②
町

内
に

お
け

る
土

地
利

用
の

方
向

性

　
・
土

地
利

用
計

画
の

策
定

検
討

中
未

H
2
6
.3

に
浪

江
町

ま
ち

づ
く
り

計
画

を
策

定
。

H
2
8
.3

に
ま

ち
づ

く
り

計
画

の
進

捗
状

況
を

整
理

し
図

面
・
パ

ー
ス

を
作

成
。

平
成

２
７

年
度

に
復

興
祈

念
公

園
整

備
が

決
定

。

特
に

浜
街

道
東

側
の

津
波

被
災

地
の

土
地

利
用

計
画

の
具

体
。

高
線

量
地

域
も

含
め

た
町

全
体

の
計

画
を

策
定

し
て

い
く
。

継
続

町
な

し
な

し
ま

ち
づ

く
り

整
備

課
復

興
推

進
課

　
・
都

市
計

画
の

策
定

未
未

平
成

２
７

年
度

に
交

流
情

報
発

信
拠

点
施

設
整

備
計

画
に

お
い

て
一

団
地

の
都

市
計

画
決

定
の

可
能

性
を

検
討

し
た

が
該

当
せ

ず
。

ま
ち

づ
く
り

計
画

の
具

体
に

あ
わ

せ
た

検
討

を
行

う
。

継
続

町
な

し
な

し
ま

ち
づ

く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

③
美

し
い

ふ
る

さ
と

の
維

持

　
・
環

境
美

化
、

火
災

防
止

の
観

点
に

　
　

基
づ

く
除

草
等

の
実

施
済

継
続

中

全
町

の
道

路
沿

い
の

除
草

を
実

施
（
避

難
指

示
解

除
準

備
区

域
お

よ
び

居
住

制
限

区
域

は
ま

ち
づ

く
り

整
備

課
、

帰
還

困
難

区
域

は
帰

町
準

備
室

で
実

施
）
。

復
興

事
業

協
同

組
合

に
全

て
委

託
し

て
お

り
除

草
時

期
・
人

員
の

調
整

が
必

要
。

継
続

し
た

対
応

を
行

っ
て

い
く
。

継
続

町
行

政
区

な
し

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
災

害
対

策
課

　
・
放

射
線

対
策

を
踏

ま
え

た
、

　
　

地
域

団
体

に
よ

る
環

境
美

化
活

動
　

　
に

対
す

る
支

援
実

施
未

未
地

域
団

体
に

よ
る

環
境

美
化

が
盛

ん
だ

っ
た

地
域

も
除

染
な

ど
の

関
係

も
あ

り
未

実
施

。
地

域
で

団
体

が
結

成
で

き
る

人
口

の
回

復
。

帰
還

状
況

に
合

わ
せ

て
検

討
。

継
続

国
・
町

行
政

区
な

し
ま

ち
づ

く
り

整
備

課
災

害
対

策
課

　
・
町

内
観

測
カ

メ
ラ

の
設

置
や

、
　

　
県

警
や

消
防

な
ど

と
協

力
し

た
　

　
見

回
り

体
制

の
強

化
に

よ
る

　
　

防
犯

、
防

火
活

動
の

実
施

済
継

続
中

町
内

観
測

カ
メ

ラ
6
8
個

設
置

（
平

成
2
8
年

4
月

）
。

消
防

団
に

よ
る

町
内

見
回

り
（
日

曜
日

）
。

特
別

職
隊

員
に

よ
る

町
内

防
犯

見
守

り
（
月

～
金

）
。

A
L
S
O

K
・
安

藤
ハ

ザ
マ

J
V

・
帰

町
準

備
室

臨
時

職
員

に
よ

る
見

回
り

。

団
体

・
組

織
間

連
携

に
よ

る
効

果
的

・
効

率
的

な
見

回
り

（
平

成
２

８
年

４
月

に
連

絡
協

議
会

を
立

ち
上

げ
て

調
整

実
施

中
）
。

現
在

の
防

犯
体

制
の

縮
小

も
検

討
し

つ
つ

、
並

行
し

て
帰

町
し

町
内

に
住

む
住

民
等

で
組

織
す

る
防

犯
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
（
防

犯
指

導
隊

）
を

再
構

築
し

て
い

き
た

い
。

見
直

し
県

・
町

警
察

・
消

防 行
政

区
な

し
帰

町
準

備
室

災
害

対
策

課

施
策

短
期

中
長

期
進

捗
状

況
実

績
課

題
H

2
5

H
2
6

H
2
7

今
後

の
方

向
性

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応

実
施

主
体

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等

進
行

管
理

の
担

当
課

・
町

に
よ

る
除

草
等

は
継

続
実

施
中

だ
が

、
地

域
団

体
に

よ
る

活
動

は
、

除
染

の
関

係
で

未
実

施
。

・
防

犯
、

防
火

体
制

を
構

築
し

、
見

回
り

等
実

施
中

。

・
津

波
被

災
地

の
土

地
利

用
計

画
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

検
討

が
必

要
。

・
復

興
ま

ち
づ

く
り

計
画

を
策

定
。

・
中

心
市

街
地

再
生

に
つ

い
て

は
、

今
年

度
検

討
を

実
施

。

・
復

興
計

画
【
第

一
次

】
で

は
概

ね
Ｊ

Ｒ
常

磐
線

よ
り

東
側

と
し

て
い

た
復

興
拠

点
の

考
え

方
を

避
難

指
示

解
除

準
備

区
域

と
し

て
復

興
ま

ち
づ

く
り

計
画

を
策

定
済

み
。

計
画

に
基

づ
く
取

り
組

み
が

進
行

中
。

・
中

心
市

街
地

再
生

や
津

波
被

災
地

の
土

地
利

用
計

画
の

具
体

化
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

検
討

が
必

要
。

・
環

境
美

化
活

動
や

防
犯

・
防

火
活

動
に

関
し

て
、

帰
還

状
況

等
に

あ
わ

せ
た

体
制

構
築

・
実

施
が

必
要

。
・
「
避

難
指

示
解

除
に

関
す

る
有

識
者

検
証

委
員

会
」
で

は
最

優
先

に
取

組
む

べ
き

１
６

の
課

題
が

ま
と

め
ら

れ
た

。

実
施

サ
ポ

ー
ト

体
制

の
構

築

カ
メ

ラ
5
0
箇

所
設

置

現
場

状
況

の
確

認
、

計
画

策
定

体
制

の
構

築
、

実
施

監
視

実
施

策
定

策
定

調
査

・
検

討
・

体
制

の
構

築

計
画

・
用

地
確

保
設

計
・

建
設

計
画

策
定

実
施

計
画

策
定

更
新

（
前

提
の

変
化

に
対

応
）

相 互 に 関 連

策
定

計
画

に
基

づ
き

推
進

計
画

に
基

づ
き

推
進

入
居

実
施

Ｈ
28

.8
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
津

波
被

災
地

の
復

旧
・
復

興
①

）

H
2
4

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

９
～

１
２

１
～ ３

４
～ ６

7
～ １
０

1
0
～

１
２

１
～ ３

４
～ ６

７
～ ９

1
0
～

１
２

１
～ ６

７
～

１
２

計
画

・
整

備
運

用
現

担
当

課
旧

担
当

課

（
１

）
宅

地
の

居
住

制
限

、
利

用
方

法

　
・
地

域
と

の
協

議
を

踏
ま

え
た

　
　

災
害

危
険

区
域

の
指

定
済

継
続

中
Ｈ

2
4
年

度
に

津
波

浸
水

区
域

を
考

慮
し

て
災

害
危

険
区

域
に

指
定

済
み

。
住

民
の

意
向

を
反

映
し

た
区

域
設

定
の

対
応

を
行

う
。

終
了

町
な

し
な

し
ま

ち
づ

く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

　
・
復

興
交

付
金

を
活

用
し

た
宅

地
の

　
　

買
取

り
お

よ
び

移
転

先
・
住

環
境

　
　

の
整

備
済

継
続

中

H
2
5
年

度
に

防
災

集
団

移
転

促
進

事
業

計
画

を
策

定
し

、
町

内
２

か
所

の
移

転
先

住
宅

団
地

整
備

、
移

転
元

地
買

い
取

り
を

実
施

し
て

い
る

。

買
取

後
の

土
地

利
用

方
針

。
埋

蔵
文

化
財

発
掘

等
に

よ
る

工
事

等
の

遅
延

。
継

続
し

て
実

施
す

る
。

継
続

町
国

、
県

復
興

交
付

金
ま

ち
づ

く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

復
興

推
進

課

　
・
復

興
交

付
金

を
活

用
し

た
　

　
防

災
緑

地
等

の
整

備
一

部
済

継
続

中

Ｈ
2
4
年

度
に

県
へ

海
岸

防
災

林
の

整
備

要
望

済
み

。
※

事
業

の
性

質
上

、
海

岸
防

災
林

整
備

に
移

行
。

海
岸

付
近

の
復

旧
事

業
に

係
る

建
設

ヤ
ー

ド
貸

出
に

よ
る

工
事

遅
延

。

一
体

的
に

整
備

で
き

る
箇

所
か

ら
の

防
災

林
工

事
着

手
。

継
続

町
国

、
県

復
興

交
付

金
ま

ち
づ

く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

復
興

推
進

課

（
２

）
津

波
お

よ
び

放
射

能
汚

染
の

　
　

被
害

を
受

け
た

農
地

の
活

用

　
・
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

関
係

施
設

　
　

の
誘

致
検

討
・

実
施

中
未

津
波

被
災

地
で

の
再

生
エ

ネ
ル

ギ
ー

産
業

に
つ

い
て

は
、

太
陽

光
・
風

力
な

ど
検

討
中

。

電
力

会
社

の
系

統
連

系
の

空
き

容
量

が
少

な
い

（
ま

た
は

空
き

が
出

に
く
い

）
継

続
検

討
。

継
続

国
、

県
町

J
A

等
土

地
改

良
区 行

政
区

な
ど

復
興

交
付

金
復

興
推

進
課

災
害

対
策

課
復

興
推

進
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
高

線
量

地
区

農
家

へ
の

貸
し

出
し

　
　

の
検

討
未

未
津

波
被

災
農

地
も

農
地

と
し

て
再

生
す

る
た

め
に

農
地

復
旧

を
進

め
る

予
定

。
農

地
災

害
復

旧
が

未
施

工
で

あ
る

。

地
元

生
産

者
に

お
い

て
、

営
農

計
画

を
策

定
す

る
予

定
（
南

棚
塩

地
区

）
。

そ
の

計
画

に
よ

っ
て

検
討

見
直

し
国

、
県

町

J
A

等
土

地
改

良
区 行

政
区

な
ど

農
地

保
有

合
理

化
産

業
振

興
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
水

耕
栽

培
の

検
討

検
討

・
実

施
中

未
津

波
被

災
農

地
も

農
地

と
し

て
再

生
す

る
た

め
に

農
地

復
旧

を
進

め
る

予
定

。
農

地
災

害
復

旧
が

未
施

工
で

あ
る

。

地
元

生
産

者
に

お
い

て
、

営
農

計
画

を
策

定
す

る
予

定
（
南

棚
塩

地
区

）
。

そ
の

計
画

に
よ

っ
て

検
討

継
続

国
、

県
町

J
A

等
土

地
改

良
区 行

政
区

な
ど

農
林

水
産

関
係

試
験

研
究

機
関

緊
急

整
備

事
業

産
業

振
興

課
産

業
・
賠

償
対

策
課

　
・
バ

イ
オ

マ
ス

作
物

の
栽

培
の

検
討

検
討

・
実

施
中

未
農

地
災

害
復

旧
が

未
施

工
で

あ
る

。

各
研

究
機

関
に

て
実

証
中

。
実

証
栽

培
の

結
果

に
よ

り
検

討
。

見
直

し
国

、
県

町

J
A

等
土

地
改

良
区 行

政
区

な
ど

農
林

水
産

関
係

試
験

研
究

機
関

緊
急

整
備

事
業

産
業

振
興

課
復

興
推

進
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
安

全
な

作
物

栽
培

の
促

進
　

（
花

卉
な

ど
）

検
討

・
実

施
中

未

平
成

2
7
年

度
に

花
卉

研
究

会
に

お
い

て
取

り
組

み
の

方
向

性
を

整
理

。
津

波
被

災
地

も
花

卉
栽

培
の

候
補

地
の

一
つ

と
し

て
今

後
検

討
し

て
い

く
。

農
地

災
害

復
旧

が
未

施
工

で
あ

る
。

地
元

生
産

者
に

お
い

て
、

営
農

計
画

を
策

定
す

る
予

定
（
南

棚
塩

地
区

）
。

そ
の

計
画

に
よ

っ
て

検
討

見
直

し
国

、
県

町

J
A

等
土

地
改

良
区 行

政
区

な
ど

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

産
業

振
興

課
産

業
・
賠

償
対

策
課

　
・
農

地
の

大
区

画
化

の
検

討
未

未
地

元
の

生
産

者
と

協
議

を
し

て
圃

場
整

備
な

ど
を

検
討

農
地

災
害

復
旧

が
未

施
工

で
あ

る
。

地
元

生
産

者
で

の
営

農
計

画
策

定
時

に
あ

わ
せ

て
圃

場
の

大
規

模
化

の
検

討
を

進
め

て
い

く
。

見
直

し
国

、
県

町

J
A

等
土

地
改

良
区 行

政
区

な
ど

農
山

漁
村

地
域

復
興

基
盤

総
合

整
備

事
業

産
業

振
興

課
産

業
・
賠

償
対

策
課

施
策

短
期

中
長

期
進

捗
状

況
実

績
課

題
今

後
の

方
向

性
復

興
計

画
【
二

次
】
で

の
対

応

実
施

主
体

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等

進
行

管
理

の
担

当
課

H
2
5

H
2
6

H
2
7

・
災

害
危

険
区

域
は

指
定

済
み

。
・
防

災
集

団
移

転
促

進
事

業
で

、
移

転
元

宅
地

の
買

い
取

り
実

施
中

。
・
海

岸
防

災
林

の
整

備
に

つ
い

て
、

買
取

後
の

土
地

利
用

検
討

と
併

せ
て

整
備

推
進

。

・
防

災
集

団
移

転
事

業
で

買
取

後
の

土
地

利
用

検
討

と
海

岸
防

災
林

整
備

を
推

進
。

・
農

地
は

、
除

染
が

実
施

さ
れ

て
お

ら
ず

、
復

旧
に

至
っ

て
い

な
い

。

・
除

染
が

実
施

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
農

地
と

し
て

の
復

旧
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

・
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

関
連

の
立

地
や

花
卉

栽
培

に
つ

い
て

検
討

中
。

１
．

津
波

被
災

地
の

土
地

利
用

に
つ

い
て

Ｈ
28

.8

移
転

先
・

住
環

境
の

整
備

宅
地

買
上

げ
と

併
せ

て
整

備
す

る

各
関

係
機

関
と

事
業

実
施

に
つ

い
て

検
討

区
域

再
編

後
に

調
査

、
指

定

移
転

先
・

住
環

境
に

関
す

る
調

査
を

実
施

調
査 各

関
係

機
関

と
事

業
実

施
に

つ
い

て
検

討
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②
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H
2
4

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

９
～

１
２

１
～ ３

４
～ ６

7
～ １
０

1
0
～

１
２

１
～ ３

４
～ ６

７
～ ９

1
0
～

１
２

１
～ ６

７
～

１
２

計
画

・
整

備
運

用
現

担
当

課
旧

担
当

課

（
１

）
移

転
先

に
つ

い
て

　
・
地

域
と

の
協

議
を

踏
ま

え
た

　
　

移
転

促
進

区
域

の
設

定
済

完
了

防
災

集
団

移
転

促
進

事
業

の
実

施
に

伴
い

、
主

に
住

居
地

域
を

移
転

促
進

区
域

と
し

て
指

定
し

た
。

住
民

の
帰

還
意

向
に

伴
う

範
囲

拡
大

。
（
北

幾
世

橋
地

区
・
棚

塩
地

区
）

聴
き

取
り

調
査

等
を

実
施

し
、

柔
軟

に
範

囲
指

定
を

す
る

。

運
用

に
切

り
替

え
町

行
政

区
復

興
交

付
金

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

復
興

推
進

課

　
・
地

域
と

の
協

議
を

踏
ま

え
た

　
　

低
線

量
地

区
、

高
台

等
を

中
心

と
　

　
し

た
移

転
先

の
選

定
済

完
了

防
災

集
団

移
転

促
進

事
業

の
実

施
に

伴
い

、
幾

世
橋

地
区

・
請

戸
地

区
に

移
転

先
団

地
を

整
備

す
る

予
定

。

複
数

の
事

業
実

施
に

伴
う

将
来

的
な

工
事

間
調

整
。

埋
蔵

文
化

財
。

Ｃ
Ｍ

業
務

、
発

注
者

支
援

業
務

等
を

活
用

し
、

円
滑

な
事

業
実

施
に

取
り

組
む

。

運
用

に
切

り
替

え
町

行
政

区
復

興
交

付
金

ま
ち

づ
く
り

整
備

課

復
旧

事
業

課
災

害
対

策
課

復
興

推
進

課

　
・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

等
を

活
用

し
た

　
　

町
民

ニ
ー

ズ
の

把
握

済
完

了
町

民
の

帰
還

意
向

、
帰

還
し

た
場

合
の

居
住

形
態

な
ど

に
つ

い
て

計
３

回
実

施
し

、
防

災
集

団
移

転
促

進
事

業
計

画
書

に
反

映
し

た
。

終
了

町
、

県
行

政
区

復
興

交
付

金
ま

ち
づ

く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

復
興

推
進

課

（
２

）
住

環
境

の
整

備
に

つ
い

て

　
・
復

興
交

付
金

を
活

用
し

た
　

　
復

興
公

営
住

宅
の

整
備

検
討

・
実

施
中

継
続

中

住
民

意
向

調
査

等
の

結
果

か
ら

、
幾

世
橋

地
区

8
5
戸

・
請

戸
地

区
2
6
戸

の
災

害
公

営
住

宅
を

整
備

す
る

予
定

。
ま

た
、

雇
用

促
進

住
宅

を
大

規
模

改
修

し
8
0
戸

数
を

確
保

す
る

。

復
興

特
需

に
か

か
る

事
業

費
の

増
大

、
労

働
力

不
足

の
懸

念
。

継
続

し
て

実
施

す
る

。
継

続
町

、
県

行
政

区
再

生
加

速
化

交
付

金
ま

ち
づ

く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

復
興

推
進

課

　
・
活

用
で

き
る

既
存

住
宅

等
　

（
雇

用
促

進
住

宅
な

ど
）
の

　
　

住
宅

カ
ル

テ
づ

く
り

検
討

・
実

施
中

継
続

中
空

き
家

バ
ン

ク
の

検
討

・
実

施
空

家
バ

ン
ク

へ
の

登
録

な
ど

に
よ

る
把

握
体

制
の

検
討

。
見

直
し

町
行

政
区

民
間

事
業

者
な

し
ま

ち
づ

く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

復
興

推
進

課

　
・被

災
者

生
活

再
建

支
援

法
に

　
　

基
づ

く
加

算
支

援
金

の
申

請
期

間
　

　
延

長
の

継
続

的
な

要
請

　
（
平

成
３

０
年

４
月

１
０

日
ま

で
　

　
延

長
）

未
未

現
在

は
加

算
支

援
金

は
平

成
3
0
年

4
月

1
0
日

ま
で

申
請

可
能

で
あ

る
た

め
延

長
要

請
は

行
っ

て
い

な
い

。
延

長
を

要
請

す
る

。
継

続
町

な
し

な
し

介
護

福
祉

課
福

祉
こ

ど
も

課

３
．

防
潮

堤
の

強
化

、
道

路
等

を
活

用
し

た
二

重
防

波
堤

の
強

化

（
１

）
多

重
防

災
型

ま
ち

づ
く
り

に
　

　
つ

い
て

　
・
復

興
交

付
金

を
活

用
し

た
　

　
減

災
施

設
等

の
規

模
・
配

置
等

の
　

　
検

討

検
討

・
実

施
中

未
平

成
２

４
年

度
に

津
波

シ
ュ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
津

波
浸

水
域

の
検

討
を

行
い

、
各

種
施

設
整

備
に

反
映

。
終

了
町

民
間

企
業

復
興

交
付

金
ま

ち
づ

く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

復
興

推
進

課

　
・
国

、
県

、
地

域
と

の
協

議
に

よ
る

　
　

景
観

に
配

慮
し

た
減

災
施

設
の

　
　

整
備

検
討

検
討

・
実

施
中

未
県

主
体

の
海

岸
堤

防
の

嵩
上

げ
実

施
中

終
了

国
、

県
町

行
政

区
復

興
交

付
金

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

復
興

推
進

課

　
・
低

線
量

ガ
レ

キ
を

活
用

し
た

　
　

減
災

施
設

の
整

備
未

未
低

線
量

ガ
レ

キ
の

活
用

方
策

な
ど

が
示

さ
れ

て
い

な
い

た
め

未
実

施
。

継
続

検
討

。
継

続
国

、
県

町
行

政
区

な
し

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

復
興

推
進

課

　
・
避

難
道

路
の

整
備

検
討

・
実

施
中

継
続

中
沿

岸
部

及
び

住
宅

間
の

ア
ク

セ
ス

道
路

整
備

を
計

画
（
３

路
線

）
。

予
備

設
計

B
を

実
施

中
。

一
部

路
線

に
つ

い
て

埋
蔵

文
化

財
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

継
続

的
に

実
施

。
継

続
県

、
町

な
し

再
生

加
速

化
交

付
金

ま
ち

づ
く
り

整
備

課

復
旧

事
業

課
災

害
対

策
課

復
興

推
進

課

　
・
復

興
交

付
金

を
活

用
し

た
　

　
防

災
緑

地
等

の
整

備
検

討
・

実
施

中
未

県
に

よ
る

防
災

林
（
堤

防
か

ら
約

2
0
0
ｍ

）
の

整
備

が
決

定
。

継
続

実
施

。
継

続
国

、
県

町
な

し
復

興
交

付
金

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
復

旧
事

業
課

復
興

推
進

課

　
・
避

難
シ

ス
テ

ム
の

確
立

、
　

　
防

災
教

育
・
避

難
訓

練
等

の
実

施
検

討
・

実
施

中
未

災
害

対
応

体
制

の
見

直
し

を
実

施
。

帰
町

後
、

住
民

個
人

個
人

に
防

災
教

育
を

実
施

し
、

そ
れ

に
基

づ
く
訓

練
等

も
行

う

継
続

県
、

町
な

し
な

し
帰

町
準

備
室

災
害

対
策

課

進
行

管
理

の
担

当
課

H
2
5

H
2
6

H
2
7

施
策

短
期

中
長

期
進

捗
状

況
実

績
課

題
今

後
の

方
向

性
復

興
計

画
【
二

次
】
で

の
対

応

実
施

主
体

２
．

津
波

被
災

者
の

居
住

・
移

転
先

に
つ

い
て

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等

・
県

に
よ

る
海

岸
防

災
林

整
備

が
決

定
し

て
い

る
他

、
沿

岸
部

及
び

住
宅

間
の

ア
ク

セ
ス

道
路

整
備

を
計

画
中

。
・
低

線
量

ガ
レ

キ
に

つ
い

て
は

、
活

用
方

策
が

示
さ

れ
て

い
な

い
。

・
防

災
集

団
移

転
促

進
事

業
に

よ
る

移
転

促
進

区
域

の
指

定
を

完
了

。
移

転
先

団
地

整
備

予
定

。
・
災

害
公

営
住

宅
、

雇
用

促
進

住
宅

を
整

備
予

定
。

既
存

住
宅

活
用

は
引

き
続

き
要

検
討

。

・
防

災
集

団
移

転
促

進
事

業
に

よ
る

移
転

促
進

区
域

の
指

定
を

完
了

。
・
町

民
意

向
を

踏
ま

え
、

移
転

先
団

地
も

整
備

予
定

。

・
災

害
公

営
住

宅
、

雇
用

促
進

住
宅

を
整

備
予

定
。

・
既

存
住

宅
の

活
用

に
向

け
て

、
検

討
中

。

継
続

的
に

実
施

継
続

的
な

延
長

要
請

（
平

成
3
0
年

4
月

1
0
日

ま
で

延
長

）

町
内

の
イ

ン
フ

ラ
整

備
を

図
り

な
が

ら
災

害
公

営
住

宅
の

整
備

を
実

施
す

る

・
短

期
に

お
い

て
は

移
転

先
お

よ
び

災
害

公
営

住
宅

の
規

模
な

ど
に

つ
い

て
行

政
区

と
協

議

・
災

害
公

営
住

宅
整

備
に

か
か

る
基

本
調

査
を

実
施

す
る

調 査

津
波

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
も

と
に

し
た

津
波

被
災

地
整

備
計

画
の

策
定

短
期

で
検

討
し

た
整

備
方

針
を

も
と

に
整

備
の

実
施

Ｈ
28
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
津

波
被

災
地

の
復

旧
・
復

興
③

）

H
2
4

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

９
～

１
２

１
～ ３

４
～ ６

7
～ １
０

1
0
～

１
２

１
～ ３

４
～ ６

７
～ ９

1
0
～

１
２

１
～ ６

７
～

１
２

計
画

・
整

備
運

用
現

担
当

課
旧

担
当

課

（
１

）
施

設
等

の
復

旧
に

つ
い

て

　
・
国

、
県

へ
漁

港
復

旧
を

  
  
早

期
に

要
請

済
継

続
中

実
施

中
。

関
連

事
業

と
の

調
整

終
了

国
、

県
漁

協
災

害
査

定
災

害
復

旧
工

事
産

業
振

興
課

復
旧

事
業

課
産

業
・
賠

償
対

策
課

　
・
海

底
ガ

レ
キ

の
撤

去
を

  
  
早

期
に

要
請

済
継

続
中

実
施

中
。

継
続

国
、

県
漁

協
災

害
復

旧
事

業
産

業
振

興
課

復
旧

事
業

課
産

業
・
賠

償
対

策
課

　
・
請

戸
川

河
口

付
近

の
汚

染
泥

の
　

　
流

入
防

止
の

要
請

済
継

続
中

河
口

付
近

だ
け

で
な

く
、

河
川

除
染

と
し

て
は

要
望

済
み

。

放
射

性
物

質
の

除
去

、
線

量
低

減
に

つ
い

て
も

今
後

も
要

望
し

て
い

く
。

見
直

し
国

、
県

漁
協

災
害

査
定

災
害

復
旧

工
事

産
業

振
興

課
復

旧
事

業
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
漁

港
の

周
辺

設
備

の
  
  
一

体
的

整
備

の
要

請
済

継
続

中
請

戸
漁

港
関

係
者

に
よ

る
W

G
を

実
施

し
、

そ
れ

を
基

に
施

設
の

実
施

設
計

検
討

中
。

整
備

実
施

。
水

産
加

工
団

地
も

整
備

予
定

。
見

直
し

国
、

県
漁

協
復

興
交

付
金

な
ど

産
業

振
興

課
産

業
・
賠

償
対

策
課

　
・
海

洋
汚

染
等

に
関

す
る

  
  
研

究
機

関
の

誘
致

要
請

済
未

要
望

を
実

施
し

た
が

、
同

種
研

究
機

関
の

設
置

に
つ

い
て

の
予

定
が

な
い

。

引
き

続
き

要
望

し
た

い
が

、
そ

も
そ

も
の

国
と

し
て

の
計

画
が

不
明

。
国

の
動

向
を

見
な

が
ら

進
め

て
い

く
。

見
直

し
国

漁
協

農
林

水
産

関
係

試
験

研
究

機
関

緊
急

整
備

事
業

産
業

振
興

課
産

業
・
賠

償
対

策
課

（
２

）
漁

業
の

再
開

に
つ

い
て

　
・
海

洋
環

境
お

よ
び

水
産

物
の

　
 モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
の

継
続

的
な

  
  
要

請
済

継
続

中
国

、
県

、
町

が
実

施
。

2
0
ｋ
ｍ

圏
内

の
操

業
の

再
開

（
海

）
。

淡
水

魚
が

未
だ

に
高

い
線

量
が

検
出

さ
れ

る
。

国
、

福
島

県
、

漁
連

、
相

双
漁

協
へ

操
業

再
開

に
向

け
た

要
望

活
動

（
海

）
。

河
川

の
除

染
実

施
の

要
望

。

継
続

国
、

県
な

し
被

災
地

域
農

業
復

興
総

合
支

援
事

業
産

業
振

興
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
風

評
被

害
払

し
ょ

く
の

た
め

の
  
  
正

確
な

情
報

伝
達

の
要

請
済

継
続

中
各

機
関

の
Ｈ

Ｐ
や

広
報

誌
な

ど
に

よ
り

結
果

を
積

極
的

に
公

表
し

て
い

る
。

継
続

国
、

県
町

な
し

な
し

産
業

振
興

課
産

業
・
賠

償
対

策
課

　
・
海

洋
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

遵
守

し
  
  
魚

種
を

限
定

し
た

操
業

の
検

討
済

継
続

中
県

・
漁

連
の

協
議

の
中

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
を

鑑
み

、
操

業
範

囲
の

検
討

が
さ

れ
て

い
る

。
継

続
漁

協
被

災
地

域
農

業
復

興
総

合
支

援
事

業
産

業
振

興
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
陸

上
養

殖
施

設
、

バ
イ

オ
マ

ス
の

　
　

温
排

水
を

活
用

し
た

養
殖

方
法

の
  
  
検

討
未

未
採

算
性

が
な

い
こ

と
か

ら
事

業
化

不
可

。
終

了
国

、
県

町

漁
協

民
間

事
業

者

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
施

設
等

緊
急

整
備

事
業

産
業

振
興

課
産

業
・
賠

償
対

策
課

施
策

短
期

中
長

期
進

捗
状

況
実

績
課

題
今

後
の

方
向

性
復

興
計

画
【
二

次
】
で

の
対

応

実
施

主
体

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等

進
行

管
理

の
担

当
課

H
2
5

H
2
6

H
2
7

・
国

・
県

・
町

が
海

洋
環

境
及

び
水

産
物

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

中
。

・
漁

業
再

開
に

向
け

、
風

評
被

害
の

払
し

ょ
く
に

向
け

た
情

報
公

開
や

、
操

業
範

囲
の

検
討

を
実

施
中

。
・
養

殖
施

設
の

事
業

化
は

行
わ

な
い

。

・
漁

港
復

旧
や

海
底

ガ
レ

キ
の

撤
去

、
河

口
付

近
の

汚
染

泥
の

流
入

防
止

に
つ

い
て

要
請

し
、

一
部

実
施

中
。

・
漁

港
周

辺
設

備
は

、
漁

港
関

係
者

に
よ

る
W

G
で

検
討

中
。

・
海

洋
汚

染
に

関
す

る
研

究
機

関
誘

致
に

つ
い

て
は

、
国

の
動

向
を

見
極

め
つ

つ
進

め
る

。

・
漁

港
施

設
の

復
旧

に
つ

い
て

、
要

請
・
検

討
中

。
・
漁

業
再

開
に

向
け

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
や

情
報

公
開

、
操

業
範

囲
検

討
等

を
実

施
中

。
４

．
請

戸
漁

港
の

復
旧

に
つ

い
て

一
部

実
施

済
み

漁
協

と
連

携
を

図
り

継
続

的
に

要
請

す
る

漁
港

復
旧

と
並

行
し

て
整

備
で

き
る

よ
う

要
請

す
る

一
部

実
施

済
み

漁
協

と
連

携
し

継
続

要
請

継
続

し
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

及
び

結
果

公
表

と
県

内
外

へ
の

情
報

発
信

強
化

漁
業

関
係

機
関

と
事

業
実

施
の

可
否

に
つ

い
て

継
続

し
て

検
討

Ｈ
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
津

波
被

災
地

の
復

旧
・
復

興
④

）

H
2
4

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

９
～

１
２

１
～ ３

４
～ ６

7
～ １
０

1
0
～

１
２

１
～ ３

４
～ ６

７
～ ９

1
0
～

１
２

１
～ ６

７
～

１
２

計
画

・
整

備
運

用
現

担
当

課
旧

担
当

課

　
５

．
共

同
墓

地
等

の
整

備
お

よ
び

津
波

被
害

等
の

伝
承

（
１

）
共

同
墓

地
の

整
備

に
つ

い
て

　
・
地

域
と

の
協

議
を

踏
ま

え
た

　
　

共
同

墓
地

設
置

場
所

の
検

討
済

完
了

Ｈ
2
6
年

度
末

に
請

戸
大

平
山

地
区

（
請

戸
字

北
迫

地
内

）
に

4
0
0
区

画
を

整
備

済
。

継
続

的
な

運
用

終
了

町
行

政
区

復
興

交
付

金
ま

ち
づ

く
り

整
備

課
災

害
対

策
課

復
旧

事
業

課

　
・
墓

地
移

転
希

望
者

の
調

査
済

完
了

墓
地

区
画

所
有

者
に

対
し

て
、

墓
地

移
転

の
意

向
調

査
を

実
施

し
、

9
割

以
上

の
方

か
ら

回
答

を
得

た
。

終
了

町
行

政
区

復
興

交
付

金
ま

ち
づ

く
り

整
備

課
災

害
対

策
課

復
旧

事
業

課

　
・
津

波
で

流
失

し
た

共
同

墓
地

の
  
  
整

備
済

完
了

Ｈ
2
6
年

度
末

に
請

戸
大

平
山

地
区

（
請

戸
字

北
迫

地
内

）
に

4
0
0
区

画
を

整
備

済
。

終
了

町
行

政
区

復
興

交
付

金
（
効

果
促

進
事

業
）

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
災

害
対

策
課

復
旧

事
業

課

　
・
ア

ク
セ

ス
道

路
・
駐

車
場

の
　

　
イ

ン
フ

ラ
整

備
検

討
・

実
施

中
継

続
中

沿
岸

部
及

び
住

宅
間

の
ア

ク
セ

ス
道

路
整

備
を

計
画

（
３

路
線

）
。

予
備

設
計

B
を

実
施

中
。

一
部

路
線

に
つ

い
て

埋
蔵

文
化

財
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

継
続

的
に

実
施

。
継

続
町

行
政

区
復

興
交

付
金

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
災

害
対

策
課

復
旧

事
業

課

　
・
津

波
で

犠
牲

に
な

っ
た

方
々

の
　

　
慰

霊
碑

の
整

備
検

討
・

実
施

中
未

碑
文

案
は

決
定

済
。

名
前

を
刻

む
方

の
範

囲
は

決
定

済
み

。
終

了
町

行
政

区
な

し
介

護
福

祉
課

災
害

対
策

課

（
２

）
津

波
被

害
等

の
伝

承
に

つ
い

て

　
・
津

波
被

害
お

よ
び

原
発

災
害

の
  
  
教

訓
を

風
化

さ
せ

な
い

た
め

の
  
  
モ

ニ
ュ

メ
ン

ト
設

置

検
討

・
実

施
中

未
平

成
２

７
年

度
に

地
区

の
懇

談
会

（
４

回
）
を

実
施

し
意

見
を

聴
い

た
。

復
興

祈
念

公
園

と
併

せ
て

継
続

検
討

。
継

続
町

行
政

区
な

し
復

興
推

進
課

災
害

対
策

課

　
・
震

災
記

録
の

保
存

・
伝

承
一

部
済

継
続

中

震
災

記
録

を
作

成
中

（
町

）
。

被
災

施
設

・
地

区
の

3
Ｄ

デ
ー

タ
化

実
施

及
び

実
施

中
（
町

・
東

北
大

学
）
。

被
災

施
設

等
の

物
品

収
集

実
施

及
び

実
施

中
（
町

・
県

立
博

物
館

）
。

震
災

伝
承

に
関

す
る

広
域

連
携

と
し

て
他

町
と

の
勉

強
会

を
実

施
中

（
町

）
。

生
活

再
建

が
な

さ
れ

な
い

中
で

、
震

災
遺

構
な

ど
に

つ
い

て
住

民
と

の
議

論
が

難
し

い
。

収
集

し
た

3
Ｄ

デ
ー

タ
や

物
品

の
活

用
方

法
等

の
継

続
検

討
。

継
続

町
行

政
区

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

総
務

課
災

害
対

策
課

　
・
地

域
と

の
協

議
を

踏
ま

え
、

  
  
樹

木
（
桜

や
松

）
を

活
用

し
た

  
  
津

波
到

達
点

の
表

示

検
討

・
実

施
中

未
平

成
２

７
年

度
に

地
区

の
懇

談
会

（
４

回
）
を

実
施

し
意

見
を

聴
い

た
。

復
興

祈
念

公
園

と
併

せ
て

継
続

検
討

。
継

続
町

行
政

区
な

し
復

興
推

進
課

災
害

対
策

課

　
・
震

災
記

念
公

園
等

の
整

備
検

討
・

実
施

中
未

平
成

２
７

年
度

に
地

区
の

懇
談

会
（
４

回
）
を

実
施

し
意

見
を

聴
い

た
。

復
興

祈
念

公
園

を
浪

江
町

～
双

葉
町

の
津

波
被

災
地

内
に

整
備

決
定

（
5
0
h
a）

。
※

整
備

主
体

：
県

継
続

検
討

。
継

続
町

行
政

区
復

興
交

付
金

復
興

推
進

課
復

旧
事

業
課

　
・
請

戸
小

学
校

、
マ

リ
ン

パ
ー

ク
  
  
な

ど
の

活
用

検
討

一
部

済
継

続
中

震
災

記
録

を
作

成
中

（
町

）
。

被
災

施
設

・
地

区
の

3
Ｄ

デ
ー

タ
化

実
施

及
び

実
施

中
（
町

・
東

北
大

学
）
。

被
災

施
設

等
の

物
品

収
集

実
施

及
び

実
施

中
（
町

・
県

立
博

物
館

）
。

震
災

伝
承

に
関

す
る

広
域

連
携

と
し

て
他

町
と

の
勉

強
会

を
実

施
中

（
町

）
。

マ
リ

ン
パ

ー
ク

に
つ

い
て

は
、

防
災

林
・
防

潮
堤

事
業

と
の

兼
ね

合
い

か
ら

解
体

で
進

め
て

い
る

。

生
活

再
建

が
な

さ
れ

な
い

中
で

、
震

災
遺

構
な

ど
に

つ
い

て
住

民
と

の
議

論
が

難
し

い
。

当
該

施
設

の
震

災
遺

構
と

し
て

の
利

用
や

収
集

し
た

3
Ｄ

デ
ー

タ
や

物
品

の
活

用
方

法
等

の
継

続
検

討
。

施
設

解
体

（
マ

リ
ン

パ
ー

ク
）
。

継
続

町
行

政
区

P
T
A

等
関

係
機

関
な

し
教

育
委

員
会

事
務

局
産

業
振

興
課

教
育

委
員

会
総

務
課

施
策

短
期

中
長

期
進

捗
状

況
実

績
課

題
今

後
の

方
向

性
復

興
計

画
【
二

次
】
で

の
対

応

実
施

主
体

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等

進
行

管
理

の
担

当
課

H
2
5

H
2
6

H
2
7

・
地

区
意

向
の

確
認

を
実

施
し

、
復

興
祈

念
公

園
の

整
備

を
計

画
、

継
続

検
討

中
。

・
震

災
記

録
の

保
存

・
伝

承
に

つ
い

て
は

大
学

、
博

物
館

と
も

連
携

し
実

施
中

。

・
共

同
墓

地
の

整
備

が
完

了
。

・
ア

ク
セ

ス
道

路
に

つ
い

て
は

整
備

計
画

を
継

続
実

施
。

・
共

同
墓

地
は

整
備

が
完

了
し

、
ア

ク
セ

ス
道

路
の

整
備

を
継

続
実

施
。

・
震

災
被

害
の

伝
承

に
向

け
て

震
災

記
録

の
作

成
や

デ
ー

タ
化

を
実

施
。

場
所

検
討

調 査

設
置

場
所

、
意

向
調

査
の

実
施

後
に

行
政

区
と

協
議

を
続

け
な

が
ら

早
期

に
着

手
す

る

行
政

区
と

の
継

続
し

た
協

議

震
災

記
録

の
収

集
等

に
つ

い
て

継
続

し
て

行
う

行
政

区
と

の
継

続
し

た
協

議

行
政

区
と

の
継

続
し

た
協

議 行
政

区
と

継
続

し
た

協
議

の
実

施

行
政

区
、

関
係

機
関

と
継

続
し

て
検

討

Ｈ
28

.8
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
ふ

る
さ

と
で

の
産

業
の

復
興

①
農

）

１
．

農
地

再
生

に
よ

り
営

農
再

開

（
１

）
営

農
再

開
の

た
め

の
準

備

　
・
営

農
再

開
の

た
め

の
設

備
投

資
に

  
  
係

る
支

援
制

度
の

充
実

検
討

・
実

施
中

継
続

中
国

支
援

策
有

（
ビ

ニ
ー

ル
ハ

ウ
ス

設
置

な
ど

一
部

支
援

中
）
。

浪
江

町
で

の
生

活
環

境
（
イ

ン
フ

ラ
や

医
療

関
係

）
を

営
農

再
開

時
期

ま
で

に
早

急
に

整
備

す
る

必
要

が
あ

る
。

希
望

者
に

支
援

案
内

を
継

続
実

施
。

継
続

国 県 町
県

、
J
A

・
園

芸
産

地
等

復
興

支
援

事
業

・
避

難
農

業
者

一
時

就
農

等
支

援
事

業
・
農

家
経

営
安

定
資

金
（
原

発
＆

東
北

地
方

）

産
業

振
興

課
産

業
・

賠
償

対
策

課

　
・
農

作
業

従
事

者
や

近
隣

で
  
  
生

活
す

る
方

々
に

与
え

る
影

響
を

  
  
可

能
な

限
り

引
き

下
げ

る
  
  
農

地
除

染
の

確
立

済
継

続
中

除
染

実
施

中
。

先
行

し
て

除
染

を
実

施
し

た
地

区
と

、
進

行
中

の
地

区
で

は
客

土
の

質
が

違
う

た
め

不
公

平
感

か
ら

苦
情

が
発

生
し

て
い

る
。

営
農

再
開

時
期

を
見

込
ん

だ
農

地
の

土
壌

改
良

の
施

工
。

継
続

国 町
国

・
県

農
地

除
染

対
策

作
業

マ
ニ

ュ
ア

ル
産

業
振

興
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
被

災
調

査
結

果
を

基
に

、
  
  
大

柿
ダ

ム
の

復
旧

計
画

の
策

定
と

  
  
復

旧
工

事
の

推
進

済
完

了
復

旧
済

み
。

底
部

の
泥

が
高

線
量

（
撹

拌
は

な
く
と

も
不

安
は

残
る

）
。

不
安

解
消

の
要

望
。

運
用

に
切

り
替

え
土

地
改

良
区

国
・
県

請
戸

川
直

轄
災

害
復

旧
事

業
産

業
振

興
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

（
２

）
新

た
な

農
業

形
態

で
の

再
生

　
・
農

地
の

集
約

化
に

よ
る

効
果

的
・

　
　

効
率

的
な

営
農

の
再

開
検

討
中

未
農

業
の

再
生

方
針

検
討

中
。

避
難

中
で

あ
る

た
め

、
地

域
の

集
会

等
が

困
難

な
状

況
で

あ
る

。

合
意

形
成

等
の

進
め

方
を

地
域

と
相

談
し

て
進

め
る

。
継

続
町

J
A

、
土

地
改

良
区

、
国

・
県

・
震

災
対

策
・

戦
略

作
物

生
産

基
盤

整
備

事
業

・
農

山
漁

村
地

域
復

興
基

盤
総

合
整

備
事

業

産
業

振
興

課
産

業
・

賠
償

対
策

課

  
・
営

農
意

欲
の

あ
る

町
外

の
方

の
  
  
町

内
で

の
営

農
を

支
援

し
  
  
担

い
手

を
確

保
検

討
中

未
同

上

新
規

担
い

手
に

対
す

る
情

報
発

信
と

町
の

受
け

入
れ

態
勢

、
条

件
、

支
援

内
容

の
整

理
。

大
き

な
問

題
と

し
て

、
福

島
県

と
新

規
担

い
手

の
確

保
を

今
後

も
検

討
し

て
い

く
。

継
続

町

J
A

、
土

地
改

良
区

、
国

・
県

な
し

産
業

振
興

課
産

業
・

賠
償

対
策

課

　
・
農

地
の

転
用

・
集

約
化

を
促

進
  
  
す

る
た

め
、

特
区

等
に

よ
る

  
  
農

地
転

用
や

農
地

取
得

に
係

る
  
  
制

度
の

緩
和

要
請

検
討

中
未

同
上

農
地

転
用

制
度

の
緩

和
に

よ
り

今
後

、
条

件
に

よ
っ

て
は

町
の

裁
量

に
よ

る
農

地
転

用
許

可
が

可
能

と
な

る
予

定
。

継
続

町
国

・
県

・
福

島
産

業
復

興
再

生
計

画
産

業
振

興
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
新

た
な

営
農

形
態

へ
の

転
換

　
（
食

物
工

場
や

水
耕

栽
培

な
ど

  
  
施

設
型

農
業

へ
の

転
換

）
検

討
中

未
同

上
植

物
工

場
や

水
耕

栽
培

の
技

術
確

立
。

ま
た

採
算

性
。

計
画

策
定

時
は

慎
重

か
つ

多
く
の

関
係

者
か

ら
意

見
を

聴
取

す
る

。
継

続
町

J
A

、
土

地
改

良
区

、
国

・
県

・
被

災
地

域
農

業
復

興
総

合
支

援
事

業
・
園

芸
産

地
等

復
興

支
援

事
業

産
業

振
興

課
産

業
・

賠
償

対
策

課

　
・
安

心
・
安

全
を

担
保

す
る

  
  
農

業
再

生
の

た
め

  
  
食

品
検

査
体

制
の

強
化

済
継

続
中

各
種

検
査

実
施

中
。

継
続

実
施

。
継

続
町

J
A

、
土

地
改

良
区

、
国

・
県

・
市

町
村

水
田

再
生

計
画

・
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
テ

ィ

産
業

振
興

課
産

業
・

賠
償

対
策

課

　
・
バ

イ
オ

マ
ス

作
物

の
栽

培
に

よ
る

  
  
農

業
の

再
開

・
活

性
化

検
討

・
実

施
中

継
続

中
各

研
究

機
関

で
の

実
証

栽
培

を
実

施
。

採
算

性
と

出
口

が
課

題
。

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
等

の
他

の
事

業
と

組
み

合
わ

せ
た

計
画

策
定

と
す

る
。

見
直

し
町

民
間

事
業

者

J
A

、
土

地
改

良
区

、
国

・
県

復
興

交
付

金
「
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

施
設

等
緊

急
整

備
事

業
」

産
業

振
興

課
産

業
・

賠
償

対
策

課

施
策

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

中
期

長
期

3
4

5
課

題
進

行
管

理
の

担
当

課
進

捗
状

況

9
1
0

1
1

1
2

1
2

6
7

8
9

1
0

1
1

3
計

画
・

整
備

運
用

現
担

当
課

実
績

今
後

の
方

向
性

・
農

地
集

約
、

担
い

手
、

営
農

形
態

等
に

つ
い

て
は

方
針

検
討

中
。

・
食

品
検

査
は

継
続

実
施

。

・
国

支
援

策
の

適
用

、
農

地
除

染
を

実
施

中
。

・
大

柿
ダ

ム
は

復
旧

済
み

。

・
国

支
援

策
の

適
用

と
農

地
の

除
染

を
継

続
実

施
。

・
農

業
再

生
に

つ
い

て
は

方
針

検
討

を
継

続
実

施
。

1
2

1
2

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応

実
施

主
体

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等
旧

担
当

課

避
難

先
で

の
営

農
再

開
支

援
帰

町
後

の
支

援

農
地

除
染

方
法

の
確

立
・

除
染

作
業

被
災

調
査

復
旧

計
画

策
定

復
旧

工
事

土
地

利
用

の
在

り
方

に
つ

い
て

の
整

理
・

検
討

集
約

化

国
・

県
へ

要
請

※
不

足
事

項
や

追
加

事
項

が
あ

れ
ば

再
度

要
望

施
設

設
置

農
業

の
再

生
形

態
に

つ
い

て
の

検
討

検
査

体
制

の
確

立

バ
イ

オ
マ

ス
エ

ネ
ル

ギ
ー

産
業

の
推

進

営
農

支
援

中
期

長
3

中
期

長
3

Ｈ
28

.8

160



施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
ふ

る
さ

と
で

の
産

業
の

復
興

②
水

林
）

（
１

）
早

急
な

イ
ン

フ
ラ

整
備

に
よ

る
　

　
　

水
産

業
の

復
興

　
・
海

底
ガ

レ
キ

の
早

急
な

撤
去

  
  
要

請
と

撤
去

活
動

の
促

進
済

継
続

中
実

施
中

。
継

続
町

相
双

漁
協

、
県

・
災

害
復

旧
事

業 ・
漁

場
復

旧
対

策
支

援
事

業

産
業

振
興

課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
海

洋
や

河
川

、
水

産
物

の
　

　
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
の

継
続

要
請

済
継

続
中

大
学

等
が

実
施

中
。

継
続

町

相
双

漁
協

、
泉

田
川

漁
協

、
高

瀬
川

・
室

原
川

漁
協

環
境

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

産
業

振
興

課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
請

戸
川

河
口

付
近

の
汚

染
泥

の
　

　
流

入
防

止
策

の
要

請
と

撤
去

の
  
  
促

進
未

未
河

口
付

近
だ

け
で

な
く
、

河
川

除
染

と
し

て
は

要
望

済
。

放
射

性
物

質
の

除
去

、
線

量
低

減
に

つ
い

て
今

後
も

要
望

し
て

い
く
。

見
直

し
町

相
双

漁
協

放
射

性
物

質
に

よ
り

汚
染

さ
れ

た
土

壌
等

の
除

染
野

実
施

産
業

振
興

課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
請

戸
港

及
び

漁
業

関
連

施
設

の
  
  
国

・
県

へ
の

早
期

復
旧

要
請

と
　

　
復

旧
工

事
の

促
進

済
継

続
中

実
施

中
。

継
続

町
相

双
漁

協

・
災

害
復

旧
事

業 ・
水

産
業

共
同

利
用

施
設

復
旧

整
備

事
業

産
業

振
興

課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
ふ

化
事

業
に

取
組

む
環

境
の

整
備

  
  
と

技
術

継
承

の
取

組
み

へ
の

支
援

検
討

・
実

施
中

継
続

中
団

体
と

協
議

開
始

。
再

開
検

討
に

必
要

な
基

礎
調

査
の

実
施

。

団
体

と
協

議
を

し
必

要
な

再
開

支
援

を
実

施
す

る
。

継
続

町
泉

田
川

漁
協

水
産

業
共

同
利

用
施

設
復

興
整

備
事

業

産
業

振
興

課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
ふ

化
・
放

流
事

業
の

再
開

に
  
  
則

し
た

内
水

面
関

連
施

設
の

  
  
復

旧
計

画
の

策
定

検
討

・
実

施
中

継
続

中

本
年

度
よ

り
一

組
合

で
本

格
的

な
検

討
を

始
め

る
こ

と
と

な
る

の
で

、
町

と
し

て
も

参
画

し
必

要
な

支
援

を
講

じ
る

。

団
体

の
検

討
結

果
を

基
に

策
定

。
継

続
町

泉
田

川
漁

協
高

瀬
川

・
室

原
川

漁
協

水
産

業
共

同
利

用
施

設
復

興
整

備
事

業

産
業

振
興

課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
河

川
の

放
射

性
物

質
汚

染
の

  
  
低

減
化

・
拡

散
抑

制
の

対
策

を
  
  
国

に
要

請
済

継
続

中
関

係
機

関
へ

要
望

済
。

引
き

続
き

要
望

。
見

直
し

町
泉

田
川

漁
協

高
瀬

川
・
室

原
川

漁
協

放
射

性
物

質
に

よ
り

汚
染

さ
れ

た
土

壌
等

の
除

染
の

実
施

産
業

振
興

課

産
業

・
賠

償
対

策
課

（
１

）
森

林
除

染
の

推
進

と
新

た
な

  
  
  
産

業
に

よ
る

林
業

の
再

生

　
・
専

門
的

な
指

導
を

受
け

、
  
  
効

果
的

・
効

率
的

な
除

染
方

法
の

  
  
確

立

検
討

・
実

施
中

継
続

中
里

山
再

生
モ

デ
ル

事
業

の
実

施
協

議
中

。
関

係
機

関
へ

森
林

除
染

の
要

望
。

対
象

エ
リ

ア
が

広
大

。
除

染
に

つ
い

て
は

国
直

轄
で

あ
り

、
町

と
し

て
除

染
方

法
の

確
立

を
行

う
こ

と
は

な
い

。

引
き

続
き

森
林

の
放

射
線

量
低

減
の

取
組

み
に

つ
い

て
関

係
機

関
へ

要
望

。

継
続

町
森

林
組

合
国 県

市
町

村
森

林
整

備
計

画
ふ

る
さ

と
再

生
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
除

染
に

よ
り

発
生

し
た

木
材

や
  
  
草

葉
に

つ
い

て
、

木
質

バ
イ

オ
マ

  
  
ス

発
電

等
に

活
用

す
る

な
ど

、
  
  
新

た
な

産
業

と
併

せ
て

森
林

除
染

  
  
を

推
進

検
討

・
実

施
中

継
続

中

里
山

再
生

モ
デ

ル
事

業
の

実
施

協
議

中
。

事
業

者
か

ら
の

提
案

あ
り

。
実

施
に

つ
い

て
の

課
題

整
理

が
必

要
。

対
象

エ
リ

ア
が

広
大

。
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

技
術

面
、

事
業

者
確

保
、

線
量

管
理

、
廃

棄
物

処
理

、
地

域
同

意
な

ど
多

く
の

課
題

が
あ

る
。

民
間

事
業

者
の

調
査

事
業

な
ど

の
結

果
を

基
に

事
業

を
行

う
。

継
続

国
・
県

町
民

間
事

業
者

森
林

組
合

県
木

材
流

通
機

構

・
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

施
設

等
緊

急
整

備
事

業
・
福

島
県

の
再

生
エ

ネ
ル

ギ
ー

推
進

ビ
ジ

ョ
ン

ふ
る

さ
と

再
生

課
産

業
振

興
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
森

林
除

染
に

よ
り

山
林

を
伐

採
  
  
し

た
場

合
、

治
山

・
治

水
計

画
を

  
  
ふ

ま
え

、
森

林
再

生
の

た
め

  
  
植

林
を

計
画

的
に

実
施

検
討

・
実

施
中

未
国

の
制

度
や

補
助

を
活

用
し

な
が

ら
事

業
検

討
。

継
続

町
森

林
組

合
国 県

・
造

林
補

助
・

市
町

村
森

林
整

備
計

画

産
業

振
興

課

産
業

・
賠

償
対

策
課

施
策

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

中
期

長
期

進
捗

状
況

実
績

課
題

今
後

の
方

向
性

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応

実
施

主
体

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等

進
行

管
理

の
担

当
課

9
1
0

1
1

1
2

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

3
計

画
・

整
備

運
用

現
担

当
課

旧
担

当
課

２
．

水
産

業
再

生
の

た
め

の
イ

ン
フ

ラ
整

備

３
．

森
林

資
源

の
活

用
及

び
林

業
の

再
生

・
海

底
ガ

レ
キ

の
撤

去
、

海
洋

等
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

つ
い

て
は

実
施

中
。

・
請

戸
港

及
び

漁
業

関
連

施
設

の
復

旧
工

事
を

実
施

中
。

・
ふ

化
・
放

流
事

業
に

つ
い

て
は

協
議

・
検

討
を

実
施

中
。

・
河

川
除

染
を

要
望

済
み

。

・
里

山
再

生
モ

デ
ル

事
業

の
実

施
協

議
中

。
・
森

林
除

染
を

要
望

し
て

お
り

、
こ

れ
に

よ
り

山
林

を
伐

採
し

た
場

合
の

植
林

に
つ

い
て

は
今

後
検

討
。

9
1
0

1
1

1
2

施
設

被
災

調
査

事
業

再
開

国
・

県
へ

要
望

※
回

答
を

確
認

し
、

不
足

事
項

や
追

加
事

項
が

あ
れ

ば
再

度
要

望

継
続

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

の
実

施

国
・

県
へ

要
望

※
回

答
を

確
認

し
、

不
足

事
項

や
追

加
事

項
が

あ
れ

ば
再

度
要

望

国
・

県
へ

要
望

※
回

答
を

確
認

し
、

不
足

事
項

や
追

加
事

項
が

あ
れ

ば
再

度
要

望

施
設

環
境

調
査

国
・

県
へ

要
望

※
回

答
を

確
認

し
、

不
足

事
項

や
追

加
事

項
が

あ
れ

ば
再

度
要

望

森
林

除
染

の
確

立

植
林

事
業

バ
イ

オ
マ

ス
エ

ネ
ル

ギ
ー

産
業

の
推

進

中
期

長
3

中
期

長
3

Ｈ
28

.8
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
ふ

る
さ

と
で

の
産

業
の

復
興

③
商

）

（
１

）
町

内
に

お
け

る
商

工
業

等
の

　
　

　
事

業
再

開

　
・
町

内
で

の
事

業
再

開
促

進
の

  
  
た

め
、

関
係

機
関

と
連

携
し

た
  
  
事

業
再

開
の

た
め

の
  
  
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
事

業
の

展
開

済
継

続
中

国
の

官
民

合
同

チ
ー

ム
に

よ
る

支
援

（
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

）
を

実
施

。

官
民

合
同

チ
ー

ム
に

よ
り

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
き

め
細

か
い

支
援

策
の

実
施

。

継
続

町
国

・
県

商
工

会

地
域

支
援

専
門

家
派

遣
推

進
経

費
産

業
振

興
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
帰

町
後

の
事

業
再

開
に

係
る

  
  
設

備
投

資
へ

の
支

援
策

の
導

入
に

  
  
つ

い
て

国
・
県

へ
要

請
済

継
続

中
国

の
官

民
合

同
チ

ー
ム

が
需

要
把

握
と

支
援

施
策

紹
介

を
実

施
。

官
民

合
同

チ
ー

ム
に

よ
り

継
続

的
に

需
要

把
握

。

運
用

に
切

り
替

え
町

国
・
県

商
工

会
な

し
産

業
振

興
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
帰

町
再

開
後

の
事

業
再

開
に

  
  
つ

い
て

移
動

販
売

車
な

ど
に

よ
る

  
  
営

業
再

開
を

支
援

検
討

中
未

国
の

支
援

メ
ニ

ュ
ー

が
あ

り
、

導
入

検
討

中
。

事
業

実
施

に
向

け
、

事
業

者
と

協
議

。
継

続
町

国
・
県

商
工

会
な

し
産

業
振

興
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
仮

設
の

商
店

街
の

整
備

に
よ

る
　

　
営

業
再

開
な

ど
、

商
店

の
集

約
化

  
  
支

援
済

継
続

中
町

内
に

仮
設

店
舗

整
備

決
定

。
役

場
敷

地
内

に
整

備
。

継
続

町
国

・
県

商
工

会
な

し
産

業
振

興
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

　
・
先

行
帰

町
す

る
町

民
の

生
活

  
  
利

便
性

確
保

の
た

め
、

帰
町

後
の

  
  
営

業
維

持
が

確
保

で
き

る
よ

う
  
  
支

援
策

を
創

設

済
継

続
中

光
熱

費
補

助
。

町
内

仕
様

の
プ

レ
ミ

ア
ム

商
品

券
な

ど
で

消
費

喚
起

。
継

続
町

国
・
県

商
工

会
な

し
産

業
振

興
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

（
２

）
既

存
事

業
所

等
へ

の
町

内
に

  
  
  
お

け
る

再
開

支
援

　
・
工

業
用

水
や

道
路

網
な

ど
　

　
産

業
イ

ン
フ

ラ
の

復
旧

推
進

済
継

続
中

実
施

中
。

（
下

水
道

未
復

旧
ヶ

所
で

の
浄

化
槽

設
置

補
助

）
継

続
国

・
県 町

な
し

災
害

復
旧

事
業 復

興
交

付
金

産
業

振
興

課
復

旧
事

業
課

　
・
円

滑
な

事
業

再
開

や
既

に
町

外
で

　
　

再
開

し
て

い
た

事
業

所
の

再
移

転
  
  
に

つ
い

て
の

支
援

策
を

国
・
県

に
  
  
要

請

検
討

中
未

帰
還

支
援

に
関

す
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
検

討
中

。
継

続
町

国
・
県

商
工

会
な

し
産

業
振

興
課

産
業

・
賠

償
対

策
課

施
策

H
2
4
年

H
2
5
年

Ｈ
2
6
年

中
期

長
期

進
捗

状
況

実
績

課
題

今
後

の
方

向
性

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応

実
施

主
体

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等

進
行

管
理

の
担

当
課

9
1
0

1
1

1
2

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

3
計

画
・

整
備

運
用

現
担

当
課

旧
担

当
課

・
イ

ン
フ

ラ
復

旧
を

継
続

実
施

中
。

・
帰

還
支

援
に

関
す

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
検

討
中

。

・
官

民
合

同
チ

ー
ム

に
よ

る
事

業
再

開
に

向
け

た
支

援
（
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

）
を

実
施

中
。

・
仮

設
店

舗
を

役
場

敷
地

内
に

整
備

。
・
光

熱
費

補
助

を
実

施
中

。

・
国

の
官

民
合

同
チ

ー
ム

に
よ

る
支

援
や

仮
設

店
舗

整
備

等
に

よ
り

、
事

業
再

開
支

援
を

実
施

中
。

・
事

業
再

開
に

必
要

な
イ

ン
フ

ラ
復

旧
を

進
め

て
い

る
が

、
帰

還
支

援
に

関
す

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

は
今

後
要

検
討

。
４

.既
存

事
業

所
等

の
町

内
に

お
け

る
事

業
再

開

9
1
0

1
1

1
2

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

事
業

の
展

開

支
援

策
の

創
設

支
援

策
の

創
設

支 援

支
援

策
の

創
設

支
援

策
の

創
設

町
内

イ
ン

フ
ラ

復
旧

工
事

支
援

策
の

創
設

要
望

支 援 支 援 支 援 支 援 支 援中
期

長
3

中
期

長
3

Ｈ
28

.8
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
産

業
集

積
に

よ
る

地
域

経
済

の
再

生
）

H
2
4

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

９
～

１
２

１
～ ３

４
～ ６

7
～ １
０

1
0
～

１
２

１
～ ３

４
～ ６

７
～ ９

1
0
～

１
２

１
～ ６

７
～

１
２

計
画

・
整

備
運

用
現

担
当

課
旧

担
当

課

１
.　

新
た

な
産

業
の

集
積

（
１

）
新

た
な

産
業

の
集

積
に

よ
る

  
  
  
雇

用
の

場
の

確
保

　
・
津

波
被

災
地

等
を

活
用

し
た

　
　

地
元

出
資

型
の

再
生

可
能

  
  
エ

ネ
ル

ギ
ー

産
業

の
集

積

検
討

・
実

施
中

未
太

陽
光

発
電

に
つ

い
て

は
見

直
し

。
風

力
発

電
事

業
の

可
能

性
に

つ
い

て
検

討
中

。
※

地
元

出
資

型
に

つ
い

て
は

未
検

討
。

事
業

採
算

性
、

送
電

網
の

整
備

、
系

統
連

繋
の

可
否

な
ど

継
続

検
討

。
継

続
町

民
間

事
業

者
国

・
県

復
興

交
付

金
「
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

施
設

等
緊

急
整

備
事

業
」

復
興

推
進

課
復

興
推

進
課

　
・
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

施
設

や
  
  
エ

タ
ノ

ー
ル

等
製

造
施

設
の

  
  
設

置
に

よ
る

、
森

林
除

染
や

  
  
木

質
ガ

レ
キ

処
理

の
推

進
と

  
  
併

せ
た

バ
イ

オ
マ

ス
タ

ウ
ン

構
想

  
  
に

よ
る

産
業

の
集

積

検
討

中
未

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
に

つ
い

て
は

、
里

山
再

生
モ

デ
ル

事
業

で
検

討
中

。
継

続
検

討
。

継
続

町
民

間
事

業
者

国
・
県

森
林

組
合

復
興

交
付

金
「
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

施
設

等
緊

急
整

備
事

業
」

復
興

推
進

課
復

興
推

進
課

　
・
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
普

及
と

  
  
併

せ
た

蓄
電

池
関

連
産

業
の

集
積

検
討

・
実

施
中

未
太

陽
光

発
電

に
つ

い
て

は
見

直
し

。
風

力
発

電
事

業
の

可
能

性
に

つ
い

て
検

討
中

。
※

蓄
電

池
関

連
産

業
は

未
検

討
。

継
続

検
討

。
継

続
町

民
間

事
業

者
国

・
県

福
島

特
別

措
置

法
復

興
推

進
課

復
興

推
進

課

　
・
町

内
に

お
い

て
新

た
に

起
業

す
る

  
  
方

、
新

規
参

入
す

る
事

業
者

へ
の

  
  
支

援
一

部
済

継
続

中
産

業
団

地
整

備
中

。
産

業
団

地
整

備
の

推
進

。
継

続
町

民
間

事
業

者
国

・
県

福
島

特
別

措
置

法
産

業
振

興
課

復
興

推
進

課
産

業
・
賠

償
対

策
課

（
２

）
地

域
課

題
の

解
決

に
則

し
た

  
  
  
産

業
の

集
積

　
・
早

急
な

安
全

・
安

心
を

確
保

す
る

　
　

た
め

、
廃

炉
作

業
等

原
子

力
防

災
  
  
産

業
の

前
線

基
地

と
し

て
の

  
  
ま

ち
づ

く
り

済
未

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
コ

ー
ス

ト
構

想
の

廃
炉

の
た

め
の

研
究

施
設

な
ど

は
双

葉
郡

南
部

に
整

備
予

定
。

浪
江

町
に

整
備

が
決

定
し

て
い

る
ロ

ボ
ッ

ト
テ

ス
ト

フ
ィ

ー
ル

ド
を

活
用

し
た

産
業

集
積

を
検

討
。

継
続

検
討

。
継

続
町

民
間

事
業

者
国

・
県

福
島

特
別

措
置

法
復

興
推

進
課

復
興

推
進

課

　
・
高

齢
化

社
会

に
対

応
し

た
福

祉
・

  
  
介

護
に

関
す

る
産

業
の

集
積

未
未

福
祉

・
介

護
は

、
再

開
事

業
者

の
調

整
や

近
隣

自
治

体
の

事
業

所
の

状
況

な
ど

か
ら

、
産

業
集

積
の

検
討

に
至

っ
て

い
な

い
。

継
続

検
討

。
継

続
町

民
間

事
業

者
国

・
県

復
興

交
付

金
「
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

施
設

等
緊

急
整

備
事

業
」

復
興

推
進

課
復

興
推

進
課

　
・
環

境
に

配
慮

し
た

植
物

工
場

や
　

　
花

卉
工

場
な

ど
施

設
型

農
業

に
  
  
よ

る
農

業
の

再
開

検
討

・
実

施
中

継
続

中
３

２
０

０
社

へ
企

業
意

向
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

。
受

入
れ

先
（
産

業
団

地
）

の
早

急
な

整
備

が
必

要
。

引
き

続
き

積
極

的
な

誘
致

活
動

を
推

進
す

る
。

継
続

町
民

間
事

業
者

国
・
県

J
A

土
地

改
良

区

福
島

特
別

措
置

法
産

業
振

興
課

復
興

推
進

課

　
・
農

林
水

産
物

の
生

産
・
加

工
・

  
  
販

売
を

一
元

化
す

る
６

次
産

業
の

  
  
集

積

検
討

・
実

施
中

継
続

中
３

２
０

０
社

へ
企

業
意

向
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

。
受

入
れ

先
（
産

業
団

地
）

の
早

急
な

整
備

が
必

要
。

引
き

続
き

積
極

的
な

誘
致

活
動

を
推

進
す

る
。

継
続

町
民

間
事

業
者

国
・
県

J
A

土
地

改
良

区

福
島

特
別

措
置

法
産

業
振

興
課

復
興

推
進

課

２
.　

研
究

拠
点

施
設

の
設

置

（
１

）
研

究
拠

点
施

設
の

設
置

  
・
災

害
対

策
研

究
拠

点
施

設
の

設
置

　
　

に
つ

い
て

国
に

要
請

済
未

災
害

研
究

を
含

む
ア

ー
カ

イ
ブ

拠
点

施
設

の
設

置
を

要
請

。

現
時

点
で

設
置

場
所

は
不

明
。

※
復

興
祈

念
公

園
に

近
接

す
る

も
の

と
想

定
。

継
続

要
請

。
継

続
国

県 町

復
興

交
付

金
「
農

林
水

産
関

係
試

験
研

究
機

関
緊

急
整

備
事

業
」

復
興

推
進

課
復

興
推

進
課

施
策

短
期

中
長

期
進

捗
状

況
実

績
課

題
今

後
の

方
向

性

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応

実
施

主
体

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等

進
行

管
理

の
担

当
課

H
2
5

H
2
6

H
2
7

・
ロ

ボ
ッ

ト
テ

ス
ト

フ
ィ

ー
ル

ド
を

活
用

し
た

産
業

集
積

等
に

つ
い

て
、

検
討

中
。

・
植

物
工

場
や

6
次

産
業

等
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
誘

致
活

動
を

推
進

。

・
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

に
つ

い
て

検
討

中
。

・
産

業
団

地
を

整
備

中
。

・
産

業
団

地
を

整
備

中
で

あ
り

、
立

地
企

業
の

誘
致

活
動

が
必

要
。

・
ア

ー
カ

イ
ブ

拠
点

施
設

設
置

要
請

に
つ

い
て

、
継

続
実

施
が

必
要

。

・
災

害
研

究
を

含
む

ア
ー

カ
イ

ブ
拠

点
施

設
の

設
置

を
継

続
要

請
。

研
究

施
設

設
置

要
請関

連
企

業
の

誘
致

産
業

集
積

要
請

関
連

企
業

の
誘

致
産

業
集

積
要

請

関
連

企
業

の
誘

致
産

業
集

積
要

請

関
連

企
業

の
誘

致
産

業
集

積
要

請

関
連

企
業

の
誘

致
産

業
集

積
要

請

関
連

企
業

の
誘

致
産

業
集

積
要

請

関
連

企
業

の
誘

致
産

業
集

積
要

請

起
業

・
新

規
参

入
支

援
支

援
策

の
創

設

Ｈ
28

.8
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施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
復

興
の

発
信

）

H
2
4

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

９
～

１
２

１
～ ３

４
～ ６

7
～ １
０

1
0
～

１
２

１
～ ３

４
～ ６

７
～ ９

1
0
～

１
２

１
～ ６

７
～

１
２

計
画

・
整

備
運

用
現

担
当

課
旧

担
当

課

震
災

記
録

等
の

保
存

検
討

中
未

震
災

記
録

を
作

成
中

（
町

）
。

被
災

施
設

・
地

区
の

3
Ｄ

デ
ー

タ
化

実
施

及
び

実
施

中
（
町

・
東

北
大

学
）
。

被
災

施
設

等
の

物
品

収
集

実
施

及
び

実
施

中
（
町

・
県

立
博

物
館

）
。

震
災

伝
承

に
関

す
る

広
域

連
携

と
し

て
他

町
と

の
勉

強
会

を
実

施
中

（
町

）
。

生
活

再
建

が
な

さ
れ

な
い

中
で

震
災

遺
構

な
ど

に
つ

い
て

の
住

民
と

の
議

論
が

し
難

い
。

収
集

し
た

3
Ｄ

デ
ー

タ
や

物
品

の
活

用
方

法
等

の
継

続
検

討
。

継
続

復
興

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

の
構

築
検

討
中

未
被

災
記

録
伝

承
の

ア
ー

カ
イ

ブ
拠

点
施

設
を

復
興

祈
念

公
園

に
近

接
し

た
整

備
を

計
画

中
（
県

：
イ

ノ
ベ

）
。

ア
ー

カ
イ

ブ
拠

点
施

設
の

整
備

場
所

や
具

体
的

な
内

容
が

不
明

確
。

県
事

業
に

対
す

る
町

の
関

与
・
連

携
の

整
理

。
継

続

研
究

施
設

・
記

念
公

園
の

整
備

検
討

中
未

復
興

祈
念

公
園

を
双

葉
町

か
ら

浪
江

町
の

沿
岸

部
に

整
備

を
計

画
中

（
県

：
イ

ノ
ベ

）
。

復
興

祈
念

公
園

の
具

体
的

機
能

や
防

災
林

等
の

周
辺

環
境

と
の

連
動

性
が

不
明

確
。

県
事

業
に

対
す

る
町

の
関

与
・
連

携
の

整
理

。
継

続

災
害

研
究

都
市

の
実

現
検

討
中

未
上

記
を

踏
ま

え
て

検
討

を
実

施
継

続

被
災

経
験

や
復

興
を

他
地

域
や

次
世

代
に

継
承

検
討

中
未

上
記

を
踏

ま
え

て
検

討
を

実
施

生
活

再
建

が
な

さ
れ

な
い

中
で

震
災

遺
構

な
ど

に
つ

い
て

の
住

民
と

の
議

論
が

し
難

い
。

継
続

施
策

短
期

中
長

期
進

捗
状

況
実

績
課

題
H

2
5

H
2
6

H
2
7

今
後

の
方

向
性

復
興

計
画

【
二

次
】
で

の
対

応

実
施

主
体

協
力

機
関

等
利

用
可

能
な

制
度

等

進
行

管
理

の
担

当
課

復
興

の
発

信
（
一

次
計

画
施

策
編

p.
3
）

県 町

東
北

大
学

県
立

博
物

館 各
自

治
体

復
興

交
付

金
（
震

災
遺

構
）

地
方

創
生

交
付

金

復
興

推
進

課

教
育

委
員

会
事

務
局

復
興

推
進

課

教
育

委
員

会
事

務
局

・
震

災
記

録
等

の
保

存
は

、
大

学
や

博
物

館
と

も
連

携
し

実
施

中
。

・
復

興
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
と

な
る

ア
ー

カ
イ

ブ
拠

点
施

設
及

び
復

興
祈

念
公

園
の

整
備

を
計

画
中

。
・
災

害
研

究
都

市
や

被
災

経
験

等
の

継
承

は
、

今
後

検
討

が
必

要
。

震
災

記
録

等
の

保
存

被
災

経
験

や
復

興
を

他
地

域
や

次
世

代
に

継
承

復
興

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

の
構

築

研
究

施
設

・
記

念
公

園
の

整
備

災
害

研
究

都
市

の
実

現

Ｈ
28

.8
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(2) 平成 28 年度 浪江町住民意向調査速報版 
 
 

  





平成 28 年１１月２５日 

復興庁 

福島県 

浪江町 

調査結果（速報版）の見方 

・「ｎ」とは、質問に対する回答者数であり、100％が何世帯の回答に相当するかを示すもので

ある。 

・回答の構成比は百分率をあらわし、小数点第２位を四捨五入して算出しているため、回答比

率の合計が 100％にならない場合がある。 

・回答者が２つ以上の回答をすることができる多肢選択式の質問においては、全ての選択肢の

比率を合計すると 100%を超える。 

浪江町住民意向調査 調査結果（速報版） 

調査の概要 

１．調査対象：世帯の代表者（9,087 世帯） 

２．調査時期：平成 28 年 9 月 12 日～9 月 26 日 

３．調査方法：郵送配布、郵送回収 

４．回答者数：4,867 世帯（回収率 53.6％） 

基本属性 

【年代】 

n = 4,867

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

1.3 6.2 10.5 18.1 30.0 32.6 1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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n = 4,867 14.2 2.4 8.8 16.8 8.4 9.2 3.7 26.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いわき市
相馬市

南相馬市

広野町 0.1

楢葉町 0.0

川内村 0.0

新地町 0.4

福島市
郡山市

白河市 1.1

須賀川市 0.7

二本松市

田村市 0.3

伊達市 0.6

本宮市

桑折町 1.7

川俣町 0.4

大玉村 0.7

西郷村 0.3

三春町 0.2

会津若松市 1.0

喜多方市 0.1

会津美里町 0.1

福島県内の

その他の市町村 1.3

福島県外 無回答 0.7

n = 4,867 12.9 25.0 4.6 7.7 43.0 2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仮設住宅

（プレハブ型。無償）

借上住宅（民間住宅・

公営住宅などの借り

上げ型。無償）

公営住宅

（有償）

民間賃貸住宅

（有償）

給与住宅

（社宅など） 0.7

家族のどなたかの

お住まい・実家 1.5

親戚・知人宅 1.1

持ち家（ご本人または

ご家族所有）

その他

無回答 0.9

n = 4,867 6.0 4.7 7.8 10.8 2.9 4.6 42.4 6.1 7.6 6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自営業・

会社経営

者（継続中

もしくは

再開済）

自営業・会社経営者

（休業中）

会社員（勤め人）

（事務や内勤を主

とする業務）

会社員（勤め人）

（労務や外勤を

主とする業務）

団体職員 1.0

公務員

パート・

アルバイト

学生 0.1

無職（職を探して

いない）

無職（職を探し

ている）

その他

無回答

避難状況 

１．避難先自治体 

２．現在の住居形態 

３．職 業 
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0

500

1,000

1,500

2,000

１人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人 ８人

以上

世帯数
現 在

0

500

1,000

1,500

2,000

１人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人 ８人

以上

世帯数
震災発生当時

n = 4,867 77.7 4.6 4.9 2.5 7.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

持ち家（一戸建） 持ち家（集合住宅） 0.3

民間賃貸住宅

（一戸建）

民間賃貸住宅

（集合住宅）

公営住宅

給与住宅（社宅、

公務員宿舎など） 0.7

家族のどなたかの

お住まい・実家

親戚・

知人宅 0.4

その他

0.4

無回答

1.3

４．世帯人数 

５．震災発生当時の住居形態 

持ち家計 78.0％ 
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n = 3,799 14.0 28.0 27.2 1.8 7.1 7.7 9.2 2.6 2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地震により解体を

せざるを得ない被害、

劣化等がみられる

地震では大きな

被害がなかったが、

避難中に解体せざるを

得ない劣化等がみられる
修理すれば

住める状況

修理したので

住める状況
特に損傷はない

既に解体

している

津波により、家が

流失している

わからない

無回答

　　　　　　　　　　建物 n = 3,361

　　　　　　　　　　宅地 n = 3,361

継続所有したい

貸し出したい

解体したい

（解体申請中）

既に解体している

売却したい 既に売却

している

判断できない・

決めていない

無回答

27.0

21.5

3.6

2.6 30.0 8.7

10.6

6.3

0.1

-

22.8

20.9

35.8

9.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n = 3,361

元の持ち家の管理が出来ない（高齢のため・町外に住宅
所持のためなど）

どのような問題があるかわからない

修繕・解体・売却・貸出しする際の事業者が分からない

問題はない

修繕・解体・売却・貸出しする際の事業者が忙しすぎて
待たされる（断られる）

その他

無回答

31.2

15.9

11.2

9.8

3.3

9.8

27.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６．現在の住宅の状況 

７．今後の所有意向 

８．持ち家・土地の維持管理等の問題点 

※〔５．震災発生当時の住居形態〕で「持ち家（一戸建）」 

「持ち家（集合住宅）」と回答した方のみ 

※〔５．震災発生当時の住居形態〕で「持ち家（一戸建）」「持ち家（集合住宅）」 

と回答した方で、〔６．現在の住宅の状況〕で「津波により、家が流失している」 

と回答した人以外 

※宅地については「解体したい（解体申請中）」「既に解体している」の選択肢はなし 

※〔５．震災発生当時の住居形態〕で「持ち家（一戸建）」 

「持ち家（集合住宅）」と回答した方で、〔６．現在の住宅の 

状況〕で「津波により、家が流失している」と回答した人以外 
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全体 n = 4,867

２９歳以下 n = 62

３０～３９歳 n = 304

４０～４９歳 n = 509

５０～５９歳 n = 881

６０～６９歳 n = 1,459

７０歳以上 n = 1,589

年
代
別

21.0

18.1

17.5

12.0

5.9

11.3

17.5

23.8

29.7

33.5

32.0

23.4

11.3

28.2

51.1

51.3

48.7

55.6

70.7

77.4

52.6

4.1

0.9

0.3

0.4

-

-

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

すぐに・いずれ戻り

たいと考えている まだ判断がつかない 戻らないと決めている 無回答

n = 851 29.1 42.4 6.6 10.3 11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族全員での帰還を

考えている

家族一部での帰還を

考えている

現在検討して

いるところ

まだ分からない

無回答

0

100

200

300

400

500

１人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人 ８人

以上

世帯数

n = 609

将来の意向 

９．帰還の意向 

１０．帰還する場合の家族 

１１．帰還する家族人数 

※〔９．帰還の意向〕で「すぐに・いずれ戻りたいと考えている」と 

回答した方のみ 

※〔１０．帰還する場合の家族〕で「家族全員での帰還を考えている」 

「家族一部での帰還を考えている」と回答した方のみ 
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n = 851

新たに一戸

建の持ち家

を新築

新たに一戸建の

持ち家を購入 1.9

新たに民間賃貸住宅

（一戸建）を借用

新たに民間賃貸住宅

（集合住宅）を借用

新しくできる（災害）

公営住宅

元の持ち家（自宅）

（建て替える場合を含む）

元の民間賃貸住宅

（一戸建） 0.5

元の民間賃貸住宅

（集合住宅） 0.2

元の町営

住宅 0.2

元の給与住宅

（社宅など） -

家族のどなたかの

お住まい・実家

親戚・

知人宅 0.2

その他 1.2

現時点では

判断できない

無回答

7.8 2.5 2.1 11.8 58.4 -2.2 3.1 8.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n = 221

元の住居が荒廃しているから

元の住居周辺に住む人が少ないと思うから

津波被災により災害危険区域となったため住めないから

浪江町の新たな場所で生活を開始したいから

帰還困難区域だから

元の住居周辺の放射線量の高さが心配だから

今後、津波の被害を受けることが心配だから

その他

無回答

27.6

17.6

15.4

14.9

12.2

9.0

1.4

13.6

17.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n = 851 30.7 28.1 11.8 16.5 7.2 5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

すぐに戻りたい

いずれ戻りたい

（数年で帰りたい・

５年以内）

いずれ戻りたい

（当面帰れないが、

いずれ帰りたい・

５年以上）

いずれ戻りたい

（年数では判断

できない）

いずれ戻りたい

（分からない）

無回答

１２．帰還した場合の住居形態 

１３．元の住居と違う場所を希望する理由 

１４．帰還の時期 

※〔1２．帰還した場合の住居形態〕で「新たに一戸建の持ち家を新築」「新たに一戸建の持ち家を購入」「新たに民間賃貸

住宅（一戸建）を借用」「新たに民間賃貸住宅（集合住宅）を借用」「新しくできる（災害）公営住宅」と回答した方のみ 

※〔９．帰還の意向〕で「すぐに・いずれ戻りたいと考えている」と 

回答した方のみ 

※〔９．帰還の意向〕で「すぐに・いずれ戻りたいと考えている」と 

回答した方のみ 
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n = 261

買い物への支援

住宅の修繕や建て替えへの支援

健康や介護に関する支援

被ばく低減対策

雇用確保・就業支援

住宅の新築・購入の支援

子育てや学校教育への支援、生活交通の支援

災害公営住宅や民間賃貸住宅への入居支援

携帯電話やインターネット等通信環境の改善

その他

特にない

無回答

51.7

49.8

47.5

30.7

18.4

17.6

13.8

13.4

13.0

11.9

6.5

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n = 540

医療・介護などが整うこと

商業やサービス業などの施設が整うこと

元の家屋に住めるようになること

鉄道やバスなどの公共交通が整うこと

放射線量の低下や除染成果が分かってから

住民の帰還がある程度進んでから

原子力発電所が安全と分かってから

仕事（事業再開を含む）ができるようになること

住宅の新築や購入ができる環境が整うこと

放射線の人体への影響が分かってから

中間貯蔵施設の状況が分かってから

町内の災害公営住宅などの住宅が整うこと

受け取る賠償額が分かってから

教育環境が整うこと

避難中の今の場所での子育てが終えるまで

その他

分からない

無回答

66.9

59.3

47.2

38.7

35.9

33.7

23.9

22.4

20.2

18.9

13.9

13.5

12.8

12.2

6.1

4.1

0.9

9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１５．帰還する場合に不足していると感じる支援 

１６．帰還する場合の条件 

※〔１４．帰還の時期〕で「すぐに戻りたい」と 

回答した方のみ 

※〔１４．帰還の時期〕で「いずれ戻りたい」と回答した方のみ 
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n = 1,373

医療・介護の復旧時期の目途

どの程度の住民が戻るかの状況

商業やサービス業などの施設の復旧時期の目途

放射線量の低下の目途、除染成果の状況

原子力発電所の安全性に関する情報（事故収束や
廃炉の状況）

放射線の人体への影響に関する情報

鉄道やバスなどの公共機関の復旧時期の目途

受け取る賠償額の確定

元の住宅の住宅修繕に関する情報

住宅確保への支援に関する情報

働く場の確保の目途

中間貯蔵施設の情報

避難指示解除となる時期の目安に関する情報

学校などの教育環境の復旧時期の目途

その他

現時点で家族間の意見が分かれており、帰還意向に
ついて回答できない
現時点ではどのような情報があれば判断できるか
わからない

無回答

62.2

50.1

48.1

42.9

41.5

32.2

31.8

30.4

29.0

26.9

25.2

25.1

24.0

13.8

6.0

2.8

2.5

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１７．帰還を判断する上で必要な情報 ※〔９．帰還の意向〕で「まだ判断がつかない」と 

回答した方のみ 
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n = 2,559

原子力発電所の安全性に不安があるから

水道水などの生活用水の安全性に不安があるから

放射線量が低下せず不安だから

医療環境に不安があるから

生活に必要な商業施設などが元に戻りそうにないから

家が汚損・劣化し、住める状況ではないから

介護・福祉サービスに不安があるから

浪江町外への移動交通が不便だから

道路、鉄道等の交通インフラに不安があるから

浪江町に戻っても仕事がなさそうだから

教育環境に不安があるから

営農などができそうにないから

浪江町での事業の再開が難しいから

避難先の方が生活利便性が高いから

他の住民も戻りそうにないから

家族（親または子ども・孫）が帰らないから

高齢者・要介護者のいる世帯なので生活が不安だから

帰還までに時間がかかるから

今の環境で子どもの教育を継続させたいから

避難先で仕事を見つけているから

今後の津波被害を受ける可能性があるから

その他

無回答

【帰還の前提・健康に
　　　　　　　関わるもの】

【町内の復旧状況に
　　　　　　　関わるもの】

【今後の生活に
　　　　　　　関わるもの】

51.5

46.5

42.5

46.6

39.9

36.2

29.4

22.7

20.2

15.1

14.8

8.3

8.2

35.5

27.9

27.2

24.2

18.6

14.1

12.0

3.5

10.7

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８．戻らないと決めている理由 ※〔９．帰還の意向〕で「戻らないと決めている」と回答した方のみ 
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n = 4,472

いわき市

相馬市 1.8

南相馬市
広野町 0.1

楢葉町 0.0

川内村 -

新地町 0.4

福島市

郡山市

白河市 1.0

須賀川市 0.6

二本松市

田村市 0.3

伊達市 0.5

本宮市

桑折町 0.9

川俣町 0.3

大玉村 0.8

西郷村 0.3

三春町 0.2

会津若松市 0.6

喜多方市 0.1

会津美里町 0.0

福島県内の

その他の市町村 1.5

福島県外

決めかねている

無回答

13.9 10.5 11.8 7.6 5.1 2.1 19.4 4.0 16.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n = 4,472 44.5 2.3 2.8 5.2 10.7 1.9 4.0 26.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

持ち家（一戸建） 持ち家（集合住宅）

民間賃貸住宅

（一戸建）

民間賃貸住宅

（集合住宅）

公営住宅

給与住宅

（社宅など） 0.4

家族のどなたかの

お住まい・実家

親戚・知人宅 0.5

その他 1.2

現時点では

判断できない 無回答

１９．帰還しない場合または帰還するまでの間に居住を希望する自治体 

２０．帰還しない場合または帰還するまでの間の今後の居住形態 

※〔９．帰還の意向〕で「まだ判断がつかない」「戻らないと決めている」、〔１４．帰還の時期〕で「いずれ戻りたい」

と回答した方のみ 

※〔９．帰還の意向〕で「まだ判断がつかない」「戻らないと決めている」、〔１４．帰還の時期〕で「いずれ戻りたい」

と回答した方のみ 
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n = 4,472

移転した場所に住みながら、定期的に浪江町に
行き来したい

浪江町の地域活動や行政に協力していきたい

浪江町の祭事などに参加したい

ふるさと納税などで協力していきたい

その他

浪江町との関係性はなくてもよい

無回答

61.0

19.3

18.0

11.0

4.6

3.8

25.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n = 4,472

浪江町の情報の提供

賠償請求に関する支援

住宅再建の支援情報の提供

交流の場の開催

就労の支援情報の提供

その他

支援は特にいらない

無回答

60.2

48.2

23.0

18.5

10.9

1.6

3.3

24.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２１．帰還しない場合または帰還するまでの間の浪江町との関係 

２２．帰還しない場合または帰還するまでの間に必要な支援 

※〔９．帰還の意向〕で「まだ判断がつかない」「戻らないと決めている」、〔１４．帰還の時期〕で「いずれ戻りたい」

と回答した方のみ 

※〔９．帰還の意向〕で「まだ判断がつかない」「戻らないと決めている」、〔１４．帰還の時期〕で「いずれ戻りたい」

と回答した方のみ 
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(3) パブリックコメントの概要・頂いた意見と 

回答 
 
 

  





計画策定の背景や目的 1 商工業 3
計画全般・総論 36 新たな産業形成 12
推進体制 6 産業振興 8
理念・基本方針 5 Ⅱ-1.2 災害・地域の歴史の記憶 8
歩み・将来像 6 Ⅱ-3 エネルギー地産地消 11
除染 24 Ⅲ-1 医療・福祉 18
放射性廃棄物 2 Ⅲ-2 損害対策 16

Ⅰ-2 インフラ・交通網 19 Ⅲ-3 絆・コミュニティ維持 7
まちづくり・景観 17 Ⅲ-4 教育 10
住まいの再建 20 Ⅲ-5 伝統文化 8
防災・防犯・防火等 10 Ⅲ-6 生活支援・行政サービス 13
原発の廃炉 6 国・県・町 3

Ⅰ-5 帰還困難区域 29 概要版 0

Ⅰ-6 農林漁業 17 その他 5

183

39

82

16

【コメント内容の分類】

【コメント提言分野内訳】

その他

浪江町復興計画【第二次】（中間とりまとめ）への

パブリックコメント意見の概要・反映状況

Ⅰ-3

Ⅰ-4

Ⅰ-7

　３．回収方法　：　郵送・FAX・メール・窓口

　１．配布件数　：　9,131世帯

　２．募集期間　：　平成28年12月22日～平成29年1月10日

115人

320件コメント数

復興計画に関連する内容で、単純な修正を行う必要が

あるもの

復興計画に直接関連しない内容で、何らかの対応を求

めるもの（～してほしい、といったもの）

復興計画に関連する内容で、記述の修正を求めないも

の（～だと思う、～すべきだといったその方の思いか

ら発せられたもの）

復興計画に関連する内容で、記述の修正を求めるもの

回答数

総論

軽微な修正

要　望

感　想

意見・提案

Ⅰ-1
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No. 主な意見 対応方針（案）

1
●浪江町の現状等の記載がない
●復興計画【第一次】の進捗や賠償等の、こ
れまでの取組はどうなったのか。

●町の現状・復興計画【第一次】の進捗確認表等を
掲載する付属資料を作成します。

2
●計画の実効性や財源は確保されているの
か。

●主に実現可能性の高い事業を掲載しております。
●財源については、国の交付金を復興を遂げるまで
活用できるよう要望しています。復興に関する財源
の確保において、「復興に向けた取組について、迅
速かつ効果的に実施するために、財政シミュレー
ションを行い長期的な町の財政状況を確認し、国、
県へ財政措置を含めた適切な支援を求めていきま
す。」と下線部分を追加記載します。

3
●帰還困難区域を一日でも早く再生する気概
を示してほしい。

●帰還困難区域では、次年度中に方向性の検討を進
め、その方向性に基づき再生を図ってまいります。
帰還困難区域の再生において、「たとえ長い年月が
かかるとしても、帰還困難区域の一日も早い避難指
示解除に向けて～」と下線部分を追加記載します。

4
●若い世帯の意見を積極的に取り入れる必要
がある。

●これからを担う若い世代の意見を取り入れていく
こと等を配慮しながら取組みます。
復興計画の推進体制において、「そのためにも、そ
れぞれが持つ情報を積極的に提供し合い情報も共有
化を図るとともに、若い世帯の意見に配慮し、町民
等から意見や提案を広く求め～」と下線部分を追加
記載します。

5 ●除染されたといっても安全なのか。

●国が解除の基準で指標とする、追加被ばく線量は
年間20ミリシーベルト以下とされています。
●しかしながら町としては、より安全性を確保する
ため、継続的なモニタリングや必要な場所に対する
フォローアップ除染を行うとともに、国に町内全域
での追加被ばく線量が年間1ミリシーベルト以下とな
る事を要請しています。（本計画に記載済み）

6

●戻らない人の意見がブレーキになっている
ように感じる。計画の実現に向けて頑張って
ほしい。
●若い世代が戻らない中で復興はできるか考
えてほしい。新しい場所に目を向けるべきで
ないか。

●戻る・戻らない・判断できないといった多様な意
見がございますが、それぞれの意見を尊重したいと
考えています。それぞれの居住地での生活再建を図
るとともに、ふるさとの再生については、全ての町
民の方に関与いただけるよう取組みます。（本計画
に記載済み）

パブリックコメントの浪江町復興計画【第二次】への反映状況
※具体的な手法など当計画で記載困難なものについては、実施計画や事業実施の際の参考とさせていただきます。

総
論
（
背
景
・
目
的
、
総
論
、
推
進
体
制
、
理
念
・
基
本
方
針
、
歩
み
・
将
来
像
）
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No. 主な意見 対応方針（案）

7
●具体的な事業スケジュールを示してほし
い。

・復興計画【第二次】は、概要版・計画編・施策編
と分かれており、具体的な事業やスケジュールなど
は施策編でお示しします。（計画に記載済み）

8 ●現住地に定住予定である。

●避難指示の解除は、必ず帰還することを求めるも
のではありません。仕事や子育て等の様々な理由で
移動ができない場合もあります。町では絆を維持す
るための高速道路無料化の継続要請や、広報なみえ
の継続的な配布等の支援を継続します。（本計画に
記載済み）

9
●「協働精神」があれば、復興は困難でも楽
しいものになりうる。国と町が主従関係では
町民の不安に対処できているとは言えない。

●町の復興は町民の皆さまの力なくして実現できる
ものではないと捉えております。行政と町民のみな
さま、国、県、関係機関が協力して復興を進められ
るよう体制整備等を進めます。（本計画に記載済
み）

10

●8,000人の内訳は、帰還者と新たな移住希
望者の混合にならなければ若返りは果たせな
い。町外者をターゲットにした各種イベント
など、若い人たちのアイデアや活動力が必須
である。

●将来的な浪江町の人口構成は、帰還される方と移
住者になると考えております。移住者向けの取組や
町内での交流イベント等を進めます。（本計画に記
載済み）

11
●除染後の定期的な検査と情報発信をしてほ
しい。

●事後モニタリングやフォローアップ除染を実施し
ます。また、情報発信の効果的手法を検討し実施し
ます。（本計画に記載済み）
●農地は、事後モニタリングが一度のみのため、継
続的な実施を要請します。（本計画に記載済み）

12 ●森林や河川等の除染を実施してほしい。

●森林は、「里山再生モデル事業」によるモデル実
施を行います。その後の検証から有効性を判断し、
その他の地区にも広げていくよう要請します。（本
計画に記載済み）
●大柿ダムは、底部の汚泥撹拌による再汚染を防止
するため、濁度モニタリングを設置し監視していま
す。（本計画に記載済み）
●河川は、モニタリングを継続要請するとともに、
効果的手法の検討を進めます。（本計画に記載済
み）

13

●放射線マップなど危険個所が分かるように
きめ細かくしてほしい。
●webや紙媒体などできうる限りの手法を
使って情報提供してほしい。

●放射線の状況がみなさまに分かりやすく提供でき
るように、国・県と共に内容を検討し実施します。
（本計画に記載済み）

除
染
、
放
射
性
廃
棄
物
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No. 主な意見 対応方針（案）

14 ●除染結果の検証と情報発信をしてほしい。

●平成28年度より実施している除染検証委員会除染
において、各地区の方との意見交換や除染に関する
検証を行っております。みなさまの不安を解消する
ために継続して事業を実施します。（本計画に記載
済み）

15
●年間追加被ばく線量1ミリシーベルト以下
実現のため、再除染の取組を行うこと。
●徹底した除染が先である。

●町内全域の長期目標の追加被ばく年間1ミリシーベ
ルトの実現を環境省に継続要請します。（本計画に
記載済み）

16
●上水道の具体的な取組の説明をお願いした
い。

●上水道は、各取水場での24時間モニタリングや、
放射性物質が検出された場合の緊急停止のシステム
を導入しております。（本計画に記載済み）

17
●個人設置の浄化槽の対応はどうなるのか。
●浄化槽の点検清掃を実施してほしい。

●浄化槽については、環境省が一度限りではありま
すが清掃を実施します。施策編に「浄化槽清掃の継
続・拡充要請」を追加記載します。

18

●今後も井戸を使っていくのか。
●飲料水として、簡易水道や沢水を使用いて
いた世帯には、上水道の設置や井戸等が利用
できる環境をつくるべきだ。

●井戸水の調査をした結果、検出されていません
が、帰還される方で、沢水や井戸水で不安がある場
合は、井戸の整備を行う等の対策を検討しておりま
す。施策編に「上水道未敷設地域での飲料水の確
保」を追加記載します。

19
●バスに乗れるようにしてほしい。
●「ぐるりんこタクシー」（デマンドタク
シー）を復旧してほしい。

●町内では、デマンドタクシー等による公共交通の
確保を行います。（本計画に記載済み）

20
●国道114号を拡張整備し、避難道として確
保する必要がある。
●原発等で何かあった時に避難できるのか。

●被災時の経験から、交通渋滞を防ぐため、国道
114号狭隘区間解消等の改良や高速道路複線化の要
望を継続的に行います。（本計画に記載済み）
●避難ルートは、複数案設定し円滑な避難ができる
よう取り組んでおります。（本計画に記載済み）

21
●帰還困難区域内の国道114号や県道浪江三
春線の許可証なしでの全面交通を実現すべ
き。

●帰還困難区域の重要幹線道路については、防犯対
策講じ放射線量を低減させた上で、通行できるよう
継続要請しています。（本計画に記載済み）
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No. 主な意見 対応方針（案）

22
●簡易店舗のみではなく、大規模店舗の整備
を進めないのか。

●既存の個人・企業、新規の個人・企業による商工
業の再生を図ることとし、大規模店舗等を含めた事
業再開を促進します。（事業実施の際の参考としま
す）

23
●常磐線から東側と帰還困難区域について記
載があるが、常磐線から西側の記載がない。
●居住制限区域をどう復興させていくのか。

●復興まちづくり計画の考え方である、役場周辺を
「まちづくりの核となるエリア」として、段階的に
整備地域を拡大していきます。居住制限区域では、
公共交通の支援等を行うとともに、みなさまの意向
を聞き、各地区の方向性を検討していきます。（本
計画に記載済み）

24

●除染後の宅地・農地・空き地・道路等の管
理チームが必要である。
●帰還しない人たちの家屋と土地の取り扱い
を明らかにすべきである。

●個人が所有する財産は、個人が管理していただく
ことになります。町では空き地・空き家対策におい
て、空き家・空き地バンク等による対応のほか、公
営又は民間委託による管理対応を検討していきま
す。（事業実施の際の参考とします）

25
●野生動物が異常繁殖し、荒廃に拍車をかけ
ているので、駆除対策の早期強化の必要があ
る。

●有害鳥獣対策については、国・県・関係自治体で
の広域的な対策の検討を進めております。今後は、
捕獲隊の活動強化を図るとともに、これまでの動態
研究などからモデル事業の実施・検証を行い、効果
的な対策を行います。（事業実施の際の参考としま
す）

26

●再生可能エネルギーの見える化について具
体例がないと分かりにくい。
●再生可能エネルギー施策の具体化が必要で
ある。

●復興計画【第二次】の作成と併行して、スマート
コミュニティの導入について検討しております。こ
の検討を基に、再生可能エネルギー等の理解促進を
図ります。（事業実施の際の参考とします）
●再生エネルギーについては、計画等の策定を次年
度取組みます。（本計画に記載済み）

27
●公営住宅を整備し住まいの確保をしてほし
い。

●現在、町が整備を進めている災害公営住宅は、全
て戸建てで整備しています。また再生賃貸住宅は、
雇用促進住宅を改修したもので、集合住宅で整備し
ています。（本計画に記載済み）

28
●自宅をリフォームしたが、廃材は他の市町
村に持ち出せとのことで、支援が何もない。

●産業廃棄物の取り扱いについて、環境省の減容化
施設の柔軟な運用による対応の要請等に取組んでお
ります。（本計画に記載済み）
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No. 主な意見 対応方針（案）

29
●これまで、重要幹線道路の除草は年1回で
あったが、2回以上にしてほしい。

●美しいふるさとの維持における取組として、除草
を実施するにあたり、適切な回数を検討し実施しま
す。（事業実施の際の参考とします）

30 ●避難場所を明記してほしい。

●復興計画【第二次】と併行して、地域防災計画の
策定を進めております。平成28年度内に完成予定で
すので、策定後に避難所や避難場所に関して防災ガ
イドブックなどで情報提供を行います。（事業実施
の際の参考とします）

31 ●消防団は再編するわけではない。

●消防団の再構築という表記ですので、もともとの
組織の再生と一部の再編による再構築と捉えて表記
していましたが、誤解を招く標記であるため「消防
団の再生」と改めます。

32

●「立入が規制される帰還困難区域では、き
め細かなパトロール等が実施され、防犯防火
対策が徹底されています。」とくわえてほし
い。

●目指す姿において、「警察署や消防署等と連携し
帰還困難区域を含むすべての地域で防犯・防火体制
を構築しています。」と下線部分を追加記載しま
す。

33
●帰町された世帯への訪問実施をすべき。
●防災無線が聞こえにくい世帯への対応をす
べき。

●戸別訪問については、防犯・防火活動の実施にお
いて、警察署や消防署と連携し継続して実施しま
す。（事業実施の際の参考とします）
●防災無線の聞こえにくい世帯については、震災前
からの取組である屋外アンテナ等の設置などで対応
します。（事業実施の際の参考とします）

34
●福島第二原子力発電所の廃炉を要請し続け
てほしい。

●施策編において「県内全ての原子炉の廃炉要請」
という取組を記載しており、廃炉に向けて要請して
いきます。（本計画に記載済み）

35

●整備計画を分かりやすく定めてほしい。
●復興拠点について、意見を聞く場を地区ご
とに複数回、開催してほしい。
●再生に何年かかるかはっきりさせてほし
い。
●インフラ整備等の帰れる環境をきちんと整
備してほしい。

●復興拠点については、地域のみなさまと話し合い
のもと場所・機能・内容等の検討を進めます。な
お、スケジュールなどを含んだ再生方針の検討を次
年度中に予定しており、この再生方針に基づき帰還
困難区域の再生を進めていきます。（事業実施の際
の参考とします）

36
●津島地区は里山を活用していたので、里山
の再生を促進してほしい。
●地域全体の除染を明記してほしい。

●里山を含む森林の再生を目指し、町内全域の再生
を引き続き要請していきます。（本計画に記載済
み）
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No. 主な意見 対応方針（案）

37

●帰還困難区域内の住宅の修繕等はどのよう
に考えているのか。
●戻らない人の土地利用も考えてほしい。
●環境保全や有害鳥獣対策等も総合的な方策
を加えてほしい。

●帰還困難区域内の家屋管理等について、国・県・
町において検討を進めております。町では、地域の
みなさまのご意見を聞きながら対応を検討していき
ます。（事業実施の際の参考とします）

38

●農業の風評は完全に払しょくできるのか。
●風評被害が続くが、20年後の農業への思
いを残してほしい。
●食料生産品等の線量調査の強化と情報公開
が必要である。

●米については全袋検査、その他の野菜等について
はサンプル検査というように検査体制が構築されて
います。更なる検査体制の強化を関係機関に要望し
ていきます。また、検査結果については積極的な発
信に努めます。（本計画に記載あり）

39
●農業用水路の復旧や通水の予定を示すべ
き。
●請戸漁協の整備時期などを示すべき。

●復興計画【第二次】では、概要版・計画編・施策
編と分かれており、具体的な事業やスケジュールな
どは施策編でお示しします。（本計画に記載済み）

40
●除染後の農地が肥沃土壌になるまで、営農
再開支援事業を継続する必要がある。

●営農再開支援事業での地力回復を取組んでおりま
すが、避難指示解除後3年までとされておりますの
で、継続するよう要請しております。（本計画に記
載済み）

41
●里山再生モデル事業や森林除染と併行した
林業の再生は必要である。

●里山再生モデル事業等の進行状況は、随時わかり
やすく情報提供していきます。（本計画に記載済
み）

42
●現状の補助金は事業再開までなので、開業
してからのインセンティブも必要と考える。

●町内で商工業が再開・新規参入しやすい活気ある
環境をつくるため、関係機関と連携した支援の情報
発信を行うとともに、これらの支援の継続を求めま
す。また、町独自の営業支援を実施することによ
り、事業再開や起業がしやすい環境をつくります。
（本計画に記載済み）

43
●町内での就労支援や、多様な働き方の支
援、高齢者の労働機会創出、社会参加体制を
お願いしたい。

●国や県による就労支援事業の活用などにより、就
労の場の確保を図ります。また、町内でのハロー
ワークの支援が受けられる体制なども検討中です。
更に、シルバー人材センター等の再開による雇用の
創出等を進めると共に、ボランティアや社会活動の
機会創出も検討しております。（本計画に記載済
み）
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No. 主な意見 対応方針（案）

44

●ロボットテストフィールドは今後どのよう
に整備していくのか。
●被災地だからできる取組も必要ではない
か。

●国、県、町、関係団体等による浪江町復興ビジョ
ン検討会議を進めており、ロボット産業の可能性を
はじめ、それらがどのようにまちづくりに関係する
かという点を含めて検討を進めております。この検
討結果に基づき、企業誘致等を進めていきます。
（事業実施の際の参考とします）

45
●農地保全より、ソーラーパネルを設置し収
益を上げてはどうか。

●農地について、地区のみなさまと話し合いのもと
有効な土地利用を進めていきたいと考えておりま
す。（事業実施の際の参考とします）

46 ●震災伝承や防災教育の検討等

●町民のみなさまが被った過酷な避難を、他の地域
や次世代で繰り返さないために、震災伝承や経験を
活かした防災教育の取組を進めていきます。（本計
画に記載済み）

47
●原子力災害の恐ろしさを前面に出して後世
に残すことが大切と考える。

●県の整備するアーカイブ拠点施設において、原子
力災害の教訓の情報発信等を行う予定です。この施
設とのタイアップを行うとともに、町としても大学
等の専門機関に協力いただき情報発信等を進めてい
きます。（事業実施の際の参考とします）

48
●帰還困難区域の地域は消滅の危機にあるの
で、歴史、民俗、芸能等を将来に伝えること
が喫緊の課題である。

●帰還困難区域に限らず、町内全域での地域の歴史
や文化等の保存を進めてます。（本計画に記載済
み）

49

●谷津田地区の大規模な太陽光発電の計画
は、実現すれば税収に大きく貢献できる。
●酒井地区は太陽光発電に適した地域であ
る。
●耕作放棄地を集約して太陽光発電を進めて
ほしい。

●農地について、地区のみなさまと話し合いのもと
有効な土地利用を進めていきたいと考えておりま
す。復興計画【第二次】では、地区名の明記はでき
ませんが、再生可能エネルギー産業の誘致等を図り
ます。（事業実施の際の参考とします）

50

●太陽光発電や風力発電等のクリーンエネル
ギーで売電し復興を進めるべき。
●風力発電の低周波は景観を損なうだけなの
で、太陽光発電のみで十分と思う。
●風力発電は騒音があるので住宅から離れた
場所に整備してほしい。

●再生可能エネルギーに関する調査・計画等を実施
する予定です。太陽光・風力・小水力・地熱等の
様々なエネルギーについて検討します。（本計画に
記載済み）
●風力発電を整備する際には、環境アセスメントの
実施や地区の意向を踏まえながら整備を行います。
（事業実施の際の参考とします）
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No. 主な意見 対応方針（案）

51 ●介護施設や病院を整えてほしい。

●介護は、高齢者サポートセンターを整備し、デイ
サービスや在宅介護事業を行います。なお、並行し
て民間事業者の事業再開の支援を行い、介護施設の
充実を図ります。（本計画に記載済み）
●医療は、浪江町役場敷地内に診療所を整備しま
す。なお、緊急時のドクターヘリ搬送や、近隣自治
体との協力等により、医療体制を整えます。（本計
画に記載済み）

52
●どのくらいの放射線量があるかを自分で確
認できるものが必要だ。

●各世帯に希望に沿って線量計を貸出ししていま
す。また、サーベイメーター等の貸出しも行ってお
りますのでご活用ください。（本計画に記載済み）
●町内では、Ｄシャトル（個人積算線量計）を貸出
し具体的に放射線影響の把握ができる体制となって
おります。（本計画に記載済み）

53 ●緊急用の連絡機器を付けてほしい。
●町では、緊急通報システムを帰還し活用を希望さ
れる方に配布しますので、ご活用ください。（事業
実施の際の参考とします）

54

●復興組合の3年間の賠償ではなく、生産や
販売が可能になるまで賠償してほしい。
●適切な賠償が復興計画や避難時し解除の前
提である。
●生業と生活再建が可能となるまで賠償の継
続を強く求めること。

●町民のみなさまへ適切な賠償がなされるよう関係
機関への要請を継続して行います。（本計画に記載
済み）

55

●避難指示解除後1年で賠償が打ち切られて
は生活に困るのではないか。避難指示解除は
まだ先である。
●これまで「復旧・復興」より「賠償」に重
きを置きすぎたのではないか。復旧・復興と
切り離し政策を進めてほしい。

●生活再建に向けた「賠償」の取組と、ふるさとの
再生に関する「復旧・復興」の取組を両輪で進めて
いるところです。生活の再建では、適切な賠償を求
める取組を継続していきます。ふるさとの再生につ
いても並行して進めて参ります。（事業実施の際の
参考とします）
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No. 主な意見 対応方針（案）

56
●避難指示解除前でも活用できる交流施設等
の整備が必要である。

●交流・情報発信拠点の整備を進めておりますが、
整備されるまでの間は、町内の既存施設の活用等を
検討しております。（事業実施の際の参考としま
す）

57 ●浪江町の行事にはできるだけ参加したい。

●震災以前に行われていたイベントや各種スポーツ
大会、伝統芸能発表など町民や様々な人たちが、町
に立ち寄り、気軽に楽しく参加できるイベントを計
画します。（本計画に記載済み）

58
●若い世代や子供が戻ってこれるよう、学校
を再開してほしい。

●浪江東中学校で小中併設校の再開を目指します。
また、町内での教育環境については、検討組織を設
置し、再開に向けた検討を進めます。（本計画に記
載済み）

59
●将来像の「特色ある」の内容が不明　内容
の事例概要などを加えて言うべきでないか。

●目指す姿において、「町内では、伝統文化や被災
経験、先端的産業等の浪江町だからこそできる特色
ある教育環境の中で、～」と修正します。

60 ●小中一貫校教育の導入を検討すべき。

●帰町当初は、小・中学校を併設し学校教育を再開
します。その後の望ましい教育環境や教育施設につ
いても、状況を見ながら継続的に検討を行います。
（事業実施の際の参考とします）

61 ●各教育委員会との連絡強化が必要だ。

●区域外就学をしている子どもたちの学習環境への
配慮を要請するとともに、その地域の子供たちと同
じように教育支援を受けられるように各教育委員会
と連携を図ってまいります。（本計画に記載済み）

62
●神社や仏閣が荒廃しているので修繕が必要
である。

●指定文化財については保存・修復を進めていきま
す。神社や仏閣については、思想や信条の関係から
現状で対応しにくいものの、国・県・関係機関と協
力して検討していきます。（事業実施の際の参考と
します）

63
●伝統芸能の継承を含め、発表の場が必要で
ある。

●伝統芸能、活動補助等を行い実施・継承できるよ
う取り組んでいます。また、伝統文化に触れる機会
については、イベントでの発表の場の創出等を行っ
ています。保存については、映像記録にする事等を
実施しております。（本計画に記載済み）
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No. 主な意見 対応方針（案）

64 ●復興公営住宅での問題対応が課題。

●復興公営住宅は、県営のため諸問題への対応は県
で行うこととなりますが、町でも県との情報共有を
図り、諸問題の把握に努めます。その上で、県に問
題解決のための要望を行ってまいります。（事業実
施の際の参考とします）

65
●高速道路の無料化や医療費窓口負担の減免
の継続をお願いしたい。

●町民と町民・ふるさととの絆維持のために、高速
道路の無料化の継続要請を行います。また、長期避
難による生活不活発病等の生活習慣病への対応のた
めに、医療費窓口負担減免の継続要請をしておりま
す。（本計画に記載済み）

66 ●固定資産税はどうなるのか。

●解除となった次の年より3年間1/2減額されること
になっております。また、滅失・損壊した家屋の敷
地については、平成33年度まで、住宅用地とみなす
こととなっています。その後は、固定資産税の住宅
用地特例が無くなります。このような中、町では、
現在の減免措置の継続を国に要請しています。（本
計画に記載済み）
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(4) 住民懇談会 各会場の議事概要・ 

アンケート結果 
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10.1%

8.1%

12.1%

21.3%

27.8%

14.7%

2.9% 2.9%帰町の考え
（N=951）

すぐ帰りたい

数年で帰りたい

いずれ帰りたい

二重の生活

移住検討、決定

未定

その他

記載なし

●浪江町住⺠懇談会の開催（平成29年1〜2⽉）

（N=864）

【内容】
（１）国等からの説明
除染・廃棄物処理について、復興・再⽣に向けた取組等について

（２）町からの説明
「避難指⽰解除に関する有識者検討委員会」フォローアップ会合報告書及び
浪江町復興計画【第⼆次】（案）の概要について

【資料】
次第

浪江町における除染及び廃棄物の処理について

浪江町の復興・再生に向けた取組について

「避難指示解除に関する有識者検証委員会」フォローアップ会合報告書（概要版）

浪江町復興計画【第二次】概要版＜中間とりまとめ＞

浪江会場
（地域スポーツセンター サブアリーナ）

日時 平成２９年１月２６日（木曜日） １３:３０～１５：３０

参加者 133名

ひたちなか会場
（ワークプラザ勝田 多目的ホール）

日時 平成２９年１月２７日（金曜日） １３:３０～１５:３０

参加者 38名

二本松会場
（安達文化ホール 文化ホール）

日時 平成２９年１月２８日（土曜日） １３:３０～１５：３０

参加者 180名

仙台会場
（仙台国際センター 大会議室「橘」）

日時 平成２９年１月２９日（日曜日） １３：３０～１５：３０

参加者 81名

郡山会場
（ビッグパレットふくしま コンベンションホール）

日時 平成２９年１月３１日（火曜日） １３：３０～１５：３０

参加者 142名

福島会場
（福島テルサ ＦＴホール）

日時 平成２９年２月１日（水曜日） １３：３０～１５：３０

参加者 146名

いわき会場
（いわき市文化センター 大ホール）

日時 平成２９年２月２日（木曜日） １３：３０～１５：３０

参加者 164名

南相馬会場
（サンライフ南相馬 集会室）

日時 平成２９年２月６日（月曜日） １３：３０～１５：３０

参加者 227名

東京会場
（星陵会館 ホール）

日時 平成２９年２月７日（火曜日） １３：３０～１５：３０

参加者 115名

大阪会場
（大阪会館 Ｄ会場）

日時 平成２９年２月１０日（金曜日） １０：００～１２：００

参加者 23名

「避難指示解除に関する有識者検証委員会」フォローアップ会合からの報告書が提出されたことを受け
て、その概要を説明するとともに、国から避難指示解除に関する考え方等について説明していただき、町
民の皆様と意見交換を行うため、各地で10回の住民懇談会を実施した。

来場者アンケート
結果（抜粋）

帰町の考え
（回答総数951名）
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■浪江町（1/26）
回答数110名

■ひたちなか市（1/27）
回答数31名

■⼆本松市（1/28）
回答数153名

■仙台市（1/29）
回答数59名

■郡⼭市（1/31）
回答数124名

■福島市（2/1）
回答数118名

■いわき市（2/2）
回答数131名

■南相⾺市（2/6）
回答数139名

■東京都（2/7）
回答数74名

■⼤阪府（2/10）
回答数12名

29.1%

12.7%

9.1%

20.0%

11.8%

14.5%

2.7% 0.0%

（N=110）

12.9% 3.2%

9.7%

19.4%35.5%

12.9%

3.2% 3.2%

（N=31）

13.7%

10.5%

15.0%

21.6%

19.0%

15.0%

2.0% 3.3%

（N=153）

5.1%

5.1%
5.1%

28.8%
44.1%

10.2%

1.7% 0.0%

（N=59）

3.2%
4.8%

12.9%

19.4%

33.1%

21.0%

4.8% 0.8%

（N=124）

9.3% 5.9%

17.8%

27.1%

20.3%

11.0%

5.1%
3.4%

（N=118）

6.1%
8.4%

11.5%

23.7%29.8%

16.0%

3.1%1.5%

（N=131）

5.0%

12.2%

10.8%

22.3%

33.8%

9.4%

1.4% 5.0%

（N=139）

6.8%
2.7%

10.8%

8.1%

45.9%

23.0%

1.4%1.4%

（N=74）

すぐ帰りたい

数年で帰りたい

いずれ帰りたい

二重の生活

移住検討、決定

未定

その他

記載なし

8.3%
0.0%

8.3%

8.3%
0.0%

8.3%

8.3%

58.3%

（N=12）

【会場別】帰町の考え
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【参考】浪江町住⺠懇談会の概要

■全体
• 帰る・帰らないのアンケートは取ってもらったが、避難解除に関する住⺠の意向は聞か
れていない。

• 解除についての是⾮をなぜ住⺠に聞かないのか。解除ありきの説明だ。
• 帰還困難区域を含め、全町⺠が帰れる時期になったその時が解除の時期ではないか。
• 帰らない選択をした⼈も尊重して欲しいと思う。家の解体に補助が出ないなど、帰らな
いという選択をした⼈が損をする形になっていないか。

• 今回の解除でも帰れない地域や住⺠が出てきて、同じスタートラインに⽴てずに格差が
ついてしまっている。

• 帰れる⼈と帰らない⼈の差別がつかないような事を考えて欲しい。
• 各地で⾏われた懇談会で出された意⾒についての住⺠に対する報告がない。⾃分たちの
意⾒が反映されていないのではないかと疑念を持った。

１．参加者からの発⾔・質問の概要

■医療・福祉・健康管理
• 町の診療所は⽇中のみなので、夜間に急病が⽣じたときの緊急対策をする必要がある。
• 健康管理⼿帳を作るのならば、記録を集めるなど適切で有効な運⽤をすべきだ。
• 帰還する⾼齢者の⼈数を把握しているか。福祉がその⼈数に⼗分対応できるのか。

■賠償・⽀援
• 解除と賠償は切り離して考えていいのか。解除になったから賠償が打ち切られることは
ないか。

• ⽣活していくにはやはりお⾦が必要で、医療費と⾼速道路の無料制度は継続すべきだ。
• 額は少ないとしても、精神的慰謝料は浪江町⺠が死ぬまで続けるべきだ。
• 賠償⾦がなければやっていけない事業者がたくさんいる現状での解除は時期尚早ではな
いか。

• ⽉々の賠償⾦がもう打ち切られるのではないかと不安である。
• 町外⽣活に有効な補助⾦などを詳しく紹介して欲しい。
• 今戻りたくないと⾔っている8割以上の町⺠に対する⽣活保障が必要である。
• 住宅⽀援の打ち切りを避難指⽰解除と同時に⾏うべきではない。

■除染
• 準備宿泊で⾃宅に泊まっているが、家の前後の⼟地が除染されておらず不安に思う。
• ⾵や⽔の流れに乗って帰還困難区域から放射性物質が移動してくる。根本的に⼭や林の
中を除染しない限り、いたちごっこだと思う。再汚染を防ぐ対策が必要だ。

• 再度除染してもらった際の作業員の線量測定の仕⽅が全然なっていなかった。作業員を
もっと教育して欲しい。

• 居住制限区域ではまだ線量が⾼い場所がある。同時に解除すべきではない。
• まだ線量の⾼い⼭林があるので、住⺠が近寄らないようにする対策も必要だ。
• 家屋解体する際に汚染物質が⾶散してまた線量が上がる可能性もあり、それらの解体家
屋をきれいに取り払ってから解除して欲しい。

• ⼤柿ダムに汚染物質がたまっている状態だと、⾵評被害が⼤きくなる。
• 野⽣動物の汚染もひどいということを認識してほしい。
• 除染作業やトラックなどからの埃が舞い上がっている。
• 解除後も⿊いフレコンバッグが近くにあるのは精神的に嫌だが、いつ撤去するのか。
• 空間線量だけでなく、⼟壌汚染について汚染状況を計測すべきだ。
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■まちづくり
• 医療体制、買い物などの⽣活基盤体制、治安、⿃獣の問題など、戻れるような状況に
なっているのか。

• まるしぇがあっても、揃わないものを買うために町外に⾏かなければいけない状況だ。
• まるしぇができたことはありがたいが、⽣活⽤品が⼊⼿できないなら帰りづらい。
• 診療所だけでは不⼗分だ。例えば、⼥性には美容室も必要だ。
• 防犯灯が切れていたり隣近所が帰っていない状況で⼆⼈だけで住むのは不安がある。
• 震災前にあった⼤型スーパー等の再開の予定はないのか。
• 家屋の周辺や、中⼼市街地でもイノシシやネズミが蔓延っており、対応が必要だ。
• 有害⿃獣による家屋の被害は個⼈任せで対応するのか。
• 浪江に帰ってきて良かったと思えるようなまちづくりに精を出して欲しい。
• 庭⽊が成⻑して家屋の屋根や窓を壊している。誰が責任を取るのか。
• 先⽇バス帰宅で浪江の家を⾒に⾏ったが、とても住める状態ではなかった。
• 震災の経験を⽣かしたまちづくりの加速化を図るとあるが、あまり急ぎすぎて失敗して
欲しくない。

• リフォームすれば帰れるが、⼯事業者が不⾜しており家を直すことができない。
• 常磐線の再開に伴い、駅前に駐⾞場を整備してほしい。
• インフラ整備をしてもらっても、仕事や⼦供の学校のことがあり、⼈は簡単には戻れな
い。

■産業
• 運送会社に避難区域だから⾏けないと⾔われ、事業の再開に⽀障がある。
• 従業員確保がかなり厳しい。官⺠合同チームには頑張ってもらっているが、引き続きお
願いしたい。

• 事業再開後の営業保証が受けられない限り、事業の再開は進んでいかないだろう。
• 農地再⽣に向けて、農地に⽣えた植物の伐採や伐根をしてもらわないと再⽣に向けた仕
事ができない。

• 国指定の伝統⼯芸である⼤堀相⾺焼を今後どう⽀援していくのか。
• 東北電⼒の⽤地の無償譲渡が正式に決まったことに関し、企業誘致を含めた有効活⽤を
ぜひ図ってもらい、町の復興再⽣に役⽴てて欲しい。

• 野菜の出荷の解除にあたり、浪江町産と記載して欲しい。売れる／売れないは⾵評被害
ではなく実害なので、賠償で対応すべき。

• 浪江町に住んでいたころは兼業でなんとか農業をしていたが、今から投資をして農業を
再開しても⽣計が成り⽴たない。

■原発の廃炉
• 廃炉はどうなったのか。それが⼼配で帰れない。廃炉が全然進んでいない中でなぜ帰還
を急ぐのかが分からない。

• 第⼀原発を廃炉にするのは発電する時よりも⼤変な⼯事をする必要があり、そういう段
階で帰っていいものかどうか。万が⼀事故が起きたらどうするのか不安だ。

• また地震が発⽣するなどして原発からの放射能漏れが⼼配な状況になることは起こり得
るが、新たな避難計画はあるのか。

• 廃炉まで30〜40年かかり、緊急事態宣⾔が出されている中で避難指⽰か解除されるのは
おかしいのではないか。

• 帰町にあたっては原発の安全性が担保されていることが重要だ。
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■絆維持
• 世界中の⼈々に原発事故の悲惨さや放射線の正しい知識を広めて欲しい。そうすれば偏
⾒やいじめはなくなるだろう。

• 避難先で浪江町⺠であると⾔うといじめや差別を受ける。悲しい現実だ。
• 避難指⽰解除後、戻ってくる⼈が少なく、限界集落になるのではないか。
• 伝統芸能などで町⺠の⼼のよりどころであった神社仏閣を再建し、継承する仕組みが必
要だ。

• 帰還する⼈たちの年齢構成を把握した上で、どんな課題があるかを⾒るべきだ。
• ⼦供が蚊帳の外に置かれている状況で帰っても、いずれ過疎化して浪江町はなくなるの
ではないか。⼦供たちが夢を持てる計画を⽴てるべきだ。

• 帰らないという⼈の中には、若い⼈たちと離れる事を案じて帰ると⾔えない⼈もいる。
• 帰る⼈と帰れない⼈が出る中で、いつまで「浪江町⺠」として確約できるのか。

■帰還困難区域
• 帰還困難区域について、区画の⾒直しが必要ではないか。
• 帰還困難区域の計画の実施中は、何もできないまま、業者も⼊れず、ただ朽ちるのを待
つだけなのか。

• ⾯積がこんなに⼤きい帰還困難区域を残して、どうして⼀部だけ解除するのか。
• 津島、苅野、大堀それぞれ歴史も⾵⼟も違うので、それぞれに復興拠点を作ってほしい。
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■避難指⽰解除に関する考え⽅・時期
• 避難指示解除は熟慮を。安全安心な場所を、政府と町民の信頼が大事である。
• 強制的に居住制限したのに、解除に意見を求めるのはおかしい。
• 国の帰還ありきの説明は住民ファーストではない。
• 準備宿泊している人は帰還を是としている人。全町民に書面で是非を問うべき。
• 町民すべてが帰町時期のスタートラインに立たせるべき!（帰る人と帰らない人の判断時期に

差別はあるべきでない。）
• 老人ばかりいてどうして未来があるのでしょう。双葉郡は国有地にすべきです。原発から30㎞

は生活すべきではありません。国民の税金を無駄に使うべきではありません。
• 解除ありきの説明だ。
• 解除するにはまだ早いと思います。解除には反対です。
• 原発廃炉に30年40年かかる。解除は無理。
• 解除が早い。全域同じスタートラインでの解除を望む。
• 放射線汚染、けもの被害が多発している中での解除はいかがなものか。
• 早期帰還すぎるのではないか。後から解決するような後手に回らない対策を希望。
• 準備宿泊で当面の問題は対応できるのになぜ今解除なのか、納得がいかない。
• 懇談会を開いてから解除日を決めるのが当然。
• もう少し整い始める9月ころまで解除を遅らせてください。
• 反対はしていないが、提案として正式解除は1～2年延期。その間に50％以上が帰れる基盤を

作るべき。
• 今やっている対策が終わってから解除でもよいのでは。無理をするとロクなことが無い。
• 国の言う「30～40年後に解除したのではその頃には浪江町はなくなっているかもしれないか

ら」という考えには納得できない。
• 避難指示解除が遅い。まず、戻れる人が帰って復興事業を進めることが浪江町の復活につな

がる。
• 20mSv以下がほとんどなので一日も早く解除して町残しのためにがんばりたい！
• 解除に賛成。説明を聞いて帰りたい気持ちが強くなりましたが、原発が心配なので数年は様

子を見ます。
• 解除が復興の第一歩になるならば3月31日といわず、前倒しの解除もよいのでは。
• 町のこしのため、早急に解除すべき。ただし、住宅の確保が最重要となるので若干の解除延

期も必要となることも。
• 解除時期が遅れれば遅れるほど浪江町の復興ができなくなるので3月31日に解除してくださ

い。
• 早く解除をして地元で生活ができるようにしてほしい。「帰りたい」という小さな声も聞いてくださ

い。
• 浪江町の復興のためには3.31に解除すべきと思うが、帰れない人の支援も継続してください。
• 後ろ向きの意見ばかりが、町民を代表するかのように取り上げられていますが、方向判断を見

誤らないでください
• 帰還したい人は、不安や不便があっても、生まれ育った故郷を何とかしたいと思っている人が

多いと思います。

２．住⺠懇談会 来場者アンケート（⾃由記載）の概要
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■賠償・⽣活⽀援
• 帰る帰らないで格差が出ないように（税金・支援・賠償）。
• 固定資産税は原因者の東電が支払うべき。
• 補償に差が出るのはおかしい。全町民が同等に。高速道路無料化延長。
• 二重生活のため高速無料化の継続。ふるさと浪江のために手をつくしたいのでよろしく
• 職場でいやがらせを受けて、やめるようになっている。賠償は一律でお願いしたい。
• 東京は区によって支援が違うので生活がとても苦です。浪江町とはいえませんがそっと暮らし

ています。
• 固定資産税の減免継続。二重の固定資産税が心配です。
• しばらくの間二重生活を考えているので税等すべて二重の支払い。住まない家の税金を取ら

ないで。
• 避難指示解除後の固定資産税は帰還した方のみ課税するのが筋ではないでしょうか。
• 10万円を続けてほしい。賠償も続けてほしい。
• 解除するならADRの支払い、700万の支払いが必須だと思う。
• 双葉、大熊と比べて賠償が足りない。
• 最後はお金。東電には個人ではかなわない。町が少しでも解除を遅らせて何かしらの補償を

望む。
• 電気料金の補助は解除後数年間は実施してほしい。
• 各種無料化措置は避難指示解除がされても半年後まででなく当分の続けてほしい。年金生

活のため、きびしい生活です。
• 高速道路無料化、医療費等の減免が1年ごとの更新と言うのは気持ち的に不安が残る。
• 避難先のいやがらせ等で住民票を異動したいが、そうすると国保・介護・高速等支援が受けら

れなくなると聞き追い詰められている。
• 解除とセットで東電の賠償が打ち切り。本来は別個と考えるべき。精神的賠償は一生続く。
• 農地法改正により、耕作放棄地の税率が1.8倍になるが請戸地区も対象になるか。

■懇談会の内容、扱い等
• 町民が自由に意見をいえる目安箱が欲しい。
• もっと時間が欲しい。
• 質疑応答の時間が十分あって良かった。
• 避難住民の切実な問題を受け止めきっていないお役人の答えが多いと感じた。
• 今回の説明会をもっと早くしてほしかった。そうすれば家を壊さなくてもよかったと思った。
• 言っていることに根拠が全くなくおかしいことばかり答えている。
• 懇談会会場が少なすぎる。時間も少ない。多くの町民が避難している新潟県にも。
• 説明に要する時間が長い（１時間４０分）。避難指示に関係ない質問がある。
• 責任があると思うならもっと時間をかけて説明をお願いしたい。
• 参加者の実情を聞き参考になったが、答弁が結論ありきで内容にがっかりした。
• いつも説明会では国主導となっています。もっともっと住民の、町の意見を聞いてほしい。
• なぜ平日なのでしょうか。若い人がいない。土・日にやるべき。
• 国のざっくりの説明だけでなく、今後行政区又は地区での聞き取り会を実施してほしい。
• 住民側も感情的にならず、もっと冷静にならないとこういう場も全く意味がない。
• アンケートに書いても意見が通らない。
• アンケートの結果については正確に発表してほしい。
• このアンケートを反映する気があるのか。反映できるのであれば回答を求める。または少数意

見で反映できなかったと言うべき。広報で広く伝えるべき。
• 国・県への要望の回答をＨＰに掲載してほしい。
• 質問・意見を言える場がこのような場しかない。窓口を常設すれば町民の不満も少しは解消

するのでは。
• 各分野において詳細な説明がないと納得できない。
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■除染・放射線量についての考え⽅
• 20ミリシーベルト基準で本当によいのか？
• 1回の除染で本当に安全なのか。帰りたいけれど除染には不安がある。
• 津波被災の田の除染終了と農家引き渡し時期の明示。一括でなく分割での引き渡しを望む。
• 除染対象区域外の除染が明確でない（河川・高濃度放射線物質）
• 困難区域、居住制限区域の境界の除染が先ではないか。
• 森林除染は里山の完全実施とすべき。竹林も除染対象に。
• 農地のフォローアップ除染が未実施。大柿ダム・ため池・山林除染を早急に実施。
• 下水路、用水路の除染を行ってほしい。
• 除染に関しては子や孫が帰ってきたいと思う環境にない。
• 除染検証委員会は具体的に現場を見ていないような気がする。現場を足で確認してほしい。
• ハウスクリーニングの費用をもっと多く。室内の線量検査を確実に。
• 除染の確認は今後どう進めるのか。隣地が未承諾だ。
• 森林除染後の解除でよいのでは。仮置き場の隣での生活は考えられない。
• 仮置き場の除去を早く進めてほしい。
• 原発事故の収束がないままなぜ帰れるのか。
• 廃炉の過程において、再度、放射性物質が飛散されるのではないか。
• 核燃料の最終処分場も決まっていない現状で第一原発が最終処分場になるのか心配。
• 町独自に山菜や川魚などのモニタリングをして欲しい。
• 科学的な根拠があるのはわかるが、それと住民の安心感とは別では？
• 富岡は早くに除染が始まった。浪江は遅く始まり、除染中にもかかわらず解除するのか。
• 廃炉の安全を最重要に考えてほしい。安心して帰れるまちづくりに協力したい
• なぜ注意喚起情報を出さないかが不思議である。危ないものは危ないと示すべきである。
• 浪江町広報に空気中のダスト及び降下物の値を示してほしい。

■まちづくり（まちづくり全般、買い物）
• 避難指示解除後、道の駅の建設をスピードアップして復興のシンボルとして運営していただき

たい。
• インフラが完全に復旧されていないし、医療・商店がないに等しい状態で、本当に戻る気がお

きない。高齢者が多くなるのに医療や買い物が出来ないことばかり。
• 最低の生活基盤整備ではまともな生活はできない。
• 商店や医療・介護施設がない状態で帰町は不可能ではないか。
• 大熊・双葉・小高を商圏として生きてきた浪江は一緒に環境を整備すべき。
• 役場周辺に施設が集中している。離れている地域が取り残されている気がする。
• 生活環境が整っているとはとても思えない。解除時期が同じなのに他の町（富岡町）と差があ

りすぎる。
• 色々なインフラが整っているから帰れるということだが、それだけでは帰ることは出来ない。
• ふるさと景観を維持する仕組みづくりを。
• ガラスバッチの案内には「16歳未満は浪江にできるだけ入らないように」という但し書きが記さ

れている。しかし、現在認定こども園が建設されています。矛盾している。
• 町としては解除に向けての努力は感じられた。福島県地元で頑張ってビジョンを作成している

こと、現実に復興に向けたまち・なみ・まるしぇは町民に向けたよい取組だ。
• 帰町するしないは本人に判断してほしいが、町は復興を加速して環境整備をして欲しい。
• 生鮮食品が町内で手にはいらないと不便。まち・なみ・まるしぇで毎日は飽きてしまう。
• 5年ぶりに浪江町の家に宿泊したが買い物が原町で不便を感じる。もう少し店舗がほしい。
• 仮設商業施設以外に居酒屋やラーメン店など夜間営業の店舗がほしい。
• 仮設店舗の営業時間を再考すべき。
• 買い物ができるショッピングセンターがあればよい。まるしぇだけではことが足りない。町外に買
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■まちづくり（医療、防犯・防災、有害⿃獣対策、帰還困難区域、⽣業・産業）
• 病院のないところへ帰っても生活できない。小さくても総合病院があったらよい。
• 帰りたくても透析が出来なければ帰れない。
• 両親が高齢で、いつ入院かと不安。中通りから離れられない。介護施設も必要だ。
• 家は住める状態ではない。専門医のいる病院通いが大変。
• 避難後、がんになる人が増えている。がん治療は中通りや仙台などの病院でないと出来ない

ため避難先から戻れない人が沢山いる。浪江町にがんセンターを作ってほしい。
• 整形外科・眼科がない。
• 医療機関の充実を図ることは勿論だが、高齢者等の病院への交通網の確保をお願いしたい。
• パトロール体制の強化が必要だ。夜間の防犯が心配。
• 町内の外灯がいつも暗くて不安。一人で帰っても緊急時に不安。
• 自分だけ帰っても周りが帰らないと安心して自宅に住めない。
• 防災無線をしっかりしてほしい。（夜間在宅に安心して泊まれるように）
• 一時帰宅時にパトロール車を見かけますが、まだ声かけがありません。車を止めて声かけをし

ていただけたらと思います。（家の住人かどうかの確認)
• 避難場所を決めたハザードマップ等を渡してほしい。事故が再び起こった場合の避難するた

めのマニュアルを配ってほしい。
• 安全安心な避難計画を作ってください。
• 災害はいつ起きるかわからない。帰還されている方の誘導はできるのか。災害時のマニュア

ルはあるのか。
• イノシシ対策を早急に（帰る意欲が喪失）。電気柵などの無料取り付けをして欲しい。
• イノシシ等の野生動物が増えた。イノシシ駆除を早急にしてもらわないと帰れない。
• 河川敷の除草を行いイノシシの住む場所をなくしてほしい。
• 帰還困難区域についても長期的な見通しを持ち具体的に示して説明会を開いてほしい。
• 帰還困難区域の将来計画を早く示してほしい。
• 帰還困難区域の除草を早急に。
• 区域の差別は、差別なく町としてまとめてほしい。
• 町としてどのような企業を誘致しようとしていますか。
• 地場産業の復興なくして町の復興は無いと思う。
• 若い人から50・60代が働ける場が必要。
• Ａも早く戻り農業者支援を。農作物指導や取組みをお願いしたい。
• 我々が農業や野菜を作るのに何年かかってもとの土に戻せるのか。
• 再生可能エネルギーの供給地として早急に着手し浪江町のイメージを払しょくすべき。
• ロボット産業や水素エネルギーといった事業では専門知識や技術をもった人に限られるので

はないかと不安がある。
• 仕事がなければ浪江には帰れない。
• 産業が無い。雇用がなければどういう生活をするのか。
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■復興計画・将来象
• 解除に必要なものは①生活できる環境と生活費の確保（環境はほぼ整っていると認識）②雇

用と職場（イノベーションコーストの中で動いている）③心の修復・放射能の教育（この点がうす
い）

• 5年10年20年先のビジョンが不足。どんな町にするのか、何人くらいの町になるのか。
• 帰還者は5000～8000人と言うが数だけの話で年齢別の数値目標が見えない。
• 復興計画は子育て世代に魅力がない。
• 若い人が帰らないと限界集落になってしまうのではないか？30～50年スパンで町の存続を考

えてほしい。町民であればゆくゆく町がなくなってほしくない。
• 復興の計画になるほどと思う感じはあったが、もうしばらく時期をみることにしようと思った。
• 理想を掲げても実現しなければ意味がないと思います。無理なものは無理と言って住民のた

めに施策をうってほしいです。

■インフラ整備
• 3月31日に間に合わずともスーパー・ホームセンター病院等の生活インフラの本格復旧を計

画的に。
• 解除前に整地を（加倉パークタウンの道路及び敷地に大きな穴、破損があり対応希望）
• 解除に伴い114号線は通行証なしで通行できるのか。
• 帰還困難区域を通過しなければ福島市に行くこともできない。
• 帰っても交通機関が1週間に1回位ではどうにもならない。
• 東京へ行くことが多く電車が開通するまでは戻れません。
• 大柿ダムに遠方監視システム設置とあるが、不安があるから監視するということか。
• 上水道に関してかなり不安が多くあります。
• 上水道の自宅敷地内の水道管の交換が必要。長期間使われないため錆ついていると思われ

る。工事補償はないのか。
• 用水排水は完全に流れるようにしてください。
• 笹谷の図書館を(利用客が多いので）解除後も存続してください。
• 工事車両のスピードが危険。（6号線から棚塩）違う道路を通ってほしい。
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■居住意向・住宅
• 他県に移住は決めたが、浪江にも住みたい。
• 状況によっては将来帰る気持ちがあります。
• 帰宅はしないが、浪江町民でいたい。
• ようやく避難先での生活が落ち着いたところ。戻って普通の暮らしができる様子ではない。
• 今の仕事や子供の教育を考えると最低でも4年は帰町できない。借家だったので住居の選択

からになる。
• まだ、子供が学校ありますので、帰りたくないです。
• 自宅はネズミに入られ、取り壊すしかないため、二本松市に土地を見つけ新築した。幾世橋

では生活できません。
• 家族の中でも意見が異なる。同居の子どもたちは浪江には住めないと言っている。
• 町に愛着はあるが、他の人々に聞いても帰らない人が多く、残念ですが、他地域に住むこと

になりました。
• 歳をとればとるほど帰りたい思いだが、現実は思いどおりにはいかない。
• 他市町村に家を建てたが、浪江にも帰れる状況を残したい。
• 自宅は住めない状況（イノシシ）なので南相馬に家を建てたが、浪江の復興を心から願ってい

る。
• 私の主人は今すぐにも帰りたいと言っています。5人暮らしの中で2：3に意見が分かれている。
• 帰る条件は放射能だけではない。帰って何からなにまで心配する生活では帰る意味がない。
• 生活していて「安全か」「安心か」「楽しく充実した生活が送れるか」が確約されていない中で

は若い人は戻らない。今のまま浪江で充分な生活はおくれないと思う。今は他の地域で住ん
でいる町民のバックアップが大切。

• 帰りたいけど帰れない、帰れないけど帰りたいという気持ちの繰り返し。しょうがないとの気持
ちで終わりにすると悲しく、悔しい気持ちでいっぱいだ。

• 子ども、家族と別々の暮らしになりますが、本当に本当にさびしい限りです。
• 老人だけが帰っても生活できない。今は老人2人だけ家族がばらばら。みんなで一緒に暮らし

たいです。
• 近所は家を壊して誰もいなくなった。子も孫も帰らず年寄りがいなくなったら家はどうなるのか。
• 浪江の家を解体後、住宅を再建し少しでも住みたいが何年もかかる。それまで生きていられる

か。
• 復興公営住宅中心の町外コミュニティはどうなったのか。

■その他
• 浪江町を復興したい。知恵をお願いしたい。我々は何をすればいいのか協力できることは何

か。
• 故郷浪江はなくすわけにはいかない。ぜひ存続のために頑張ってほしい
• 復興に向けてのさまざまなビジョンが、少しづつ進捗していることを感じています。皆様の取り

組みに感謝し、自らも帰還に向けて頑張って整備を整えてほしいと思っております。
• 帰っても山歩き、高瀬、泉田の鮎釣り、海水浴のできる日がいつ来るのか。趣味の実現できな

い浪江であってはならない。
• 解除後の制限事項の記述がなかった（野菜の栽培、鮎釣りはＯＫか）
• 帰町は難しいが、そのつながりをどうすればよいか考えている。伝統芸能の伝承支援。
• 除染が完了し、インフラが整備されてもすべて0からの出発である。6年の歳月は言い尽くせな

い。
• 避難指示解除後にすぐに帰町する方々は様々な不便があると思いますがある程度インセン

ティブを与えてほしい。
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